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西 田 幾多 郎 

序 

この 書 は 余が 多年、 金 沢なる 第 四 高等学校 にお い て 

教鞭 を 執って いた 間に 書いた ので ある。 初 はこの 書の 

中、 特に 実在に 関する 部分 を 精細に 論述して、 すぐに 

も 世に出そう という 考 であった が、 病と 種々 の 事情と 

に 妨げられて その 志 を果す ことができなかった。 かく 

して 数年 を 過して いる 中に、 いくらか 自分の 思想 も 変 


り 来り、 従って 余が 志す 所の 容易に 完成し 難き を 感ず 

るよう になり、 この 書 はこの 書と して 一 先ず 世に出し 

て 見たい という 考 になった ので ある。 

この 書 は 第二 編 第三 編が 先ず 出来て、 第一 編 第 四 編 

という 順序に 後から 附 加した ものである。 第一 編 は 余 

あきらか 

の 思想の 根柢で ある 純粋 経験の 性質 を 明 にした もの 

であるが、 初めて 読む 人 はこれ を 略す る 方が よい。 第 

一 一 編 は 余の 哲学的 思想 を 述べた もので この 書の 骨子と 

いうべき ものである。 第三 編 は 前編の 考を 基礎と して 

善 を 論じた 積で あるが、 また これ を 独立の 倫理学と 

見ても 差 支ない と 思う。 第 四 編 は 余が、 かねて 哲学の 


終結と 考えて いる 宗教に ついて 余の 考を 述べた もので 

ある。 この 編 は 余が 病中の 作で 不完全の 処も 多い が、 

とにかく これにて 余が いおうと 思うて いる ことの 終 ま 

で 達した ので ある。 この 書 を 特に 「善の 研究」 と名づ 

けた 訳 は、 哲学的 研究が その 前半 を 占め 居る にも 拘ら 

ず、 人生の 問題が 中心で あり、 終結で あると 考えた 故 

である。 

純粋 経験 を 唯一 の 実在と してす ベて を 説明して 見た 

いという の は、 余が 大分 前から 有って いた 考 であった。 

初 は マッハな ど を 読んで 見た が、 どうも 満足 はでき な 

かった。 そのうち、 ^人あって 経験 あるに あらず、 経 


験あって 個人 あるので ある、 個人的 区別より 経験が 根 

本 的で あると いう 考 から 独 我 論 を 脱する ことができ、 

また 経験 を 能動的と 考 うる ことに 由って フィヒテ 以後 

の 超越 哲学と も 調和し 得る かの ように 考え、 遂に この 

書の 第一 一 編 を 書いた ので あるが、 その 不完全 なること 

はいう まで もない。 

思索な どす る 奴 は 緑の 野に あ つ て 枯草を 食う 動物の 

あざけ 

如しと メフィ ストに 嘲らる るか も 知らぬ が、 我は哲 

理を 考える ように 罰せられ ている とい つ た 哲学者 

(へ ー ゲル) も あるよう に、 一た び 禁断の 果を 食った 人 

間に は、 かかる 苦悩の あるの も 已むを 得ぬ ことで あろ 


う。 明治 四十 四 年 一 月 京都に て 

西 田 幾多 郎 


再版の 序 

この 書 を 出版して から 既に 十 年余の 歳月 を 経た ので 

あるが、 この 書 を 書いた の は それよりも なお 幾年の 昔 

もっぱら 

であった。 京都に 来てから 読書と 思索と に 専 なるこ 

と を 得て、 余 も いくらか 余の 思想 を 洗練し 豊富に する 

こと を 得た。 従つ てこの 書に 対して は 飽き 足らな く 思 

うように なり、 遂に この 書 を 絶版と しょうと 思うた の 

である。 しかし その後 諸方から この 書の 出版 を 求めら 

れ るのと、 余が この 書の 如き 形に おいて 余の 思想の 全 

体 を 述べ 得る の はなお 幾年の 後なる か を 思い、 再び こ 


の 書 を 世に出す ことと した。 今度の 出版に 当りて、 務 

台、 世 良の 両 文学士が 余の 為に 字句の 訂正と 校正との 

労 を 執られた の は、 余が 両 君に 対し 感謝に 堪えざる 所 

である。 大正 十 年 一 月 

西 田 幾多 郎 


版 を 新に する に 当つ て 

この 書 刷 行 を 重ねる こと 多く、 文字 も往々 鮮明 を 欠 

しょし 

くもの が あるよう になった ので、 今度 書肆に おいて 版 

を 新に する ことにな つた。 この 書 は 私が 多少と も 自分 

の考を まとめて 世に出した 最初の 著述で あり、 若 かり 

し 日の 考 に過ぎない。 私 はこの 際 この 書に 色々 の 点に 

おいて 加筆した いので あるが、 思想 は その 時々 に 生き 

たもので あり、 幾 十 年 を 隔てた 後から は 筆の 加えよう 

もない。 この 書 はこの 書と して この 儘と して 置く の 外 

はない。 


今日から 見れば、 この 書の 立場 は 意識の 立場で あり、 

心理主義 的と も 考えられる であろう。 然 非難せられ て 

いたしかた 

も 致 方 はない。 しかし この 書 を 書いた 時代に おいて 

も、 私の 考の 奥底に 潜む もの は 単に それだけの もので 

なかった と 思う。 純粋 経験の 立場 は 「自覚に おける 直 

観と 反省」 に 至って、 フィヒテの 事 行の 立場 を 介して 

絶対 意志の 立場に 進み、 更に 「働く ものから 見る もの 

へ」 の 後半に おいて、 ギリシャ 哲学 を 介し、 一転して 

「場所」 の考に 至った。 そこに 私 は 私の 考を 論理 化す 

る 端緒 を 得た と 思う。 「場所」 の考は 「弁証法的 一 般者」 

として 具体化せられ、 「弁証法的 一 般者」 の 立場 は 「行 


為 的 直観」 の 立場と して 直接 化せられた。 この 書に お 

いて 直接 経験の 世界と か 純粋 経験の 世界と かいった も 

の は、 今 は 歴史的 実在の 世界と 考える ようになった。 

行為 的 直観の 世界、 ポ イェシスの 世界 こそ 真に 純粋 経 

験の 世界で あるので ある。 

フ ェ ヒ ネル は 或 朝 ライプチヒの 口 ー ゼンタ —ルの 腰 

掛に 休らいながら、 日 麗 に 花 薫り 鳥 歌い 蝶 舞う 春の 

牧場 を 眺め、 色 もな く 音 もな き 自然科学 的な 夜の 見方 

に反して、 ありの 儘が 真で ある 昼の 見方に 耽った と自 

らいって いる。 私 は 何の 影響に よつ たかは 知らないが、 

早くから 実在 は 現実 そのままの もので なければ ならな 


い、 いわゆる 物質の 世界と いう 如き もの はこれ から 考 

えられた ものに 過ぎない という 考を 有って いた。 まだ 

高等学校の 学生であった 頃、 金 沢の 街 を 歩きながら、 

夢み る 如く かかる 考に 耽った ことが 今 も 思い出される _ 

その 頃の 考が この 書の 基 ともなつ たかと 思う。 私が こ 

の 書 を 物せ し 頃、 この 書が かくまでに 長く 多くの 人に 

読まれ、 私が かくまでに 生き長らえて、 この 書の 重版 

を 見ようと は 思い も よらない ことであった。 この 書に 

対して、 命な りけ り 小夜の 中 山の 感な きを 得ない。 昭 

和 十 一 年 十月 

著者 
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第 一 編 純粋 経験 

第 一 章 純粋 経験 

そのまま 

経験 するとい うの は 事実 其 儘に 知る の 意で ある。 全 

く 自己の 細工 を棄 てて、 事実に 従うて 知る ので ある。 

純粋と いうの は、 普通に 経験と いっている 者 も その実 

は 何ら かの 思想 を 交えて いるから、 毫も 思慮 分別 を 加 

えない、 真に 経験 其 儘の 状態 をい うので ある。 たとえ 

ば、 色 を 見、 音 を 聞く 剎那、 未だ これが 外物の 作用で 

あると か、 我が これ を 感じて いると かいうよ うな 考の 


ない のみならず、 この 色、 この 音 は 何で あると いう 判 

断 すら 加わらない 前 をい うので ある。 それで 純粋 経験 

は 直接 経験と 同一 である。 自己の 意識 状態 を 直下に 経 

験した 時、 未だ 主 もな く 客 もない、 知識と その 対象と 

が 全く 合一して いる。 これが 経験の 最醇 なる 者で ある。 

あきらか 

勿論、 普通に は 経験と いう 語の 意義が 明 に 定まって 

おらず、 ヴント の 如き は 経験に 基づいて 推理 せられた 

る 知識 を も 間接 経験と 名 づけ、 物理学、 化学な ど を 間 

接 経験の 学と 称して いる (wundt,  Grundriss  der 

t-sychologie,  Einl.§I)。 しかし これらの 知識 は 正当 

の 意味に おいて 経験と いう ことができぬ ばかりで はな 


く、 意識 現象で あっても、 他人の 意識 は 自己に 経験が 

できず、 自己の 意識で あっても、 過去に ついての 想起、 

現前で あっても、 これ を 判断した 時 は 己に 純粋の 経験 

ではない。 真の 純粋 経験 は 何らの 意味 もない、 事実 其 

儘の 現在 意識 あるの みで ある。 

右に いったよ うな 意味に おいて、 如何なる 精神 現象 

が 純粋 経験 の 事実で あるか。 感覚 や 知覚が これに 属す 

る こと は 誰も 異論 は あるまい。 しかし 余 は 凡ての 精神 

現象が この 形に おいて 現われる ものであると 信ずる。 

記憶に おいても、 過去の 意識が 直に 起って くるので 

もな く、 従って 過去 を 直覚す るので もない。 過去と 感 


ずるの も 現在の 感情で ある。 抽象的 概念と いっても 決 

して 超 経験的の 者で はなく、 やはり 一 種の 現在 意識で 

ある。 幾何学 者が 一個の 三角 を 想像しながら、 これ を 

以て 凡ての 三角の 代表と なすよう に、 概念の 代表的 要 

素なる 者 も 現前に おいて は 一 種の 感情に すぎない ので 

あ る (Jsnes-The  p-rinciples  of  psychology.  Vol.  I, 

Chap.  VII)。 その外 いわゆる 意識の 縁 暈 fringe なる 

もの を 直接 経験の 事実の 中に 入れて 見る と、 経験的 事 

実 間にお ける 種々 の 関係の 意識す らも、 感覚、 知覚と 

同じく 皆 この 中に 入つ てく るので ある (James,  A 

AVorld  of  pureExperience)。 しからば 情意の 現象 は 


她 何とい うに、 快、 不快の 感情が 現在 意識で ある こと 

はいう まで もな く、 意志に おいても、 その 目的 は 未来 

にある にせよ、 我々 はいつ もこれ を 現在の 欲望と して 

感ずる ので ある。 

さて、 かく 我々 に 直接であって、 凡ての 精神 現象の 

原因で ある 純粋 経験と は 如何なる 者で あるか、 これよ 

り 少しく その 性質 を 考えて 見よう。 先ず 純粋 経験 は 単 

純で あるか、 はた 複雑で あるかの 問題が 起って くる。 

直下の 純粋 経験で あっても、 これが 過去の 経験の 構成 

せられた 者で あると か、 また 後に てこれ を 単一なる 要 

素に 分析で きる とかいう 点より 見れば、 複雑と いって 


もよ かろう。 しかし 純粋 経験 はいかに 複雑で あっても、 

その 瞬間に おいて は、 いつも 単純なる 一事 実で ある。 

たとい 過去の 意識の 再現で あっても、 現在の 意識 中に 

統 一 せられ、 これが 一 要素と なって、 新なる 意味 を 得 

た 時には、 己に 過去の 意識と 同一と いわれぬ (stout 

Aneilytic  Psychology,  VOL  11,  p.45)。 これと同じく、 

現在の 意識 を 分析した 時に も、 その 分析 せられた 者 は 

もはや 現在の 意識と 同一 ではない。 純粋 経験の 上から 

見れば 凡てが 種別 的であって、 その 場合 ごとに、 単純 

で、 独創的で あるので ある。 次に かかる 純粋 経験の 綜 

合 は 何処まで 及ぶ か。 純粋 経験の 現在 は、 現在に つい 


て考 うる 時、 已に 現在に あらず というよ うな 思想 上の 

現在で はない。 意識 上の 事実と しての 現在に は、 いく 

ら かの 時間 的 継続がなければ ならぬ (James,  The 

tMnciples  of  r-sychology.  Vol. L  Qiap.  xv)。 即ち 意 

識の 焦点が いつでも 現在と なる ので ある。 それで、 純 

粋 経験の 範囲 は 自ら 注意の 範囲と 一致して くる。 しか 

し 余 はこの 範囲 は 必ずしも 一 注意の 下に かぎらぬ と 思 

う。 我々 は 少しの 思想 も 交えず、 主客 未 分の 状態に 注 

意 を 転じて 行く ことができ るので ある。 たとえば 一 生 

懸命に 断 岸を攀 ずる 場合 の 如き、 音楽家が 熟練した 曲 

を 奏する 時の 如き、 全く 知覚の 連続 perceptual  train 


といっても よい (stout.  Manual  of  Psychology,  p. 

252)。 また 動物の 本能 的 動作に も 必ず かくの 如き 精神 

状態が 伴うて いるので あろう。 これらの 精神 現象に お 

いて は、 知覚が 厳密なる 統一と 連絡と を 保ち、 意識が 

一 より 他に 転ずる も、 注意 は 始終 物に 向けられ、 前の 

じゃっき 

作用が 自ら 後者 を 惹起し その 間に 思惟 を 入るべき 少し 

の 亀裂 もない。 これ を 瞬間 的 知覚と 比較す るに、 注意 

の 推移、 時間の 長短 こそ あれ、 その 直接に して 主客 合 

一 の 点に おいて は 少しの 差別 もない ので ある。 特にい 

わ ゆる 瞬間 知覚なる 者 も、 その実 は 複雑なる 経験の 結 

合 構成せられ たる 者で あると すれば、 右二 者の 区別 は 


性質の 差で はなく して、 単に 程度の 差で あると いわね 

ばなら ぬ。 純粋 経験 は 必ずしも 単一 なる 感覚と はかぎ 

らぬ。 心理学者の いうよう な 厳密なる 意味の 単一 感覚 

と は、 学問 上 分析の 結果と して 仮想した 者であって、 

事実上に 直接なる 具体的 経験で はない ので ある。 

純粋 経験の 直接に して 純粋なる 所以 は、 単一 であつ 

て、 分析が できぬ とか、 瞬間 的で あると かいう ことに 

あるので はない。 かえって 具体的 意識の 厳密なる 統一 

にある ので ある。 意識 は 決して 心理学者の いわゆる 単 

一なる 精神的 要素の 結合より 成った もので はなく、 元 

来 一 の 体系 を 成した ものである。 初生児の 意識の 如き 


は 明暗の 別 すら、 さだか ならざる 混沌た る 統一 であろ 

う。 この 中より 多様なる 種々 の 意識 状態が 分化 発展し 

来る ので ある。 しかしい かに 精細に 分化しても、 何処 

まで も その 根本的なる 体系の 形 を 失う こと はない。 

我々 に 直接なる 具体的 意識 はいつ でも この 形に おいて 

現われる ものである。 瞬間 的 知覚の 如き 者で も 決して 

この 形に 背く こと はない。 たとえば 一目して 物の 全体 

を 知覚す ると 思う 場合で も、 仔細に 研究 すれば、 眼の 

運動と 共に 注意 は 自ら 推移して、 その 全体 を 知る に 至 

るので ある。 かく 意識の 本来 は 体系的 発展であって、 

この 統一が 厳密で、 意識が 自ら 発展す る 間 は、 我々 は 


純粋 経験の 立脚地 を 失わぬ ので ある。 この 点 は 知覚 的 

経験に おいても、 表象 的 経験に おいても 同一 である。 

表象の 体系が 自ら 発展す る 時 は、 全体が 直に 純粋 経験 

である。 ゲ ー テが 夢の 中で 直覚的に 詩 を 作った という 

如き は、 その 一例で ある。 或は 知覚 的 経験で は、 注意 

が 外物から 支配せられ るので、 意識の 統一と はいえ な 

いように 思われる かも 知れない。 しかし、 知覚 的 活動 

の 背後に も、 やはり 或 無意識 統一 力が 働いて いなけれ 

ばなら ぬ。 注意 はこれ に 由り て 導かれる ので ある。 ま 

たこれ に 反し、 表象 的 経験 はいかに 統一せられ てあつ 

て も、 必ず 主観的 所作に 属し、 純粋の 経験と はい われ 


ぬよう にも 見える。 しかし 表象 的 経験で あっても、 そ 

の 統一 が 必然で 自ら 結合す る 時には 我々 はこれ を 純粋 

の 経験と 見なければ ならぬ、 たとえば 夢に おいての よ 

うに 外より 統一 を 破る 者がない 時には、 全く 知覚 的 経 

験と 混同せられ るので ある。 元来、 経験に 内外の 別 あ 

るので はない、 これ をして 純粋なら しむる 者 は その 統 

一 にあって、 種類に あるので はない。 表象で あっても、 

感覚と 厳密に 結合して いる 時には 直に 一 つの 経験で あ 

る。 ただ、 これが 現在の 統一 を 離れて 他の 意識と 関係 

する 時、 もはや 現在の 経験で はなく して、 意味と なる 

ので ある。 また 表象 だけであった 時には、 夢に おいて 


のように 全く 知覚と 混同せられ るので ある。 感覚が い 

つで も 経験で あると 思われる の は そがい つも 注意の 焦 

点と なリ統 一 の 中心と なる が 為であろう。 

今な お 少しく 精細に 意識 統 一 の 意義 を 定め、 純粋 経 

験 の 性質 を 明に しょうと 思う。 意識 の 体系と いうの は 

凡ての 有機物の ように、 統一的 或 者が 秩序 的に 分化 発 

展し、 その 全体 を 実現す るので ある。 意識に おいて は、 

先ず その 一 端が 現われる と共に、 統 一 作用 は 傾向の 感 

情と して これに 伴うて いる。 我々 の 注意 を 指導す る 者 

はこの 作用であって、 統一が 厳密で あるか 或は 他より 

妨げられぬ 時には、 この 作用 は 無意識で あるが、 しか 


ら ざる 時には 別に 表象と なって 意識 上に 現われ 来り、 

直に 純粋 経験の 状態 を 離れる ようにな るので ある。 即 

ち 統一 作用が 働いて いる 間 は 全体が 現実で あり 純粋 経 

験で ある。 而 して 意識 は 凡て 衝動的であって、 主意 説 

のい うように、 意志が 意識の 根本的 形式で あると い い 

得るならば、 意識 発展の 形式 は 即ち 広義に おいて 意志 

発展の 形式で あり、 その 統一的 傾向と は 意志の 目的で 

あると いわねば ならぬ。 純粋 経験と は 意志の 要求と 実 

現との 間に 少しの 間隙 もな く、 その 最も 自由にして、 

活潑 なる 状態 である。 勿論 選択 的 意志より 見れば か く 

の 如く 衝動的 意志に よりて 支配せられ るの はかえ つ て 


意志の 束縛で あるか も 知れぬ が、 選択 的 意志 と は 己に 

意志が 自由 を 失った 状態で ある 故に これ が 訓練せられ 

た 時には また 衝動的と なる ので ある。 意志の 本質 は 未 

来に 対する 欲求の 状態に あるので はなく、 現在に おけ 

る 現在の 活動に あるので ある。 元来、 意志に 伴う 動作 

は 意志の 要素で はない。 純 心理的に 見れば 意志 は 内面 

における 意識の 統覚 作用で ある。 而し てこの 統一 作用 

を 離れて 別に 意志なる 特殊の 現象 あるので はない、 こ 

の 統一 作用の 頂点が 意志で ある。 思惟 も 意志と 同じく 

一種の 統覚 作用で あるが、 その 統一 は 単に 主観的で あ 

る。 然るに 意志 は 主客の 統一 である。 意志が いつも 現 


在で あるの もこれ が 為で ある (sclspenllauer.  Die 

AVelt  als  WiUe  und  Vorstellung,  80s)。 純粋 経験 は 

事実の 直覚 その 儘であって、 意味がない といわれ てい 

る。 かくいえば、 純粋 経験と は 何だか 混沌 無差別の 状 

態で あるかの ように 思われる かも 知れぬ が、 種々 の 意 

味と か 判断と かいう もの は 経験 其 者の 差別より 起る の 

で、 後者 は 前者に よりて 与えられ るので はない、 経験 

は 自ら 差別 相 を 具えた 者で なければ ならぬ。 たとえば ■ 

一 の 色 を 見て これ を 青と 判定した ところが、 原 色覚が 

これによ りて 分明になる ので はない、 ただ、 これと 同 

様なる 従来の 感覚との 関係 をつ けたまで である。 また 


今 余が 視覚と して 現われた る 一 経験 を 指して 机と なし、 

これにつ いて 種々 の 判断 を 下す とも、 これにより てこ 

の 経験 其 者の 内容に 何らの 豊富 を も 加えない ので ある。 

要するに 経験の 意味と か 判断と かいうの は 他との 関係 

を 示す に すぎ ぬので、 経験 其 者 の 内容 を 豊富 にす るの 

ではない。 意味 或は 判断の 中に 現われた る 者 は 原 経験 

より 抽象せられ たる その 一部であって、 その 内容に お 

いて はかえ つて これよりも 貧なる 者で ある。 勿論 原 経 

験 を 想起した 場合に、 前に 無意識で あ つ た 者が 後に 意 

識 せられる ような 事 も あるが、 こ は 前に 注意せ ざり し 

部分に 注意した までであって、 意味 や 判断に よりて 前 


に 無かった 者が 加えられ たので はない。 

純粋 経験 はかく 自ら 差別 相 を 具えた 者と すれば、 こ 

れに 加えられる 意味 或は 判断と いうの は 如何なる 者で 

あろう か、 また これと 純粋 経験との 関係 は 如何で あろ 

う。 普通で は 純粋 経験が 客観的 実在に 結合 せられる 時、 

意味 を 生じ、 判断の 形 をな すと いう。 しかし 純粋 経験 

説の 立脚地より 見れば、 我々 は 純粋 経験の 範囲 外に 出 

る こと はでき ぬ。 意味と か 判断と か を 生ずる の もつ ま 

リ 現在の 意識 を 過去の 意識に 結合す るより 起る ので あ 

る。 即ち これ を大 なる 意識 系統の 中に 統 一 する 統 一 作 

用に 基づく ので ある。 意味と か 判断と かいうの は 現在 


意識と 他との 関係 を 示す 者で、 即ち 意識 系統の 中に お 

ける 現在 意識の 位置 を 現わす に過ぎない。 例えば 或 聴 

覚 について これ を 鐘声と 判じた 時 は、 ただ 過去の 経験 

中に おいて これが 位置 を 定めた ので ある。 それで、 い 

かなる 意識が あっても、 そが 厳密なる 統一 の 状態に あ 

る 間 は、 いつでも 純粋 経験で ある、 即ち 単に 事実で あ 

る。 これに 反し、 この 統一が 破れた 時、 即ち 他との 関 

係に 入った 時、 意味 を 生じ 判断 を 生ずる ので ある。 

我々 に 直接に 現われ 来る 純粋 経験に 対し、 すぐ 過去の 

意識が 働いて 来る ので、 これが 現在 意識の 一 部と 結合 

し 一 部と 衝突し、 ここに 純粋 経験の 状態が 分析せられ 


破壊せられ るよう になる。 意味と か 判断と かいう もの 

はこの 不統一の 状態で ある。 しかし この 統一、 不統一 

と いう こと も、 よく 考えて 見る と 畢竟 程度の 差で ある、 

全然 統 一 せる 意識 もなければ、 全然 不統 一 なる 意識 も 

なかろう。 凡ての 意識 は 体系的 発展で ある。 瞬間 的 知 

識 であっても 種々 の 対立、 変化 を 含蓄して いるよう に、 

意味と か 判断と かいう 如き 関係の 意識の 背後に は、 こ 

の 関係 を 成立せ しむる 統 一 的 意識がなければ ならぬ。 

ヴント のい つたよう に、 凡ての 判断 は 複雑なる 表象の 

分析に よりて 起る ので ある (wundt,  Logik,  Bd.  I,  Abs. 

Ill.tCap. 1)。 また 判断が 漸々 に 訓練せられ、 その 統一 


が 厳密と なった 時には 全く 純粋 経験の 形と なる ので あ 

る、 たとえば 技芸 を 習う 場合に、 始は 意識的であった 

事 もこれ に 熟する に 従って 無意識と なる ので ある。 更 

に 一歩 進んで 考えて 見れば、 純粋 経験と その 意味 また 

は 判断と は 意識の 両面 を 現わす 者で ある、 即ち 同 一 物 

の 見方の 相違に すぎない。 意識 は 一 面に おいて 統 一 性 

を 有する と共に、 また 一 方に は 分化 発展の 方面が なけ 

れ ばなら ぬ。 しかも ジェ ー ムスが 「意識の 流」 におい 

て 説明した ように、 意識 は その 現われた る処 について 

いるので はなく、 含蓄 的に 他と 関係 を もっている。 現 

在 はいつ でも 大 なる 体系の 一 部と 見る ことが 出来る。 


いわゆる 分化 発展なる 者 は 更に 犬なる 統一 の 作用で あ 

る。 

かく 意味と いう 者も大 なる 統一 の 作用で あると すれ 

ば、 純粋 経験 はか かる 場合に おいて 自己の 範囲 を 超越 

する のであろう か。 たとえば 記憶に おいて 過去と 関係 

し 意志に おいて 未来と 関係す る 時、 純粋 経験 は 現在 を 

超越す ると 考える ことが 出来る であろう か。 心理学者 

は 意識 は 物で なく 事件で ある、 されば 時々 刻々 に 新で 

あって、 同一 の 意識が 再生す る こと はない という。 し 

かし 余 はか かる 考は 純粋 経験 説の 立脚地より 見た ので 

はなく、 かえって 過去 は 再び 還らず、 未来 は 未だ 来ら 


ずと いうの 時間 性質よ リ 推理した ので はない かと 思う。 

純粋 経験の 立脚地より 見れば、 同一 内容の 意識 は どこ 

まで も 同一 の 意識と せねば なるまい。 例えば 思惟 或は 

意志に おいて 一 つの 目的 表象が 連続 的に 働く 時、 我々 

はこれ を 一 つの 者と 見なければ ならぬ ように、 たとい 

その 統一 作用が 時間 上に は 切れて いても、 一つの 者と 

考えねば ならぬ と 思う。 


第二 章 思惟 

思惟と いうの は 心理学から 見れば、 表象 間の 関係 を 

定め これ を 統一す る 作用で ある。 その 最も 単一なる 形 

は 判断であって、 即ち 二つの 表象の 関係 を 定め、 これ 

を 結合す るので ある。 しかし 我々 は 判断に おいて 二つ 

の 独立なる 表象 を 結合す るので はなく、 かえって 或 一 

つの 全き 表象 を 分析す るので ある。 たとえば 「馬が 走 

る」 という 判断 は、 「走る 馬」 という 一 表象 を 分析して 

生ずる ので ある。 それで、 判断の 背後に はいつ でも 純 

粋 経験の 事実が ある。 判断に おいて 主客 両 表象の 結合 


は、 実に これによ りて できる ので ある。 勿論 いつでも 

全き 表象が 先ず 現われて、 これより 分析が 始まる とい 

うので はない。 先ず 主語 表象が あって、 これより 一定 

の 方向に おいて 種々 の 聯想 を 起し、 選択の 後 その 一 に 

決定す る 場合 も ある。 しかし この場合 でも、 いよいよ 

これ を 決定す る 時には、 先ず 主客 両 表象 を 含む 全き 表 

象が 現われて 来なければ ならぬ。 つまり この 表象が 始 

から 含蓄 的に 働いて いたのが、 現実と なる 所に おいて 

判断 を 得る ので ある。 かく 判断の 本に は 純粋 経験が な 

ければ ならぬ という こと は、 啻に 事実に 対する 判断の 

場合の みで はなく、 純理 的 判断と いうよう な 者に おい 


て も 同様で ある。 たとえば 幾何学の 公理の 如き 者で も 

皆 一種の 直覚に 基づいて いる。 たとい 抽象的 概念で 

あっても、 二つの 者 を 比較し 判断す るに は その 本に お 

いて 統一的 或 者の 経験がなければ ならぬ。 いわゆる 思 

惟の 必然性と いうの はこれ より 出で くるので ある。 故 

に 若し 前にい つたよう に 知覚の 如き 者 のみでな く、 関 

係の 意識 を も 経験と 名づ くる ことができるならば、 純 

理的 判断の 本に も 純粋 経験の 事実が あると いう ことが 

できる ので ある。 また 推論の 結果と して 生ずる 判断に 

ついて 見ても、 ロックが 論証 的 知識に おいても 一歩 一 

歩に 直覚 的 証明がなければ ならぬ とい つたよう に 


(Ix>cke,  An  Ess ひ y  concerning  Humsl 

Understanding,  rok  IV,  olap.  II,  7) 連鎖と なる 各 判 

断の 本に はいつ も 純粋 経験の 事実がなければ ならぬ。 

種々 の 方面の 判断 を 綜合して 断案 を 下す 場合に おいて 

も、 たとい 全体 を 統一す る 事実 的 直覚 はない にしても、 

凡ての 関係 を 綜合 統 一 する 論理的 直覚が 働いて いる 

(いわゆる 思想の 三 法則の 如き も 一 種の 内面的 直覚で 

ある)。 たとえば 種々 の 観察より 推して 地球が 動いて 

いなければ ならぬ というの も、 つま リー 種の 直覚に 基 

づける 論理 法に 由り て 判断す るので ある。 

従来 伝統的に 思惟と 純粋 経験と は 全く 類 を 異にせる 


精神 作用で あると 考えられ ている。 しかし 今 凡ての 独 

断を棄 てて 直接に 考え、 ジェ ー ムスが 「純粋 経験の 世 

界」 と 題せ る 小論 文に いったよ うに、 関係の 意識 を も 

経験の 中に 入れて 考えて 見る と、 思惟の 作用 も 純粋 経 

験の 一 種で あると いう ことができ ると 思う。 知覚と 思 

惟の 要素た る 心像と は、 外より 見れば、 一 は 外物よ リ 

来る 末端 神経の 刺戟に 基づき、 一 は 脳の 皮質の 刺戟に 

基づく というよ うに 区別が でき、 また 内から 見ても、 

我々 は 通常 知覚と 心像と を 混同す る こと はない。 しか 

し 純 心理的に 考えて、 どこまでも 厳密に 区別が できる 

かとい うに、 そ は 頗る 困難で ある、 つまり 強度の 差と 


かその 外 種々 の 関係の 異なる より 来る ので、 絶対的 区 

別 はない ので ある (夢、 幻覚 等に おいて 我々 はしばし 

ば 心像 を 知覚と 混同す る ことがある)。 原始的 意識に 

かかる 区別が あつたの ではなく、 ただ 種々 の 関係より 

区別せられ るよう になった のであろう。 また 一見、 知 

覚は 単一 であって、 思惟 は 複雑なる 過程で あるよう に 

見える が、 知覚と いっても 必ずしも 単一 ではない、 知 

覚も 構成 的 作用で ある。 思惟と いっても その 統一 の 方 

面より 見れば 一 の 作用で ある。 或統 一 者の 発展と 見る 

ことができる。 

かく 思惟と 知覚 的 経験の 如き 者と を 同 一 種と 考える 


ことに ついては 種々 の 異論 も あるであろう から、 余 は 

これより 少しく これらの 点に つ いて 論じて 見ようと 思 

う。 普通に は 知覚 的 経験の 如き は 所 動的で、 その 作用 

が 凡て 無意識 であり、 思惟 はこれ に 反し 能動的 で その 

作用が 凡て 意識的で あると 考えられ ている。 しかし か 

あきらか 

ように 明 なる 区別 は どこに あるであろう か。 思惟で 

あ つ て も、 そが 自由に 活動し 発展す る 時には 殆ど 無意 

識的 注意の 下にお いて 行われる ので ある、 意識的と な 

るの はかえ つて この 進行が 妨げられた 場合で ある。 思 

惟 を 進行せ しむる 者 は 我々 の 随意 作用で はない、 思惟 

は 己 自身に て 発展す るので ある。 我々 が 全く 自己 を 


棄 てて 思惟の 対象 即ち 問題に 純一と なった 時、 更に 適 

当に いえば 自己 を その 中に 没した 時、 始めて 思惟の 活 

動 を 見る ので ある。 思惟に は 自ら 思惟の 法則が あって 

自ら 活動す るので ある。 我々 の 意志に 従う ので はない- 

対象に 純一 になる こと、 即ち 注意 を 向ける こと を 有意 

的と いえば いいうる であろうが、 この 点に おいて は 知 

覚も 同一 であろうと 思う、 我々 は 見ん と 欲する 物に 自 

由に 注意 を 向けて 見る ことができる。 勿論 思惟に おい 

ゆるやか 

て は 知覚の 場合よりも 統一が 寛 であり、 その 推移が 

意識的で あるよう に 思われる ので、 前に これ を 以て そ 

の 特徴と して 置いた が、 厳密に 考えて 見る とこの 区別 


も 相対的で あ つ て、 思惟に おいても 一 表象より 一 表象 

に 推移す る 瞬間に おいて は 無意識で ある、 統一 作用が 

現実に 働きつつ ある 間 は 無意識で なければ ならぬ。 こ 

れを 対象と して 意識す る 時には、 己に その 作用 は 過去 

に 属する ので ある。 かく 思惟の 統一 作用 は 全然 意志の 

外に あるので あるが、 ただ 我々 が 或 問題に ついて 考え 

る 時、 種々 の 方向が あって その 取捨が 自由で あるよう 

に 思われる ので ある。 しかし かかる 現象 は 知覚の 場合 

にもない ので はない。 少しく 複雑なる 知覚に おいて は 

如何に 注意 を 向ける か は 自由で ある、 たとえば 一 幀の 

画 を 見る にしても、 形に 注意す る こと もで きまた 色彩 


に 注意す る こと もで きる。 その外、 知覚で は 我々 は 外 

から 動かされ、 思惟で は 内より 動くな どい うが、 内外 

の 区別と いう も 要するに 相対的に すぎぬ、 ただ 思惟の 

材料た る 心像 は 比較的 変動し 易く 自由で あるから かく 

見える ので ある。 

次に 普通に は 知覚 は 具象的 事実の 意識で あり、 思惟 

は 抽象的 関係の 意識であって、 両者 全然 その 類 を 異に 

する 者の ように 考えられ ている。 しかし 純粋に 抽象的 

関係と いうよう な 者 は 我々 はこれ を 意識す る こと はで 

きぬ、 思惟の 運行 も 或 具象的 心像 を藉り て 行われる の 

である、 心像な くして 思惟 は 成立し ない。 たとえば 三 


角 形の 総べての 角の 和 は 二直角で あると いう こと を 証 

明す るに も、 或 特殊なる 三角形の 心像に 由らねば なら 

ぬので ある、 思惟 は 心像 を 離れた 独立の 意識で はない、 

これに 伴う 一 現象で ある。 ゴ ー ル Gore は、 心像と そ 

の 意味との 関係 は 刺戟と その 反応との 関係と 同一 であ 

ると 説いて いる (Dewey,  Studies  in  Logical  Tlleory)。 

思惟 は 心像に 対する 意識の 反応であって、 而し てまた 

心像 は 思惟の 端緒で ある、 思惟と 心像と は 別物で はな 

い。 いかなる 心像で あっても 決して 独立で はない、 必 

ず 全 意識と 何ら かの 関係に おいて 現われる、 而し てこ 

の 方面が 思惟に おける 関係の 意識で ある、 純粋なる 思 


惟と 思われる 者 も、 ただこの 方面の 著しき 者に すぎな 

いので ある。 さて 心像と 思惟との 関係 を 右の 如く 考え 

た 所で、 知覚に おいて はかくの 如き 思惟 的 方面がない 

かとい うに、 決してそう ではない。 凡ての 意識 現象の 

ように 知覚 も 一 の 体系的 作用で ある、 知覚に おいて は 

その 反応 はかえ つ て 顕著で あつ て 意志と なり 動作と 

なって 現われる ので あるが、 心像に おいて は 単に 思惟 

として 内面的 関係に 止まる ので ある。 されば 事実上の 

意識に は 知覚と 心像との 区別 は あるが、 具象と 抽象と 

の 別 はない、 思惟 は 心像 間の 事実の 意識で ある、 而し 

て 知覚と 心像との 別 も 前にい つたよう に 厳密なる 純粋 


経験の 立脚地よ りして は、 どこまでも 区別す る こと は 

できない ので ある。 

以上 は 心理学 上より 見て、 思惟 も 純粋 経験の 一 種で 

ある こと を 論じた ので あるが、 思惟 は 単に 個人的 意識 

の 上の 事実で はなく して 客観的 意味 を 有って いる、 思 

惟の 本領と する 所 は 真理 を 現わす にある ので ある、 自 

分で 自分の 意識 現象 を 直覚す る 純粋 経験の 場合に は 

真妄 という こと はない が、 思惟に は真妄 の 別が あると 

もい える。 これらの 点 を 明に する に は いわゆる 客観、 

実在、 真理 等の 意義 を 詳論す る 必要 は あるが、 極めて 

批評 的に 考えて 見る と、 純粋 経験の 事実の 外に 実在な 


く、 これらの 性質 も 心理的に 説明が できる と 思う。 前 

にもい つたよう に、 意識の 意味と いうの は 他との 関係 

より 生じて くる、 換言すれば その 意識の 入り込む 体系 

に 由り て 定まって くる。 同一 の 意識で あっても、 その 

入り込む 体系の 異なる に 由り て 種々 の 意味 を 生ずる の 

である。 たとえば 意味の 意識で ある 或 心像で あっても、 

他に 関係な く 唯 それだけ として 見た 時には、 何らの 意 

味 も 持たない 単に 純粋 経験の 事実で ある。 これに 反し 

事実の 意識なる 或 知覚 も、 意識体 系の 上に 他と 関係 を 

有する 点より 見れば 意味 を 有って いる、 ただ 多くの 場 

合に その 意味が 無意識で あるので ある。 然 らば 如何な 


る 思想が 真 で あり 如何なる 思想が 偽で あるかと いうに、 

我々 はいつ でも 意識体 系の 中で 最も 有力なる 者、 即ち 

最大 最 深なる 体系 を 客観的 実在と 信じ、 これに 合った 

場合 を 真理、 これと 衝突した 場合 を 偽と 考える ので あ 

る。 この 考ょリ 見れば、 知覚に も 正しい とか 誤る とか 

いう ことがある。 即ち 或 体系より して 見て、 よく その 

目的に 合うた 時が 正しく、 これに 反した 時が 誤った の 

である。 勿論 これらの 体系の 中には 種々 の 意味が ある 

ので、 知覚の 背後に おける 体系 は 多く 実践的で あるが、 

思惟の 体系 は 純 知識 的で あると いうよう な 区別 もで き 

るであろう。 しかし 余 は 知識の 究竟 的 目的 は 実践的で 


あるよう に、 意志の 本に 理性が 潜んで いる といえると 

思う。 この 事 は 後に 意志の 処に 論じようと 思う が、 か 

かる 体系の 区別 も 絶対的と はいえない ので ある。 また 

同じ 知識 的 作用で あっても、 聯想と か 記憶と かいうの 

は 単に 個人的 意識 内の 関係 統 一 であるが、 思惟 だけ は 

超 個人的で 一般的で あると もい える。 しかし かかる 区 

別 も 我々 の 経験の 範囲 を 強いて 個人的と 限る より 起る 

ので、 純粋 経験の 前に はかえ つて 個人なる 者の ない こ 

とに 考え 到らぬ ので ある (意志 は 意識 統一 の 小なる 要 

求で、 理性 は その 深遠なる 要求で ある)。 

これまで 思惟と 純粋 経験と を 比較し、 普通に はこの 


一 一 者が 全く 類 を 異にする と 思うて いる 点 も、 深く 考え 

て 見る と 一 致の 点 を 見出し 得る こと を 述べ たので ある 

きす-つ 

が、 今少しく 思惟の 起源お よび 帰趨に ついて 論じ、 更 

に 右二 者の 関係 を 明に しょうと 思う。 我々 の 意識の 原 

始的 状態 または 発達せ る 意識で も その 直接の 状態 は、 

いつでも 純粋 経験の 状態で ある こと は 誰し も 許す 所で 

あろう。 反省 的 思惟の 作用 は 次位 的に これより 生じた 

者で ある。 しからば 何故に 此の 如き 作用が 生ずる ので 

あるかと いうに、 前にい つたよう に 意識 は 元来 一 の 体 

系で ある、 自ら 己 を 発展 完成す るの がその 自然の 状態 

である、 しかも その 発展の 行路に おいて 種々 なる 体系 


の 矛盾 衝突が 起って くる、 反省 的 思惟 はこの 場合に 現 

われる ので ある。 しかし 一面より 見て 斯の 如く 矛盾 衝 

ただち 

突す る もの も、 他面より 見れば 直 に 一 層大 なる 体系 

的 発展の 端緒で ある。 換言すれば 大 なる 統 一 の 未完の 

状態 ともいうべき 者で ある。 たとえば 行為に おいても 

また 知識に おいても、 我々 の 経験が 複雑と なり 種々 の 

聯想が 現われ、 その 自然の 行路 を 妨げた 時 我々 は 反省 

的と なる。 この 矛盾 衝突の 裏面に は 暗に 統一の 可能 を 

意味して いるので あって、 決意 或は 解決の 時 已に大 な 

る 統一 の 端緒が 成立す るので ある。 しかし 我々 は 決し 

て 単に 決意 または 解決と いう 如き 内面的 統一 の 状態に 


のみ 止まる ので はない、 決意 はこれ に 実行の 伴う は 言 

を またず、 思想で も 必ず 何ら かの 実践的 意味 を も つ て 

いる、 思想 は 必ず 実行に 現われねば ならぬ、 即ち 純粋 

経験の 統 一 に 達せねば ならぬ。 されば 純粋 経験の 事実 

は 我々 の 思想の アルファで ありまた オメガで ある。 要 

する に 思惟 は大 なる 意識体 系の 発展 実現す る 過程に す 

ぎない、 若し 大 なる 意識 統一に 住して これ を 見れば、 

思惟と いうの も大 なる 一 直覚の 上に おける 波瀾に すぎ 

ぬので ある。 たとえば 我々 が 或 目的に ついて 苦慮す る 

時、 目的なる 統一的 意識 はいつ でも その 背後に 直覚 的 

事実と して 働いて いるので ある。 それで 思惟と いって 


も 別に 純粋 経験と は 異なった 内容 も 形式 も 有って おら 

ぬ、 ただ その 深く 大 では あるが 未完の 状態で ある。 他 

面より 見れば 真の 純粋 経験と は 単に 所 動的で はなく、 

かえって 構成 的で 一般的 方面 を 有って いる、 即ち 思惟 

を 含んで いると い つてよ い。 

純粋 経験と 思惟と は 元来 同 一 事実の 見方 を 異にした 

者で ある。 かってへ ー ゲルが 力 を 極めて 主張した よう 

に、 思惟の 本質 は 抽象的なる にある のでな く、 かえつ 

て その 具体的なる にある とすれば、 余が 上に いった 意 

味の 純粋 経験と 殆ど 同一と なって くる、 純粋 経験 は 直 

に 思惟で あると いつ て もよ い。 具体的 思惟より 見れば、 


概念の 一 般性 というの は 普通に いうよう に 類似の 性質 

を 抽象した 者で はない、 具体的 事実の 統一 力で ある、 

へ ー ゲル も 一 般とは 具体的なる 者の 魂で あると いって 

い る (Hegel,  Wissenschaft  der  Logik,  III,  S.  37)。 而 

して 我々 の 純粋 経験 は 体系的 発展で あるから、 その 根 

柢に 働きつ つ ある 統 一 力 は 直に 概念の 一 般性 その 者で 

なければ ならぬ、 経験の 発展 は 直に 思惟の 進行と なる、 

即ち 純粋 経験の 事実と は いわゆる 一 般 なる 者が 己 自身 

を 実現す るので ある。 感覚 或は 聯想の 如き 者に おいて 

すら、 その 背後に 潜在的 統一 作用が 働いて いる。 これ 

に 反し 思惟に おいても 統一が 働く 瞬間に は、 前にい つ 


たように その 統 一 自身 は 無意識で ある。 ただ 統 一 が抽 

象せられ、 対象 化せられた 時、 別の 意識と なって 現わ 

れる、 しかし この 時 は 己に 統一 の 作用 を 失って いるの 

である。 純粋 経験と は 単一 とか 所 動的と かいう 意味な 

らば 思惟と 相反す るで もあろう が、 経験と はありの ま 

ま を 知る という 意なら ば、 単一と か 所 動的と かいう こ 

と はかえ つて 純粋 経験の 状態と はい われない、 真に 直 

接なる 状態 は 構成 的で 能動的で ある。 

我々 は 普通に 思惟に 由り て 一般的なる 者 を 知り、 経 

験に 由り て 個体 的なる 者 を 知る と 思うて いる。 しかし 

個体 を 離れて 一般的なる 者が あるので はない、 真に 一 


般 的なる 者 は 個体 的 実現の 背後に おける 潜勢力で ある、 

個体の 中に ありて これ を 発展せ しむる 力で ある、 たと 

えば 植物の 種子の 如き 者で ある。 もし 個体より 抽象せ 

られた 他の 特殊と 対立す る 如き 者なら ば、 そ は 真の 一 

般 ではなく して、 やはり 特殊で ある、 かかる 場合で は 

一 般は 特殊の 上に 位する ので はなく、 これと 同列に あ 

るので ある、 たとえば、 色 ある 三角形に ついて、 三角 

形より 見れば 色 は 特殊で あるで あろうが、 色より 見れ 

ば 三角 は 特殊で ある。 かくの 如き 抽象的で 無力なる 一 

般 ならば 推理 や 綜合の 本と なること はでき ぬ。 それで 

思惟の 活動に おいて 統一 の 本た る 真に 一般なる 者 は、 


個体 的 現実と その 内容 を 同じう する 潜勢力で なければ 

ならぬ、 ただ その 含蓄 的なる と 顕現 的なる とに 由り て 

異なって いるので ある。 個体と は 一般的なる 者の 限定 

せられた ので ある。 個体と 一般との 関係 を斯の 如く 考 

える と、 論理的に も 思惟と 経験との 差別が なくなって 

くる。 我々 が 現在の 個体 的 経験と いっている 者 も、 そ 

の 実は 発展の 途中に ある 者と 見る ことができる、 即ち 

なお 精細に 限定 せらるべき 潜勢力 を 有って いるので あ 

る。 たとえば 我々 の 感覚の 如き 者で もな お 分化 発展の 

余地が あるので あろう、 この 点より 見て なお 一般的と 

なすこと もで きる。 これに 反し 一 般 的の 者で も、 発展 


を その 処 にかぎ つて 見れば、 個体 的と いう こと もで き 

るであろう。 普通に は 空間 時間の 上に おいて 限定 せら 

れた者 をのみ 個体 的と 称えて いる、 しかし かかる 限定 

は 単に 外面 的で ある、 真の 個体と は その 内容に おいて 

個体 的で なければ ならぬ、 即ち 唯 一 の 特色 を 具えた 者 

でなければ ならぬ、 一般的なる 者が 発展の 極処に 到つ 

た処が 個体で ある。 この 意味より 見れば、 普通に 感覚 

或は 知覚と い つ ている ような 者 は 極めて 内容に 乏しき 

一般的なる もので、 深き 意味に 充ち たる 画家の 直覚の 

如き 者が かえって 真に 個体 的と いいうる であろう。 凡 

て 空間 時間の 上より 限定 せられた 単に 物質的なる 者 を 


以て、 個体 的と なすの は その 根柢に おいて 唯物論 的 独 

断が あるで あろうと 思う。 純粋 経験の 立脚地より 見れ 

ば、 経験 を 比較す るに は その 内容 を 以てすべ きもので 

ある。 時間 空間と いう 如き 者 も かかる 内容に 基づいて 

これ を 統一す る 一 つの 形式に すぎない ので ある。 或は 

また 感覚的 印象の 強く 明なる ことと、 その 情意と 密接 

の 関係 を もつ ことな どが これ を 個体 的と 思わし める 一 

原因で もあろう が、 いわゆる 思想の 如き も 決して 情意 

に 関係がない ので はない。 強く 情意 を 動かす 者が 特に 

個体 的と 考えられ るの は、 情意 は 知識に 比して 我々 の 

目的 その 者で あり、 発展の 極致に 近いから であると 思 


う 

これ を 要するに 思惟と 経験と は 同一であって、 その 

間に 相対的の 差異 を 見る こと はでき るが 絶対的 区別 は 

ない と 思う。 しかし 余 はこれ が 為に 思惟 は 単に 個人的 

で 主観的で あると いうので はない、 前に もい つたよう 

に 純粋 経験 は 個人の 上に 超越す る ことができる。 かく 

いえば 甚だ 異様に 聞え るで あろうが、 経験 は 時間、 空 

間、 個人 を 知る が 故に 時間、 空間、 個人 以上で ある、 

個人あって 経験 あるので はなく、 経験あって 個人 ある 

ので ある。 個人的 経験と は 経験の 中に おいて 限られし 

経験の 特殊なる 一 小 範囲に すぎない。 


第三 章 意志 

余 は 今 純粋 経験の 立脚地より 意志の 性質 を 論じ、 知 

と 意との 関係 を 明 にしようと 思う。 意志 は 多くの 場 

合に おいて 動作 を 目的と しまた これ を 伴う ので あるが ■ 

意志 は 精神 現象で あ つ て 外界の 動作と は 自ら 別物で あ 

る。 動作 は 必ずしも 意志の 要件で はない、 或 外界の 事 

情の ため 動作が 起らなかった にしても、 意志 は 意志で 

あつたの である。 心理学者の いうよう に、 我々 が 運動 

を 意志す るに はた だ 過去の 記憶 を 想起 すれば 足りる、 

即ち これに 注意 を 向けさえ すれば よい、 運動 は 自ら こ 


れに 伴う ので ある、 而し てこの 運動 その 者 も 純粋 経験 

よ リ 見れば 運動 感覚 の 連続に すぎない。 凡て 意志 の 目 

的と いう 者 も 直接に これ を 見れば、 やはり 意識 内の 事 

実で ある、 我々 はいつ でも 自己の 状態 を 意志す るので 

ある、 意志に は 内面的と 外面 的との 区別 はない ので あ 

る。 

意志と いえば 何 か 特別なる 力が あるよう に 思われて 

いるが、 その実 は 一の 心像より 他の 心像に 移る 推移の 

経験に すぎない、 或 事 を 意志 するとい うの は 即ち これ 

に 注意 を 向ける ことで ある。 この 事 は 最も 明に いわ ゆ 

る 無意 的 行為 の 如き 者に おいて 見る ことができる、 前 


にいった 知覚の 連続の ような 場合で も、 注意の 推移と 

意志の 進行と が 全く 一  致す るので ある。 勿論 注意の 状 

態 は 意志 の 場合に 限った 訳で はなく、 そ の 範囲が 広 い 

ようで あるが、 普通に 意志と いうの は 運動 表象の 体系 

に 対する 注意 の 状態で ある、 換 言 すれば y J の 体系が 意 

識を 占領し、 我々 が これに 純一と なった 場合 をい うの 

である。 或は 単に 一 表象に 注意す るのと これ を 意志の 

目的と して 見る のと 違うよう に 思う でも あろうが、 そ 

は その 表象の 属する 体系の 差異で ある。 凡て 意識 は 体 

系 的であって、 表象 も 決して 孤独で は 起らない、 必ず 

何 かの 体系に 属して いる。 同一 の 表象で あっても、 そ 


の 属する 体系に 由り て 知識 的 対象 ともなり また 意志の 

目的と もなる ので ある。 たとえば、 一 杯の 水 を 想起す 

るに しても、 単に 外界の 事情と 聯想す る 時 は 知識 的 対 

象で あるが、 自己の 運動と 聯想 せられた 時 は 意志の 目 

的と なる ので ある。 ゲ— テが 「意欲せ ざる 天の 星 は 美 

し」 といった ように、 いかなる 者 も 自己 運動の 表象の 

系統に 入り 来らざる 者 は 意志の 目的と はならぬ ので あ 

る。 我々 の 欲求 は 凡て 過去の 経験の 想起に 因りて 成立 

する こと は 明なる 事実で ある。 その 特徴た る 強き 感情 

と 緊張の 感覚と は、 前者 は 運動 表象の 体系が 我々 に 取 

リ て 最も 強き 生活 本能 に 基づ くのと、 後者 は 運動に 伴 


う 筋覚に 外ならぬの である。 また 単に 運動 を 想起す る 

のみで はま だ 直 にこれ を 意志す るとまで いう こと は 

できぬ ようで あるが、 そ は 未だ 運動 表象が 全 意識 を 占 

領 せぬ 故で ある、 真に これに 純一 となれば 直に 意志の 

決行と なる ので ある。 

然 らば 運動 表象の 体系と 知識 表象の 体系と 如何なる 

さかのぼ 

差異が あるであろう か。 意識 発達の 始に 遡 りて 見る 

とかくの 如き 区別が あるので はない、 我々 の 有機体 は 

元来 生命 保存の ために 種々 の 運動 をな すよう に 作られ 

ている、 意識 はかくの 如き 本能 的 動作に 副うて 発生す 

るので、 知覚 的なる よりもむ しろ 衝動的な るの がその 


原始的 状態で ある。 然るに 経験の 積む に 従い 種々 の聯 

想が できる ので、 遂に 知覚 中枢 を 本と する のと 運動 中 

枢を 本と する のと 両種の 体系が できるようになる。 し 

かしい かに 両 体系が 分化した といっても、 全然 別種の 

者と なる ので はない、 純 知識で あっても 何処かに 実践 

的 意味 を 有って おり、 純 意志で あっても 何ら かの 知識 

に 基づ いている。 具象的 精神 現象 は 必ず 両方 面 を 具え 

ている、 知識と 意志と は 同一 現象 を その 著しき 方面に 

由り て 区別した のにす ぎぬ ので ある、 つまり 知覚 は 一 

種の 衝動的 意志で あり、 意志 は 一 種の 想起で ある。 し 

かの みならず、 記憶 表象の 純 知識 的なる 者で あっても、 


必ず 多少の 実践的 意味 を 有って おらぬ こと はない、 こ 

れに 反し 偶然に 起る ように 思われる 意志で あ つ て も、 

何 かの 剌戟 に基づいて いるので ある。 また 意志 は 多く 

内より 目的 を 以て 進行 するとい うが、 知覚で あっても 

予 め 目的 を 定めて これに 感官 を 向ける 事 もで きる、 

特に 思惟の 如き は 尽 く 有意的で あると いっても よい。 

これに 反し 衝動的 意志の 如き 者 は 全く 受動的で ある。 

右の 如く 考えて 見る と、 運動 表象と 知識 表象と は 全く 

類 を 異にせる もので はなく、 意志と 知識との 区別 も 単 

に 相対的で あると いわねば ならぬ ようになる。 意志の 

特徴で ある 苦楽の 情、 緊張の 感も、 その 程度 は 弱く と 


も、 知的 作用に 必ず 伴うて いる。 知識 も 主観的に 見れ 

ば、 内面的 潜勢力の 発展と も 見る ことができる、 かつ 

ていつ たように、 意志 も 知識 も 潜在的 或 者の 体系的 発 

展と 見做す ことができ るので ある。 勿論 主観と 客観と 

を 分けて 考えて 見れば、 知識に おいて は 我々 は 主観 を 

客観に 従える が、 意志に おいて は 客観 を 主観に 従える 

という 区別 も あるであろう。 これ を 詳論す るに は 主客 

の 性質お よび 関係 を 明に する 必要 も あるで あろうが、 

余 はこの 点に おいても 知と 意との 間に 共通の 点が ある 

ので あろうと 思う。 知識 的 作用に おいて は、 我々 は予 

め 一 の 仮定 を 抱き これ を 事実に照らして 見る ので ある、 


い かに 経験的 研究で あ つ て も 必ず 先ず 仮定 を 有 つてい 

なければ ならぬ、 而し てこの 仮定が いわゆる 客観と 一 

致す る 時、 これ を 真理と 信ずる ので ある、 即ち 真理 を 

知り 得た ので ある。 意志的 動作に おいても、 我 は 一 の 

欲求 を 有って いても、 直に これが 意志の 決行と なる の 

ではない、 これ を 客観的 事実に 鑒み、 その 適当に して 

可能なる を 知った 時、 始めて 実行に 移る ので ある。 前 

者に おいて 我々 は 全然 主観 を 客観に 従える が、 後者に 

おいて は 客観 を 主観に 従える と いう ことができる であ 

ろうか。 欲求 は 能く 客観と 一 致す る ことに 因りての み 

実現す る ことができる、 意志 は 客観より 遠ざかれば 遠 


ざ かる 程 無効と なり、 これに 近づけば 近づく ほど 有効 

となる ので ある。 我々 が 現実と 離れた 高き 目的 を 実行 

しょうと 思う 場合に は 種々 の 手段 を 考え、 これに 因り 

て 一歩 一 歩と 進まねば ならぬ、 而 して かく 手段 を 考え 

るの は 即ち 客観に 調和 を 求める ので ある、 これに 従う 

ので ある、 若し 到底 その 手段 を 見出す ことができぬな 

らば、 目的 その 者 を 変更す るより 外 はなかろう。 これ 

に 反し 目的が 極めて 現実に 近かった 時には、 飲食 起臥 

の 習慣 的 行為の 如く、 欲求 は 直に 実行と なる ので ある、 

かかる 場合に は 主観より 働く ので はなく、 かえって 客 

観より 働く とも 見ら るるので ある。 


かく 意志に おいて 全然 客観 を 主観に 従える といえ な 

いように、 知識に おいて 主観 を 客観に 従える とはい わ 

れぬ。 自己の 思想が 客観的 真理と なった 時、 即ち そが 

実在の 法則であって 実在 はこれ に 由り て 動く こと を 

知った 時、 我 は 我 理想 を 実現し 得た という ことができ 

ぬであろう か。 思惟 も 一種の 統覚 作用であって、 知識 

的 要求に 基づ く 内面的 意志 である。 我々 が 思惟の 目的 

を 達し 得た の は 一 種の 意志 実現で はなかろう か。 ただ 

両者の 異なる の は、 一 は 自己の 理想に 従うて 客観的 事 

実 を 変更し、 一 は 客観的 事実に 従うて 自己の 理想 を 変 

更す るに あるので ある。 即ち 一 は 作為し 一 は 見出す と 


いってよ かろう、 真理 は 我々 の 作為すべき 者で はなく、 

かえって これに 従うて 思惟すべき 者で あると いうので 

ある。 しかし 我々 が 真理と いっている 者 は 果して 全く 

主観 を 離れて 存 する 者であろう か。 純粋 経験の 立脚地 

より 見れば、 主観 を 離れた 客観と いう 者 はない。 真理 

と は 我々 の 経験的 事実 を 統一した 者で ある、 最も 有力 

にして 統括 的なる 表象の 体系が 客観的 真理で ある。 真 

理を 知る とか これに 従う とかいう の は、 自己の 経験 を 

統 一 する 謂で ある、 小なる 統 一 ょリ大 なる 統 一 にす す 

むので ある。 而 して 我々 の 真正な 自己 はこの 統一 作用 

その 者で あると すれば、 真理 を 知る というの は大 なる 


自己に 従う ので ある。 大 なる 自己の 実現で ある (へ ー 

ゲルの いったよ うに、 凡ての 学問の 目的 は、 精神が 天 

おのれ 

地 間の 万物に おいて 己 自身 を 知る にある ので ある)。 

知識の 深遠と なる に 従い 自己の 活動が 大きくなる、 こ 

れ まで 非 自己であった 者 も 自己の 体系の 中に 入つ てく 

るよう になる。 我々 はいつ でも 個人的 要求 を 中心とし 

て 考える から、 知識に おいて 所 動的で あるよう に 感ぜ 

られ るので あるが、 若し この 意識的 中心 を 変じて これ 

を いわゆる 理性的 要求に 置くならば、 我々 は 知識に お 

いても 能動的と なる ので ある。 ス ピノ— ザの いったよ 

うに 知 は 力で ある。 我々 は 常に 過去の 運動 表象の 喚起 


に 由り て 自由に 身体 を 動かし 得る と 信じて いる。 しか 

し 我々 の 身体 も 物体で ある、 この 点より 見て は 他の物 

体と 変り はない。 視覚に て 外物の 変化 を 知る の も、 筋 

覚 にて 自己の 身体の 運動 を 感ずる の も 同一 である、 外 

界 といえば 両者 共に 外界で ある。 しかるに 何故に 他物 

と は 違って、 自己の 身体 だけ は 自己が 自由に 支配す る 

ことができ ると 考え 得る のであろう か。 我々 は 普通に 

運動 表象 をば、 一方に おいて 我々 の 心像で あると 共に 

一 方に おいて 外界の 運動 を 起す 原因と なると 考えて い 

るが、 純粋 経験の 立脚地より 見れば、 運動 表象に 由り 

て 身体の 運動 を 起す という も、 或 予期 的 運動 表象に 直 


に 運動 感覚 を 伴う というに すぎない、 この 点に おいて 

は 凡て 予期 せられた 外界の 変化が 実現せられ るのと 同 

一 である。 実際、 原始的 意識の 状態で は 自己の 身体の 

運動と 外物の 運動と は 同一 であった であろうと 思う、 

ただ 経験の 進む につれ てこの 二者が 分化した ので ある。 

即ち 種々 なる 約束の 下に 起る 者が 外界の 変化と 見られ、 

予期 的 表象に すぐに 従う 者が 自己の 運動と 考えられる 

もと 

ようにな つたので ある。 しかし 固より この 区別 は 絶対 

的で ない ので あるから、 自己の 運動で あっても 少しく 

複雑なる 者 は 予期 的 表象に 直に 従う こと はでき ぬ、 こ 

の 場合に おいて は 意志の 作用 は 著しく 知識の 作用に 近 


づ いてく るので ある。 要するに、 外界の 変化と いって 

いる 者 も、 その実 は 我々 の 意識 界 即ち 純粋 経験 内の 変 

化で あり、 また 約束の 有無と いう こと も 程度の 差で あ 

ひっきょう 

ると すれば、 知識 的 実現と 意志的 実現と は 畢竟 同 一 

性質の 者と なって くる。 或は 意志的 運動に おいて は予 

期 的 表象 は 単に これに 先 だつ のでな く、 其 者が 直に 運 

動の 原因と なる ので あるが、 外界の 変化に おいて は 知 

識 的なる 予期 表象 其 者が 変化の 原因と なる ので はない 

という かも 知れぬ が、 元来、 因果と は 意識 現象の 不変 

的 連続で ある、 仮に 意識 を 離れて 全然 独立の 外界なる 

者が あると するならば、 意志に おいて も 意識的な る 予 


期 表象が 直に 外界に おける 運動の 原因と はい われまい、 

単に 両 現象が 平行 するとい うまでで なければ ならぬ。 

かく 見れば 意志的 予期 表象の 運動に 対する 関係 は 知識 

的 予期 表象の 外界に 対する 関係と 同一 になる。 実際、 

意志的 予期 表象と 身体の 運動と は 必ずしも 相伴う ので 

はない、 やはり 或 約束の 下に 伴う ので ある。 

また 我々 は 普通に 意志 は 自由で あると いっている。 

しかし いわゆる 自由と は 如何なる こと をい うので あろ 

うか。 元来 我々 の 欲求 は 我々 に 与えられた 者であって、 

自由に これ を 生ずる こと はでき ない。 ただ 或 与えられ 

た最 深の 動機に 従うて 働いた 時には、 自己が 能動で 


あって 自由で あつたと 感ぜられ るので ある、 これに 反 

し、 かかる 動機に 反して 働いた 時 は 強迫 を 感ずる ので 

ある、 これが 自由の 真意義で ある。 而し てこの 意味に 

お い ての 自由 は 単に 意識の 体系的 発展と 同意義で あつ 

て、 知識に おいても 同一 の 場合に は 自由で あると いう 

ことができる。 我々 はいかなる 事 を も 自由に 欲する こ 

とがで きる ように 思う が、 そ は 単に 可能で あると いう 

迄で ある、 実際の 欲求 は その 時に 与えられ るので ある、 

或 一 の 動機が 発展す る 場合に は 次の 欲求 を 予知す る こ 

とがで きる かも 知れぬ が、 然ら ざれば 次の 瞬間に 自己 

が 何 を 欲求す るか これ を 予知す る こと もで きぬ。 要す 


るに 我が 欲求 を 生ずる というより はむしろ 現実の 動機 

が 即ち 我で ある。 普通に は 欲求の 外に 超然たる 自己が 

あ つ て 自由に 動機 を 決定す るよう にいう ので あるが、 

斯の 如き 神秘 力の な いのはい うまで もな く、 若し かか 

る 超然 的 自己の 決定が 存 するならば、 それ は 偶然の 決 

定 であって、 自由の 決定と は 思われぬ ので ある。 

きた 

上 来 論じ 来った ように、 意志と 知識との 間に は 絶対 

的 区別の あるので はなく、 その いわゆる 区別と は 多く 

外より 与えられた 独断にす ぎない ので ある。 純粋 経験 

の 事実と して は 意志と 知識との 区別 はない、 共に 一 般 

的 或 者が 体系的に 自己 を 実現す る 過程であって、 その 


統一 の 極致が 真理で あり 兼ねて また 実行で あるので あ 

る。 かってい つた 知覚の 連続の ような 場合で は、 未だ 

知と 意と 分れて おらぬ、 真に 知 即行で ある。 ただ 意識 

の 発展に つれて、 一方より 見れば 種々 なる 体系の 衝突 

の 為、 一方より 見れば 更に 犬なる 統一に 進む 為、 理想 

と 事実との 区別が でき、 主観 界と 客観 界 とが 分れて く 

る、 そこで 主より 客に 行く のが 意で、 客より 主に 来る 

のが 知で あると いうよう な考も 出て くる。 知と 意との 

区別 は 主観と 客観と が 離れ、 純粋 経験の 統一せ る 状態 

を 失った 場合に 生ずる ので ある。 意志に おける 欲求 も 

知識に おける 思想 も 共に 理想が 事実と 離れた 不統 一 の 


状態で ある。 思想 というの も 我々 が 客観的 事実 に 対す 

る 一 種の 要求で ある、 いわゆる 真理と は 事実に 合うた 

実現し 得べ き 思想と いう こと であろう。 ， J の 点より 見 

れば 事実に 合うた 実現し 得べき 欲求と 同 一 といって よ 

い、 ただ 前者 は 一般的で、 後者 は 個人的な るの 差が あ 

るので ある。 それで 意志の 実現と か 真理の 極致と かい 

うの はこの 不統一 の 状態から 純粋 経験の 統一 の 状態に 

達する の 謂で ある。 意志の 実現 を かく 考える の は 明で 

あるが、 真理 を も かく 考える に は 多少の 説明 を 要する 

であろう。 如何なる 者が 真理で あるかと いうに ついて 

は 種々 の 議論 も あるで あろうが、 余 は 最も 具体的なる 


経験 の 事実 に 近づ い た 者が 真理 であると 思う。 往 々 真 

理は 一般的で あると いう、 もし その 意味が 単に 抽象的 

共通と いう ことで あれば、 かかる 者 はかえ つて 真理と 

遠ざかった ものである。 真理の 極致 は 種々 の 方面 を綜 

合する 最も 具体的なる 直接の 事実 その 者で なければ な 

らぬ。 この 事実が 凡ての 真理の 本であって、 いわゆる 

真理と はこれ より 抽象せられ、 構成 せられた 者で ある。 

真理 は 統一 にある というが、 その 統一 と は 抽象 概念の 

統一 をい うので はない、 真の 統一 はこの 直接の 事実に 

あるので ある。 完全なる 真理 は 個人的で あり、 現実的 

である。 それ故に 完全なる 真理 は 言語に いい 現わす ベ 


き 者で はない、 いわゆる 科学的 真理の 如き は 完全なる 

真理と はいえない ので ある。 

凡て 真理の 標準 は 外に あるので はなく、 かえって 

我々 の 純粋 経験の 状態に あるので ある、 真理 を 知る と 

いうの はこの 状態に 一 致す るので ある。 数学な どのよ 

うな 抽象的 学問と いわれて いる 者で も、 その 基礎た る 

原理 は 我々 の 直覚 即ち 直接 経験に あるので ある。 経験 

に は 種々 の 階級が ある、 かってい つたよう に、 関係の 

意識 を も 経験の 中に 入れて 考えて 見る と、 数学的 直覚 

の 如き 者 も 一種の 経験で ある。 かく 種々 の 直接 経験が 

あるならば、 何に 由り て その 真偽 を定 むる かの 疑 も 起 


るで あろうが、 そ は 二つの 経験が 第三の 経験の 中に 包 

容 せられた 時、 この 経験に 由り てこれ を 決する ことが 

できる。 とにかく 直接 経験の 状態に おいて、 主客 相 没 

し、 天地 唯一 の 現実、 疑わん と 欲して 疑う 能わざる 処 

に 真理の 確信が あるので ある。 一方に おいて 意志の 活 

かく 

動と いう こと を 考えて 見る とや はり 此の 如き 直接 経験 

の 現前 即ち 意識 統一の 成立 をい うにす ぎぬ。 一の 欲求 

の 現前 は 単に 表象の 現前と 同じく 直接 経験の 事実で あ 

る。 種々 の 欲求の 争の 後一 つの 決断が できた の は、 

種々 思慮の 後一の 判断が できた ように、 一の 内面 約統 

一 が 成立した ので ある。 意志が 外界に 実現され たとい 


う 時 は、 学問 上 自己の 考が 実験に 由り て 証明 せられた 

場合の ように、 主客の 別 を 打破した 最も 統一せ る 直接 

経験の 現前した ので ある。 或は 意識 内の 統一 は 自由で 

あるが、 外界との 統一 は 自然に 従わねば ならぬ という 

が、 内界の 統一 であっても 自由で はない、 統一 は 凡て 

我々 に 与えられる 者で ある、 純粋 経験より 見れば 内外 

などの 区別 も 相対的で ある。 意志の 活動と は 単に 希望 

の 状態で はない、 希望 は 意識 不統一 の 状態であって、 

かえ つ て 意志の 実現が 妨げられた 場合で ある、 ただ 意 

識 統一 が 意志 活動の 状態で ある。 たとい 現実が 自己の 

真実の 希望に 反して いても、 現実に 満足し これに 純一 


なる 時 は、 現実が 意志の 実現で ある。 これに 反し、 い 

かに 完備した 境遇で あっても、 他に 種々 の 希望が あつ 

て 現実が 不統一 の 状態であった 時には、 意志が 妨げら 

れ ている ので ある。 意志の 活動と 否と は 純一と 不純 一、 

即ち 統 一 と不統 一 とに 関する ので ある。 

例えば ここに 一 本の ぺ ンが ある。 これ を 見た 瞬間 は、 

知と いう こ ともなく、 意と いう こ ともなく、 ただ 一個 

の 現実で ある。 これにつ いて 種々 の 聯想が 起り、 意識 

の 中心が 推移し、 前の 意識が 対象 視 せられた 時、 前 意 

識は 単に 知識 的と なる。 これに 反し、 この ペン は 文字 

を 書く ベ きもの だとい うような 聯想が 起る。 この 聯想 


がな お前 意識の 縁 暈と して これに 附属して いる 時 は 知 

識 であるが、 この 聯想 的 意識 其 者が 独立に 傾く 時、 即 

ち 意識 中心が これに 移ろうと した 時 は 欲求の 状態と な 

る。 而し てこの 聯想 的 意識が いよいよ 独立の 現実と 

な つ た 時が 意志で あり、 兼ねて また 真に これ を 知 つ た 

というの である。 何でも 現実に おける 意識体 系の 発展 

する 状態 を 意志の 作用と いうので ある。 思惟の 場合で 

も、 或 問題に 注意 を 集中して これが 解決 を 求む る 所 は 

意志で ある。 これに 反し 茶 をのみ 酒 をのむ というよう 

な ことで も、 これ だけの 現実なら ば 意志で あるが、 そ 

の 味 をた めすと いう 意識が 出て 来て これが 中心と なる 


ならば 知識と なる、 而し てこの ためす という 意識 其 者 

が この場合 において 意志で ある。 意志と いうの は 普通 

の 知識と いう 者よりも 一 層 根本的なる 意識体 系で あつ 

て 統一 の 中心と なる 者で ある。 知と 意との 区別 は 意識 

の 内容に あるので はなく、 その 体系 内の 地位に 由り て 

定ま つ てく るので あると 思う。 

理性と 欲求と は 一 見 相 衝突す るよう であるが、 その 

実は 両者 同一 の 性質 を 有し、 ただ 大小 深浅の 差 あるの 

みで あると 思う。 我々 が 理性の 要求と いっている 者 は 

更に 犬なる 統一の 要求で ある、 即ち 個人 を 超越せ る 一 

般的 意識体 系の 要求であって、 かえって 大 なる 超 個人 


的 意志の 発現と も 見る ことができる。 意識の 範囲 は 決 

して いわゆる 個人の 中に 限られて おらぬ、 個人と は 意 

識の 中の 一 小 体系に すぎない。 我々 は 普通に 肉体 生存 

を 核と せる 小 体系 を 中心として いるが、 もし、 更に 大 

なる 意識体 系 を 中軸と して 考えて 見れば、 この 大 なる 

体系が 自己で あり、 その 発展が 自己の 意志 実現で ある。 

たとえば 熱心なる 宗教家、 学者、 美術家の 如き 者で あ 

る。 「かくなければ ならぬ」 という 理性の 法則と、 単に 

「余 はかく 欲する」 という 意志の 傾向と は 全く 相 異なつ 

て 見える が、 深く 考えて 見る とその 根柢 を 同じう する 

者で あると 思う。 凡て 理性と か 法則と かいって いる 者 


の 根本に は 意志の 統一 作用が 働いて いる、 シラ ー など 

が 論じて いるよう に、 公理 axiom というよ うな 者で 

も 元来 実用 上より 発達した 者であって、 その 発生の 方 

法に おいて は 単なる 我々 の 希望と 異な つて おらぬ 

；：; 5 る 力え 

-Ml,  Personal  Idealism,  p.  92)。 翻 つ て 我々 の 意 

志の 傾向 を 見る に、 無法 則の ようで は あるが、 自ら 必 

然の 法則に 支配せられ ている ので ある (個人的 意識の 

統一 である)。 右の 二者 は 共に 意識体 系の 発展の 法則 

であって、 ただ その 効力の 範囲 を 異にする のみで ある _ 

また 或は 意志 は 盲目で あると いうので 理性と 区別す る 

人 も あるが、 何 ごとに せよ 我々 に 直接の 事実で ある も 


の は 説明で きぬ、 理性で あっても その 根本で ある 直覚 

的 原理の 説明 はでき ぬ。 説明と は 一 の 体系の 中に 他 を 

包容し 得る の 謂で ある。 統一 の 中軸と なる 者 は 説明 は 

できぬ、 とにかく その 場合 は 盲目で ある。 


第 四 章 知的 直観 

余が ここ に 知的 直観 intellektuelle  AnscllauunTO と 

いうの は いわゆる 理想的なる、 普通に 経験 以上と いつ 

ている 者の 直覚で ある。 弁証 的に 知るべき 者 を 直覚す 

るので ある、 たとえば 美術家 や 宗教家の 直覚の 如き 者 

をい うので ある。 直覚と いう 点に おいて は 普通の 知覚 

と 同一で あるが、 その 内容に おいて は遙 にこれ ょリ豊 

富 深遠なる ものである。 

知的 直観と いう こと は 或 人に は 一 種 特別の 神秘的 能 

力の ように 思われ、 また 或 人に は 全く 経験的 事実 以外 


の 空想の ように 思われて いる。 しかし 余 はこれ と 普通 

の 知覚と は 同一 種であって、 その 間に はっきりした 分 

界線を 引く こと はで きないと 信ずる。 普通の 知覚で 

あっても、 前にい つたよう に、 決して 単純で はない、 

必ず 構成 的で ある、 理想的 要素 を 含んで いる。 余が 現 

まま 

在に 見て いる 物 は 現在の 儘 を 見て いるので はない、 過 

去の 経験の 力に 由り て 説明 的に 見て いるので ある。 こ 

の 理想的 要素 は 単に 外より 加えられた 聯想と いうよう 

な もので はなく、 知覚 其 者 を 構成す る 要素と なって い 

る、 知覚 其 者が これに 由り て 変化せられ るので ある。 

この 直覚の 根柢に 潜める 理想的 要素 は どこまでも 豊富、 


深遠と なること がで きる。 各人の 天賦に より、 また 同 

一 の 人で も その 経験の 進歩に 由リて 異なって くるので 

ある。 始は 経験ので きなかった 事 または 弁証 的に 漸く 

に 知り 得た 事 も、 経験の 進む に 従い 直覚 的 事実と して 

現われて くる、 この 範囲 は 自己の 現在の 経験 を 標準と 

して 限定す る こと はでき ぬ、 自分が できぬ から 人 もで 

きぬと いう こと はない。 モッ アルト は 楽譜 を 作る 場合 

に、 長き 譜 にても、 画 や 立像の ように、 その 全体 を 直 

視 する ことができ たという、 単に 数量 的に 拡大せられ 

るので なく、 性質 的に 深遠と なる ので ある、 たとえば 

我々 の 愛に 由り て 彼我 合一 の 直覚 を 得る ことができる 


宗教家の 直覚の 如き は その 極致に 達した ものであろう。 

或 人 の 超凡 的 直覚が 単に 空想で あるか、 将た 真に 実在 

の 直覚で あるか は 他との 関係 即ち その 効果 如何に 由つ 

て 定まって くる。 直接 経験より 見れば、 空想 も 真の 直 

覚も 同一 の 性質 を もっている、 ただ その 統一 の 範囲に 

おいて 大小の 別 あるの みで ある。 

或 人 は 知的 直観が その 時間、 空間、 個人 を 超越し、 

実在の 真相 を 直視す る 点に おい て 普通の 知覚と その 類 

を 異にする と 考えて いる。 しかし 前に もい つたよう に、 

厳密なる 純粋 経験の 立場より 見れば、 経験 は 時間、 空 

間、 個人 等の 形式に 拘束せられ るので はなく、 これら 


の 差別 はかえ つて これら を 超越せ る 直覚に 由り て 成立 

する ものである。 また 実在 を 直視 するとい う も、 凡て 

直接 経験の 状態に おいて は 主客の 区別 はない、 実在と 

面々 相対す るので ある、 独り 知的 直観の 場合に のみ 

限った 訳で はない、 シェル リングの 同一 Identitat  〔# 

「a」 は ウムラウト (： ) 付き〕 は 直接 経験の 状態で 

ある。 主客の 別 は 経験の 統一 を 失った 場合に 起る 相対 

的 形式で ある、 これ を 互に 独立せ る 実在と 見做す の は 

独断にす ぎな いので ある。 ショ ー ペン ハウェル の 意志 

なき 純粋 直覚と いう もの も 天才の 特殊なる 能力で はな 

い、 かえって 我々 の 最も 自然にして 統一 せる 意識 状態 


である、 天真爛漫なる 嬰児の 直覚 は 凡て この種に 属す 

るので ある。 それで 知的 直観と は 我々 の 純粋 経験の 状 

態 を 一 層 深く 大きく した 者に すぎない、 即ち 意識体 系 

の 発展 上に おける 大 なる 統一 の 発現 をい うので ある。 

学者の 新 思想 を 得る の も、 道徳家 の 新 動機 を 得る の も、 

美術家の 新 理想 を 得る の も、 宗教家の 新 覚醒 を 得る の 

も 凡て かかる 統一 の 発現に 基づく ので ある (故に 凡て 

神秘的 直覚に 基づく ので ある)。 我々 の 意識が 単に 感 

官的 性質 の ものなら ば、 普通の 知覚 的 直覚 の 状態 に 止 

まるので あろう、 しかし 理想的なる 精神 は 無限の 統一 

を 求める、 而し てこの 統一 は いわゆる 知的 直観の 形に 


おいて 与えられ たので ある。 知的 直観と は 知覚と 同じ 

く 意識の 最も 統 一 せる 状態で ある。 

普通の 知覚が 単に 受動的と 考えられて いるよう に、 

知的 直観 もまた 単に 受動的 観照の 状態と 考えられ てい 

る。 しかし 真の 知的 直観と は 純粋 経験に おける 統一 作 

用 其 者で ある、 生命の 捕捉で ある、 即ち 技術の 骨の 如 

き 者、 一層 深く いえば 美術の 精神の 如き 者が それで あ 

る。 たとえば 画家の 興 来り 筆 自ら 動く ように 複雑なる 

作用の 背後に 統一的 或 者が 働いて いる。 その 変化 は 無 

意識の 変化で はない、 一 つの 物の 発展 完成で ある。 こ 

の 一物の 会得が 知的 直観であって、 而も かかる 直覚 は 


独り 高尚なる 芸術の 場合の みで はなく、 すべて 我々 の 

熟練せ る 行動に おいても 見る 所の 極めて 普通の 現象で 

ある。 普通の 心理学 は 単に 習慣で あると か、 有機的 作 

用で あると かいうで あろうが、 純粋 経験 説の 立場より 

見れば、 こ は 実に 主客 合一、 知 意 融合の 状態で ある。 

物 我 相 忘 じ、 物が 我 を 動かす ので もな く、 我が物 を 動 

かすので もない、 ただ 一 の 世界、 一 の 光景 あるの みで 

ある。 知的 直観と いえば 主観的 作用の ように 聞え るの 

であるが、 その実 は 主客 を 超越した 状態で ある、 主客 

の 対立 はむしろ この 統一 に 由 りて 成立 するとい つてよ 

い、 芸術の 神 来の 如き もの は 皆 この 境に 達する ので あ 


る。 また 知的 直観と は 事実 を 離れた る 抽象的 一 般 性の 

直覚 をい うので はない。 画の 精神 は 描かれた る 個々 の 

事物と 異なれ ども また これ を 離れて あるので はない。 

かってい つたよう に、 真の 一般と 個性と は 相反す る 者 

でない、 個性的 限定に 由り て かえって 真の 一般 を 現わ 

す ことができる、 芸術家の 精巧なる 一 刀 一 筆 は 全体の 

真意 を 現わす が ためで ある。 

知的 直観 を 右の 如く 考えれば、 思惟の 根柢に は 知的 

よこた  あきらか 

直観なる 者の 横 わって いる こと は 明 である。 思惟 

は 一 種の 体系で ある、 体系の 根柢に は統 一 の 直覚が な 

ければ ならぬ。 これ を 小に して は、 ジェ ー ムスが 「意 


識の 流」 において いっている ように、 「骨牌の 一 束が 机 

上に ある」 という 意識に おいて、 主語が 意識 せられた 

時 客語が 暗に 含まれて おり、 客語が 意識 せられた 時 主 

語が 暗に 含まれて いる、 つまり 根柢に 一つの 直覚が 働 

いている ので ある。 余 はこの 統一的 直覚 は 技術の 骨と 

同一 性質の ものであると 考える。 また これ を大 にして 

は、 プラト—、 ス ピノ ー ザの 哲学の 如き 凡て 偉大なる 

思 想の 背後に は大 なる 直覚が 働いて いるので ある。 思 

想に おいて 天才の 直覚と いう も、 普通の 思惟と いう も 

ただ 量に おいて 異なる ので、 質に おいて 異なる ので は 

ない、 前者 は 新に して 深遠なる 統一 の 直覚に すぎない 


ので ある。 凡ての 関係の 本に は 直覚が ある、 関係 はこ 

れに 由り て 成立す るので ある。 我々 がいかに 縦横に 思 

想を馳 せる とも、 根本的 直覚 を 超 出す る こと はでき ぬ、 

思想 は y J の 上に 成立す る ので ある。 思想 は ど こまで も 

説明ので きる もので はない、 その 根柢に は 説明し 得べ 

からざる 直覚が ある、 凡ての 証明 はこの 上に 築き上げ 

られ るので ある。 思想の 根柢に はいつ でも 神秘的 或 者 

が 潜んで いるので ある、 幾何学の 公理の 如き もの すら 

この 一種で ある。 往々 思想 は 説明が できる が、 直覚 は 

説明が できぬ というが、 説明と いうの は 更に 根本的な 

る 直覚に 摂 帰し 得る という 意味に すぎな い ので ある。 


この 思想の 根本的 直覚なる 者 は 一 方に おいて 説明の 根 

柢 となると 同時に、 単に 静学 的なる 思想の 形式で はな 

く 一  方に おいて 思惟の 力と なる 者で ある。 

思惟の 根柢に 知的 直観が あるよう に、 意志の 根柢に 

も 知的 直観が ある。 我々 が 或 事 を 意志 するとい うの は 

主客 合一 の 状態 を 直覚す るので、 意志 はこの 直覚に 由 

りて 成立す るので ある。 意志 の 進行と はこの 直覚 的統 

一 の 発展 完成であって、 その 根柢に は 始終 この 直覚が 

働いて いる、 而 して その 完成した 所が 意志の 実現と な 

るので ある。 我々 が 意志に おいて 自己が 活動す ると 思 

うの はこの 直覚 あるの 故で ある。 自己と いって 別に あ 


るので はない。 真の 自己と はこの 統一的 直覚 をい うの 

である。 それで 古人 も 終日な して 而も 行せ ずと いった 

が、 もし この 直覚より 見れば 動 中に 静 あり、 為して 而 

も 為さず と いう ことができる。 また かく 知と 意と を 超 

越し、 而も この 二者の 根本と なる 直覚に おいて、 知と 

意との 合一 を 見出す こと もで きる。 

真の 宗教 的 覚悟と は 思惟に 基づけ る 抽象的 知識で も 

ない、 また 単に 盲目的 感情で もない、 知識お よび 意志 

の 根柢に 横 われる 深遠なる 統一 を 自得す るので ある、 

即ち 一 種の 知的 直観で ある、 深き 生命の 捕捉で ある。 

故にい かなる 論理の 刃 もこれ に 向う こと はでき ず、 い 


かなる 欲求 もこれ を 動かす こと はでき ぬ、 凡ての 真理 

および 満足の 根本と なる ので ある。 その 形 は 種々 ある 

ベ けれど、 凡ての 宗教の 本に はこの 根本的 直覚が なけ 

れ ばなら ぬと 思う。 学問 道徳の 本に は 宗教がなければ 

ならぬ、 学問 道徳 はこれ に 由り て 成立す るので ある。 


第二 編 実在 

第 一 章 考究の 出立 点 

世界 はこの ような もの、 人生 はこの ような ものと い 

う 哲学的 世界観お よび 人生観と、 人間 はかくせ ねばな 

らぬ、 かかる 処に 安心せ ねばならぬ という 道徳 宗教の 

実践的 要求と は 密接の 関係 を 持って いる。 人 は 相容れ 

ない 知識 的確 信と 実践的 要求と を も つ て 満足す る こと 

はでき ない。 たとえば 高尚なる 精神的 要求 を 持って い 

る 人 は 唯物論に 満足が できず、 唯物論 を 信じて いる 人 


は、 いつしか 高尚なる 精神的 要求に 疑 を 抱く ようにな 

る。 元来 真理 は 一 である。 知識に おいての 真理 は 直 

に 実践 上の 真理で あり、 実践 上の 真理 は 直に 知識に お 

いての 真理で なければ ならぬ。 深く 考える 人、 真摯な 

る 人 は 必ず 知識と 情意との 一 致 を 求む るよう になる。 

我々 は 何 を 為すべき か、 何処に 安心すべき かの 問題 を 

論ずる 前に、 先ず 天地人 生の 真相 は 如何なる 者で ある 

か、 真の 実在と は 如何なる 者なる か を 明 にせねば な 

らぬ。 

哲学と 宗教と 最も 能く 一  致した の は 印度の 哲学、 

宗教で ある。 印度の 哲学、 宗教で は知即 善で 迷即悪 


である。 宇宙の 本体 はブ ラハマン 〔# 「ハ」 は 小 書 

き〕 Brahman でブ ラハマン 〔# 「ハ」 は 小 書き〕 は 

吾人の 心即ァ ー ト マン Atman である。 この プラハ 

マン 〔# 「ハ」 は 小 書き〕 即ァ ） ^マンなる こと を 

知る のが、 哲学お よび 宗教の 奥義であった。 基督教 

は 始め 全く 実践的で あつたが、 知識 的 満足 を 求む る 

人心の 要求 は 抑え 難く、 遂に 中世の 基督教 哲学なる 

者が 発達した。 シナの 道徳に は 哲学的 方面の 発達が 

甚だ 乏しい が、 宋代 以後の 思想 は 頗る この 傾向が 

ある。 これらの 事実 は 皆 人心の 根柢に は 知識と 情意 

との 一 致 を 求む る 深き 要求の ある 事 を 証明す るので 


ある。 欧州の 思想の 発達に ついて 見ても、 古代の 哲 

学で ソ クラ テ ー ス、 プラト ー を始 とし 教訓の 目的が 

主と なって いる。 近代に おいて 知識の 方が 特に 長足 

の 進歩 をな すと 共に 知識と 情意との 統 一 が 困難に な 

リ、 この 両方 面が 相 分れる ような 傾向が できた。 し 

かしこれ は 人心 本来の 要求に 合うた 者で はない。 

今 もし 真の 実在 を 理解し、 天地人 生の 真面目 を 知ろ 

うと 思うたならば、 疑いうる だけ 疑って、 凡ての 人工 

的 仮定 を 去り、 疑う にも もはや 疑いよう のない、 直接 

の 知識 を 本と して 出立せ ねばならぬ。 我々 の 常識で は 

意識 を 離れて 外界に 物が 存在し、 意識の 背後に は 心な 


る 物が あって 色々 の 働 をな すよう に 考えて いる。 また 

この 考が 凡ての 人の 行為の 基礎 ともなつ ている。 しか 

し 物心の 独立 的 存在な どと いう こと は 我々 の 思惟の 要 

求に 由り て 仮定した までで、 いくら も 疑えば 疑いうる 

余地が あるので ある。 その外 科学と いうよう な 者 も、 

何 か 仮定 的 知識の 上に 築き上げられた 者で、 実在の 最 

深なる 説明 を 目的と した 者で はない。 また これ を 目的 

としてい る 哲学の 中に も 充分に 批判的で なく、 在来の 

仮定 を 基礎と して 深く 疑わない 者が 多い。 

物心の 独立 的 存在と いう ことが 直覚 的 事実 である 

かの ように 考えられて いるが、 少しく 反省して 見る 


と 直に そのし からざる ことが 明になる。 今 目前に あ 

る 机と は 何で あるか、 その 色 その 形 は 眼の 感覚で あ 

る、 これに 触れて 抵抗 を 感ずる の は 手の 感覚で ある。 

物の 形状、 大小、 位置、 運動と いう 如き こと すら、 

そのもの 

我々 が 直覚す る 所 の 者 は 凡て 物 其 者 の 客観的 状態 で 

はない。 我らの 意識 を 離れて 物 其 者 を 直覚す る こと 

は 到底 不可能で ある。 自分の 心 其 者に ついて 見ても 

右の通り である。 我々 の 知る 所 は 知情意の 作用で 

あって、 心 其 者で ない。 我々 が 同一 の 自己が あって 

始終 働く かの ように 思う の も、 心理学より 見れば 同 

一 の 感覚お よび 感情の 連続に すぎない、 我々 の 直覚 


的 事実と している 物 も 心 も 単に 類似せ る 意識 現象の 

不変 的 結合と いうに すぎぬ。 ただ 我々 をして 物心 其 

者の 存在 を 信ぜし むる の は 因果律の 要求で ある。 し 

かし 因果律に 由り て 果して 意識 外の 存在 を 推す こと 

がで きる かどう か、 これが 先ず 究明す ベ き 問題 で あ 

る。 

さらば 疑う にも 疑いよう のない 直接の 知識と は 何で 

あるか。 そ はた だ 我々 の 直覚 的 経験の 事実 即ち 意識 現 

象に ついての 知識 あるの みで ある。 現前の 意識 現象と 

これ を 意識 するとい うこと と は 直に 同一であって、 そ 

の 間に 主観と 客観と を 分つ こと もで きない。 事実と 認 


識の 間に 一 毫の 間隙がない。 真に 疑う に 疑いよう がな 

いので ある。 勿論、 意識 現象であって もこれ を 判定す 

ると かこれ を 想起す ると かいう 場合で は 誤に 陥る こと 

も ある。 しかし この 時 はも はや 直覚で はなく、 推理で 

ある。 後の 意識と 前の 意識と は 別の 意識 現象で ある、 

直覚と いう は 後者 を 前者の 判断と して 見る ので はない ■ 

ただ ありのままの 事実 を 知る ので ある。 誤る とか 誤ら 

ぬと かいうの は 無意義 である。 斯の 如き 直覚 的 経験が 

基礎と なって、 その上に 我々 の 凡ての 知識が 築き上げ 

られ ねばならぬ。 

哲学が 伝来の 仮定 を 脱し、 新に 確固たる 基礎 を 求 


むる 時には、 いつでも かかる 直接の 知識に 還って く 

る。 近世 哲学の 始 においてべ ー コンが 経験 を 以て 凡 

ての 知識の 本と したの も、 デカ ー トが 「余 は 考ぅ故 

に 余 在り」 cogito  ergo  sum の 命題 を 本と して、 こ 

れと 同じく 明瞭なる もの を 真 現と したの もこれ に 由 

るので ある。 しかしべ ー コンの 経験と いったの は 純 

粋なる 経験で はなく、 我々 はこれ に 由り て 意識 外の 

事実 を 直覚し うると いう 独断 を 伴うた 経験で あ つ た。 

デカ ー 卜が 余 は考ぅ 故に 余 在りと いうの は 己に 直接 

経験の 事実で はなく、 己に 余 ありと いう こと を 推理 

している。 また 明瞭なる 思惟が 物の 本体 を 知りうる 


となす の は 独断で ある。 カント 以後の 哲学に おいて 

は 疑う 能わざる 真理と して 直に これ を 受取る こと は 

できぬ。 余が ここに 直接の 知識と いうの は 凡て これ 

らの 独断 を 去り、 ただ 直覚 的 事実と して 承認す る ま 

ちろ ちろ 

でで ある (勿論へ— ゲル を 始め 諸 の 哲学 史家の 

いっている ように、 デカ —卜の 「余 は考ぅ 故に 余 在 

り」 は 推理で はなく、 実在と 思惟との 合一せ る 直覚 

的確 実 をい い 現わした ものと すれば、 余の 出立 点と 

同 一 になる)。 

意識 上に おける 事実の 直覚、 即ち 直接 経験の 事実 を 

以て 凡ての 知識の 出立 点と なすに 反し、 思惟 を 以て 最 


も 確実なる 標準と なす 人が ある。 これらの 人 は 物の 真 

相と 仮相と を 分ち、 我々 が 直覚的に 経験す る 事実 は 仮 

相であって、 ただ 思惟の 作用に 由って 真相 を 明に する 

ことができる という。 勿論 この 中で も 常識 または 科学 

のい うの は 全く 直覚 的 経験 を排 する ので はない が、 或 

一 種の 経験的 事実 を 以て 物の 真と なし、 他の 経験的 事 

実 を 以て 偽と なすので ある。 たとえば 日月 星辰 は 小さ 

く 見 ゆるが その実 は 非常に 大 なる ものである とか、 天 

体 は 動く ように 見 ゆるが その実 は 地球が 動く ので ある 

というよ うな ことで ある。 しかし かくの 如き 考は或 約 

束の 下に 起る 経験的 事実 を 以て、 他の 約束の 下に 起る 


経験的 事実 を 推す より 起る ので ある。 各 その 約束の 

下で は 動かすべからざる 事実で ある。 同一 の 直覚 的 事 

実で あるのに、 何故 その 一が 真であって 他が 偽で ある 

か。 此の 如き 考の 起る の は、 つまり 触覚が 他の 感覚に 

比して 一 般 的で あり 且つ 実地 上 最も 大切なる 感覚で あ 

るから、 この 感覚より 来る 者 を 物の 真相と なすに 由る 

ので、 少しく 考えて 見れば 直に その 首尾 貫徹せ ぬ こと 

が 明になる。 或 一派の 哲学者に 至って はこれ と 違い、 

経験的 事実 を 以て 全く 仮相と なし、 物の 本体 はた だ 思 

惟に 由り て 知る ことができ ると 主張す るので ある。 し 

かし 仮に 我々 の 経験ので きない 超 経験的 実在が あると 


した 所で、 かくの 如き 者が 如何にして 思惟に 由って 知 

る ことができ るか。 我々 の 思惟の 作用と いうの も、 や 

はり 意識に おいて 起る 意識 現象の 一 種で ある こと は 何 

人 も 拒む ことができまい。 もし 我々 の 経験的 事実が 物 

の 本体 を 知る ことができぬ となすならば、 同一 の 現象 

である 思惟 も、 やはり これが できない はずで ある。 或 

人 は 思惟の 一 般性、 必然性 を 以て 真実 在 を 知る 標準と 

すれ ど、 これらの 性質 もつ まり 我々 が 自己の 意識 上に 

おいて 直覚す る 一種の 感情であって、 やはり 意識 上の 

事実で ある。 

我々 の 感覚的 知識 を 以て 凡て 誤と なし、 ただ 思惟 


を 以ての み 物の 真相 を 知りうる となす の は エレ ャ学 

派に 始まり、 プラト— に 至って その 頂点に 達した。 

近世 哲学 にて はデカ ー ト 学派の 人 は 皆 明確なる 思惟 

に 由り て 実在の 真相 を 知り 得る ものと 信じた。 

思惟と 直覚と は 全く 別の 作用で あるかの ように 考え 

られ ている が、 単に これ を 意識 上の 事実と して 見た 時 

は 同一 種の 作用で ある。 直覚と か 経験と かいうの は、 

まま 

個々 の 事物 を 他と 関係な くその 儘に 知覚す る 純粋の 受 

動的 作用であって、 思惟と はこれ に 反し 事物 を 比較し 

判断し その 関係 を定 むる 能動的 作用と 考えられ ている 

が、 実地に おける 意識 作用と して は 全く 受動的 作用な 


る 者が あるので はない。 直覚 は 直に 直接の 判断で ある。 

さき 

余が 曩に 仮定な き 知識の 出立 点と して 直覚と いったの 

はこの 意義に おいて 用いた ので ある。 

上 来 直覚と いったの は 単に 感覚と かいう 作用の み 

をい うので はない。 思惟の 根柢に も 常に 統一的 或 者 

が ある。 これ は 直覚すべき 者で ある。 判断 はこの 分 

析 より 起る ので ある。 


第一 一章 意識 現象が 唯 一 の 実在で ある 

少しの 仮定 も 置かない 直接 の 知識に 基づ いて 見れば、 

実在と はた だ 我々 の 意識 現象 即ち 直接 経験の 事実 ある 

のみで ある。 この 外に 実在と いうの は 思惟の 要求より 

いでたる 仮定に すぎない。 己に 意識 現象の 範囲 を 脱せ 

ぬ 思惟の 作用に、 経験 以上の 実在 を 直覚す る 神秘的 能 

力なき は 言うまでもなく、 これらの 仮定 は、 つまり 思 

惟が 直接 経験の 事実 を 系統的に 組織す るた めに 起 つ た 

抽象的 概念で ある。 

凡ての 独断 を 排除し、 最も 疑な き 直接の 知識より 


出立 せんとす る 極めて 批判的の 考と、 直接 経験の 事 

実 以外に 実在 を 仮定す る考と は、 どうしても 両立す 

る こと はでき ぬ。 ロック、 カントの 如き 大 哲学者で 

もこの 両 主義の 矛盾 を 免れない。 余 は 今 凡ての 仮定 

的 思想 を棄 て て 厳密 に 前の 主義 を 取ろうと 思う ので 

ある。 哲学 史の 上に おいて 見れば バ— ク レ—、 フィ 

ヒテの 如き はこの 主義 をと つ た 人と 思う。 

普通に は 我々 の 意識 現象と いうの は、 物体 界の 中特 

に 動物の 神経 系統に 伴う 一 種の 現象で あると 考えられ 

ている。 しかし 少しく 反省して 見る と、 我々 に 最も 直 

接で ある 原始的 事実 は 意識 現象であって、 物体 現象で 


はない。 我々 の 身体 もや はり 自己の 意識 現象の 一部に 

すぎない。 意識が 身体の 中に あるので はなく、 身体 は 

かえって 自己の 意識の 中に あるので ある。 神経中枢の 

刺戟に 意識 現象が 伴う というの は、 一種の 意識 現象 は 

必ず 他の 一 種の 意識 現象に 伴うて 起る というに すぎな 

い。 もし 我々 が 直接に 自己の 脳 中の 現象 を 知り 得る も 

のとせば、 いわゆる 意識 現象と 脳 中の 刺戟との 関係 は、 

ちょうど 耳に は 音と 感ずる 者が 眼 や 手に は 糸の 震動と 

感ずる と 同 一 であろう。 

我々 は 意識 現象と 物体 現象と 二種の 経験的 事実が 

あるよう に 考えて いるが、 その実 はた だ 一種 あるの 


みで ある。 即ち 意識 現象 あるの みで ある。 物体 現象 

というの は その 中で 各人に 共通で 不変 的 関係 を 有す 

る 者 を 抽象した のにす ぎない。 

また 普通に は、 意識の 外に 或 定まった 性質 を 具えた 

物の 本体が 独立に 存在し、 意識 現象 はこれ に基づいて 

起る 現象に すぎない と 考えられ ている。 しかし 意識 外 

に 独立 固定せ る 物と は 如何なる 者で あるか。 厳密に 意 

識 現象 を 離れて は 物 其 者の 性質 を 想像す る こと はでき 

ぬ。 単に 或 一 定の 約束の 下に 一 定の 現象 を 起す 不知 的 

の 或 者と いうより 外にない。 即ち 我々 の 思惟の 要求に 

由って 想像した までで ある。 しからば 思惟 は 何故に か 


かる 物の 存在 を 仮定せ ねばなら ぬか。 ただ 類似した 意 

識 現象が いつも 結合して 起る というに すぎない。 我々 

が 物と いっている 者の 真意義 はかくの 如くで ある。 純 

粋 経験の 上より 見れば、 意識 現象の 不変 的 結合と いう 

のが 根本的 事実であって、 物の 存在と は 説明の ために 

設けられた 仮定 に すぎ ぬ 。 

いわゆる 唯物論 者なる 者 は、 物の 存在と いう こと 

を 疑の ない 直接 自明の 事実で あるかの ように 考えて、 

これ を 以て 精神 現象 を も 説明しょう としてい る。 し 

かし 少しく 考えて 見る と、 こ は 本末 を 転倒して いる 

ので ある。 


それで 純粋 経験の 上から 厳密に 考えて 見る と、 我々 

の 意識 現象の 外に 独立 自 全の 事実な く、 バ ー クレ ー の 

い つ たように 真に 有即知 esse  =  percipi である。 

我々 の 世界 は 意識 現象の 事実より 組み立てられて ある。 

種々 の 哲学 も 科学 も 皆 この 事実の 説明に すぎない。 

余が ここ に 意識 現象と い う の は 或は 誤解 を 生ずる 

恐が ある。 意識 現象と いえば、 物体と 分れて 精神の 

み存 するとい うこと に 考えられる かも 知れない。 余 

の 真意で は 真実 在と は 意識 現象と も 物体 現象と も 名 

づ けられない 者で ある。 また バ ー クレ ー の有即 知と 

いう も 余の 真意 に 適しない。 直接の 実在 は 受動的 の 


者で ない、 独立 自 全の 活動で ある。 有即 活動と でも 

いった 方が よい。 

右の 考は、 我々 が 深き 反省の 結果と して どうしても 

ここに 到らねば ならぬ ので あるが、 一見 我々 の 常識と 

非常に 相違す る ばかりでなく、 これに 由り て 宇宙の 現 

象 を 説明しょう とすると 種々 の 難問に 出逢う ので ある。 

しかし これらの 難問 は、 多く は 純粋 経験の 立脚地 を 厳 

密に 守る より 起った というよりも、 むしろ 純粋 経験の 

上に 加えた 独断の 結果で あると 考える。 

かくの 如き 難問の 一 は、 若し 意識 現象 をのみ 実在と 

するならば、 世界 は 凡て 自己の 観念で あると いう 独 知 


論に 陥る ではない か。 または さなく とも、 各自の 意識 

が 互に 独立の 実在であるなら ば、 いかにして その 間の 

関係 を 説明す る ことができる かとい うこと である。 し 

かし 意識 は 必ず 誰かの 意識で なければ ならぬ というの 

は、 単に 意識に は 必ず 統一 がなければ ならぬ というの 

意に すぎな い。 もし これ 以上に 所有者がなければ なら 

あきらか 

ぬとの 考 ならば、 そ は 明 に 独断で ある。 然るに この 

統一 作用 即ち 統覚と いうの は、 類似せ る 観念 感情が 中 

枢 となって 意識 を 統一 するとい うまでで あって、 この 

意識 統一 の 範囲なる 者が、 純粋 経験の 立場より 見て、 

彼我の 間に 絶対的 分別 を なすこと はでき ぬ。 もし 個人 


的 意識に おいて、 昨日の 意識と 今日の 意識と が 独立の 

意識で ありながら、 その 同一 系統に 属する の 故 を 以て 

一 つの 意識と 考える ことができるならば、 自他の 意識 

の 間に も 同一 の 関係 を 見出す ことができる であろう。 

我々 の 思想 感情の 内容 は 凡て 一般的で ある。 幾千 

年 を 経過し 幾千 里 を 隔てて いても 思想 感情 は 互に 相 

通ず る ことができる。 たとえば 数理の 如き 者 は 誰が 

何時 何処に 考えても 同一 である。 故に 偉大なる 人 は 

幾多の 人 を 感化して 一 団 となし、 同 一 の 精神 を 以て 

支配す る。 この 時 これらの 人の 精神 を 一と 見做す こ 

とがで きる。 


次に 意識 現象 を 以て 唯一 の 実在と なすに ついて 解釈 

に 苦む の は、 我々 の 意識 現象 は 固定せ る 物で はなく、 

始終 変化す る 出来事の 連続であって 見れば、 これらの 

現象 は 何処より 起り、 何処に 去る かの 問題で ある。 し 

かしこの 問題 もつ まり 物に は 必ず 原因結果がなければ 

ならぬ という 因果律の 要求より 起る ので あるから、 こ 

の 問題 を考 うる 前に、 先ず 因果律の 要求と は 如何なる 

者で あるか を 攻究せ ねばならぬ。 普通に は 因果律 は 

直 に 現象の 背後に おける 固定せ る 物 其 者の 存在 を 要 

求す るよう に 考えて いるが、 そ は 誤で ある。 因果律の 

正当なる 意義 はヒュ ー ムの いったよ うに、 或 現象の 起 


るに は 必ず これに 先 だつ 一 定の 現象が あると いうまで 

であって、 現象 以上の 物の 存在 を 要求す るので はない。 

一 現象より 他の 現象 を 生ずる というの は、 一 現象が 現 

象の 中に 含まれて おった ので もな く、 また どこか 外に 

潜んで おった のが 引き出され るので もない。 ただ 充分 

なる 約束 即ち 原因が 具備した 時 は 必ず 或 現象 即ち 結果 

が 生ずる というの である。 約束が まだ 完備し ない 時 こ 

れに 伴うべき 或 現象 即ち 結果なる 者 は どこに もない。 

たとえば 石 を 打って 火 を 発する 以前に、 火 は どこに も 

ない ので ある。 或は これ を 生ずる 力が あると いうで も 

あろうが、 前にい つたよう に、 力と か 物と かいうの は 


説明の ために 設けられた 仮定であって、 我々 の 直接に 

知る 所では、 ただ 火と 全く 異なった 或 現象が あるの み 

である。 それで 或 現象に 或 現象が 伴う というの が 我々 

に 直接に 与えられ たる 根本的 事実であって、 因果律の 

要求 はかえ つて この 事実に 基づいて 起った ものである。 

しかるに この 事実と 因果律と が 矛盾す るよう に考 うる 

の は、 つまり 因果律の 誤解より 起る ので ある。 

因果律と いうの は、 我々 の 意識 現象の 変化 を 本と 

して、 これより 起った 思惟の 習慣で ある こと は、 こ 

の 因果律に 由り て 宇宙 全体 を 説明しょう とすると、 

じかどうちゃく 

すぐに 自家撞着に 陥る の を 以て 見ても 分る。 因果律 


は 世界に 始 がなければ ならぬ と 要求す る。 しかし も 

しど こか を 始と定 むれば 因果律 は 更に その 原因 は 

いかん 

如何と 尋ねる、 即ち 自分で 自分の 不完全 なること を 

明に している ので ある。 

終りに、 無より 有 を 生ぜぬ という 因果律の 考 につい 

て も 一 言して 置こう。 普通の 意味に おいて 物がない と 

いっても、 主客の 別 を 打破した る 直覚の 上より 見れば、 

やはり 無の 意識が 実在して いるので ある。 無と いうの 

を 単に 語で なく これに 何 か 具体的の 意味 を 与えて 見る 

と、 一方で は 或 性質の 欠乏と いう ことで あるが、 一方 

に は 何ら かの 積極的 性質 を もっている (たとえば 心理 


学から いえば 黒色 も 一 種の 感覚で ある)。 それで 物体 

界 にて 無より 有 を 生ずる と 思われる こと も、 意識の 事 

実と して 見れば 無 は 真の 無で なく、 意識 発展の 或 一 契 

機で あると 見る ことができる。 さらば 意識に おいて は 

如何、 無より 有 を 生ずる ことができ るか。 意識 は 時、 

場所、 力の 数量 的 限定の 下に 立つべき 者で はなく、 従つ 

て 機械的 因果律の 支配 を受 くべき 者で はない。 これら 

の 形式 はかえ つて 意識 統一 の 上に 成立す るので ある。 

意識に おいて は 凡てが 性質 的であって、 潜 勢 的 一 者が 

己 自身 を 発展す るので ある。 意識 はへ ー ゲルの いわ ゆ 

る. K 限 das  Unendlidie である。 


ここに 一 種の 色の 感覚が あると しても、 この 中に 

無限の 変化 を 含んで いると いえる、 即ち 我々 の 意識 

が 精細と なり ゆけば、 一 種の 色の 中に も 無限の 変化 

を 感ずる ようになる。 今日 我々 の 感覚の 差別 も かく 

して 分化し 来れる ものであろう。 ヴント は 感覚の 性 

質 を 次元に 併べ ている が (wrnldt  Grundriss  der 

Psychologie,  §5)、 元来 一の 一 般 的なる 者が 分化 

して 出来た ので あるから、 かかる 体系が あるの だと 

思う。 


第三 章 実在の 真景 

我々 がま だ 思惟の 細工 を 加えない 直接の 実在と は 如 

何なる 者で あるか。 即ち 真に 純粋 経験の 事実と いうの 

は 如何なる 者で あるか。 この 時には まだ 主客の 対立な 

く、 知情意の 分離な く、 単に 独立 自 全の 純 活動 あるの 

みで ある。 

主 知 説の 心理学者 は、 感覚お よび 観念 を 以て 精神 現 

象の 要素と なし、 凡ての 精神 現象 は これらの 結合より 

成る 者と 考えて 居る。 かく 考えれば、 純粋 経験の 事実 

と は、 意識の 最 受動的なる 状態 即ち 感覚で あると いわ 


ねばならぬ。 しかし 此の 如き 考は 学問 上 分析の 結果と 

して 出来た 者 を、 直接 経験の 事実と 混同した もので あ 

る。 我々 の 直接 経験の 事実に おいて は 純粋 感覚なる 者 

はない。 我々 が 純粋 感覚と いっている 者 も 己に 簡単な 

る 知覚で ある。 而 して 知覚 は、 いかに 簡単で あっても 

決して 全く 受動的で ない、 必ず 能動的 即ち 構成 的 要素 

あきらか 

を 含んで 居る (この 事 は 空間 的 知覚の 锻を 見ても 明 

である)。 聯想と か 思惟と か 複雑なる 知的 作用に 至れ 

ば、 なお 一 層 この 方面が 明瞭と なる ので、 普通に 聯想 

は 受動的 であると いうが、 聯想に おいて も 観念 聯合 の 

方向 を定 むる 者 は 単に 外界の 事情の みで は 無く、 意識 


の 内面的 性質に 由る ので ある。 聯想と 思惟との 間に は 

ただ 程度の 差 あるの みで ある。 元来 我々 の 意識 現象 を 

知情意と 分つ の は 学問 上の 便宜に 由る ので、 実地に お 

いて は 三種の 現象 あるので はなく、 意識 現象 は 凡て こ 

の 方面 を 具備して いるので ある (たとえば 学問的 研究 

の 如く 純 知的 作用と いっても、 決して 情意 を 離れて 存 

在す る こと はでき ぬ)。 しかし この 三方 面の 中、 意志 

がその 最も 根本的なる 形式で ある。 主意 説の 心理学者 

のい うように、 我々 の 意識 は 始終 能動的であって、 衝 

動 を 以て 始まり 意志 を 以て 終る ので ある。 それで 我々 

に 最も 直接なる 意識 現象 はいかに 簡単で あっても 意志 


の 形 を 成して いる。 即ち 意志が 純粋 経験の 事実で ある 

といわねば ならぬ。 

従来の 心理学 は 主として 主 知 説で あつたが、 近来 

は漸々 主意 説が 勢力 を 占める ようになった。 ヴント 

の 如き は その 巨擘で ある。 意識 はいかに 単純で あつ 

て も 必ず 構成 的で ある。 内容の 対照と いうの は 意識 

成立の 一 要件で ある。 もし 真に 単純なる 意識が あつ 

たなら ば、 そ は 直に 無意識と なる ので ある。 

純粋 経験に おいて は 未だ 知情意の 分離な く、 唯一 の 

活動で あるよう に、 また 未だ 主観 客観の 対立 もない。 

主観 客観の 対立 は 我々 の 思惟の 要求より 出で くるので、 


直接 経験の 事実で はない。 直接 経験の 上に おいて はた 

だ 独立 自 全の 一 事実 あるの みで ある、 見る 主観 もな け 

れば 見ら るる 客観 もない。 恰も 我々 が 美妙なる 音楽に 

りゅうりょう 

心 を 奪われ、 物 我 相 忘れ、 天地た だ瞓 曉 たる 一 楽 声 

のみなる が 如く、 この 刹那 いわゆる 真実 在が 現前して 

いる。 これ を 空気の 振動で あると か、 自分が これ を 聴 

いている とかいう 考は、 我々 が この 実在の 真景を 離れ 

て 反省し 思惟す るに 由って 起って くるので、 この 時 

我々 は 己に 真実 在 を 離れて いるので ある。 

普通に は 主観 客観 を 別々 に 独立し うる 実在で ある 

かの ように 思い、 この 二者の 作用に 由り て 意識 現象 


を 生ずる ように 考えて いる。 従って 精神と 物体との 

両 実在が あると 考えて いるが、 これ は 凡て 誤で ある。 

主観 客観と は 一 の 事実 を 考察す る 見方の 相違で ある、 

精神 物体の 区別 もこの 見方より 生ずる のであって、 

事実 其 者の 区別で ない。 事実上の 花 は 決して 現 学者 

のい うような 純 物体 的の 花で はない、 色 や 形 や 香 を 

そなえた 美に して 愛すべき 花で ある。 ハイネが 静夜 

の 星 を 仰いで 蒼 空に おける 金の 銀と いったが、 天 

文学者 はこれ を 詩人の 囈語 として 一 笑に 附す るので 

あろうが、 星の 真相 はかえ つて この 一句の 中に 現わ 

れ ている かも 知れない。 


か く の 如く 主客の 未だ 分れざる 独立 自全 の 真実 在 は 

知情意 を 一 にした ものである。 真実 在 は 普通に 考えら 

れ ている ような 冷静なる 知識の 対象で はない。 我々 の 

情意より 成り立った 者で ある。 即ち 単に 存在で はなく 

して 意味 を もった 者で ある。 それでも しこの 現実 界か 

ら我々 の 情意 を 除き 去ったならば、 もはや 具体的の 事 

実で はなく、 単に 抽象的 概念と なる。 物理学者の いう 

如き 世界 は、 幅な き 線、 厚さな き 平面と 同じく、 実際 

に 存在す る もので はない。 この 点より 見て、 学者より 

も 芸術家の 方が 実在の 真相に 達して いる。 我々 の 見る 

者 聞く 者の 中に 皆 我々 の 圆性を 含んで いる。 同一 の 意 


識 といっても 決して 真に 同一で ない。 たとえば 同一の 

牛 を 見る にしても、 農夫、 動物学者、 美術家に 由り て 

各 その 心象が 異なって おらねば ならぬ。 同一 の 景色で 

も 自分の 心 持に 由って 鮮明に 美しく 見 ゆる こ ともあれ 

ば、 陰鬱に して 悲しく 見 ゆる こと も ある。 仏教な どに 

て 自分の 心 持 次第にて この 世界が 天堂 ともなり 地獄と 

もなる というが 如く、 つまり 我々 の 世 は 我々 の 情意 を 

本と して 組み立てられた ものである。 いかに 純 知識の 

対象なる 客観的 世界で あると いっても、 この 関係 を 免 

れる こと はでき ぬ。 

科学的に 見た 世界が 最も 客観的であって、 この 中 


に は 少しも 我々 の 情意の 要素 を 含んで おらぬ ように 

考えて いる。 しかし 学問と いっても 元は 我々 生存 競 

争 上 実地の 要求より 起った 者で ある、 決して 全然 情 

意の 要求 を 離れた 見方で はない。 特に エルザ レムな 

どのい うように、 科学的 見方の 根 本義で ある 外界に 

種々 の 作用 をな す 力が あると いう 考は、 自分の 意志 

より 類推した ものであると 見做 さねば ならぬ 

(Jerusalem,  EinleitunTO  in  die  Philosopliie,  6. 

Aufl.  §g^)。 それ故に 太古の 万象 を 説明す るの は 

凡て 擬人 的であった、 今日の 科学的 説明 はこれ より 

発達した ものである。 


我々 は 主観 客観の 区別 を 根本的で あると 考える 処か 

ら、 知識の 中に の み 客観的 要素 を 含み、 情意 は 全く 我々 

の 個人的 主観的 出来事で あると 考えて いる。 この 考は 

己に その 根本的の 仮定に おいて 誤ってい る。 しかし 仮 

に 主客 相互の 作用に 由って 現象が 生ずる ものと しても、 

色 形な どい う 如き 知識の 内容 も、 主観的と 見れば 主観 

的で ある、 個人的と 見れば 個人的で ある。 これに 反し 

情意と いう こと も、 外界に かくの 如き 情意 を 起す 性質 

が あると すれば 客観的 根拠 を も つてく る、 情意が 全く 

個人的で あると いうの は 誤で ある。 我々 の 情意 は 互に 

相 通じ 相 感ずる ^ j とがで きる。 即ち 超 個人的 要素 を 含 


んで いるので ある。 

我々 が 個人なる 者が あって 喜 怒 愛欲の 情意 を 起す 

と 思う が 故に、 情意が 純 個人的で あると いう 考も起 

る。 しかし 人が 情意 を 有する のでな く、 情意が 個人 

を 作る ので ある、 情意 は 直接 経験の 事実で ある。 

万象の 擬人 的 説明と いう こと は 太古 人間の 説明 法で 

あって、 また 今日で も 純白 無邪気なる 小児の 説明 法で 

ある。 いわゆる 科学者 は 凡て これ を 一笑に 附し 去る で 

あろう、 勿論 この 説明 法 は 幼稚で は あるが、 一方より 

見れば 実在の 真実なる 説明 法で ある。 科学者の 説明 法 

は 知識の 一 方に のみ 偏した る ものである。 実在の 完全 


なる 説明に おいて は 知識 的 要求 を 満足す ると 共に 情意 

の 要求 を 度 外に 置いて はならぬ。 

希臘 人民に は 自然 は 皆 生きた 自然であった。 雷電 

は オリ ムプス 山上に おける ツォイス 神の 怒で あり、 

ほととぎす 

杜鵑 の 声 はフィ ロメ ー レが 千古の 怨恨で あつ た 

(schdller.  Die  Gotter  Grieclienlands  〔# 「Gotter」 

の 「 o」 は ウムラウト (： ) 付き〕 を 看よ)。 自然な 

る希臘 人の 眼に は 現在の 真意が その 儘に 現じた ので 

ある。 今日の 美術、 宗教、 哲学、 みなこの 真意 を 現 

わさんと 努めてい るので ある。 


第 四 章 真実 在 は 常に 同 一 の 形式 を 有って いる 

上に いったよ うに 主客 を 没した る 知情意 合一 の 意識 

状態が 真実 在で ある。 我々 が 独立 自全 の 真実 在 を 想起 

すれば 自ら この 形に おいて 現われて くる。 此の 如き 実 

在の 真景 はた だ 我々 が これ を 自得すべき 者で あつ て、 

これ を 反省し 分析し 言語に 表わしうべき 者で はな かろ 

う。 しかし 我々 の 種々 なる 差別 的 知識と はこの 実在 を 

反省す るに 由って 起る ので あるから、 今 この 唯一 実在 

の 成立す る 形式 を 考え、 如何にして これより 種々 の 差 

あきらか 

別 を 生ずる か を 明 にしようと 思う。 


真正 の 実在 は 芸術の 真意 の 如く 互に 相伝う る こと 

のでき ない 者で ある。 伝えうべき 者 はた だ 抽象的 空 

殻で ある。 我々 は 同一 の 言語に 由って 同一 の 事を理 

解し 居る と 思って 居る が、 その 内容 は 必ず 多少 異 

なって いる。 

独立 自 全なる 真実 在の 成立す る 方式 を 考えて 見る と- 

皆 同一 の 形式に 由って 成立す るので ある。 即ち 次の 如 

き 形式に 由る ので ある。 先ず 全 体が 含蓄 的 implicit 

に 現われる、 それより その 内容が 分化 発展す る、 而し 

てこの 分化 発展が 終った 時 実在 の 全 体が 実現せられ 完 

成せられ るので ある。 一言に ていえば、 一つの 者が 自 


分 自身に て 発展 完成す るので ある。 この 方式 は 我々 の 

活動的 意識 作用に おいて 最も 明に 見る ことができる。 

意志に ついて 見る に、 先ず 目的 観念なる 者が あ つ て、 

これより 事情に 応じて これ を 実現す るに 適当なる 観念 

が 体系的に 組織せられ、 この 組織が 完成 せられし 時 行 

為と なり、 ここに 目的が 実現せられ、 意志の 作用が 終 

結す るので ある。 啻に 意志 作用の みで はなく、 いわ ゆ 

る 知識 作用で ある 思惟 想像 等に ついて 見ても この 通り 

である。 やはり 先ず 目的 観念が あって これより 種々 の 

観念 聯合 を 生じ、 正当なる 観念 結合 を 得た 時 この 作用 

が 完成 せらる るので ある。 


ジェ ー ムスが 「意識の 流」 においてい つたよう に、 

凡て 意識 は 右の 如き 形式 をな している。 たとえば 一 

文章 を 意識の 上に 想起 するとせ よ、 その 主 語が 意識 

上に 現われた 時 己に 全文 章 を 暗に 含んで いる。 但し 

客語が 現われて 来る 時 その 内容が 発展 実現 せらる る 

ので ある。 

意志、 思惟、 想像 等の 発達せ る 意識 現象に ついては 

右の 形式 は 明で あるが、 知覚、 衝動 等に おいて は 一 見 

直に その 全体 を 実現して、 右の 過程 を 踏まない よう 

にも 見える。 しかし 前にい つたよう に、 意識 はいかな 

る 場合で も 決して 単純で 受動的で はない、 能動的で 複 


合せる ものである。 而 して その 成立 は 必ず 右の 形式に 

由る ので ある。 主意 説の いうよう に、 意志が 凡ての 意 

識の 原形で あるから、 凡ての 意識 はいかに 簡単で あつ 

て も、 意志と 同一 の 形式に 由って 成立す る ものと いわ 

ねばならぬ。 

衝動お よび 知覚な どと 意志お よび 思惟な どとの 別 

は 程度の 差であって、 種類の 差で はない。 前者に お 

い て は 無意識で ある 過程が 後者に おいて は 意識に 自 

らを 現わし 来る ので あるから、 我々 は 後者より 推し 

て 前者 も 同一 の 構造で なければ ならぬ こと を 知る の 

である。 我々 の 知覚と いうの も その 発達から 考えて 


見る と、 種々 なる 経験の 結果と して 生じた ので ある。 

例えば 音楽な ど を 聴いても、 始の中 は 何の 感をも 与 

えない のが、 段々 耳に 馴れて くれば その 中に 明瞭な 

る 知覚 をうる ようにな るので ある。 知覚 は 一 種の 思 

惟と いつ て も 差 支ない。 

次に 受動的 意識と 能動的 意識との 区別より 起る 誤解 

についても 一 言して 置かねば ならぬ。 能動的 意識に て 

は 右の 形式が 明で あるが、 受動的 意識で は 観念 を 結合 

する 者 は 外に あり、 観念 は 単に 外界の 事情に 由り て 結 

合せら るるので、 或 全き 者が 内より 発展 完成す るので 

ないように 見える。 しかし 我々 の 意識 は 受動と 能動と 


に 峻別す る こと はでき ぬ。 これ も 畢竟 程度の 差で あ 

る。 聯想 ま たは 記憶の 如き 意識 作用 も 全然 聯想 の 法則 

と いうが 如き 外界の 事情より 支配 せらる る もので ない、 

各人の 内面的 性質が その 主動 力で ある、 やはり 内より 

統一的 或 者が 発展す ると 見る ことができる。 ただい わ 

ゆる 能動的 意識で はこの 統 一 的 或 者が 観念と して 明に 

意識の 上に 浮んで いるが、 受動的 意識で はこの 者が 無 

意識 かまた は 一 種の 感情と なって 働いて いるので ある。 

能動 受動の 区別、 即ち 精神が 内から 働く とか 外 か 

ら働を 受ける とかいう こと は、 思惟に 由って 精神と 

物体との 独立 的 存在 を 仮定し、 意識 現象 は 精神と 外 


物との 相互の 作用より 起る ものと なすより 来る ので、 

純粋 経験の 事実上に おける 区別で はない。 純粋 経験 

の 事実上で は 単に 程度の 差で ある。 我々 が 明瞭なる 

目的 観念 を 有って いる 時 は 能動と 思われる ので ある。 

経験 学派の 主張す る 所に 由る と、 我々 の 意識 は 凡 

て 外物の 作用に 由り て 発達す る ものである という。 

しかしい かに 外物が 働く にしても、 内に これに 応ず 

る 先在 的 性質がなかったならば 意識 現象 を 生ずる こ 

と はでき まい。 いかに 外より 培養す る も、 種子に 発 

生の 力がなかったならば 植物が 発生せ ぬと 同様で あ 

る。 固より 反対に 種子の みあっても 植物 は 発生せ ぬ 


という こと もで きる。 要するに この 双方と も 一方 を 

見て 他方 を 忘れた ものである。 真実 在の 活動で は 唯 

一 の 者の 自発 自展 である、 内外 能 受の別 はこれ を 説 

明す るた めに 思惟に 由って 構成した ものである。 

凡ての 意識 現象 を 同一 の 形式に 由って 成立す ると 考 

える の はさ ほど むずかし いこと でもな いと 信ずる が、 

更に 一歩 を 進んで、 我々 が 通常 外界の 現象と いってい 

る 自然界の 出来事 を も、 同一 の 形式の 下に 入れようと 

する の は 頗る 難事と 思われる かも 知れない。 しかし 

前にい つたよう に、 意識 を 離れた る 純粋 物体 界 という 

如き 者 は 抽象的 概念で ある、 真実 在 は 意識 現象の 外に 


ない、 直接 経験の 真実 在 はいつ も 同一 の 形式に よって 

成立 するとい うこと がで きる。 

普通に は 固定せ る 物体なる 者が 事実と して 存在す 

るよう に 思うて いる。 しかし 実地に おける 事実 はい 

つで も 出来事で ある。 希臘の 哲学者 ヘラ クレイ トス 

が 「万物 は 流転し 何物 も 止まる ことなし」 Alles 

fliesst  und  nichts  liat  Bestand. といった ように、 

実在 は 流転して 暫く も 留まる ことなき 出来事の 連続 

である。 

我々 が 外界に おける 客観的 世界と いう もの も、 吾 

人の 意識 現象の 外にな く、 やはり 或 一 種の 統 一 作用 


に 由って 統一 せられた 者で ある。 ただこの 現象が 普 

遍的 である 時 即ち 個人の 小なる 意識 以上の 統一 を 保 

つ 時、 我々 より 独立せ る 客観的 世界と 見る ので ある。 

たとえば ここに 一 の ランプが 見える、 これが 自分の 

みに 見えるならば、 或は 主観的 幻覚と でも 思う であ 

ろう。 ただ 各人が 同じく これ を認 むる に 由り て 客観 

的 事実と なる。 客観的 独立の 世界と いうの はこの 普 

遍的 性質よ リ起 るので ある。 


第五 章 真実 在の 根本的 方式 

我々 の 経験す る 所の 事実 は 種々 あるよう であるが、 

少しく 考えて 見る と 皆 同一 の 実在であって、 同一 の 方 

式に 由って 成り立って いるので ある。 今 此の 如き 凡て 

の 実在の 根本的 方式に ついて 話して 見よう。 

先ず 凡ての 実在の 背後に は統 一 的 或 者の 働きお る こ 

と を 認めねば ならぬ。 或 学者 は 真に 単純であって 独立 

せ る 要素、 たとえば 元 子 論者 の 元 子の 如き 者が 根本的 

実在で あると 考えて いる、 しかし 此の 如き 要素 は 説明 

のために 設けられた 抽象的 概念であって、 事実上に 存 


在す る こと はでき ぬ。 試に 想え、 今 ここに 何 か 一 つの 

元 子が あるならば、 そ は 必ず 何ら かの 性質 または 作用 

を もった もので なければ ならぬ、 全く 性質 または 作用 

なき 者 は 無と 同一 である。 しかるに 一 つの 物が 働く と 

いうの は 必ず 他の物に 対して 働く ので ある、 而し てこ 

れには 必ず この 一 一 つの 物 を 結合して 互に 相 働く を 得し 

める 第三者がなくて はならぬ、 たとえば 甲の 物体の 運 

動が 乙に 伝わる というに は、 この 両 物体の 間に 力と い 

う ものがなければ ならぬ、 また 性質と いう こと も 一 の 

性質が 成立す るに は 必ず 他に 対して 成立す るので ある。 

たとえば 色が 赤の みで あつ たなら ば 赤と いう 色 は 現わ 


れ ようがない、 赤が 現われる に は 赤なら ざる 色が なけ 

れ ばなら ぬ、 而 して 一 の 性質が 他の 性質と 比較し 区別 

せらる るに は、 両性 質 は その 根柢に おいて 同一 でな け 

れ ばなら ぬ、 全く 類 を 異にし その 間に 何らの 共通なる 

点 を もたぬ 者 は 比較し 区別す る ことができぬ。 かくの 

如く 凡て 物 は 対立に 由って 成立 するとい うならば、 そ 

の 根柢に は 必ず 統 一 的 或 者が 潜んで いるので ある。 

この 統 一 的 或 者が 物体 現象で はこれ を 外界に 存す 

る 物 力と なし、 精神 現象で はこれ を 意識の 統一 力に 

帰す るので あるが、 前にい つたよう に、 物体 現象と 

いい 精神 現象と いう も 純粋 経験の 上に おいて は 同 一 


であるから、 この 二種の 統一 作用 は 元来、 同一 種に 

属すべき ものである。 我々 の 思惟 意志の 根柢に おけ 

る統 一 力と 宇宙 現象の 根柢に おける 統 一 力と は 直 

に 同一で ある、 たとえば 我々 の 論理、 数学の 法則 は 

直に 宇宙 現象が これに 由り て 成立し うる 原則で ある。 

実在の 成立に は、 右に いったよ うに その 根柢に おい 

て 統一と いう ものが 必要で あると 共に、 相互の 反対む 

しろ 矛盾と いう ことが 必要で ある。 ヘラ クレイ トスが 

争 は 万物の 父と いったよ うに、 実在 は 矛盾に 由って 

成立す るので ある、 赤き 物 は 赤から ざる 色に 対し、 働 

く 者 はこれ をう ける 者に 対して 成立す るので ある。 こ 


の 矛盾が 消滅す ると 共に 実在 も 消え失せて しまう。 元 

来 この 矛盾と 統一 と は 同一 の 事柄 を 両方 面より 見た も 

のにす ぎない、 統一が あるから 矛盾が あり、 矛盾が あ 

るから 統一が ある。 たとえば 白と 黒との ように 凡ての 

点に おいて 共通であって、 ただ 一点に おいて 異なって 

いる 者が 互に 最も 反対と なる、 これに 反し 徳と 三角と 

いうよう に 明 了の 反対な き 者 はまた 明 了なる 統一 もな 

い。 最も 有力なる 実在 は 種々 の 矛盾 を 最も 能く 調和 統 

一 した 者で ある。 

統 一 する 者と 統 一 せらる る 者と を 別々 に 考える の 

は 抽象的 思惟に 由る ので、 具体的 実在に て はこの 二 


つの 者 を 離す こと はでき ない。 一本の 樹とは 枝葉 根 

幹の 種 々異なりた る 作用 をな す 部分 を 統一 した 上に 

存在す るが、 樹は 単に 枝葉 根幹の 集合で はない、 樹 

全体の 統 一 力が 無かった ならば 枝葉 根幹 も 無意義で 

ある。 樹は その 部分の 対立と 統一との 上に 存す るの 

である。 

統 一 力と 統 一 せらる る 者と 分離した 時には 実在と 

ならない。 たとえば 人が 石 を 積み かさねた ように、 

石と 人と は 別物で ある、 かかる 時に 石の 積み かさね 

は 人工的であって、 独立の 一実 在と はならない。 

そこで 実在の 根本的 方式 は 一 なると 共に 多、 多なる 


と共に 一 、 平等の 中に 差別 を 具し、 差別の 中に 平等 を 

具す るので ある。 而し てこの 二方 面 は 離す ことので き 

ない ものであるから、 つま リーつ の 者の 自家 発展と い 

うこと がで きる。 独立 自 全の 真実 在 はいつ でも この 方 

式 を 具えて いる、 しからざる 者 は 皆 我々 の 抽象的 概念 

である。 

実在 は 自分に て 一 の 体系 をな した 者で ある。 我々 

をして 確実なる 実在と 信ぜし むる 者 はこの 性質に 由 

るので ある。 これに 反し 体系 を 成さぬ 事柄 はたと え 

ば 夢の 如く これ を 実在と は 信ぜぬ ので ある。 

右の 如く 真に 一 にして 多なる 実在 は 自動 不 息で なけ 


れ ばなら ぬ。 静止 の 状態と は 他と 対立 せぬ 独存の 状態 

であって、 即ち 多 を 排斥した る 一 の 状態で ある。 しか 

しこの 状態に て 実在 は 成立す る こと はでき ない。 もし 

統一 に 由って 或 一 つの 状態が 成立した とすれば、 直に 

ここに 他の 反対の 状態が 成立して おらねば ならぬ。 一 

の統 一 が 立てば 直に これ を 破る 不統 一 が 成立す る。 真 

実在 はかくの 如き 無限の 対立 を 以て 成立す るので ある。 

物理学者 は 勢力 保存な どと い つ て 実在に 極限が あるか 

のように いってい るが、 こ は 説明の 便宜上に 設けられ 

た 仮定であって、 かくの 如き 考は 恰も 空間に 極限が 

あると いうと 同じく、 ただ 抽象的に 一方の み を 見て 他 


方 を 忘れて いたので ある。 

活 きた 者 は 皆無 限の 対立 を 含んで いる、 即ち 無限 

の 変化 を 生ずる 能力 を もった ものである。 精神 を活 

物と いうの は 始終 無限の 対立 を存 し、 停止す る 所が 

ない 故で ある。 もし これが 一 状態に 固定して 更に 他 

の 対立に 移る 能わざる 時 は 死物で ある。 

実在 はこれ に 対立す る 者に 由って 成立 するとい うが、 

この 対立 は 他より 出で 来る ので はなく、 自家の 中より 

生ずる ので ある。 前にい つたよう に 対立の 根柢に は統 

一 があって、 無限の 対立 は 皆 自家の 内面的 性質よ リ必 

然の 結果と して 発展し 来る ので、 真実 在 は 一 つの 者の 


内面的 必然より 起る 自由の 発展で ある。 たとえば 空間 

の 限定に 由って 種々 の 幾何学 的 形状が でき、 これらの 

形 は 互に 相対 立して 特殊の 性質 を 保って いる。 しかし 

皆 別々 に 対立す るので はなく して、 空間と いう 一 者の 

必然的 性質に 由り て 結合せられ ている、 即ち 空間 的 性 

質の 無限の 発展で あるよう に、 我々 が 自然現象 といつ 

ている 者に ついて 見ても、 実際の 自然現象なる 者 は 前 

にもい つたよう に 個々 独立の 要素より 成る ので はなく、 

また 我々 の 意識 現象 を 離れて 存在す るので はない。 や 

はり 一の 統一的 作用に よりて 成立す るので、 一 自然の 

発展と 看做す ベ きもので ある。 


へ ー ゲル は 何でも 理性的なる 者 は 実在で あ つ て、 

実在 は 必ず 理性的なる 者で あると いった。 この 語 は 

種々 の 反対 をう けた にも拘らず、 見方に 由って は 動 

かすべ か ら ざる 真理 である。 宇宙の 現象 はいかに 些 

細なる 者で あっても、 決して 偶然に 起り 前後に 全く 

何らの 関係 を もたぬ もの はない。 必ず 起るべき 理由 

を 具して 起る ので ある。 我ら はこれ を 偶然と 見る の 

は 単に 知識の 不足より 来る ので ある。 

普通に は 何 か 活動の 主が あって、 これより 活動が 起 

る ものと 考えて いる。 しかし 直接 経験より 見れば 活動 

その 者が 実在で ある。 この 主たる 物と いう は 抽象的 概 


念で ある。 我々 は 統一と その 内容との 対立 を 互に 独立 

の 実在で あるかの ように 思う から 斯の 如き 考を 生ずる 

ので ある。 


第 六 章 唯 一 実在 

実在 は 前にい つたよう に 意識 活動で ある。 而 して 意 

識 活動と は 普通の 解釈に 由れば その 時々 に 現われ また 

忽ち 消え去る もので、 同一の 活動が 永久に 連結す る こ 

と はでき ない。 して 見る と、 小に して 我々 の 一生の 経 

験、 大 にして は 今日に 至る までの 宇宙の 発展、 これら 

の 事実 は 畢竟 虚 幻夢の 如く、 支離滅裂なる もので あつ 

て、 その 間に 何らの 統一的 基礎がない のであろう か。 

此の 如き 疑問に 対して は、 実在 は 相互の 関係に おいて 

成立す る もので、 宇宙 は 唯一 実在の 唯一 活動で ある こ 


と を 述べ て 置こうと 思う。 

意識 活動 は 或 範囲 内で は 統一 に 由って 成立す る こと 

は 略説 明した と 思う が、 なお 或 範囲 以外で はか かる 統 

一 の ある こと を 信ぜぬ 人が 多い。 たとえば 昨日の 意識 

と 今日の 意識と は 全く 独立であって、 もはや 一 の 意識 

と は 看做されな いと 考えて いる 人が ある。 しかし 直接 

経験の 立脚地より 考えて 見る と、 此の 如き 区別 は 単に 

相対的の 区別であって 絶対的 区別で はない。 何人で も 

統一せ る 一 の 意識 現象と 考えて いる 思惟 または 意志 等 

について 見ても、 その 過程 は 各 相 異なって いる 観念 

の 連続に すぎない。 精細に これ を 区別して 見れば これ 


らの 観念 は 別々 の 意識で あると も 考える ことができる。 

しかるに この 連続せ る 観念が 個々 独立の 実在で はなく、 

一 の 意識 活動と して 見る ことができるならば、 昨日の 

意識と 今日の 意識と は 一 の 意識 活動と して 見られぬ こ 

と はない、 我々 が 幾日に も 亙りて 或 一 の 問題 を 考え、 

あきらか 

または 一 の 事業 を 計画 するとい う 場合に は、 明 に 同 

一 の 意識が 連続 的に 働く と 見る ことができる、 ただ 時 

間の 長短に おいて 異なる ばかりで ある。 

意識 の 結合に は 知覚の 如き 同時の 結合、 聯想 思惟 

の 如き 継続的 結合、 および 自覚の 如き 一生に 亙れる 

結合 も 皆 程度の 差異であって、 同一 の 性質より 成り 


立つ 者で ある。 

意識 現象 は 時々 刻々 に 移り ゆく もので、 同一 の 意識 

が 再び 起る こと はない。 昨日の 意識と 今日の 意識と は、 

よし その 内容に おいて 同一なる にせよ、 全然 異なった 

意識で あると いう 考は、 直接 経験の 立脚地より 見 たの 

ではなくて、 かえって 時間と いう 者 を 仮定し、 意識 現 

象 は その上に 顕われる 者と して 推論した 結果で ある。 

意識 現象が 時間と いう 形式に 由って 成立す る 者と すれ 

ば、 時間の 性質 上 一 たび 過ぎ去った 意識 現象 は 再び 還 

る こと はでき ぬ。 時間 はた だ 一 つの 方向 を 有する のみ 

である。 たとい 全く 同一 の 内容 を 有する 意識であって 


も、 時間の 形式 上 己に 同一と はい われない ことと なる。 

しかし 今 直接 経験の 本に 立ち 還って 見る と、 これらの 

関係 は 全く 反対と ならねば ならぬ。 時間と いうの は 

我々 の 経験の 内容 を 整頓す る 形式に すぎない ので、 時 

間と いう 考の 起る に は 先ず 意識 内容が 結合せられ 統 一 

せられて 一 となる ことができねば ならぬ。 然ら ざれば 

前後 を 連合 配列して 時間 的に 考える こと はでき ない。 

されば 意識の 統 一 作用 は 時間の 支配 を 受ける ので はな 

く、 かえって 時間 はこの 統一 作用に 由って 成立す るの 

である。 意識の 根柢に は 時間の 外に 超越せ る 不変 的 或 

者が あると いわねば ならぬ ことになる。 


直接 経験より 見れば 同 一 内容の 意識 は 直に 同一 

の 意識で ある、 真理 は 何人が 何時 代に 考えても 同一 

であるよ うに、 我々 の 昨日の 意識と 今日の 意識と は 

同 一 の 体系に 属し 同 一 の 内容 を 有する が 故に、 直に 

結合 せられて 一 意識と 成る ので ある。 個人の 一 生と 

いう 者 は 此の 如き 一 体系 を 成せる 意識の 発展で ある。 

この 点より 見れば 精神の 根柢に は 常に 不変 的 或 者 

が ある。 この 者が 日々 その 発展 を 大きく する ので あ 

る。 時間の 経過と はこの 発展に 伴う 統 一 的 中心点が 

変じて ゆく ので ある、 この 中心点が いつでも 「今」 

である。 


右に いったよ うに 意識の 根柢に 不変の 統一 力が 働い 

ている とすれば、 この 統一 力なる 者 は 如何なる 形に お 

いて 存在す るか、 いかにして 自分 を 維持す るかの 疑が 

起る であろう。 心理学で は 此の 如き 統一 作用の 本 を 脳 

という 物質に 帰して いる。 しかし かってい つたよう に- 

意識 外に 独立の 物体 を 仮定す るの は 意識 現象の 不変 的 

結合より 推論した ので、 これよりも 意識 内容の 直接の 

結合と いう 統 一 作用が 根本的 事実で ある。 この 統一 力 

きた 

は 或 他の 実在より して 出で 来る ので はなく、 実在 はか 

えって この 作用に 由り て 成立す るので ある。 人 は 皆 宇 

宙に 一定 不変の理なる 者あって、 万物 はこれ に 由り て 


成立す ると 信じて いる。 この 理とは 万物の 統一 力で 

あって 兼ねて また 意識 内面の 統一 力で ある、 理は物 や 

心に 由って 所持せられ るので はなく、 理が 物心 を 成立 

せし むる ので ある。 理は 独立 自存であって、 時間、 空 

間、 人に 由って 異なる ことなく、 顕滅用 不用に 由り て 

変ぜざる 者で ある。 

普通に 理 といえば、 我々 の 主観的 意識 上の 観念 聯 

合 を 支配す る 作用と 考えられ ている。 しかし 斯の如 

き 作用 は理の 活動の 足跡であって、 理其 者で はない。 

理其者 は 創作的であって、 我々 はこれ になり きりこ 

れに 即して 働く ことができ るが、 これ を 意識の 対象 


として 見る ことので きない ものである。 

普通の 意義に おいて 物が 存在 するとい うこと は、 

或 場処或 時に おいて 或 形に おいて 存在す るので ある。 

しかし ここにい ぅ理の 存在と いうの はこれ と 類を異 

にして いる。 此の 如く ー処に 束縛 せらる る ものなら 

ば 統一の 働 を なすこと はでき ない、 かくの 如き 者 は 

活 きた 真の 理 でない。 

個人の 意識が 右に いったよ うに 昨日の 意識と 今日の 

ただち 

意識と 直 に統 一 せられて 一 実在 をな す 如く、 我々 の 

一 生の 意識 も 同様に 一 と 見做す ことができる。 この 考 

を 推し 進めて 行く 時 は、 啻に 一 個人の 範囲 内ば かりで 


はなく、 他人との 意識 もまた 同一 の 理由に 由って 連結 

して 一 と 見做す ことができる。 理は 何人が 考えても 同 

一 であるよ うに、 我々 の 意識の 根柢に は 普遍的なる 者 

が ある。 我々 はこれ に 由 りて 互に 相理 会し 相 交通す る 

ことができる。 啻に いわゆる 普遍的 理性が 一 般 人心の 

根柢に 通ず る ばかりでなく、 或 一 社会に 生れた る 人 は 

いかに 独創に 富む にせよ、 皆 その 特殊なる 社会 精神の 

支配 を 受けざる 者 はない、 各個 人の 精神 は 皆 この 社会 

精神の 一 細胞に すぎない ので ある。 

前に もい つたよう に、 個人と 個人との 意識の 連結 

と、 一個人に おいて 昨日の 意識と 今日の 意識との 連 


結と は 同 一 である。 前者 は 外より 間接に 結合せられ、 

後者 は 内よ リ 直に 結合す るよう に 見 ゆるが、 もし 外 

より 結合 せらる るよう に 見れば、 後者 も 或 一 種の 内 

面 的 感覚の 符徴 によりて 結合 せらる るので、 個人 間 

の 意識が 言語 等の 符徴に 由 つ て 結合せ ら るるのと 同 

一 である。 もし 内より 結合 せらる るよう に 見れば、 

前者に おいても 個人 間に 元来 同一 の 根柢 あれば こそ 

直に 結合せられ るので ある。 

我々 の いわゆる 客観的 世界と 名 づけて いる 者 も、 幾 

度 か 言った ように、 我々 の 主観 を 離れて 成立す る もの 

ではなく、 客観的 世界の 統 一 力と 主観的 意識の 統 一 力 


と は 同一で ある、 即ち いわゆる 客観的 世界 も 意識 も 同 

一の 理に 由って 成立す る ものである。 この 故に 人は自 

己の 中に ある 理に 由って 宇宙 成立の 原理 を理 会す る こ 

とがで きる ので ある。 もし 我々 の 意識の 統一と 異なつ 

た 世界が あると する も、 此の 如き 世界 は 我々 と 全然 没 

交渉の 世界で ある。 苟も 我々 の 知り 得る、 理 会し 得 

る 世界 は 我々 の 意識と 同 一 の統 一 力の 下に 立たねば な 

らぬ。 


第 七 章 実在の 分化 発展 

意識 を 離れて 世界 ありと いう 考 より 見れば、 万物 は 

個々 独立に 存在す る ものと いう ことができる かも 知ら 

ぬが、 意識 現象が 唯一 の 実在で あると いう 考ょリ 見れ 

ば、 宇宙 万象の 根柢に は 唯一 の 統一 力 あり、 万物 は 同 

一 の 実在の 発現した ものと いわねば ならぬ。 我々 の 知 

識が 進歩す るに 従って 益々 この 同一 の理 ある こと を 確 

信す るよう になる。 今 この 唯一 の 実在より 如何にして 

種々 の 差別 的 対立 を 生ずる か を 述べ て 見よう。 

実在 は 一 に 統一せられ ている と共に 対立 を 含んで お 


ら ねばならぬ。 ここに 一 の 実在が あれば 必ず これに 対 

する 他の 実在が ある。 而 して かく この 二つの 物が 互に 

相対 立す るに は、 この 二つの 物が 独立の 実在で はなく 

して、 統一せられ たる もので なければ ならぬ、 即ち 一 

の 実在の 分化 発展で なければ ならぬ。 而し てこの 両者 

が 統一 せられて 一 の 実在と して 現われた 時には、 更に 

一 の 対立が 生ぜねば ならぬ。 しかし この 時 この 両者の 

背後に、 また 一 の 統一が 働いて おらねば ならぬ。 かく 

して 無限の 統一に 進む ので ある。 これ を 逆に 一方より 

考えて 見れば、 無限なる 唯一 実在が 小よ リ大 に、 浅よ 

り 深に、 自己 を 分化 発展す るので あると 考える ことが 


できる。 此の 如き 過程が 実在 発現の 方式であって、 宇 

宙 現象 はこれ に 由 りて 成立し 進行す るので ある。 

斯の 如き 実在 発展の 過程 は 我々 の 意識 現象に つ い 
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て 明 にこれ を 見る ことができる。 たとえば 意志に 

ついて 見る と、 意志と は 或 理想 を 現実に せんとす る 

ので、 現在と 理想との 対立で ある。 しかし この 意志 

が 実行せられ 理想と 一致した 時、 この 現在 は 更に 他 

の 理想と 対立して 新なる 意志が 出で くる。 かくして 

我々 の 生きて いる 間 は、 どこまでも 自己 を 発展し 実 

現 しゅくの である。 次に 生物の 生活お よび 発達に つ 

いて 見ても、 此の 如き 実在の 方式 を認 むる ことが で 


きる。 生物の 生活 は 実に 斯の 如き 不 息の 活動で ある。 

ただ 無生物の 存在 はちよ つと この 方式に あてはめて 

考える ことが 困難で あるよう に 見える が、 この こと 

に つ いて は 後に 自然 を 論ずる 時に 話す ことと しょう。 

さて 右に 述べた ような 実在の 根本的 方式より、 如何 

にして 種々 なる 実在の 差別 を 生ずる ので あるか。 先ず 

いわゆる 主観 客観の 別 は 何から 起って くる か。 主観と 

客観と は 相 離れて 存在す る もので はなく、 一実 在の 相 

対せる 両方 面で ある、 即ち 我々 の 主観と いう もの は統 

一 的 方面であって、 客観と いうの は 統一 せらる る 方面 

である、 我と はいつ でも 実在の 統一 者であって、 物と 


は 統一 せられる 者で ある (爰に 客観と いうの は 我々 の 

意識より 独立せ る 実在と いう 意義で はなく、 単に 意識 

対象の 意義で ある)。 たとえば 我々 が 何物 か を 知覚す 

ると か、 もしくは 思惟す ると かいう 場合に おいて、 自 

己と は 彼此 相 比較し 統一す る 作用であって、 物と はこ 

れ に対して 立つ 対象で ある、 即ち 比較 統一の 材料で あ 

る。 後の 意識より 前の 意識 を 見た 時、 自己 を 対象と し 

て 見る ことができる ように 思う が、 その実 はこの 自己 

と は 真の 自己で はなく、 真の 自己 は 現在の 観察者 即ち 

統 一 者で ある。 この 時 は 前の 統 一 は 己に 一 たび 完結し、 

次の 統一 の 材料と して この 中に 包含せられ たものと 考 


えねば ならぬ。 自己 はかくの 如く 無限の 統一 者で ある、 

決して これ を 対象と して 比較 統一 の 材料と する ことの 

できない 者で ある。 

心理学から 見ても 吾人の 自己と は 意識の 統一 者で 

ある。 而 して 今 意識が 唯一 の 真実 在で あると いう 立 

脚 地より 見れば、 この 自己 は 実在の 統一 者で なけれ 

ばなら ぬ。 心理学で はこの 統一 者で ある 自己なる 者 

が、 統一 せらる る ものから 離れて 別に 存在す るよう 

にいえ ども、 此の 如き 自己 は 単に 抽象的 概念に すぎ 

ない。 事実に おいて は、 物 を 離れて 自己 あるので は 

なく、 我々 の 自己 は 直に 宇宙 実在の 統一 力 その 者で 


ある。 

精神 現象、 物体 現象の 区別と いうの も 決して 二種 

の 実在が あるので はない。 精神 現象と いうの は 統一 

的 方面 即ち 主観の 方から 見た ので、 物体 現象と は統 

一 せらる る 者 即ち 客観の 方から 見た ので ある。 ただ 

同 一 実在 を 相反せ る 両方 面より 見た のにす ぎない。 

それで 統一 の 方より 見れば 凡てが 主観に 属して 精神 

現象と なり、 統一 を 除いて 考えれば 凡てが 客観的 物 

体現 象と なる (唯心論、 唯物論の 対立 はかくの 如き 

両方 面の 一 を 固執せ るより 起る ので ある)。 

次に 能動 所 動の 差別 は 何から 起って くる か。 能動 所 


動と いう こと も 実在に 二種の 区別が あるので はなく、 

やはり 同一 実在の 両方 面で ある、 統一 者が いつでも 能 

動であって、 被 統一 者が いつでも 所 動で ある。 たとえ 

ば 意識 現象に ついて 見る と、 我々 の 意志が 働いた とい 

うの は 意志の 統 一 的 観念 即ち 目的が 実現せられ たとい 

うので、 即ち 統一が 成立した ことで ある。 その外 凡て 

精神が 働いた という こと は 統一 の 目的 を 達した という 

ことで、 これが できな くって 他より 統一 せられた 時に 

は 所 動と いうので ある。 物体 現象に おいても 甲の 者が 

乙に 対して 働く という こと は、 甲の 性質の 中に 乙の 性 

質 を 包含し 統括し 得た 場合 をい うので ある。 かくの 如 


く 統一が 即ち 能動の 真意義であって、 我々 が 統一 の 位 

置に ある 時 は 能動的で、 自由で ある。 これに 反して 他 

より 統一 せられた 時 は 所 動的で、 必然 法の 下に 支配せ 

られ たこと となる。 

普通で は 時間 上の 連続に おいて 先 だつ 者が 能動 者 

と 考えられて いるが、 時間 上に 先 だつ 者が 必ずしも 

能動 者で はない、 能動 者 は 力 を もった もので なけれ 

ばなら ぬ。 而 して 力と いうの は 実在の 統一 作用 をい 

うので ある。 たとえば 物体の 運動 は 運動力より 起る 

という、 然るに この 力と いうの はつ まり 或 現象 間の 

不変 的 関係 を さすので、 即ち この 現象 を 連結 綜合す 


る 統一 者 をい うので ある。 而 して 厳密なる 意義に お 

いて はた だ 精神の み 能動で ある。 

次に 無意識と 意識との 区別に ついて 一 言 せん。 主観 

的統 一 作用 は 常に 無意識であって、 統 一 の 対象と なる 

者が 意識 内容と して 現われる ので ある。 思惟に ついて 

見ても、 また 意志に ついて みても、 真の 統一 作用 その 

者 はいつ も 無意識で ある。 ただこれ を 反省して 見た 時 • 

この 統一 作用 は 一 の 観念と して 意識 上に 現われる。 し 

かしこの 時 は 己に 統一 作用で はなく して、 統一 の 対象 

となって いるので ある。 前にい つたよう に、 統一 作用 

はいつ でも 主観で あるから、 従って いつでも 無意識で 


なければ ならぬ。 ハルトマン も 無意識が 活動で あると 

いっている ように、 我々 が 主観の 位置に 立ち 活動の 状 

態に ある 時 はいつ も 無意識で ある。 これに 反し 或 意識 

を 客観的 対象と して 意識した 時には、 その 意識 は 己に 

活動 を 失った ものである。 たとえば 或 芸術の 修鍊 につ 

いても、 一 々の 動作 を 意識して いる 間 は 未だ 真に 生き 

た 芸術で はない、 無意識の 状態に 至って 始めて 生きた 

芸術と なる ので ある。 

心理学より 見て 精神 現象 は 凡て 意識 現象で あるか 

ら、 無意識なる 精神 現象 は 存在せ ぬと いう 非難が あ 

る。 しかし 我々 の 精神 現象 は 単に 観念の 連続で ない、 


必ず これ を 連結 統一す る 無意識の 活動が あって、 始 

めて 精神 現象が 成立す るので ある。 

最後に 現象と 本体との 関係に ついて 見ても、 やはり 

実在の 両方 面の 関係と 見て 説明す る ことができる。 

我々 が 物の 本体と いってい るの は 実在の 統 一 力 をい う 

のであって、 現象と は その 分化 発展せ る 対立の 状態 を 

いうので ある。 たとえば ここに 机の 本体が 存在す ると 

いうの は、 我々 の 意識が いつでも 或 一定の 結合に 由つ 

て 現ずる という ことで、 ここに 不変の 本体と いうの は 

この 統 一 力 を さすので ある。 

かくい えば 真正 の 主観が 実在 の 本体で あると 言わ 


ねばならぬ 事になる、 然るに 我々 は 通常 かえって 物 

体 は 客観に あると 考えて いる。 しかし これ は 真正の 

主観 を 考えな いで 抽象的 主観 を 考える に 由る ので あ 

る。 此の 如き 主観 は 無力なる 概念であって、 これに 

対して は 物の 本体 はかえ つて 客観に 属する とい つた 

方が 至当で ある。 しかし 真正に いえば 主観 を 離れた 

客観と はまた 抽象的 概念であって、 無力で ある。 真 

に 活動せ る 物の 本体と いうの は、 実在 成立の 根本的 

作用で ある 統一 力であって、 即ち 真正の 主観で なけ 

れ ばなら ぬ。 


第 八 章 自然 

実在 はた だ 一 つ あるの みであって、 その 見方の 異な 

るに 由り て 種々 の 形を呈 する ので ある。 自然と いえば 

全然 我々 の 主観より 独立した 客観的 実在で あると 考え 

られ ている、 しかし 厳密に 言えば、 斯の 如き 自然 は抽 

象 的 概念であって 決して 真の 実在で はない。 自然の 本 

体 はや はり 未だ 主客の 分れざる 直接 経験の 事実で ある 

ので ある。 たとえば 我々 が 真に 草木と して 考 うる 物 は ■ 

生々 たる 色と 形と を 具えた 草木であって、 我々 の 直覚 

的 事実で ある。 ただ 我々 が この 具体的 実在より 姑く 


主観的 活動の 方面 を 除去して 考えた 時 は、 純 客観的 自 

然 であるか のように 考えられ るので ある。 而 して 科学 

者の いわゆる 最も 厳密なる 意味に おける 自然と は、 こ 

の 考え方 を 極端にまで 推し 進めた 者であって、 最 抽象 

的なる 者 即ち 最も 実在の 真景を 遠ざか つ た 者で ある。 

自然と は、 具体的 実在より 主観的 方面、 即ち 統一 

作用 を 除き 去った ものである。 それ故に 自然に は自 

己がない。 自然 はた だ 必然の 法則に 従って 外より 動 

かされる ので ある、 自己より 自動的に 働く ことが で 

きないの である。 それで 自然現象の 連結 統一 は 精神 

現象に おいての ように 内面的 統一 ではなく、 単に 時 


間 空間 上に おける 偶然 的 連結で ある。 いわゆる 帰納 

法に 由って 得た る 自然法なる 者 は、 或 両種の 現象が 

不変 的 連続に おいて 起る から、 一は 他の 原因で ある 

と 仮定した までであって、 如何に 自然科学が 進歩し 

て も、 我々 はこれ 以上の 説明 を 得る こと はでき ぬ。 

ただこの 説明が 精細に 且つ 一 般的 となる までで ある。 

現今 科学 の 趨勢 は できる だけ 客観的なら ん こと をつ 

とめて いる。 それで 心理 現象 は 生理的に、 生理 現象 は 

化学的に、 化学 現象 は 物理的に、 物 現 現象 は 機械的に 

説明せ ねばならぬ ことと なる。 此の 如き 説明の 基礎と 

なる 純 機械的 説明と はいかなる 者で あるか。 純 物質と 


は 全く 我々 の 経験ので きない 実在で ある、 苟も これ 

について 何ら かの 経験ので きうる 者なら ば、 意識 現象 

として 我々 の 意識の 上に 現われ 来る 者で なければ なら 

ぬ。 然るに 意識の 事実と して 現われき たる 者 は 尽 く 

主観的であって、 純 客観的なる 物質と はい われない、 

純 物質と い う の は 何ら の 捕捉す ベ き 積極的 性質 もな い 、 

単に 空間 時間 運動と い う 如き 純 数量 的 性質の み を 有す 

る 者で、 数学 上の 概念の 如く 全く 抽象的 概念に すぎな 

いので ある。 

物質 は 空間 を充す 者と して 恰も これ を 直覚し うる 

かの ように 考えて いるが、 しかし 我々 が 具体的に 考 


えうる 物の 延長と いう こと は、 触覚お よび 視覚の 意 

識 現象に すぎない。 我々 の 感覚に 大きく 見える とも 

必ずしも 物質が 多い とはい われぬ。 物理学 上物 質の 

多少 はつ まり その 力の 大小に 由り て 定まる ので、 即 

ち 彼此の 作用 的 関係より 推理す るので ある、 決して 

直覚 的 事実で はない。 

また 右の 如く 自然 を 純 物質的に 考えれば 動物、 植物、 

生物の 区別 もな く、 凡て 同一なる 機械 力の 作用と いう 

の 外な く、 自然現象 は 何らの 特殊なる 性質お よび 意義 

を 有せぬ ものと なる。 人間 も 土塊 も 何の 異なる 所 もな 

い。 然るに 我々 が 実際に 経験す る 真の 自然 は 決して 右 


にいった ような 抽象的 概念で なく、 従って 単に 同一な 

る 機械 力の 作用で もない。 動物 は 動物、 植物 は 植物、 

金石 は 金石、 それぞれ 特色と 意義と を 具えた 具体的 事 

実で ある。 我々 の いわゆる 山川 草木 虫 魚 禽獣と いう も 

の は、 皆斯の 如く それぞれの 個性 を 具えた 者で、 これ 

を 説明す るに は 種々 の 立脚地より、 種々 に 説明す る こ 

ともで きる が、 この 直接に 与えられ たる 直覚 的 事実の 

自然 は 到底 動かす ことので きない 者で ある。 

我々 が 普通に 純 機械的 自然 を 真に 客観的 実在と な 

し、 直接 経験に おける 具体的 自然 を 主観的 現象と な 

すの は、 凡て 意識 現象 は 自己の 主観的 現象で あると 


いう 仮定より 推理した 考 である。 しかし 幾度 もい つ 

たように、 我々 は 全然 意識 現象より 離れた 実在 を考 

える こと はでき ぬ。 もし 意識 現象に 関係 あるが 故に 

主観的で あると いうならば、 純 機械的 自然 も 主観的 

である、 空間、 時間、 運動と いう 如き も 我々 の 意識 

現象 を 離れて は 考える こと はでき ない。 ただ 比較的 

に 客観的で あるので 絶対的に 客観的で あるので はな 
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真に 具体的 実在と しての 自然 は、 全く 統一 作用な く 

して 成立す る もので はない。 自然 もや はり 一種の 自己 

を 具えて いるので ある。 一本の 植物、 一匹の 動物 も そ 


の 発現す る 種々 の 形態 変化お よび 運動 は、 単に 無意義 

なる 物質の 結合お よび 機械的 運動で はなく、 一  々その 

全体と 離すべからざる 関係 を もってい るので、 つまり 

一 の 統一的 自己の 発現と 看做すべき ものである。 たと 

えば 動物の 手足 鼻口 等 凡て 一 々動物 生存の 目的と 密接 

なる 関係が あって、 これ を 離れて その 意義 を 解す る こ 

と はでき ぬ。 少く とも 動植物の 現象 を 説明す るに は、 

かくの 如き 自然の 統一 力 を 仮定せ ねばならぬ。 生物学 

者 は 凡て 生活 本能 を 以て 生物の 現象 を 説明す るので あ 

る。 啻に 生物に のみ 此の 如き 統一 作用が あるので はな 

く、 無機物の 結晶に おいても 己に 多少 この 作用が 現わ 


れ ている。 即ち 凡ての 鉱物 は 皆 特有の 結晶 形 を 具えて 

いるので ある。 自然の 自己 即ち 統一 作用 は 此の 如く 無 

機 物の 結晶より 動植物の 有機体に 至って ますます 明 

となる ので ある (真の 自己 は 精神に 至って 始めて 現わ 

れ る)。 

現今 科学の 厳密なる 機械的 説明の 立脚地より 見れ 

ひっきょう 

ば、 有機体の 合目的 発達 も 畢竟 物理お よび 化学の 

法則より 説明され ねばならぬ。 即ち 単に 偶然の 結果 

にすぎない ことと なる。 しかし 斯の 如き 考は あまり 

事実 を 無視す る ことになるから、 科学者 は 潜勢力と 

いう 仮定 を もって これ を 説明しょう とする。 即ち 生 


物の 卵 または 種に は それぞれの 生物 を 発生す る 潜 勢 

力 を もっている という、 この 潜勢力が 即ち 今の いわ 

ゆる 自然の 統一 力に 相当す るので ある。 

自然の 説明の 上に おいて、 機械 力の 外に 斯の 如き 

統一 力の 作用 を 許す とする も、 この 二つの 説明が 衝 

突す る 必要 はない。 かえって 両者 相 待って 完全なる 

自然の 説明が できる ので ある。 たとえば ここに 一 の 

銅像が あると せよ、 その 材料た る 銅と して は 物 現 化 

学の 法則に 従う でも あろうが、 こ は 単に 銅の 一 塊と 

見るべき 者で はなく、 我々 の 理想 を 現わした る 美術 

品で ある。 即ち 我々 の 理想の 統一 力に 由り て 現われ 


たる ものである。 しかし この 理想の 統一 作用と 材料 

其 者 を 支配す る 物理化学の 法則と は 自ら 別 範囲に 属 

し、 決して 相 犯す はずの もので はない。 

右に いったよ うな 統一的 自己が あって、 而 して 後 自 

然に 目的 あり、 意義 あり、 甫 めて 生きた 自然と なる の 

である。 斯の 如き 自然の 生命で ある 統一 力 は 単に 我々 

の 思惟に 由り て 作為せ る 抽象的 概念で はなく、 かえつ 

て 我々 の 直覚の 上に 現じ 来る 事実で ある。 我々 は 愛す 

る 花 を 見、 また 親しき 動物 を 見て、 直に 全体にお いて 

統一的 或 者 を 捕捉す るので ある。 これが その物の 自己、 

その物の 本体で ある。 美術家 は斯の 如き 直覚の 最もす 


ぐれた 人で ある。 彼ら は 一見、 物の 真相 を 看破して 統 

一 的 或 物 を 捕捉す るので ある。 彼らの 現わす 所の 者 は 

表面の 事実で はなく、 深く 物の 根柢に 潜める 不変の 本 

体で ある。 

ゲ ー テは 生物の 研究に 潜心し、 今日の 進化論の 先 

駆 者であった。 氏の 説に 由る と 自然現象の 背後に は 

本源 的 現象 urpllanomen〔#「 a」 は ウムラウト (： ) 

付き〕 なる 者が ある。 詩人 はこれ を 直覚す るので あ 

る。 種々 の 動物 植物 はこの 本源 的 現象た る 本源 的 動 

物、 本源 的 植物の 変化せ る 者で あると いう。 現に 今 

日の 動植物の 中に 一定不変の 典型が ある。 氏 はこの 


説に 基づいて、 凡て 生物 は 進化し 来った ものである 

こと を 論じた ので ある。 

然 らば 自然の 背後に 潜める 統 一 的 自己と は 如何なる 

者で あるか。 我々 は 自然現象 をば 我々 の 主観と 関係な 

き 純 客観的 現象で あると 考えて いるが 故に、 この 自然 

の統 一 力 も 我々 の 知り 得べ からざる 不可知的 或 者と 考 

えられて いる。 しかし 己に 論じた ように、 真実 在 は 主 

観客 観の 分離し ない ものである、 実際の 自然 は 単に 客 

観 的 一方と いう 如き 抽象的 概念で はなく、 主客 を 具し 

たる 意識の 具体的 事実で ある。 従って その 統一的 自己 

は 我々 の 意識と 何らの 関係の ない 不可知的 或 者で はな 


く、 実に 我々 の 意識の 統一 作用 その 者で ある。 この 故 

に 我々 が 自然の 意義 目的 を理 会す る の は、 自己の 理想 

および 情意の 主観的 統一 に 由る ので ある。 たとえば 

我々 が 能く 動物の 種々 の 機関お よび 動作の 本に 横 わ 

れる 根本的 意義 を理 会す るの は、 自分の 情意 を 以て 直 

にこれ を 直覚す るので、 自分に 情意がなかったならば 

到底 動物の 根本的 意義 を理 会す る 事 はでき ぬ。 我々 の 

理想お よび 情意が 深遠 博大と なる に 従って、 いよいよ 

自然の 真意義 を理 会す る ことができる。 これ を 要する 

に 我々 の 主観的 統 一 と 自然の 客観的 統 一 力と はもと 同 

一 である。 これ を 客観的に 見れば 自然の 統一 力と なり、 


これ を 主観的に 見れば 自己の 知情意の 統一 となる ので 

ある。 

物 力と いう 如き 者 は 全く 吾人の 主観的 統一 に 関係 

がない と 信ぜられ ている。 勿論 これ は 最も 無意義 の 

統一で もあろう、 しかし これ とても 全然 主観的 統一 

を 離れた もので はない、 我々 が 物体の 中に 力 あり、 

種々 の 作用 をな すと いう こと は、 つまり 自己の 意志 

作用 を 客観的に 見た ので ある。 

普通に は、 我々 が 自己の 理想 または 情意 を 以て 自 

然の 意義 を 推断 するとい うの は 単に 類推であって、 

確固たる 真理で ない と 考えられ ている。 しかし こ は 


主観 客観 を 独立に 考え、 精神と 自然と を 二種の 実在 

となす より 起る ので ある。 純粋 経験の 上から いえば 

直に これ を 同 一 と 見る のが 至当で ある。 


第 九 章 精神 

自然 は 一 見 我々 の 精神より 独立せ る 純 客観的 実在で 

あるかの ように 見 ゆるが、 その実 は 主観 を 離れた 実在 

ではない。 いわゆる 自然現象 をば その 主観的 方面 即ち 

統一 作用の 方より 見れば 凡て 意識 現象と なる。 たとえ 

ば ここに 一個の 石が ある、 この 石 を 我々 の 主観より 独 

立せ る 或 不可知的 実在の 力に 由り て 現じた 者と すれば 

自然と なる。 しかし この 石なる 者 を 直接 経験の 事実と 

して 直に これ を 見れば、 単に 客観的に 独立せ る 実在 

ではなく、 我々 の 視覚 触覚 等の 結合であって、 即ち 我々 


の 意識 統一 に 由って 成立す る 意識 現象で ある。 それで 

いわゆる 自然現象 をば 直接 経験の 本に 立ち返って 見る 

と、 凡て 主観的 統一に 由って 成立す る 自己の 意識 現象 

となる。 唯心論 者が 世界 は 余の 観念な りと いうの はこ 

の 立脚地より 見 たので ある。 

我々 が 同一 の 石 を 見る という 時、 各人が 同一 の 観 

念 を 有って いると 信じて いる。 しかし その実 は 各人 

の 性質 経験に 由って 異なって いるので ある。 故に 具 

体 的 実在 は 凡 て 主観的 個人的 であって、 客観的 実在 

という 者はなくなる。 客観的 実在と いうの は 各人に 

共通なる 抽象的 概念に すぎな い。 


然 らば 我々 が 通常 自然に 対して 精神と いっている 者 

は 何で あるか。 即ち 主観的 意識 現象と は 如何なる 者で 

あるか、 いわゆる 精神 現象と はた だ 実在の 統一的 方面、 

即ち 活動的 方面 を 抽象的に 考えた ものである。 前に 

いったよ うに、 実在の 真景 において は 主観、 客観、 精 

神、 物体の 区別 はない、 しかし 実在の 成立に は 凡て 統 

一作 用が 必要で ある。 この 統一 作用なる 者 は 固より 実 

在 を 離れて 特別に 存在す る もので はない が、 我々 が こ 

の統 一 作用 を 抽象して、 統 一 せらる る 客観に 対立せ し 

めて 考えた 時、 いわゆる 精神 現象と なる ので ある。 た 

とえば 爰にー つの 感覚が ある、 しかし この 一 つの 感覚 


は 独立に 存在す る もので はない、 必ず 他と 対立の 上に 

おいて 成立す るので ある、 即ち 他と 比較し 区別せられ 

て 成立す るので ある。 この 比較 区別の 作用 即ち 統一的 

作用が 我々 の いわゆる 精神なる 者で ある。 それで この 

作用が 進む と共に、 精神と 物体との 区別が 益々 著しく 

なって くる。 子供の 時には 我々 の 精神 は 自然 的で ある、 

従って 主観の 作用が 微弱で ある。 然るに 成長す るに 

従って 統一的 作用が 盛に なり、 客観的 自然より 区別せ 

られた 自己の 心なる 者 を 自覚す るよう になる ので ある。 

普通に は 我々 の 精神なる 者 は、 客観的 自然と 区別 

せられた る 独立の 実在で あると 考えて いる。 しかし 


精神の 主観的 統 一 を 離れた 純 客観的 自然が 抽象的 概 

念で あるよう に、 客観的 自然 を 離れた 純 主観的 精神 

も 抽象的 概念で ある。 統一 せらる る 者が あって、 統 

一す る 作用が あるので ある。 仮に 外界に おける 物の 

作用 を 感受す る 精神の 本体が あると する も、 働く 物 

があって、 感ずる 心が あるので ある。 働かない 精神 

その 者 は、 働かない 物 その 者の 如く 不可知的 である _ 

然 らば 何故に 実在の 統 一 作用が 特に その 内容 即ち 統 

一 せらるべき 者より 区別 せられて、 恰も 独立の 実在で 

あるかの ように 現わる るので あるか。 そ は 疑 もな く 実 

在に おける 種々 の 統一 の 矛盾 衝突より 起る ので ある。 


実在に は 種々 の 体系が ある、 即ち 種々 の 統一が ある、 

この 体系的 統一が 相 衝突し 相 矛盾した 時、 この 統一が 

あきらか 

明 に 意識の 上に 現われて くるので ある。 衝突 矛盾の 

ある 処に 精神 あり、 精神の ある 処には 矛盾 衝突が ある。 

たとえば 我々 の 意志 活動に つ いて 見ても、 動機の 衝突 

のない 時には 無意識で ある、 即ち いわゆる 客観的 自然 

に 近いので ある。 しかし 動機の 衝突が 著しくな るに 

従って 意志が 明瞭に 意識せられ、 自己の 心なる 者を自 

覚 する ことができる。 然 らば ど こより この 体系 の 矛盾 

衝突が 起る か、 こ は 実在 その物の 性質より 起る ので あ 

る。 かってい つたよう に、 実在 は 一方に おいて 無限の 


衝突で あると 共に、 一方に おいて また 無限の 統一で あ 

る。 衝突 は 統一 に 欠くべからざる 半面で ある。 衝突に 

由って 我々 は 更に 一 層大 なる 統 一 に 進む ので ある。 実 

在の 統 一 作用なる 我々 の 精神が 自分 を 意識す るの は、 

その 統一が 活動し 居る 時で はなく、 この 衝突の 際にお 

いてで ある。 

我々 が 或 一 芸に 熟した 時、 即ち 実在の 統 一 を 得た 

時 はかえ つて 無意識で ある、 即ち この 自家の 統一 を 

すで 

知らない。 しかし 更に 深く 進まん とする 時、 已に得 

た 所の 者と 衝突 を 起し、 ここに また 意識的と なる、 

意識 はいつ も 此の 如き 衝突より 生ずる ので ある。 ま 


た 精神の ある 処には 必ず 衝突の ある こと は、 精神に 

は 理想 を 伴う こと を 考えて みるが よい。 理想 は 現実 

との 矛盾 衝突 を 意味して いる (かく 我々 の 精神 は衝 

突に よりて 現ずる が 故に、 精神に は 必ず 苦悶が ある、 

厭世 論者が 世界 は 苦の 世界で あると いうの は 一 面の 

真理 を ふくんで いる)。 

我々 の 精神と は 実在の 統 一 作用で あると して 見る と、 

実在に は 凡て 統一が ある、 即ち 実在に は 凡て 精神が あ 

ると いわねば ならぬ。 然るに 我々 は 無生物と 生物と を 

分ち、 精神の ある 者と 無い 物と を 区別す るの は 何に 由 

るので あるか。 厳密にいえば、 凡ての 実在に は 精神が 


あると いってよ い、 前にい つたよう に 自然にお いても 

統一的 自己が ある、 これが 即ち 我々 の 精神と 同一なる 

統 一 力で ある。 たとえば ここに 一 本の 樹 という 意識 現 

象が 現われた とすれば、 普通に はこれ を 客観的 実在と 

して 自然力に 由り て 成立す る 者と 考える ので あるが、 

意識 現象の 一 体系 をな せる 者と 見れば、 意識の 統 一 作 

用に よりて 成立す るので ある。 しかし いわゆる 無心 物 

において は、 この 統一的 自己が 未だ 直接 経験の 事実と 

そのもの 

して 現実に 現われて いない。 樹其者 は 自己の 統一 作用 

を 自覚して いない、 その 統一的 自己 は 他の 意識の 中に 

あって 樹其 者の 中にはない、 即ち 単に 外面より 統一せ 


られた 者で、 未だ 内面的に 統一せ る 者で はない。 この 

故に 未だ 独立 自 全の 実在と はい われぬ。 動物で はこれ 

に 反し、 内面的 統一 即ち 自己なる 者が 現実に 現われて 

いる、 動物の 種々 なる 現象 (たとえば その 形態 動作) 

は 皆 この 内面的 統一 の 発表と 見る ことができる。 実在 

は 凡て 統一に 由って 成立す るが、 精神に おいて その 統 

一が 明瞭なる 事実と して 現われる ので ある。 実在 は 精 

神に おいて 始めて 完全なる 実在と なる ので ある、 即ち 

独立 自 全の 実在と なる ので ある。 

いわゆる 精神な き 者に あって は、 その 統一 は 外よ 

り 与えられ たので、 自己の 内面的 統一 でない。 それ 


故に 見る 人に よりて その 統一 を 変ずる ことができ る- 

た とえば 普通に は樹 という 統  一 せられた る 一 実在が 

あると 思うて いるが、 化学者の 眼から 見れば 一 の 有 

機 的 化合物であって、 元素の 集合に すぎない、 別に 

樹 という 実在 は 無い ともい いうる。 しかし 動物の 精 

神 はかく 看る ことができぬ、 動物の 肉体 は 植物と 同 

じく 化合物と 看る こと もで きる であろうが、 精神 其 

者 は 見る 人の 随意に これ を 変ずる こと はでき ない、 

これ をい かに 解釈す るに しても、 とにかく 事実上 動 

かすべからざる 一 の統 一 を 現わして いるので ある。 

今日の 進化論に おいて 無機物、 植物、 動物、 人間 


というよ うに 進化 するとい うの は、 実在が 漸々 その 

きた 

隠れた る 本質 を 現実と して 現わし 来る ので あると い 

うこと がで きる。 精神の 発展に おいて 始めて 実在 成 

立の 根本的 性質が 現われて くるので ある。 ライプ 

ニッッ のい つたよう に 発展 evolution は内展 

involution である 

精神の 統 一 者で ある 我々 の 自己なる 者 は 元来 実在の 

統 一 作用で ある。 一 派の 心理学で は 我々 の 自己 は 観念 

および 感情の 結合に すぎない、 これらの 者 を 除いて 外 

に 自己 はない というが、 こ は 単に 分析の 方面の みより 

見て 統一 の 方面 を 忘れて いるので ある。 凡て 物 を 分析 


して 考えて 見れば、 統一 作用 を認 むる こと はでき ない、 

しかし この 故に 統一 作用 を 無視す る こと はでき ぬ。 物 

は 統一に 由り て 成立す るので ある、 観念 感情 も、 これ 

をして 具体的 実在たら しむる のは統 一 的 自己の 力に よ 

るので ある。 この 統一 力 即ち 自己 は 何処より 来る かと 

いうに、 つまり 実在 統一 力の 発現であって、 即ち 永久 

不変の 力で ある。 我々 の 自己 は 常に 創造的で 自由で 無 

限の 活動と 感ぜら るるの はこの 為で ある。 前にい つた 

ように、 我々 が 内に 省みて 何だか 自己と いう 一種の 感 

情 あるが 如くに 感ずる の は 真の 自己で ない。 此の 如き 

自己 は 何の 活動 もで きないの である。 ただ 実在の 統一 


が 内に 働く 時に おいて、 我々 は 自己の 理想の 如く 実在 

を 支配し、 自己が 自由の 活動 をな しつつ あると 感ずる 

ので ある。 而し てこの 実在の 統一 作用 は 無限で あるか 

ら、 我々 の 自己 は 無限であって 宇宙 を 包容す るかの よ 

うに 感ぜられ るので ある。 

さき 

余が 曩に 出立した 純粋 経験の 立場より 見れば、 こ 

こにいう ような 実在の 統 一 作用なる 者 は 単に 抽象的 

観念であって、 直接 経験の 事実で はない ように 思わ 

れる かも 知れない。 しかし 我々 の 直接 経験の 事実 は 

観念 や 感情ではなくて 意志 活動で ある、 この 統一 作 

用 は 直接 経験に 欠く ベ からざる 要素で ある。 


これまで は 精神 を 自然と 対立せ しめて 考えて きたの 

であるが、 これよ リ 精神と 自然との 関係に ついて 少し 

く 考えて 見よう。 我々 の 精神 は 実在の 統一 作用と して、 

自然に 対して 特別の 実在で あるかの ように 考えられて 

いるが、 その実 は 統一 せられる 者 を 離れて 統一 作用が 

あるので なく、 客観的 自然 を 離れて 主観的 精神 はない 

ので ある。 我々 が 物 を 知る という こと は、 自己が 物と 

一致 するとい うにす ぎない。 花 を 見た 時 は 即ち 自己が 

花と なって いるので ある。 花 を 研究して その 本性 を 明 

に するとい うは、 自己の 主観的 臆断 をす てて、 花 其 物 

の 本性に 一 致す るの 意で ある。 理を 考える という 場合 


にても、 理は 決して 我々 の 主観的 空想で はない、 理は 

万人に 共通なる のみならず、 また 実に 客観的 実在が こ 

れに 由り て 成立す る 原理で ある。 動かすべからざる 真 

理は、 常に 我々 の 主観的 自己 を 没し 客観的と なる に 

由って 得らる るので ある。 これ を 要するに 我々 の 知識 

が 深遠と なるとい うは 即ち 客観的 自然に 合する の 意で 

ある。 啻に 知識に おいて 然るの みならず、 意志に おい 

て も その 通りで ある。 純 主観的で は 何事 も 成す こと は 

できない。 意志 はた だ 客観的 自然に 従う に 由っての み 

実現し 得る ので ある。 水 を 動かす の は 水の性に 従う の 

である、 人 を 支配す るの は 人の 性に 従う ので ある、 自 


分 を 支配す るの は 自分の 性に 従う ので ある、 我々 の 意 

志が 客観的と なる だけ それだけ 有力と なる ので ある。 

釈迦、 基督が 千歳の 後に も 万人 を 動かす 力 を 有する の 

は、 実に 彼らの 精神が 能く 客観的であった 故で ある。 

我な き 者 即ち 自己 を滅 せる 者 は 最も 偉大なる 者で ある _ 

普通に は 精神 現象と 物体 現象と を 内外に 由り て 区 

別し、 前者 は 内に 後者 は 外に あると 考えて いる。 し 

かし かくの 如き 考は、 精神が 肉体の 中に あると いう 

独断より 起る ので、 直接 経験より 見れば 凡て 同一 の 

意識 現象であって、 内外の 区別が あるので はない。 

我々 が 単に 内面的なる 主観的 精神と いつ て 居る 者 は 


極めて 表面的なる 微弱なる 精神で ある、 即ち 個人的 

空想 である。 これに 反して 大 なる 深き 精神 は 宇宙 の 

真理に 合した る 宇宙の 活動 その 者で ある。 それで か 

くの 如き 精神に は 自ら 外界の 活動 を 伴う ので ある、 

活動す まいと 思うても できない ので ある。 美術家の 

神 来の 如き は その 一 例で ある。 

最後に 人心の 苦楽に ついて 一 言しょう。 一 言に てい 

えば、 我々 の 精神が 完全の 状態 即ち 統一 の 状態に ある 

時が 快楽であって、 不完全の 状態 即ち 分裂の 状態に あ 

る 時が 苦痛で ある。 右に いった 如く 精神 は 実在の 統一 

作用で あるが、 統一 の 裏面に は 必ず 矛盾 衝突 を 伴う。 


この 矛盾 衝突の 場合に は 常に 苦痛で ある、 無限なる 統 

一 的 活動 は 直に この 矛盾 衝突 を 脱して 更に 一 層大 なる 

統一に 達せん とする ので ある。 この 時 我々 の 心に 種々 

の 欲望 を 生じ 理想 を 生ずる。 而し てこの 一 層大 なる 統 

一 に 達し 得た る 時 即ち 我々 の 欲望 または 理想 を 満足し 

得た 時 は 快楽と なる ので ある。 故に 快楽の 一 面に は必 

ず 苦痛 あり、 苦痛の 一 面に は 必ず 快楽が 伴う、 かくし 

て 人心 は 絶対に 快楽に 達する こと はでき まいが、 ただ 

努めて 客観的と なり 自然と 一 致す る 時には 無限の 幸福 

を 保つ ことができる。 

心理学者 は 我々 の 生活 を 助く る 者が 快楽で あ つ て、 


これ を妨 ぐる 者が 苦痛で あると いう。 生活と は 生物 

の 本性の 発展であって、 即ち 自己の 統一の 維持で あ 

る、 やはり 統一 を 助く る 者が 快楽で、 これ を 害する 

者が 苦痛で あると いうのと 同一 である。 

前に い つ たように 精神 は 実在の 統 一 作用で あ つ て、 

大 なる 精神 は 自然と 一致す るので あるから、 我々 は 

小なる 自己 を 以て 自己と なす 時には 苦痛 多く、 自己 

が 大きくな リ 客観的 自然と 一 致す るに 従って 幸福と 

なる ので ある。 


第 十 章 実在と しての 神 

これまで 論じた 所に 由って 見る と、 我々 が 自然と 名 

づけて いる 所の 者 も、 精神と いっている 所の 者 も、 全 

く 種類 を 異にした 二種の 実在で はない。 つまり 同一 実 

在 を 見る 見方の 相違に 由って 起る 区別で ある。 自然 を 

深く 理解せば、 その 根柢に おいて 精神的 統一 を 認めね 

ばなら ず、 また 完全なる 真の 精神と は 自然と 合一 した 

精神で なければ ならぬ、 即ち 宇宙に はた だ 一 つの 実在 

のみ 存在す るので ある。 而し てこの 唯一 実在 はかって 

いったよ うに、 一方に おいて は 無限の 対立 衝突で ある 


と共に、 一方に おいて は 無限の 統一で ある、 一言に て 

いえば 独立 自 全なる 無限の 活動で ある。 この 無限なる 

活動の 根本 をば 我々 はこれ を 神と 名 づける ので ある。 

神と は 決して この 実在の 外に 超越せ る 者で はない、 実 

在の 根柢が 直 に 神で ある、 主観 客観の 区別 を 没し、 精 

神と 自然と を 合 一 した 者が 神で ある。 

いずれの 時代で も、 いずれの 人民で も、 神と いう 

語 を もたない 者 はない。 しかし 知識の 程度お よび 要 

求の 差異に 由って 種々 の 意義に 解せられ ている。 い 

わ ゆる 宗教家の 多く は 神 は 宇宙の 外に 立ちて 而も こ 

の 宇宙 を 支配す る 偉大なる 人間の 如き 者と 考えて い 


る。 しかし 此の 如き 神の 考は 甚だ 幼稚であって、 啻 

に 今日の 学問 知識と 衝突す る ばかりでなく、 宗教 上 

においても 此の 如き 神と 我々 人間と は 内心に おける 

親密なる 一 致 を 得る こと はでき ぬと 考える。 しかし 

今日の 極端なる 科学者の ように、 物体が 唯一 の 実在 

であって 物 力が 宇宙の 根本で あると 考える こと もで 

きぬ。 上に いったよ うに、 実在の 根柢に は 精神的 原 

理 があって、 この 原理が 即ち 神で ある。 印度 宗教の 

根 本義で あるよう にァ— ト マンと ブ ラハマン 〔# 

r ハ」 は 小 書き〕 と は 同 一 である。 神 は 宇宙の 大 精神 

である。 


古来 神の 存在 を 証明す るに 種々 の 議論が ある。 或 者 

はこの 世界 は 無より 始まる こと はでき ぬ、 何者か この 

世界 を 作った 者がなければ ならぬ、 かくの 如き 世界の 

創造者が 神で あると いう。 即ち 因果律に 基づいて この 

世界の 原因 を 神で あると する ので ある。 或 者 はこの 世 

界は 偶然に 存在す る 者で はなく して 一 々意味 を もった 

者で ある、 即ち 或 一定の 目的に 向って 組織せられ たも 

ので あると いう 事実 を 根拠と して、 何者か 斯の 如き 組 

織 を 与えた 者がなければ ならぬ と 推論し、 此の 如き 宇 

宙の 指導者が 即ち 神で あると いう、 即ち 世界と 神との 

関係 を 芸術の 作品と 芸術家の 如くに 考える ので ある。 


これら は 皆 知識の 方より 神の 存在 を 証明し、 かつ その 

性質 を 定めん とする 者で あるが、 そのほか 全く 知識 を 

離れて、 道徳的 要求の 上より 神の 存在 を 証明 せんとす 

る 者が ある。 これらの 人の いう 所に 由れば、 我々 人間 

に は 道徳的 要求なる 者が ある、 即ち 良心なる 者が ある、 

然るに もし こ の 宇宙に 勧善懲悪の 大 主宰者が 無 か つ た 

ならば、 我々 の 道徳 は 無意義の ものと なる、 道徳の 維 

持 者と して 是非、 神の 存在 を 認めねば ならぬ というの 

である、 カントの 如き はこの 種の 論者で ある。 しかし 

これらの 議論 は 果して 真の 神の 存在 を 証明し 得る であ 

ろうか。 世界に 原因がなければ ならぬ から、 神の 存在 


を 認めねば ならぬ というが、 もし 因果律 を 根拠と して 

かくの 如くい うならば、 何故に 更に 一歩 を 進んで 神の 

原因 を尋 ぬる こと はでき ないか。 神 は 無始 無 終 であつ 

て 原因な くして 存在 するとい うならば、 この 世界 も 何 

故に そのよう に 存在 するとい うこと はでき ないか。 ま 

た 世界が 或 目的に 従うて 都合よ く 組織 せられて あると 

いう 事実から、 全智なる 支配者がなければ ならぬ と 推 

理す るに は、 事実上 宇宙の 万物が- 尽 く 合目的に 出来 

て 居る という こと を 証明せ ねばならぬ、 しかし こ は 

頗る 難事で ある。 もし かくの 如き ことが 証明せられ 

ねば、 神の 存在が 証明で きぬと いうならば、 神の 存在 


は 甚だ 不確実と なる。 或 人 はこれ を 信ずる であろうが、 

或 人 はこれ を 信ぜぬ であろう。 且つ この 事が 証明 せら 

れた としても 我々 はこの 世界が 偶然に 斯く 合目的に 出 

来た ものと 考える こと を 得る ので ある。 道徳的 要求よ 

り 神の 存在 を 証明 せんとす るの は、 尚更に 薄弱で ある。 

全知全能の 神なる 者が あって 我々 の 道徳 を 維持す ると 

すれば、 我々 の 道徳に 偉大なる 力 を 与える に は 相違な 

いが、 我々 の 実行 上 かく 考えた 方が 有益で あるから と 

いって、 かかる 者がなければ ならぬ という 証明に はな 

らぬ。 此の 如き 考は 単に 方便と 見る こと もで きる。 こ 

れらの 説 はすべ て 神 を 間接に 外より 証明 せんとす るの 


で、 神 その 者 を 自己の 直接 経験に おいて 直に これ を 証 

明した ので はない。 

然 らば 我々 の 直接 経験 の 事実上に おいて 如何に 神の 

存在 を 求む る ことができ るか。 時間 空間の 間に 束縛せ 

られ たる 小さき 我々 の 胸の 中に も 無限の 力が 潜んで い 

る。 即ち 無限なる 実在の 統一 力が 潜んで いる、 我々 は 

この 力 を 有する が 故に 学問に おいて 宇宙の 真理 を 探る 

ことができ、 芸術に おいて 実在の 真意 を 現わす ことが 

できる、 我々 は 自己の 心底に おいて 宇宙 を 構成す る 実 

在の 根本 を 知る ことができる、 即ち 神の 面目 を 捕捉す 

る ことができる。 人心の 無限に 自在なる 活動 は 直に 神 


その 者 を 証明す るので ある。 ヤコ ブ- ベ ー メの いった 

ように 翻 された る 眼 umgewandtes  Auge を 以て 神 

を 見る ので ある。 

神 を 外界の 事実の 上に 求めたならば、 神 は 到底 仮 

定の 神た る を 免れない。 また 宇宙の 外に 立てる 宇宙 

の 創造者と か 指導者と かいう 神 は 真に 絶対 無限なる 

神と はい われない。 上古に おける 印度の 宗教お よび 

欧州の 十五、 六 世紀の 時代に 盛であった 神秘学 派 は 

神 を 内心に おける 直覚に 求めて いる、 これが 最も 深 

き 神の 知識で あると 考える。 

神 は 如何なる 形に おいて 存在す るか、 一方より 見れ 


ば 神 は 二 コ ラウス • ク ザヌス などの い つ たように 凡て 

の 否定で ある、 これと いって 肯定すべき 者 即ち 捕捉す 

べき 者 は 神で ない、 もし これと いって 捕捉すべき 者な 

らば 己に 有限であって、 宇宙 を 統一す る 無限の 作用 を 

なすこと はでき な いので ある (De  docta  ignorantip 

Cap.  24)。 この 点より 見て 神 は 全く 無で ある。 然 らば 

神 は 単に 無で あるかと いうに 決してそう ではない。 実 

在 成立の 根柢に は歴々 として 動かすべからざる 統一 の 

作用が 働いて いる。 実在 は 実に これに 由って 成立す る 

ので ある。 たとえば 三角形の 凡ての 角の 和 は 二直角で 

あると いうの 理は 何処に あるので あるか、 我々 は理そ 


の 者 を 見る こと も 聞く こと もで きない、 而も ここに 厳 

然として 動かすべからざる 理が 存在す るで はない か。 

また 一幅の 名画に 対する とせよ、 我々 は その 全体にお 

いて 神韻 縹渺 として 霊気 人 を 襲う 者 ある を 見る、 而 

ゆえん 

も その 中の 一物 一景に ついて その 然る 所以の 者 を 見出 

さんと しても 到底 これ を 求む る こと はでき ない。 神 は 

これらの 意味に おける 宇宙の 統一 者で ある、 実在の 根 

本で ある、 ただ その 能く 無なる が 故に、 有らざる 所な 

く 働かざる 所がな い ので ある。 

数理 を 解し 得ざる 者に は、 いかに 深遠なる 数理 も 

何らの 知識 を 与えず、 美 を 解せ ざる 者に は、 いかに 


巧妙なる 名画 も 何らの 感動 を 与えぬ ように、 平凡に 

して 浅薄なる 人間に は 神の 存在 は 空想の 如くに 思わ 

れ、 何らの 意味 もない ように 感ぜられる、 従って 宗 

教 など を 無用 視 している。 真正の 神 を 知らん と 欲す 

る 者 は 是非 自己 を それだけに 修練して、 これ を 知り 

得る の 眼 を 具えねば なら ぬ。 かくの 如き 人に は 宇宙 

全体の 上に 神の 力なる 者が、 名画の 中に おける 画家 

の 精神の 如くに 活躍し、 直接 経験の 事実と して 感ぜ 

られ るので ある。 これ を 見神の 事実と いうので ある- 

上 来 述べた る 所 を 以て 見る と、 神 は 実在 統一 の 根本 

という 如き 冷静なる 哲学 上の 存在であって、 我々 の暖 


き 情意 の 活動と 何ら の 関係 もな いように 感ぜ らる るか 

さき 

も 知らぬ が、 その実 は 決してそう ではない。 曩 にいつ 

たように、 我々 の 欲望 は大 なる 統一 を 求む るより 起る 

ので、 この 統一が 達せられた 時が 喜悦で ある。 いわ ゆ 

ひっきよ-つ 

る 個人の 自愛と いう も 畢竟 此の 如き 統 一 的 要求に す 

ぎない ので ある。 然る に 元来 無限な る 我々 の 精神 は 決 

して 個人的 自己の 統一 を 以て 満足す る もので はない。 

更に 進んで 一 層 犬なる 統一 を 求めねば ならぬ。 我々 の 

大 なる 自己 は 他人と 自己と を 包含した ものであるから ■ 

他人に 同情 を 表わし 他人と 自己との 一 致統 一 を 求む る 

ようになる。 我々 の 他愛と はかくの 如くして 起って く 


る 超 個人的 統一 の 要求で ある。 故に 我々 は 他愛に おい 

て、 自愛に おける よりも 一 層大 なる 平安と 喜悦と を感 

ずるので ある。 而 して 宇宙の 統一なる 神 は 実に かかる 

統一的 活動の 根本で ある。 我々 の 愛の 根本、 喜びの 根 

本で ある。 神 は 無限の 愛、 無限の 喜悦、 平安で ある。 


第三 編 善 

第 一 章 行為 上 

実在 は 如何なる 者で あるかと いう こと は 大略 説明し 

たと 思う から、 これより 我々 人間 は 何 を 為すべき か、 

善と は 如何なる 者で あるか、 人間の 行動 は 何処に 帰着 

すべ きかと いうよう な 実践的 問題 を 論ずる ことと しょ 

う。 而 して 人間の 種々 なる 実践的 方面の 現象 は 凡て 行 

為と いう 中に 総括す る ことができ ると 思う から、 これ 

らの 問題 を 論ずる に 先 だち、 先ず 行為と は 如何なる 者 


であるかと いう こと を 考えて 見ようと 思う。 

行為と いうの は、 外面から 見れば 肉体の 運動で ある 

が、 単に 水が 流れる 石が 落つ ると いうよう な 物体 的 運 

動と は 異なって いる。 一種の 意識 を 具えた 目的の ある 

運動で ある。 しかし 単に 有機体に おいて 現われる 所の 

目的 は あるが 全く 無意識で ある 種々 の 反射運動 や、 稍 

高等なる 動物に おいて 見る ような 目的 あり 且つ 多少 意 

識を 伴う が、 未だ 目的が 明瞭に 意識され て 居らぬ 本能 

的 動作と も 区別せ ねばならぬ。 行為と は、 その 目的が 

明瞭に 意識せられ ている 動作の 謂で ある。 我々 人間 も 

肉体 を 具えて いるから は 種々 の 物体 的 運動 も あり、 ま 


た 反射運動、 本能 的 動作 も なすこと は あるが、 特に 自 

己の 作用と いうべき 者 はこの 行為に かぎられて いるの 

である。 

この 行為に は 多くの場合 において 外界の 運動 即ち 動 

作 を 伴う ので あるが、 無論 その 要 部 は 内界の 意識 現象 

にある ので あるから、 心理学 上 行為と は 如何なる 意識 

現象で あるか を 考えて 見よう。 行為と は 右に いったよ 

うに 意識され たる 目的より 起る 動作の ことで、 即ちい 

わ ゆる 有意的 動作の 謂で ある。 但し 行為と いえば 外界 

の 動作 を も 含めて いうが、 意志 といえば 主として 内面 

的 意識 現象 を さすので、 今 行為の 意識 現象 を 論ずる と 


いう こと は 即ち 意志 を 論ずる と いう ことになるの であ 

る。 さて 意志 は 如何にして 起る か。 元来 我々 の 身体 は 

大体に おい て 自己の 生命 を 保持 発展す る 為に 自ら 適当 

なる 運動 をな すよう に 作られて 居り、 意識 はこの 運動 

に 副うて 発生す るので、 始は 単純なる 苦楽の 情で ある。 

然るに 外界に 対する 観念が 次第に 明瞭と なり 且つ 聯想 

作用が 活潑 になる と共に、 前の 運動 は 外界 刺戟に 対し 

て 無意識に 発せず して、 先ず 結果の 観念 を 想起し、 こ 

れ よりその 手段と なるべき 運動の 観念 を 伴い、 而 して 

後 運動に 移る という 風になる、 即ち 意志なる 者が 発生 

する ので ある。 夫で 意志の 起る に は 先ず 運動の 方向、 


意識 上に ていえば 聯想の 方向 を定 むる 肉体的 若しくは 

精神的の 素因と いう ものがなければ ならぬ。 この 者 は 

意識の 上に は 一 種の 衝動的 感情と して 現われて くる。 

こ は その 生 受 的な る と 後 得 的な る と を 問わず 意志 の 力 

とも 称すべき 者で、 爰 にこれ を 動機と 名 づけて 置く。 

次に 経験に 由り て 得、 聯想に 由リて 惹起せられ たる 結 

果 の 観念 即ち 目的、 詳しくい えば 目的 観念と いう 者が 

右の 動機に 伴わねば ならぬ。 この 時 漸く 意志の 形が 成 

立す るので、 これ を 欲求と 名 づけ、 即ち 意志の 初 位で 

ある。 この 欲求が ただ 一 つであった 時には 運動の 観念 

を 伴うて 動作に 発する ので あるが、 欲求が 二つ 以上 


あった 時には いわゆる 欲求の 競争なる 者が 起って、 そ 

のうち 最も 有力なる 者が 意識の 主位 を 占め、 動作に 発 

する ようになる。 これ を 決意と いう。 我々 の 意志と い 

うの はか かる 意識 現象の 全体 を さすので あるが、 時に 

は 狭義に おいて はいよ いよ 動作に 移る 瞬間の 作用 或は 

特に 決意の 如き 者 をい うこと も ある。 行為の 要 部 は 実 

にこの 内面的 意識 現象た る 意志に あるので、 外面の 動 

作 は その 要 部で はない。 何ら かの 障碍の 為め 動作が 起 

ら なかった としても、 立派に 意志が あつたの であれば 

これ を 行為と いう ことができ、 これに 反し、 動作が 起つ 

て も 充分に 意志がなかったならば これ を 行為 という こ 


と はでき ぬ。 意識の 内面的 活動が 盛になる と、 始 より 

意識 内の 出来事 を 目的と する 意志が 起って くる。 かか 

る 場合に おいても 勿論 行為と 名 づける ことができる。 

心理学者 は 内外と いうよう に 区別 をす るが 意識 現象と 

して は 全然 同一 の 性質 を 具えて いるので ある。 

右に 述べた ところ は 単に 行為の 要 部た る 意志の 過程 

を 記載した のにす ぎない から、 今一 歩 を 進んで、 意志 

は 如何なる 性質の 意識 現象で、 意識の 中に おいて 如何 

なる 地位 を 占める 者で あるか を 説明して 見よう。 心理 

学から 見れば、 意志 は 観念 統一 の 作用で ある。 即ち 統 

覚の 一 種に 属すべき 者で ある。 意識に おける 観念 結合 


の 作用に は 二種あって、 一 つ は 観念 結合の 原因が 主と 

して 外界の 事情に 存し、 意識に おいて は 結合の 方向が 

明 でな く、 受動的と 感ぜら るるので、 これ を 聯想と 

いい、 一 つ は 結合の 原因が 意識 内に あり、 結合の 方向 

が 明に 意識せられ ており、 意識が 能動的 に 結合す る と 

感ぜら るるので、 これ を 統覚と いう。 然るに 右に いつ 

たように、 意志と は 先ず 観念 結合の 方向 を定 むる 目的 

観念なる 者が あって、 これより 従来の 経験に て 得た る 

種々 の 運動 観念の 中に ついて 自己の 実現に 適当なる 観 

念の 結合 を 構成す るので、 全く 一  の 統覚 作用で ある。 

斯く 意志が 観念 統一 の 作用で あると いう こと は、 欲求 


の 競争の 場合に おいて 益々 明と なる。 いわゆる 決意と 

はこの 統一 の 終結に すぎない ので ある。 

然 らば ， J の 意志の 統覚 作用と 他の 統覚 作用と は 如何 

なる 関係に おいて 立ちお るので あるか。 意志の 外に 思 

惟、 想像の 作用 も 同じく 統覚 作用に 属して いる。 これ 

らの 作用に おいても 或 統一的 観念が 本と なって、 これ 

よりその 目的に 合うよう に 観念 を 統一す るので、 観念 

活動の 形式に おいて は 全く 意志と 同一 である。 ただ そ 

の 統一 の 目的が 同じくな く、 従って 統一 の 法則が 異 

おのおの 

なって いるから、 各 相 異なった 意識の 作用と 考えら 

れ ている ので ある。 しかし 今一 層 精細に 何 点に おいて 


異なり 何 点に おいて 同じき か を 考究して 見よう。 先ず 

想像と 意志と を 比較して 見る と、 想像の 目的 は 自然の 

模擬であって、 意志の 目的 は 自身の 運動で ある。 従つ 

て 想像に おいて は 自然の 真 状態 に 合うよう に 観念 を 統 

一 し、 意志で は 自己の 欲望に 合うよう に 統一 する ので 

ある。 しかし 精し く 考えて 見る と、 意志の 運動の 前に 

は 必ず 先ず 一 度 その 運動 を 想像せ ねばならず、 また 自 

然を 想像す るに は 自分が 先ず その物に な つ て 考えて 見 

なければ ならぬ。 ただ 想像と いう もの はどうしても 外 

物 を 想像す るので、 自己が 全く これと 一 致す る ことが 

できず、 従って 自己の 現実で ない というよ うな 感 がす 


る。 即ち 或 事 を 想像 するとい うのと これ を 実行す ると 

いうのと はどうしても 異なる ように 思われる ので ある _ 

しかし 更に 一 歩 を 進めて 考えて 見る と、 こ は 程度の 差 

であって 性質の 差で はない。 想像 も 美術家の 想像に お 

いて 見る が 如く 入神の 域に 達すれば、 全く 自己 を その 

中に 没し 自己と 物と 全然 一致して、 物の 活動が 直に 

自己の 意志 活動と 感ぜら るるよう にもなる ので ある。 

次に 思惟と 意志と を 比較して 見る と、 思惟の 目的 は 真 

理 にある ので、 その 観念 結合 を 支配す る 法則 は 論理の 

法則で ある。 我々 は 真理と する 所の 者 を 必ず 意志す る 

と は 限らない、 また 意志す る 所の 者が 必ず 真 理 である 


と は 考えて おらぬ。 しかの みならず、 思惟の 統一 は 単 

に 抽象的 概念の 統一 であるが、 意志と 想像と は 具体的 

観念の 統一 である。 これらの 点に おいて 思惟と 意志と 

は 一見 明に 区別が あって、 誰も これ を 混ず る 者 はない 

ので あるが また 能く 考えて 見る と、 この 区別 も 左程に 

明確に して 動かすべからざる もので はない。 意志の 背 

後に はいつ でも 相当の 理由が 潜んで いる。 その 理由 は 

完全なら ざるに せよ、 とにかく 意志 は 或 真理の 上に 働 

くもので ある、 即ち 思惟に 由って 成立す るので ある。 

これに 反し、 王 陽 明が 知行 同一 を 主張した ように 真実 

の 知識 は 必ず 意志 の 実行 を 伴わなければ ならぬ。 自分 


はかく 思惟す るが、 かくは 欲せぬ というの は 未だ 真に 

知らないの である。 斯く 考えて 見る と、 思惟、 想像、 

意志の 三つの 統覚 は その 根本に おいて は 同 一の 統一 作 

用で ある。 そのうち 思惟お よび 想像 は 物お よび 自己の 

凡てに 関する 観念に 対する 統一 作用で あるが、 意志 は 

特に 自己の 活動の みに 関する 観念の 統 一 作用で ある。 

これに 反し、 前者 は 単に 理想的、 即ち 可能 的 統一 であ 

るが、 後者 は 現実的 統 一 である、 即ち 統 一 の 極致で あ 

ると いう ことができる。 

すで 

己に 意志の 統覚 作用に おける 地位 を 略述した 所で、 

今度 は 他の 観念的 結合、 即ち 聯想お よび 融合との 関係 


を 述べよう。 聯想に ついては 曩に、 その 観念 結合の 方 

向を定 むる 者 は 外界に ありて 内界 にないと い つたが、 

これ は 単に 程度の 上より 論じた ので、 聯想に おいても 

その 統一 作用が 全く 内 にないと はい われない。 ただ 明 

に 意識 上に 現われぬ までで ある。 融合に 至って は 観念 

の 結合が 更に 無意識であって、 結合 作用 すら 意識し な 

いので あるが、 それと て 決して 内面的 統一がない ので 

はない。 これ を 要するに 意識 現象 は 凡て 意志と 同一の 

形式 を 具えて いて、 凡て 或 意味に おける 意志で あると 

いう ことができる、 而 して これらの 統一 作用の 根本と 

なる 統一 力 を 自己と 名づ くるならば、 意志 は その 中に 


て 最も 明に 自己 を 発表した ものである。 それで 我々 は 

意志 活動に おいて 最も 明に 自己 を 意識す るので ある。 


第二 章 行為 下 

これまで は 心理学 上より、 行為と は 如何なる 意識 現 

象で あるか を 論じた ので あるが、 これより 行為の 本た 

る 意志の 統一 力なる ものが 何処より 起る か、 実在の 上 

において この 力 は 如何なる 意義 を もってい るかの 問題 

あきらか 

を 論じ、 哲学 上意 志お よび 行為の 性質 を 明 にして 置 

こうと 思う。 

或 定まれる 目的に 由り て 内より 観念 を統 一 するとい 

う 意志の 統一と は 果して 何より 起る ので あるか。 物質 

の 外に 実在な しとい う 科学者の 見地より 見れば、 この 


力 は 我々 の 身体より 起る というの 外な かろう。 我々 の 

身体 は 動物の それと 同じく、 一  の 体系 をな せる 有機体 

である。 動物の 有機体 は 精神の 有無に 関せず、 神経系 

統の 中枢に おいて 機械的に 種々 の 秩序 立ちた る 運動 を 

なすこと がで きる。 即ち 反射運動、 自動 運動、 更に 複 

雑なる 本能 的 動作 を なすこと がで きる ので ある。 我々 

の 意志 も 元は これらの 無意識 運動より 発達し 来った も 

ので、 今でも 意志が 訓練 せられた 時には また これらの 

無意識 運動の 状態に 還る ので あるから、 つまり 同一 の 

力に 基づいて 起る 同一 種の 運動で あると 考える の 外 は 

ない。 而 して 有機体の 種々 の 目的 は 凡て 自己お よび 自 


己の 種属 における 生活の 維持 発展と いう ことに 帰す る 

ので あるから、 我々 の 意志の 目的 も 生活 保存の 外にな 

かろう。 ただ 意志に おいて は 目的が 意識せられ ている 

ので、 他と 異なって 見える のみで ある。 それで 科学者 

は 我々 人間に おける 種々 高尚なる 精神 上の 要求 を も 皆 

この 生活の 目的より 説明しょう とする ので ある。 

しかし 斯く 意志の 本 を 物質 力に 求め、 微妙 幽遠なる 

人生の 要求 を 単に 生活 欲より 説明しょう とする の は 

頗る 難事で ある。 たとい 高尚なる 意志の 発達 は 同時 

に 生活 作用の 隆盛 を 伴う ものと しても、 最上の 目的 は 

前者に ありて 後者に あるので は あるまい。 後者 はか 


えって 前者の 手段と 考えねば ならぬ のであろう。 しか 

し 姑く これらの 議論 は 後に して、 もし 科学者の いう 

ように 我々 の 意志 は 有機体の 物質的 作用より 起る 者と 

するならば、 物質 は 如何なる 能力 を 有する ものと 仮定 

せねば ならぬ であろう か。 有機体の 合目的 運動が 物質 

より 起る というに は 二つの 考え方が ある。 一つ は 自然 

を 合目的なる 者と 見て、 生物の 種子に おいての 如く、 

物質の 中に も 合目的 力 を 潜 勢 的に 含んで おらねば なら 

ぬと する ので、 一 つ は 物質 は 単に 機械 力 をのみ 具す る 

ものと 見て、 合目的なる 自然現象 は 凡て 偶然に 起る も 

のとす るので ある。 厳密なる 科学者の 見解 はむしろ 後 


者に あるので あるが、 余 はこの 二つの 見解が 同一 の考 

え 方であって、 決して その 根柢まで を 異にせる もので 

はない と 思う。 後者の 見解に しても どこかに 或 一 定不 

変の 現象 を 起す 力が あると 仮定せ ねばならぬ。 機械的 

運動 を 生ずる に はこれ を 生ずる 力が 物体の 中に 潜在す 

ると 仮定せ ねばならぬ。 かくいい うるならば、 何故に 

同じ 理由に 由り て 有機体の 合目的 力 を 物体の 中に 潜在 

すると 考える ことができ ぬか。 或は 有機体の 合目的 運 

動の 如き は、 かかる 力 を 仮定せ ずと も、 更に 簡単なる 

物理化学の 法則に 由り て 説明す る ことが 出来る という 

者 もあろう。 しかし かくいえば、 今日の 物理化学の 法 


則 もな お 一 層 簡単なる 法則に 由り て 説明が できる かも 

知れぬ。 否 知識の 進歩 は 無限で あるから 必ず 説明され 

ねばなら ぬと 思う。 かく 考 うれば 真理 は 単に 相対的で 

ある。 余 はむしろ この 考を 反対と なし、 分析よりも 綜 

合に 重き を 置いて、 合目的なる 自然が 個々 の 分立よ リ 

綜合に すすみ、 階段 を 踏んで 己が 真意 を 発揮す ると 

見る のが 至当で あると 思う。 

さき 

更に 余が 曩に 述べた 実在の 見方に 由れば、 物体と い 

うの は 意識 現象の 不変 的 関係に 名 づけた 名目に すぎな 

いので、 物体が 意識 を 生ずる ので はなく、 意識が 物体 

を 作る ので ある。 最も 客観的なる 機械的 運動と いう 如 


き 者 も 我々 の 論理的 統一に 由り て 成立す るので、 決し 

て 意識の 統一 を 離れた もので はない。 これより 進んで 

生物の 生活 現象と なり、 更に 進んで 動物の 意識 現象と 

なる に 従って、 その 統一 はいよ いよ 活潑 となり 多方面 

となり 且つ 深遠と なる ので ある。 意志 は 我々 の 意識の 

最も 深き 統 一 力であって、 また 実在 統 一 力の 最も 深遠 

なる 発現で ある。 外面より 見て 単に 機械的 運動で あり 

生活 現象の 過程で ある ものが、 その内 面の 真意義に お 

いて は 意志で あるので ある。 恰も 単に 木で あり 石で 

あると 思って いた ものが、 その 真意義に おいて は 慈悲 

円満なる 仏像で あり、 勇気 満々 たる 仁王で あるが 如く、 


いわゆる 自然 は 意志の 発現であって、 我々 は 自己の 意 

志 を 通し て 幽玄なる 自然の 真意義 を 捕捉す る ことが で 

きる ので ある。 固より 現象 を 内外に 分ち 精神 現象と 物 

体現 象と が 全く 異なれる 現象と 見做す 時 は、 右の 如き 

説 は 空想に 止まる ように 思われる かも 知れぬ が、 直接 

経験に おける 具体的 事実に は 内外の 別な く、 斯の 如き 

考 がかえ つて 直接の 事実で あるので ある。 

右に 述べし 所 は 物体の 機械的 運動、 有機体の 合目的 

を もって 意志と 根本 を 一 つに し 作用 を 同じう すると 見 

る 科学者の いう 所と 一 致す るので あるが、 しかし その 

根本と する 所の 者 は 全く 正反対で ある。 彼 は 物質 力 を 


以て 本と なし、 これ は 意志 を 以て 本と する ので ある。 

この 考に 由れば、 前に 行為 を 分析して 意志と 動作の 

二と したので あるが、 この 二者の 関係 は 原因と 結果と 

の 関係で はなく、 むしろ 同一 物の 両面で ある。 動作 は 

意志の 表現で ある。 外より 動作と 見ら るる 者が 内より 

見て 意志で あるので ある。 


第三 章 意志の 自由 

意志 は 心理的に いえば 意識の 一 現象た るに 過ぎない 

が、 その 本体に おいて は 実在の 根本で ある こと を 論じ 

た。 今 この 意志が 如何なる 意味に おいて 自由の 活動で 

あるか を 論じて 見よう。 意志が 自由で あるか、 はた ま 

た 必然で あるか は 久しき 以来 学者の 頭を悩ました 問題 

である。 この 議論 は 道徳上 大切で あるの みならず、 こ 

あきらか 

れに 由り て 意志の 哲学的 性質 を も 明 にす る ことが で 

きる ので ある。 

先ず 我々 が 普通に 信ずる 所に 由って 見れば、 誰も 自 


分の 意志が 自由で あると 考えぬ 者 はない。 自分が 自分 

の 意識に ついて 経験す る 所では、 或 範囲に おいて 或 事 

を 為す こと もで きれば また 為さぬ こと もで きる。 即ち 

或 範囲 内に おいて は 自由で あると 信じて いる。 これが 

為に 責任、 無責任、 自負、 後悔、 賞讃、 非難 等の 念が 

起って くるので ある。 しかし この 或 範囲 内と いう こと 

を 今少しく 詳しく 考えて 見よう。 凡て 外界の 事物に 属 

する 者 は 我々 はこれ を 自由に 支配す る こと はでき ぬ。 

自己の 身体す らも どこまでも 自由に 取扱う ことができ 

ると はい われない。 随意筋 肉の 運動 は 自由の ようで あ 

るが、 一 旦 病気に でも かかれば これ を 自由に 動かす こ 


と はでき ぬ。 自由にで きる というの は 単に 自己の 意識 

現象で ある。 しかし 自己の 意識 内の 現象 とても、 我々 

は 新に 観念 を 作り出す 自由 も 持たず、 また 一 度 経験し 

た 事 を いつでも 呼び 起す 自由す らも 持たない。 真に 自 

由と 思われる の はた だ 観念 結合の 作用 あるの みで ある。 

即ち 観念 を 如何に 分析し、 如何に 綜合す るかが 自己の 

自由に 属する ので ある。 勿論 この場合に おいても 観念 

の 分析 綜合に は 動かす ベ からざる 先在 的 法則なる 者が 

あって、 勝手にで きる ので はなく、 また 観念 間の 結合 

が 唯一で あるか、 または 或 結合が 特に 強 盛であった 時 

に は、 我々 はどうして もこの 結合に 従わねば ならぬ の 


である。 ただ 観念 成立の 先在 的 法則の 範囲 内に おいて、 

而も 観念 結合に 二つ 以上の 途が あり、 これらの 結合の 

強度が 強迫 的なら ざる 場合に お いての み、 全然 選択の 

自由 を 有する ので ある。 

自由意志 論 を 主 張す る 人 は、 多く この 内界 経験 の 事 

実 を 根拠と して 立論す るので ある。 右の 範囲 内に おい 

て 動機 を 選択 決定す るの は 全く 我々 の 自由に 属し、 

我々 の 他に 理由 はない、 この 決定 は 外界の 事情 または 

内界の 気質、 習慣、 性格より 独立せ る 意志と いう 一 の 

神秘 力に 由る ものと 考えて いる。 即ち 観念の 結合の 外 

にこれ を 支配す る 一の 力が あると 考えて いる。 これに 


反し、 意志の 必然 論 を 主張す る 人 は 大概 外界に おける 

事実の 観察 を 本と して これより 推論す るので ある。 宇 

宙の 現象 は 一 として 偶然に 起る 者 はない、 極めて 些細 

なる 事柄で も、 精し く 研究 すれば 必ず 相当の 原因 を 

もっている。 この 考は 凡て 学問と 称する ものの 根本的 

思想であって、 且つ 科学の 発達と 共に 益々 この 思想が 

確実と なる ので ある。 自然現象の 中に て 従来 神秘的と 

思われて いた もの も、 一 々その 原因結果が 明瞭と なつ 

て、 数学的に 計算が できる ようにまで 進んで きた。 今 

日の 所でな お 原因がない などと 思われて いるもの は 

我々 の 意志く らいで ある。 しかし 意志と い つ て もこの 


動かすべからざる 自然の 大法 則の 外に 脱する こと はで 

きま い。 今日 意志が 自由で あると 思うて いるの は、 

ひっきょう 

畢竟 未だ 科学の 発達が 幼稚であって、 一々 この 原因 

を 説明す る ことができぬ 故で ある。 しかの みならず、 

意志的 動作 も 個々 の 場合に おいて は、 実に 不規則で 

あって 一見 定まった 原因がない ようで あるが、 多数の 

人の 動作 を 統計的に 考えて 見る と 案外 秩序 的で ある、 

決して 一定の 原因結果がない と は 見られない。 これら 

の考は 益々 我々 の 意志に 原因が あると いう 確信 を 強く 

し、 我々 の 意志 は 凡ての 自然現象と 同じく、 必然なる 

機械的 因果の 法則に 支配 せらる る 者で、 別に 意志と い 


う 一 種の 神秘 力 はない という 断案に 到達す るので ある。 

さて この 二つの 反対論の 孰れが 正当であろう か。 極 

端なる 自由意志 論者 は 右に い つ たように、 全く 原因 も 

理由 もな く、 自由に 動機 を 決定す る 一 の 神秘的 能力が 

あると いう。 しかし かかる 意義に おいて 意志の 自由 を 

主張す るなら ば、 そ は 全く 誤謬で ある。 我々 が 動機 を 

決する 時には、 何 か 相当の 理由がなければ ならぬ。 た 

とい、 これが 明瞭に 意識の 上に 現われて おらぬ にして 

も、 意識下に おいて 何 か 原因がなければ ならぬ。 また 

若し これらの 論者の いうよう に、 何らの 理由な くして 

全く 偶然に 事 を 決する 如き ことがあったならば、 我々 


はこの 時 意志の 自由 を 感じないで、 かえ つて これ を 偶 

然の 出来事と して 外よ リ 働いた 者と 考える ので ある。 

従って これに 対し 責任 を 感ずる ことが 薄い ので ある。 

自由意志 論者が 内界の 経験 を 本と して 議論 を 立つ ると 

いうが、 内界の 経験 はかえ つて 反対の 事実 を 証明す る 

ので ある。 

次に 必然 論者の 議論に ついて 少しく 批評 を 下して 見 

よう。 この種の 論者 は 自然現象が 機械的 必然の 法則に 

支配 せらる るから、 意識 現象 も その 通りで なければ な 

らぬ というの であるが、 元来 この 議論に は 意識 現象と 

自然現象 (換言すれば 物体 現象) と は 同一 であって、 


同一 の 法則に 由って 支配 せらるべき ものである という 

仮定が 根拠と なって いる。 しかし この 仮定 は 果して 正 

しきものであろう か。 意識 現象が 物体 現象と 同一 の 法 

則に 支配 せらるべき もの か 否か は 未定の 議論で ある。 

斯の 如き 仮定の 上に 立つ 議論 は 甚だ 薄弱で あると いわ 

ねばならぬ。 たとい 今日の 生理的 心理学が 非常に 進歩 

して、 意識 現象の 基礎た る 脳の 作用が 一 々物理的お よ 

び 化学的に 説明が できた としても、 これに 由り て 意識 

現象 は 機械的 必然 法に 因って 支配 せらるべき 者で ある 

と 主張す る ことができ るだろう か。 たとえば 一 銅像の 

材料た る 銅 は 機械的 必然 法の 支配の 外に 出で ぬで あろ 


うが、 この 銅像の 現わす 意味 はこの 外に 存 する ではな 

いか。 いわゆる 精神 上の 意味なる もの は 見るべからず 

聞くべからず 数うべからざる もので あつ て、 機械的 必 

然法 以外に 超然たる ものであると いわねば ならぬ。 

これ を 要するに、 自由意志 論者の いうよう な 全く 原 

因 も 理由 もない 意志 は どこに もない。 かくの 如き 偶然 

の 意志 は 決して 自由と 感ぜられないで、 かえって 強迫 

と 感ぜら るるので ある。 我々 が 或 理由より 働いた 時即 

ち 自己の 内面的 性質より 働いた 時、 かえって 自由で あ 

ると 感ぜられ るので ある。 つまり 動機の 原因が 自己の 

最 深なる 内面的 性質より 出で た 時、 最も 自由と 感ずる 


ので ある。 しかし その いわゆる 意志の 理由なる 者は必 

然 論者の いうよう な 機械的 原因で はない。 我々 の 精神 

に は 精神 活動の 法則が ある。 精神が この 己 自身の 法 

則に 従うて 働いた 時が 真に 自由で あるので ある。 自由 

に は 二つの 意義が ある。 一 は 全く 原因がない 即ち 偶然 

という ことと 同意義の 自由であって、 一は 自分が 外の 

束縛 を 受けない、 己 自らに て 働く 意味の 自由で ある。 

即ち 必然的 自由の 意義で ある。 意志の 自由と いうの は、 

後者に おける 意味の 自由で ある。 しかし ここにお いて 

次の 如き 問題が 起って くるであろう。 自己の 性質に 従 

うて 働く のが 自由で あると いうならば、 万物 皆 自己の 


性質に 従って 働かぬ 者 はない、 水の 流れる の も 火の 燃 

える の も 皆 自己の 性質に 従う ので ある。 然るに 何故に 

他 を 必然と して、 独り 意志の み 自由と なすので あるか。 

いわゆる 自然界に おいて は、 或 一 つの 現象の 起る の 

は その 事情に 由り て 厳密に 定められ ている。 或 定まつ 

た 事情より は、 或 定まった 一 の 現象 を 生ずる のみで 

あって、 毫釐 も 他の 可能性 を 許さない。 自然現象 は 皆 

かくの 如き 盲目的 必然の 法則に 従うて 生ずる ので ある。 

然るに 意識 現象 は 単に 生ずる ので はなく して、 意識 さ 

れ たる 現象で ある。 即ち 生ずる のみならず、 生じた こ 

とを自 知して いるので ある。 而し てこの 知る といい 意 


識 するとい うこと は 即ち 他の 可能性 を 含む という こと 

である。 我々 が 取る こと を 意識 するとい うこと は その 

裏面に 取らぬ という 可能性 を 含む というの 意味で ある。 

更に 詳言 すれば、 意識に は 必ず 一 般的 性質の 者が ある、 

即ち 意識 は 理想的 要素 を もっている。 これでなければ 

意識で はない。 而 して これらの 性質が あると いう こと 

は、 現実の かかる 出来事の 外 更に 他の 可能性 を 有して 

いると いうので ある。 現実に して 而も 理想 を 含み、 理 

想 的に して 而も 現実 を 離れぬ というの が 意識の 特性で 

ある。 真実に いえば、 意識 は 決して 他より 支配され る 

者で はない、 常に 他 を 支配して いるので ある。 故に 


我々 の 行為 は 必然の 法則に 由り て 生じた るに せよ、 

きんそく 

我々 はこれ を 知る が 故に この 行為の 中に 窘束 せられて 

おらぬ。 意識の 根柢た る 理想の 方より 見れば、 この 現 

実は 理想の 特殊なる 一 例に すぎない。 即ち 理想が 己自 

身 を 実現す る 一 過程に すぎない。 その 行為 は 外よ リ来 

たので はなく、 内より 出で たるので ある。 また 斯の如 

く 現実 を 理想の 一例に すぎない と 見る から、 他に いく 

らも 可能性 を 含む ことと なる ので ある。 

それで 意識の 自由と いうの は、 自然の 法則 を 破って 

偶然 的に 働く から 自由で あるので はない、 かえって 自 

己の 自然に 従う が 故に 自由で ある。 哩由 なくして 働く 


から 自由で あるので はない、 能く 理由 を 知る が 故に 自 

由で あるので ある。 我々 は 知識の 進む と共に 益々 自由 

の 人と なること がで きる。 人 は 他より 制せられ 圧せら 

れて もこれ を 知る が 故に、 この 抑圧 以外に 脱して いる 

ゆえん 

ので ある。 更に 進んで よく その 已むを 得ざる 所以 を自 

得すれば、 抑圧が かえって 自己の 自由と なる。 ソ クラ 

テ ー スを 毒殺せ しァ ゼンス 人よりも、 ソ クラ テ ー スの 

方が 自由の 人で ある。 パスカル も、 「人 は 葦の 如き 弱 

き 者で ある、 しかし 人 は 考える 葦で ある、 全世界が 彼 

を滅 さんと する も 彼 は 彼が 死す る こと を、 自 知す るが 

故に 殺す 者より 尚し」 といって いる。 


意識の 根柢た る 理想的 要素、 換言すれば 統一 作用 

なる 者 は、 かって 実在の 編に 論じた ように、 自然の 

産物で はなく して、 かえって 自然 はこの 統一に 由り 

て 成立す るので ある。 こ は 実に 実在の 根本た る 無限 

の 力であって、 これ を 数量 的に 限定す る こと はでき 

ない。 全然 自然の 必然的 法則 以外に 存 する 者で ある。 

我々 の 意志 はこの 力の 発現なる が 故に 自由で ある、 

自然 的 法則の 支配 は 受けない。 


第 四 章 価値 的 研究 

凡て 現象 或は 出来事 を 見る に 一 一 つの 点より する こと 

がで きる。 一は 如何にして 起った か、 また 何故に かく 

あらざる ベ からざる かの 原因 もしくは 理由の 考究で あ 

リ、 一は 何の 為に 起った かとい う 目的の 考究で ある。 

たとえば ここに 一個の 花 ありと せよ。 こ は 如何にして 

出来た かとい えば、 植物と 外囲の 事情と により、 物理 

および 化学の 法則に 因りて 生じた ものであると いわね 

ばなら ず、 何の 為 かとい えば 果実 を 結ぶ 為で あると い 

うこと となる。 前者 は 単に 物の 成立の 法則 を 研究す る 


理論的 研究であって、 後者 は 物の 活動の 法則 を 研究す 

る 実践的 研究で ある。 

いわゆる 無機 界の 現象に て は、 何故に 起った かとい 

う 事 は あるが、 何の 為と いう こと はない、 即ち 目的が 

ない といわねば ならぬ。 但 この場合 でも 目的と 原因と 

が 同一と なって いると いう 事が できる。 たとえば 玉 突 

台の 上に おいて 玉 を 或 力 を 以て 或 方向に 突けば、 必ず 

一定の 方向に 向って 転る が、 この 時 玉に 何らの 目的が 

あるので はない。 或は これ を 突いた 人に は 何 か 目的が 

あるか も 知れぬ が、 これ は 玉 其 者の 内面的 目的で ない、 

玉 は 外界の 原因より して 必然的に 動かされ るので ある。 


しかし また 一 方より 考えれば、 玉 其 物に 斯の 如き 運動 

の 力が あれば こそ 玉 は 一定の 方向に 動く ので ある。 玉 

其 物の 内面的 力より いえば、 自己 を 実現す る 合目的 作 

用と も 見る ことができる。 更に 進んで 動植物に 至る と、 

あきらか 

自己の 内面的 目的と いう 者が 明 になる と共に、 原因 

と 目的と が 区別 せらる るよう になる。 動植物に 起る 現 

象 は 物理お よび 化学の 必然的 法則に 従うて 起る と共に、 

全然 無意義の 現象で はない。 生物 全体の 生存お よび 発 

達 を 目的と した 現象で ある。 かかる 現象に ありて は 或 

原因の 結果と して 起った 者が 必ずしも 合目的と はい わ 

きた 

れ ない、 全体の 目的と 一部の 現象と は 衝突 を 来す 事が 


ある。 そこで 我々 は 如何なる 現象が 最も 目的に 合うて 

いるか、 現象の 価値 的 研究 をせ ねばならぬ ようになる。 

生物の 現象で はま だ、 その 統一的 目的なる 者が 我々 

人間の 外より 加えた 想像に すぎない として これ を 除去 

する こと もで きぬで はない。 即ち 生物の 現象 は 単に 若 

干の 力の 集合に 依りて 成れる 無意義の 結合と 見做す こ 

ともで きる ので ある。 独り 我々 の 意識 現象に 至って は、 

決して かく 見る こと はでき ない、 意識 現象 は 始ょリ 無 

意義なる 要素の 結合で はなく して、 統一せ る 一 活動で 

ある。 思惟、 想像、 意志の 作用より その 統一的 活動 を 

除去したならば、 これらの 現象 は 消滅す るので ある。 


これらの 作用に ついては、 如何にして 起る かとい うよ 

り も、 如何に 考え、 如何に 想像し、 如何に 為すべき か 

を 論ずる のが、 第一 の 問題で ある。 ここにお いて 論理、 

審美、 倫理の 研究が 起って 来る。 

或 学者の 中には 存在の 法則より して 価値の 法則 を 導 

き 出そうと する 人 も ある。 しかし 我々 は 単に これより 

これが 生ずる という ことから、 物の 価値 的 判断 を 導き 

出す こと は 出来ぬ と 思う。 赤き 花 はか かる 結果 を 生じ、 

または 青き 花 はか かる 結果 を 生ずと いう 原因結果の 法 

則から して、 何故に この 花 は 美に して かの 花 は 醜で あ 

るか、 何故に 一 は大 なる 随値を 有し、 一 はこれ を 有せ 


ぬか を 説明す る こと はでき ぬ。 これらの 価値 的 判断に 

は、 これが 標準と なるべき 別の 原理がなければ ならぬ。 

我々 の 思惟、 想像、 意志と いう 如き 者 も、 己に 事実と 

して 起った 上 は、 いかに 誤った 思惟で も、 悪しき 意志 

でも、 また 拙劣なる 想像で も、 尽 く それぞれ 相当の 

原因に 因って 起る ので ある。 人 を 殺す という 意志 も、 

人 を 助く るの 意志 も 皆 或 必然の 原因 ありて 起り、 また 

必然の 結果 を 生ずる ので ある。 この 点に おいて は 両者 

少しも 優劣がない。 ただこ こに 良心の 要求と か、 また 

は 生活の 欲望と いう 如き 標準が あって、 始めて この 両 

行為の 間に 大 なる 優劣の 差異 を 生ずる ので ある。 或 論 


者は大 なる 快楽 を 与うる 者が 大 なる 価値 を 有する もの 

であると いうよう に 説明して、 これに 由り て 原因結果 

の 法則より 価値の 法則 を 導き 得た ように 考えて いる。 

併し 何故に 或 結果が 我々 に 快楽 を 与え、 或 結果が 我々 

に 快楽 を 与えぬ か、 こ は 単に 因果の 法則より 説明 はで 

きまい。 我々 が 如何なる もの を 好み、 如何なる もの を 

悪む か は、 別に 根拠 を 有する 直接 経験の 事実で ある。 

心理学者 は 我々 の 生活力 を 増進す る 者 は 快楽で あると 

いう、 しかし 生活力 を 増進す るの が 何故に 快楽で ある 

か、 厭世家 はかえ つて 生活が 苦痛の 源で あると も 考え 

ている ではない か。 また 或 論者 は 有力なる 者が 価値 あ 


る 者で あると 考えて いる。 しかし 人心に 対し 如何なる 

者が 最も 有力で あるか、 物質的に 有力なる 者が 必ずし 

も 人心に 対して 有力なる 者と はいえまい、 人心に 対し 

て 有力なる 者 は 最も 我々 の 欲望 を 動かす 者、 即ち 我々 

に対して 価値 ある 者で ある。 有力に 由り て 価値が 定ま 

るので はない、 かえって 価値に 由り て 有力と 否と が定 

まるので ある。 凡て 我々 の 欲望 または 要求なる 者 は 説 

明 しうべからざる、 与えられ たる 事実で ある。 我々 は 

生きる 為に 食う という、 しかし この 生きる 為と いうの 

は 後より 加えた る 説明で ある。 我々 の 食欲 はか かる 理 

由より 起った ので はない。 小児が 始めて 乳 をのむ の も 


かかる 理由の 為で はない、 ただ 飲む 為に 飲む ので ある。 

我々 の 欲望 或は 要求 は 啻に かくの 如き 説明し うべ から 

ざる 直接 経験の 事実で あるの みならず、 かえって 我々 

が これに 由って 実在の 真意 を 理解す る秘鑰 である。 実 

在の 完全なる 説明 は、 単に 如何にして 存在す るかの 説 

明の みで はなく 何の 為に 存在す るか を 説明せ ねばなら 

ぬ。 


第五 章 倫理学の 諸説 その 一 

己に 価値 的 研究と は 如何なる 者なる か を 論じた ので、 

これより 善と は 如何なる もので あるかの 問題に 移る こ 

ととしょう。 我々 は 上に いったよ うに 我々 の 行為に つ 

いて 価値 的 判断 を 下す、 この 価値 的 判断の 標準 は 那辺 

にある か、 如何なる 行為が 善であって、 如何なる 行為 

が 悪で あるか、 これら の 倫理学 的 問題 を 論じよ う と 思 

うので ある。 かかる 倫理学の 問題 は 我々 に 取りて 最も 

大切なる 問題で ある。 いかなる 人 もこの 問題 を 疎外す 

る こと はでき ぬ。 東洋に おいても また 西洋に おいても、 


倫理学 は 最も 古き 学問の 一 であって、 従って 古来 倫理 

学に 種々 の 学説が あるから、 今 先ず この 学に おける 主 

なる 学派の 大綱 を あげ かっこれ に 批評 を 加えて、 余が 

執らん とする 倫理学 説の 立脚地 を 明かに しょうと 思う。 

古来の 倫理学 説 を 大別す ると、 大体 二つに 別れる。 

一 つ は 他律 的 倫理学 説と いうので、 善悪の 標準 を 人性 

以外の 権力に 置こうと する 者と、 一 つ は 自律 的 倫理学 

説と いって、 この 標準 を 人性の 中に 求めよう とする の 

である。 外にな お 直覚 説と いうの が ある、 この 説の 中 

に は 色々 あって、 或 者 は 他律 的 倫理学 説の 中に 入る こ 

とがで きる が、 或 者 は 自律 的 倫理学 説の 中に 入らねば 


ならぬ ものである。 今 先ず 直覚 説より 始めて 順次 他に 

及ぼうと 思う。 

この 学説の 中には 種々 あるが、 その 綱領と する 所 は 

我々 の 行為 を 律すべき 道徳の 法則 は 直覚的に 明 なる 

者であって、 他に 理由が あるので はない、 如何なる 行 

為が 善で あり、 如何なる 行為が 悪で あるか は、 火 は 熱 

にして、 水 は 冷なる を 知る が 如く、 直覚的に 知る こと 

がで きる、 行為の 善悪 は 行為 その 者の 性質であって、 

説明すべき 者で ない というの である。 なるほど 我々 の 

日常の 経験に ついて 考えて 見る と、 行為の 善悪 を 判断 

する の は、 かれこれ 理由 を 考える ので はなく、 大抵 直 


覚 的に 判断す るので ある。 いわゆる 良心なる 者が あつ 

て、 恰も 眼が 物の 美醜 を 判ず るが 如く、 直に 行為の 善 

悪 を 判ず る h J とがで きる ので ある。 直覚 説 は y J の 事実 

を 根拠と した 者で、 最も 事実に 近い 学説で ある。 しか 

のみならず、 行為の 善悪 は 理由の 説明 を 許さぬ という 

の は、 道徳の 威厳 を 保つ 上に おいて 頗る 有効で ある。 

直覚 説 は 簡単であって 実践 上 有効なる にも拘らず、 

これ を 倫理学 説と して 如何 ほどの 価値が あるであろう 

か。 直覚 説に おいて 直覚的に 明で あると いうの は、 人 

くっさよう 

性の 究竟 的 目的と いう 如き ものではなくて、 行為の 

法則で ある。 勿論 直覚 説の 中に も、 凡ての 行為の 善悪 


が 個々 の 場合に おいて 直覚的に 明で あると いうのと、 

個々 の 道徳的 判断 を 総括す る 根本的 道徳 法が 直覚的に 

明瞭で あると いうのと 二つ あるが、 いずれにしても 或 

直接 自明な る 行為の 法則が あると いうの が 直覚 説 の 生 

命で ある。 しかし 我々 が 日常 行為に ついて 下す 所の 道 

徳的 判断、 即ち いわゆる 良心の 命令と いう 如き 者の 中 

に、 果して 直覚 論者の いう 如き 直接 自明で、 従って 正 

確で 矛盾の ない 道徳 法なる 者 を 見出しうる であろう か。 

先ず 個々 の 場合に ついて 見る に、 決して かくの 如き 明 

確なる 判断の ない こと は 明で ある。 我々 は 個々 の 場合 

において 善悪の 判断に 迷う こと も あり、 今 は是と 考え 


る こと も 後に は 非と 考える こと も あり、 また 同一 の 場 

合で も、 人に 由り て大に 善悪の 判断 を 異にする こと も 

ある。 個々 の 場合に おいて 明確なる 道徳的 判断が ある 

などと は 少しく 反省 的 精神 を 有する 者の 到底 考える こ 

とがで きない ことで ある。 然 らば 一般の 場合に おいて 

は 如何、 果して 論者の いう 如き 自明の 原則なる 者が あ 

るであろう か。 第一 に いわゆる 直覚 論者が 自明の 原則 

として 掲げて いる 所の 者が 人に 由り て 異なり 決して 常 

に 一 致す る ことなき ことが、 一 般に 認めら るべき 程の 

自明の 原則なる 者がない こと を 証明して いる。 しかの 

みならず、 世事が 自明の 義務と して 承認して いるもの 


の 中より、 一 も かかる 原則 を 見出す こと はでき ぬ。 忠 

孝と いう 如き こと は 固よ リ 当然の 義務で あるが、 その 

間に は 種々 衝突 も あり、 変遷 も あり、 さてい かにす る 

のが 真の 忠孝で あるか、 決して 明瞭で はない。 また 智 

勇 仁義の 意義に ついて 考えて 見ても、 いかなる 智 いか 

なる 勇が 真の 智勇で あるか、 凡ての 智勇が 善と はい わ 

れ ない、 智勇が かえって 悪の 為に 用いられる こと も あ 

る。 仁と 義とは その内で 最も 自明の 原則に 近いので あ 

るが、 仁 はいつ 如何なる 場合に おいても、 絶対的に 善 

であると はい われない、 不当の 仁 はかえ つて 悪 結果 を 

生ずる こと も ある。 また 正義と いっても 如何なる 者が 


真の 正義で あるか、 決して 自明と はい われない、 たと 

えば 人 を 待遇す るに しても、 如何にす るの が 正当で あ 

るか、 単に 各人の 平等と いう ことが 正義で もない、 か 

えって 各人の 価値に 由る が 正義で ある。 然るに もし 各 

人の 価値に 由る とするならば、 これ を定 むる 者 は 何で 

あるか。 要するに 我々 は 我々 の 道徳的 判断に おいて、 

一 も 直覚 論者の いう 如き 自明の 原則 を もって おらぬ。 

時に 自明の 原則と 思われる もの は、 何らの 内容な き 単 

に 同意義なる 語 を 繰 返せる 命題に すぎな いので ある。 

右に 論じた 如く、 直覚 説 は その 主張す る 如き、 善悪 

の 直覚 を 証明す る ことができない とすれば、 学説と し 


て は 甚だ 価値 少き ものであるが、 今 仮に かかる 直覚が 

ある ものと して、 これに 由り て 与えられ たる 法則に 従 

うのが 善で あると したならば、 直覚 説 は 如何なる 倫理 

学説と なる であろう か を 考えて 見よう。 純粋に 直覚と 

いえば、 論者の いう 如く 現 性に 由り て 説明す る ことが 

できない、 また 苦楽の 感情、 好悪の 欲求に 関係の ない、 

全く 直接に して 無意義の 意識と いわねば ならぬ。 もし 

かくの 如き 直覚に 従う のが 善で あると すれば、 善と は 

我々 に 取りて 無意義の 者であって、 我々 が 善に 従う の 

は 単に 盲従で ある、 即ち 道徳の 法則 は 人性に 対して 外 

より 与えられ たる 抑圧と なり、 直覚 説 は 他律 的 倫理学 


と 同一と ならねば ならぬ。 然るに 多くの 直覚 論者 は 右 

の 如き 意味に おける 直覚 を 主張して おらぬ。 或 者 は 直 

覚を 理性と 同一視し ている、 即ち 道徳の 根本的 法則が 

理性に 由り て 自明なる 者と 考えて いる。 しかし かくい 

えば 善と は理に 従う 事であって、 善悪の 区別 は 直覚に 

由って 明なる ので はなく、 理に 由り て 説明し うる こと 

となる。 また 或 直覚 論者 は 直覚と 直接の 快 不快、 また 

は 好悪と いう こと を 同一視し ている。 しかし かく 考え 

れば善 は 一 種の 快楽 または 満足 を 与うる が 故に 善で あ 

るので、 即ち 善悪の 標準 は 快楽 または 満足の 大小と い 

うこと に 移って 来る。 かくの 如く 直覚なる 語の意味に 


由って、 直覚 説 は 他の 種々 なる 倫理学 説と 接近す る。 

勿論 純粋なる 直覚 説と いえば、 全く 無意義の 直覚 を 意 

味す るので なければ ならぬ ので あるが、 斯の 如き 倫理 

学説 は 他律 的 倫理学と 同じく、 何故に 我々 は 善に 従わ 

ねばなら ぬか を 説明す る こと はでき ぬ。 道徳の 本 は 全 

く 偶然に して 無意味の 者と なる。 元来 我々 が 実際に 道 

徳的 直覚と い つ ている 者の 中には 種々 の 原理 を 含んで 

いるので ある。 その 中 全く 他の 権威より 来る 他律 的の 

者 も あれば、 理性より 来れる 者 また 感情お よび 欲求よ 

り 来れる 者 を も 含んで いる。 これ いわゆる 自明の 原則 

なる 者が 種々 の 矛盾 衝突に 陥る 所以で ある。 かかる 混 


雑せ る 原理 を 以て 学説 を 設立す る 能わざる こと は 明で 

ある。 


第 六 章 倫理学の 諸説 その 二 

前に 直覚 説の 不完全 なること を 論じ、 かつ 直覚の 意 

義に由 りて、 種々 相 異なれる 学説に 変じうる こと をの 

ベた。 今 純粋なる 他律 的 倫理学、 即ち 権力 説に ついて 

述べようと 思う。 この 派の 論者 は、 我々 が 道徳的 善と 

いっている 者が、 一面に おいて 自己の 快楽 或は 満足と 

いう 如き 人性の 要求と 趣 を 異にし、 厳粛な 命令の 意味 

を 有する 辺に 着目し、 道徳 は 吾人に 対し 絶大なる 威厳 

または 勢力 を 有する 者の 命令より 起 つてく るので、 

我々 が 道徳の 法則に 従う の は 自己の 利害得失の 為で は 


なく、 単に この 絶大なる 権力の 命令に 従う ので ある、 

善と悪と は 一 に 此の 如き 権力者の 命令に 由って 定まる 

と 考えて いる。 凡て 我々 の 道徳的 判断の 本 は 師父の 教 

訓、 法律、 制度、 習慣 等に 由り て 養成せられ たる 者で 

あるから、 かかる 倫理学 説の 起る の も 無理なら ぬ こと 

であって、 この 説 はちょう ど 前の 直覚 説に おける 良心 

の 命令に 代うる に 外界の 権威 を 以てした 者で ある。 

この種の 学説に おいて 外界の 権力者と 考えられる 者 

は、 勿論 自ら 我々 に対して 絶大の 威厳 勢力 を もった 者 

でなければ ならぬ。 倫理学 史上に 現われた る 権力 説の 

中で は、 君主 を 本と したる 君 権 的 権力 説と、 神 を 本と 


したる 神権 的 権力 説との 二種が ある。 神権 的 倫理学 は 

基督教が 無上の 勢力 を もっていた 中世 時代に 行われた 

ので、 ドウ ンス. スコト ウスな どが その 主張者で ある。 

氏に 従えば 神 は 我々 に 対し 無限の 勢力 を 有する もので 

あって、 而も 神意 は 全く 自由で ある。 神 は 善なる 故に 

命ずる ので もな く、 また 理の 為にな すので もない、 神 

は 全く これらの 束縛 以外に 超越して いる。 善なる が 故 

に 神 これ を 命ずる ので はなく、 神 これ を 命ずる が 故に 

善なる ので ある。 氏 は 極端にまで この 説 を 推論して、 

もし 神が 我々 に 命ずる に 殺戮 を 以てしたならば、 殺戮 

も 善と なる であろうとまで にいった。 また 君 権 的 権力 


説 を 主張した の は 近世の 始に 出た 英国の ホップス とい 

う 人で ある。 氏に 従えば 人性 は 全然 悪であって 弱 肉 強 

食が 自然の 状態で ある。 これより 来る 人生の 不幸 を 脱 

する の は、 ただ 各人が 凡ての 権力 を 一 君主に 托して 絶 

対に その 命令に 服従す るに ある。 それで 何でも この 君 

主の 命に 従う のが 善で あり、 これに 背く のが 悪で ある 

といって いる。 その他 シナ において 荀 子が 凡て 先王の 

道に 従う のが 善で あると いったの も、 一種の 権力 説で 

ある。 

右の 権力 説の 立場より 厳密に 論じたならば、 如何な 

る 結論に 達する であろう か。 権力 説に おいて は 何故に 


我々 は 善 をな さねば ならぬ かの 説明が できぬ、 否 説明 

のでき ぬのが 権力 説の 本意で ある。 我々 はた だ 権威で 

あるから これに 従う ので ある。 何 か 或 理由の 為に これ 

すで 

に 従うならば、 已に 権威 その 者の 為に 従う ので はなく、 

理由の 為に 従う ことと なる。 或 人 は 恐怖と いう ことが 

権威に 従う 為の 最適 当なる 動機で あると いう、 併し 恐 

怖と いう ことの 裏面に は 自己の 利害得失と いう こと を 

含んで いる。 しかし もし 自己の 利害の 為に 従うならば 

己に 権威の 為に 従う ので はない。 ホップスの 如き はこ 

れが 為に 純粋なる 権威 説の 立脚地 を 離れて いる。 また 

近頃 最も 面白く 権威 説 を 説明した キルヒマンの 説に 由 


ると、 我々 は 何でも 絶大なる 勢力 を 有する もの、 たと 

えば 高山、 大海の 如き 者に 接する 時 は、 自ら その 絶大 

なる 力に 打 たれて 驚 動の 情 を 生ずる、 この 情 は 恐怖で 

もな く、 苦痛で もな く、 自己が 外界の 雄大なる 事物に 

擒 にせられ、 これに 平服し 没入す るの 状態で ある。 

而 して- J の 絶大なる 勢力 者が もし 意志 を も つた 者で あ 

るなら ば、 自ら ここに 尊敬の 念 を 生ぜねば ならぬ、 即 

ち この 者の 命令に は 尊敬の 念 を 以て 服従す るよう にな 

る、 それで 尊敬の 念と いう ことが、 権威に 従う 動機で 

あると いっている。 しかし 能く 考えて 見る と、 我々 が 

他 を 尊敬 するとい うの は、 全然 故な くして 尊敬す るの 


ではない、 我々 は 我々 の 達する 能わざる 理想 を 実現し 

得た る 人なる が 故に 尊敬す るので ある。 単に 人 その 者 

を 尊敬す るので はなく 理想 を 尊敬す るので ある。 

きんじゅう 

禽獣 に は 釈迦 も 孔子 も 半 文 銭の 価値 もない ので ある。 

それで 厳密なる 権力 説で は 道徳 は 全く 盲目的 服従で な 

ければ ならぬ。 恐怖と いう も、 尊敬と いう も、 全く 何 

らの 意義の ない 盲目的 感情で なければ ならぬ。 ェソッ 

プの 寓話の 中に、 或 時 鹿の子が 母 鹿の 犬の 声に 怖れて 

逃げる の を 見て、 お母さん は 大きな 体 をして 何故に 小 

さい 犬の 声に 駭 いて 逃げる ので あるかと 問うた。 所 

が 母 鹿 は 何故か は 知らぬ が、 ただ 犬の 声が 無暗に こわ 


いから 逃げる の だとい つたと いう 話が ある。 かくの 如 

き 無意義の 恐怖が 権力 説に おい て 最も 適当なる 道徳的 

動機で あると 考える。 果して かかる 者であるなら ば、 

道徳と 知識と は 全く 正反対であって、 無知なる 者が 最 

も 善人で ある。 人間が 進歩 発達す るに は 一 日 も 早く 道 

徳の 束縛 を 脱せねば ならぬ という ことになる。 またい 

かなる 善行で も 権威の 命令に 従う という 考 なく、 自分 

がその 為さざる ベ からざる 所以 を 自得して 為した こと 

は 道徳的 善行で ない という ことと なる。 

権威 説より はかくの 如く 道徳的 動機 を 説明す る こと 

がで きぬば かりで なく、 いわゆる 道徳 法と いう もの も 


殆ど 無意義と なり、 従って 善悪の 区別 も 全く 標準が な 

くな つてく る。 我々 はた だ 権威なる 故に 盲目的に これ 

に 服従 するとい うならば、 権威に は 種々 の 権威が ある。 

暴力 的 権威 も あれば、 高尚なる 精神的 権威 も ある。 し 

かしい ずれに 従う の も 権威に 従う ので あるから、 斉し 

く 一で あると いわねば ならぬ。 即ち 善悪の 標準 は 全く 

立た なくなる。 勿論 力の 強弱 大小と いうの が 標準と な 

るよう に 思われる が、 力の 強弱 大小と いう こと も、 何 

か 我々 が 理想と する 所の 者が 定まって、 始めて これ を 

論じ 得る ので ある。 耶蘇と ナポレオンと はいずれが 強 

いか、 そ は 我々 の 理想の 定めよう に 由る ので ある。 も 


し 単に 世界に 存在す る 力 を もっている 者が 有力で ある 

というならば、 腕力 を もった 者が 最も 有力と いう こと 

にもなる。 

西 行 法師が 「何事のお はします か は 知らね ども かた 

じけ なさに なみだ こぼる る」 と 詠 じたよう に、 道徳の 

威厳 は 実に その 不測の 辺に 存す るので ある。 権威 説の 

この 点に 着目した の は 一 方の 真理 を 含んで はいるが、 

これが 為に 全然 人性 自然の 要求 を 忘却した の は、 その 

大 なる 欠点で ある。 道徳 は 人性 自然の 上に 根拠 を もつ 

た 者で、 何故に 善 をな さねば ならぬ かとい うこと は 人 

性の 内より 説明され ねばならぬ。 


第 七 章 倫理学の 諸説 その 三 

他律 的 倫理学で は、 上に いったよ うに、 どうしても 

何故に 我々 は 善 を 為さねば ならぬ か を 説明す る ことが 

できぬ。 善 は 全く 無意義の 者と なる ので ある。 そこで 

我々 は 道徳の 本 を 人性の 中に 求めねば ならぬ ように 

なって くる。 善 は 如何なる 者で あるか、 何故に 善 を 為 

さねば ならぬ かの 問題 を、 人性より 説明せ ねばならぬ 

ようになって くる。 かくの 如き 倫理学 を 自律 的 倫 現 学 

という。 これに は 三種あって、 一 つ は 理性 を 本と する 

者で 合理 説 または 主 知 説と いい、 一 つ は 苦楽の 感情 を 


本と する 者で 快楽 説と いい、 また 一 つ は 意志の 活動 を 

本と する 者で 活動 説と いう。 今 先ず 合理 説より 話そう。 

合理的 若しくは 主知的 倫理学 dianoetic  ethics と い 

うの は、 道徳上の 善悪 正邪と いう ことと 知識 上の 真偽 

という ことと を 同一視し ている。 物の 真相が 即ち 善で 

ある、 物の 真相 を 知れば 自ら 何 を 為さねば ならぬ かが 

あきらか  えんえき 

明 となる、 我々 の 義務 は 幾何学 的 真理の 如く 演繹し 

うる 者で あると 考えて いる。 それで 我々 は 何故に 善 を 

為さねば ならぬ かとい えば、 真理なる が 故で あると い 

うので ある。 我々 人間 は 理性 を 具して おって、 知識に 

おいて 理に 従わねば ならぬ ように、 実行に おいても 理 


に 従わねば ならぬ ので ある (ちょっと 注意して おくが、 

理 という 語に は 哲学 上 色々 の 意味が あるが、 ここに 理 

というの は 普通の 意味に おける 抽象的 概念の 関係 をい 

うので ある)。 この 説 は 一方に おいて は ホップス など 

のように、 道徳 法 は 君主の 意志に 由り て 左右し 得る 随 

意 的の 者で あると いうに 反し、 道徳 法 は 物の 性質で 

あって、 永久 不変なる こと を 主張し、 また 一方で は、 

善悪 の 本 を 知覚 ま たは 感情の 如き 感受性に 求む る 時 は、 

道徳 法の 一般性 を 説明す る ことができず、 義務の 威厳 

を 滅却し、 各人の 好尚 を 以て 唯一 の 標準と せねば なら 

ぬよう になる の を 恐れて、 理の 一 般性 に基づいて、 道 


徳 法の 一 般性を 説明し 義務の 威厳 を 立 せんとし たので 

ある。 この 説 は往々 前にい つた 直覚 説と 混同 せらる る 

ことが 多い が、 直覚と いう こと は 必ずしも 理性の 直覚 

と 限る に は 及ばぬ。 この 二者 は 二つに 分って 考えた 方 

がよ いと 思う。 

余 は 合理 説の 最醇 なる 者 は クラ— クの 説で あると 考 

える。 氏の 考に 依れば、 凡て 人事 界 における 物の 関係 

は 数理の 如く 明確なる 者で、 これに 由り て 自ら 物の 適 

当 不適当 を 知る ことができる という。 たとえば 神 は 

我 々より 無限に 優秀なる 者で あるから、 我々 はこれ に 

ほど  一 J 

服従せ ねばならぬ とか、 他人が 己に 施して 不正なる 


事 は 自分が 他人に 為しても 不正で あると いうよう な 訳 

である。 氏 はまた 何故に 人間 は 善 を 為さねば ならぬ か 

を 論じて、 合理的 動物 は理に 従わざる ベから ずと いつ 

ている。 時として は、 正義に 反して 働かん とする 者 は 

物 の 性質 を 変ぜ ん と 欲する が 如き 者で あると までに 

いって、 全く 「ある」 という ことと 「あらねば ならぬ」 

と いう こと を 混同して いる。 

合理 説が 道徳 法の 一 般性を 明に し、 義務 を 厳粛なら 

しめんと する は 可 なれ ども、 これ を 以て 道徳の 全豹 

を 説き 得た る ものと なすこと はでき ぬ。 論者の いうよ 

うに、 我々 の 行為 を 指導す る 道徳 法なる 者が、 形式的 


理解力に よりて 先天的に 知りうる 者であろう か。 純粋 

なる 形式的 理解力 は 論理学の いわゆる 思想の 三 法則と 

いう 如き、 単に 形式的 理解の 法則 を 与うる こと はでき 

るが、 何らの 内容 を 与うる こと はでき ぬ。 論者 は 好ん 

で 例 を 幾何学に 取る が、 幾何学に おいても、 その 公理 

なる 者 は 単に 形式的 理解力に 由り て、 明に なった ので 

はなく、 空間の 性質より 来る ので ある。 幾何学の 演繹 

的 推理 は 空間の 性質に ついての 根本的 直覚に、 論理 法 

を 応用した ものである。 倫理学に おいても、 己に 根本 

原理が 明と なった 上 はこれ を 応用す るに は、 論理の 法 

則に 由らねば ならぬ ので あろうが、 この 原則 その 者 は 


論理の 法則に 由って 明に なった ので はない。 たとえば 

汝の 隣人 を 愛せよ という 道徳 法 は 単に 理解力に 由り て 

明で あるであろう か。 我々 に 他愛の 性質 も あれば、 ま 

た 自愛の 性質 も ある。 然るに 何故に その 一 が 優って い 

て 他が 劣って いるので あろう か、 これ を定 むる 者は理 

解 力で はなく して、 我々 の 感情 または 欲求で ある。 

我々 は 単に 知識 上に 物の 真相 を 知り 得たり としても、 

これより 何が 善で あるか を 知る こと はでき ぬ。 かく あ 

ると いう ことより、 かく あらねば ならぬ という こと を 

知る こと はでき ぬ。 クラ— クは 物の 真相より 適不適 を 

知る ことができる というが、 適不適と いう こと は已に 


純粋なる 知識 上の 判断で はなく して、 価値 的 判断で あ 

る。 何 か 求む る 所の 者が あって、 然る 後 適不適の 判断 

が 起って くるので ある。 

次に 論者 は 何故に 我々 は 善 を 為さねば ならぬ かとい 

うこと を 説明して、 理性的 動物なる が 故に 理に 従わね 

ばなら ぬと いう。 理を 解す る 者 は 知識 上に おいて 理に 

従わねば ならぬ の は 当然で ある。 しかし 単に 論理的 判 

断と いう 者と 意志の 選択と は 別物で ある。 論理の 判断 

は 必ずしも 意志 の 原因と はならぬ。 意志 は 感情 ま た は 

衝動より 起る もので、 単に 抽象的 論理より 起る もので 

はない。 己の 欲せざる 所 人に 施す 勿れと いう 格言 も、 


もし 同情と いう 動機がなかったならば、 我々 に対して 

殆ど 無意義で ある。 もし 抽象的 論理が 直 に 意志の 動 

機と なり 得る ものなら ば、 最も 推理に 長 じた 人 は 即ち 

最善の 人と いわねば ならぬ。 然るに 事実 は 時に これに 

反して 知 ある 人よりも かえって 無知なる 人が 一 層 善人 

である こと は 誰も 否定す る こと はでき ない。 

曩には 合理 説の 代表者と して クラ ー クを あげたが、 

クラ ー ク はこの 説の 理論的 方面の 代表者であって、 

実行 的 方面 を 代表す る 者 は いわゆる 犬儒学派 であろ 

う。 この 派はソ クラ テ ー スが 善と 知と を 同一視す る 

に 基づき、 凡ての 情欲 快楽 を 悪と なし、 これに 打克っ 


て 純理に 従う の を 唯一の 善と なした、 而も そのい わ 

ゆる 理 なる 者 は 単に 情欲に 反する のみに て、 何らの 

内容な き 消極的の 理 である。 道徳の 目的 は 単に 情欲 

快楽に 克 ちて 精神の 自由 を 保つ と いう ことのみ で 

あった。 有名なる ディオゲネスの 如きが その 好 模範 

である。 その 学派の 後 また ストア 学派なる 者が あつ 

て、 同一 の 主義 を 唱道した。 ストア 学派に 従えば、 

宇宙 は 唯一 の理に 由り て 支配 せらる る 者で、 人間の 

本質 もこの 理性の 外にいで ぬ、 理に 従う の は 即ち 自 

然の 法則に 従う のであって、 これが 人間に おいて 唯 

一 の 善で ある、 生命、 健康、 財産 も 善で はなく、 貧 


苦、 病死 も 悪で はない、 ただ 内心の 自由と 平静と が 

最上の 善で あると 考えた。 その 結果 犬儒学派と 同じ 

く、 凡ての 情欲 を 排斥して 単に 無欲 Apathie たらん 

こと を務 むる ようになった。 ェ ピクテ ー トの 如き は 

その 好例で ある。 

右の 学派の 如く、 全然 情欲に 反対す る 純理 を 以て 

人性の 目的と なす 時には、 理論 上に おいても 何らの 

道徳的 動機 を 与うる ことができぬ ように、 実行 上に 

おいても 何らの 積極的 善の 内容 を 与うる こと はでき 

ぬ。 シニック スゃ ストアが いったよ うに、 単に 情欲 

に打克 つと いう ことが 唯一 の 善と 考 うるより 外 はな 


い。 しかし 我々 が 情欲に 打克 たねば ならぬ というの 

は、 更に 何 か 犬なる 目的の 求むべき 者が ある 故で あ 

る。 単に 情欲 を 制する 為に 制する のが 善で あると い 

えば、 これより 不合理 なること は あるまい。 


第 八 章 倫理学の 諸説 その 四 

合理 説 は 他律 的 倫理学に 比すれば 更に 一 歩 をす すめ 

て、 人性 自然の 中より 善 を 説明 せんとす る 者で ある。 

しかし 単に 形式的 理性 を 本と して は、 前にい つたよう 

に、 到底 何故に 善 をな さざる ベ からざる かの 根本的 問 

題 を 説明す る こと はでき ぬ。 そこで 我々 が 深く 自己の 

中に 反省して 見る と、 意志 は 凡て 苦楽 の 感情よ リ 生ず 

るので、 快 を 求め 不快 を 避ける というの が 人情の 自然 

で 動かすべからざる 事実で ある。 我々 が 表面上 全く 快 

楽の 為にせ ざる 行為、 たとえば 身 を 殺して t をな すと 


いう 如き 場合 にても、 その 裏面に ついて 探って 見る と、 

やはり 一 種の 快楽 を 求めて いるので ある。 意志の 目的 

ひっきょう 

は 畢竟 快楽の 外にな く、 我々 が 快楽 を 以て 人生の 目 

的と なすと いう こと は 更に 説明 を 要しない 自明の 真理 

である。 それで 快楽 を 以て 人性 唯一 の 目的と なし、 道 

徳的 善悪の 区別 を もこの 原理に 由り て 説明 せんとす る 

倫理学 説の 起る の は 自然の 勢で ある。 これ を 快楽 説と 

いう。 この 快楽 説に は 二種あって、 一 つ を 利己的 快楽 

説と いい、 他 を 公衆 的 快楽 説と いう。 

利己的 快楽 説と は 自己の 快楽 を 以て 人生 唯一 の 目的 

となし、 我々 が 他人の 為に するとい う 場合に おいても、 


その実 は 自己の 快楽 を 求めて いるので あると 考え、 最 

犬なる 自己の 快楽が 最大の 善で あると なすので ある。 

この 説の 完全なる 代表者 は希臘 における キレ ー ネ 学派 

とェピ クロ ー スと である。 アリス チッ ポスは 肉体的 快 

楽の 外に 精神的 快楽の ある こと は 許した が、 快楽 はい 

かなる 快楽で も 凡て 同一の 快楽で ある、 ただ 大 なる 快 

楽が 善で あると 考えた。 而 して 氏 は 凡て 積極的 快楽 を 

尚び、 また 一生の 快楽よりも むしろ 瞬間の 快楽 を 重 

ん じたので、 最も 純粋なる 快楽 説の 代表者と いわねば 

ならぬ。 ェピ クロ— ス はや はり 凡ての 快楽 を 以て 同一 

となし、 快楽が 唯 一 の 善で、 如何なる 快楽 も 苦痛の 結 


果を 生ぜざる 以上 は、 排斥すべき ものに あらず と 考え 

たが、 氏 は 瞬間の 快楽よりも 一生の 快楽 を 重し とし、 

積極的 快楽よりも むしろ 消極的 快楽、 即ち 苦悩な き 状 

態 を 尚んだ。 氏の 最大の 善と いうの は 心の 平和 

tmnquilityofmind という ことで ある。 しかし 氏の 根 

本 主義 は どこまでも 利己的 快楽 説であって、 希臘 人の 

いわゆる 四つの 主徳、 睿知、 節制、 勇気、 正義と いう 

如き 者 も 自己の 快楽の 手段と して 必要で あるので ある。 

正義と いう こと も、 正義 其 者が 価値 あるので はなく、 

各人 相 犯さず して 幸福 を享 ける 手段と して 必要な ので 

ある。 この 主義 は 氏の 社会的 生活に 関する 意見に おい 


て 最も 明 である。 社会 は 自己の 利益 を 得る 為に 必要 

なので ある。 国家 は 単に 個人の 安全 を 謀る 為に 存在す 

るので ある。 もし 社会的 煩累 を 避けて 而も 充分なる 安 

全 を 得る ことができるならば、 こ は大に 望むべき 所で 

ある。 氏の 主義 はむしろ 隠遁 主義 ぇafl^£  6  W 

ひ a ひ 〔# 「え aeej の ra」 と roa-ts ひ a ひ」 

の 「3」 は 鋭 アクセント (- ) 付き。 「0:1 3 ひ ひ」 

の 語尾の 「ひ」 は ファイナル シグマ〕 である。 氏 は 

これに 由り て、 なるべく 家族 生活 を も 避けん とした。 

次に 公衆 的 快楽 説、 即ち いわゆる 功利 説に ついて 述 

ベよう。 この 説 は 根本的 主義に おいて は 全く 前説と 同 


一 であるが、 ただ 個人の 快楽 を 以て 最上の 善と なさず、 

社会 公衆の 快楽 を 以て 最上の 善と なす 点に おいて 前説 

と 異なって いる。 この 説の 完全なる 代表者 はべ ンザム 

である。 氏に 従えば 人生の 目的 は 快楽であって、 善 は 

快楽の 外にない。 而 してい かなる 快楽 も 同一 であって、 

快楽に は 種類の 差別 はない (留針 押しの 遊の 快楽 も 高 

尚なる 詩歌の 快楽 も 同一 である)、 ただ 大小の 数量 的 

差異 あるの みで ある。 我々 の 行為の 価値 は 直覚 論者の 

いうよう に その 者に 価値が あるので はなく、 全く これ 

より 生ずる 結果に 由り て 定まる ので ある。 即ち 犬なる 

快楽 を 生ずる 行為が 善行で ある。 而 して 如何なる 行為 


が 最も 大 なる 善行で あるかと いえば、 氏 は 個人の 最大 

幸福よりも 多人数の 最大 幸福が 快楽 説の 原則より して 

道理 上 一層 大 なる 快楽と 考えねば ならぬ から、 最大 多 

数の 最大 幸福と いうの が 最上の 善で あると いっている。 

またべ ンザム はこの 快楽 説に 由り て、 行為の 価値 を定 

むる 科学的 方法 を も 論じて いる。 氏に 従えば、 快楽の 

価値 は 大抵 数量 的に 定め 得る 者であって、 たとえば 強 

度、 長短、 確実、 不確実 等の 標準に 由り て 快楽の 計算 

がで きる と 考えた ので ある。 氏の 説 は 快楽 説と して 実 

に 能く 辻 棲の 合った 者で あるが、 ただ 一 つ 何故に 個人 

の 最大 快楽 ではなくて、 最大 多数 の 最大 幸福が 最上の 


善で なければ ならぬ かの 説明が 明瞭で ない。 快楽に は 

これ を 感ずる 主観がなければ なるまい。 感ずる 者が あ 

れば - J そ 快楽が あるので ある。 而し てこの 感ずる 主 と 

いうの はいつ でも 個人で なければ ならぬ。 然 らば 快楽 

説の 原則より して 何故に 個人の 快楽よりも 多人数の 快 

楽が 上に 置かれね ばなら ぬので あるか。 人間に は 同情 

というものがあるから 己 独り 楽む より は、 人と 共に 

楽んだ 方が 一層 犬なる 快楽で あるか も 知れない、 ミル 

など はこの 点に 注目して いる。 しかし この場合 におい 

て も、 この 同情より 来る 快楽 は 他人の 快楽で はなく、 

自分の 快楽で ある。 やはり 自己の 快楽が 唯一 の 標準で 


あるので ある。 もし 自己の 快楽と 他人の 快楽と 相 衝突 

した 場合 は 如何。 快楽 説の 立脚地よ りして は、 それで 

も 自己の 快楽 をす てて 他人の 快楽 を 求めねば ならぬ と 

いう ことができる であろう か。 ェピ クロ ー ス のように 

利己主義 となる のが、 かえって 快楽 説の 必然なる 結果 

であろう。 ベン ザムも ミル も 極力 自己の 快楽と 他人の 

快楽と が 一 致す る ものであると 論じて いるが、 かかる 

事 は 到底、 経験的 事実の 上に おいて 証明 はでき まいと 

思う。 

これまで 一通り 快楽 説の 主なる 点 をのべ たので、 こ 

れ よりその 批評に 移ろう。 先ず 快楽 説の 根本的 仮定た 


る 快楽 は 人生 唯一 の 目的で あると いう こと を 承認した 

処で、 果して 快楽 説に 由り て 充分なる 行為の 規範 を 与 

うる ことができる であろう か。 厳密なる 快楽 説の 立脚 

地より 見れば、 快楽 は 如何なる 快楽で も 皆 同種で あつ 

て、 ただ 大小の 数量 的 差異 ある のみでなければ ならぬ。 

もし 快楽に 色々 の 性質 的 差別が あって、 これに 由り て 

価値が 異なる ものであると するならば、 快楽の 外に 別 

に 価値 を定 むる 原則 を 許さねば ならぬ ことと なる。 即 

ち 快楽が 行為の 価値 を定 むる 唯一 の 原則で あると いう 

主義と 衝突す る。 ベ ンザム の 後 を 受けた る ミル は 快楽 

に 色々 性質 上の 差別 ある こと を 許し、 二種の 快楽の 優 


劣 は、 この 二種 を 同じく 経験し 得る 人 は 容易に これ を 

定めうる と 考えて いる。 たとえば 豕 となりて 満足す る 

より はソ クラ テ ー ス となって 不満足 なること は 誰も 望 

む 所で ある。 而 して これらの 差別 は 人間の 品位の 感 

sense  of  dignity より 来る ものと 考えて いる。 しかし 

ミルの 如き 考は 明に 快楽 説の 立脚地 を 離れた もので、 

快楽 説より いえば 一 の 快楽が 他の 快楽より 小なる に 関 

せず、 他の 快楽よりも 尚き 者で あると いう 事 は 許され 

ない。 さらば ェピ クロ  — ス、 ベン ザム 諸氏の 如く 純粋 

に 快楽 は 同一 であって ただ 数量 的に 異なる ものと して、 

如何にして 快楽の 数量 的 関係 を 定め、 これに 由り て 行 


為の 価値 を 定める ことができる であろう か。 アリス 

チッ ボス ゃェピ クロ ー スは 単に 知識に 由り て 弁別が で 

きる といって いる だけで、 明瞭なる 標準 を 与えて はお 

らぬ。 独 リベ ンザム は 上に いったよう にこの 標準 を詳 

論して いる。 併し 快楽の 感情なる 者 は 一人の 人に おい 

て も、 時と 場合と に 由り て 非常に 変化し 易い 物で ある 

一 の 快楽より 他の 快楽が 強度に おいて 勝る か は 頗る 

明瞭で ない。 更に 如何 ほどの 強度が 如何 ほどの 継続に 

相当す るか を定 むる の は 極めて 困難で ある。 一 人の 人 

において すら かく 快楽の 尺度 を定 むる の は 困難で あつ 

て 見れば 公衆 的 快楽 説の ように 他人の 快楽 を も 計算し 


て 快楽の 大小 を 定めん とする の は 尚更 困難で ある。 普 

通に は 凡て 肉体の 快楽より 精神の 快楽が 上で あると 考 

えられ、 富より 名誉が 大切で、 己 一 人の 快楽より 多 人 

数の 快楽が 尚い などと、 伝説 的に 快楽の 価値が 定まつ 

ている ようで あるが、 かかる 標準 は 種々 なる 方面の 観 

察より できた もので、 決して 単純なる 快楽の 大小より 

定まった ものと は 思われない。 

右 は 快楽 説の 根本的 原理 を 正しき ものと して 論じた 

ので あるが、 かくして 見ても、 快楽 説に 由り て 我々 の 

行為の 価値 を定 むべ き 正確なる 規範 を 得る こと は 頗る 

困難で ある。 今一 歩 を 進めて この 説の 根本的 原理に つ 


いて 考究して 見よう。 凡て 人 は 快楽 を 希望し、 快楽が 

人生 唯一 の 目的で あると はこの 説の 根本的 仮定で あつ 

て、 またす ベての 人の いう 所で あるが、 少しく 考えて 

見る と、 その 決して 真理で ない ことが 明で ある。 人間 

に は 利己的 快楽の 外に、 高尚なる 他愛 的 または 理想的 

の 欲求の ある こと は 許さねば なるまい。 たとえば 己の 

欲 を 抑えても、 愛する 者に 与えたい とか、 自己の 身 を 

失っても 理想 を 実行せ ねばならぬ というよ うな 考は誰 

の胸裡 にも 多少 は 潜みお るので ある。 時あって これら 

の 動機が 非常なる 力 を 現わし 来り、 人 をして 思わず 悲 

惨なる 犠牲的 行為 を敢 てせ しむる こと も少 くない。 快 


楽 論者の いうよう に 人間が 全然 自己の 快楽 を 求めて い 

ると いうの は 頗 る 穿ち 得た る 真理の ようで あるが、 

かえって 事実に 遠ざかった ものである。 勿論 快楽 論者 

も これらの 事実 を 認めない ので はない が、 人間が これ 

らの 欲望 を 有し これが 為に 犠牲的 行為 を敢 てす るの も、 

つまり 自己の 欲望 を 満足 せんとす るので、 裏面より 見 

れば やはり 自己の 快楽 を 求む るに すぎない と 考えて い 

るので ある。 しかしい かなる 人 もまたい かなる 場合で 

も 欲求の 満足 を 求めて いると いう こと は 事実で あるが、 

欲求の 満足 を 求む る 者が 即ち 快楽 を 求む る 者で あると 

はい われない。 いかに 苦痛 多き 理想 でも これ を 実行し 


得た 時には、 必ず 満足の 感情 を 伴う ので ある。 而 して 

この 感情 は 一 種の 快楽に は 相違ない が、 これが 為に こ 

の 快感が 始ょリ 行為の 目的であった とはい われまい。 

かくの 如き 満足の 快感なる 者が 起る に は、 先ず 我々 に 

自然の 欲求と いう 者がなければ ならぬ。 この 欲求が あ 

れば こそ、 これ を 実行して 満足の 快楽 を 生ずる ので あ 

る。 然るに この 快感 あるが 為に、 欲求 は 凡て 快楽 を 目 

的と している というの は、 原因と 結果と を 混同した も 

ので ある。 我々 人間に は 先天的に 他愛の 本能が ある。 

これ あるが 故に、 他 を 愛する という こと は 我々 に 無限 

の 満足 を 与うる ので ある。 しかし これが 為に 自己の 快 


楽の 為に 他 を 愛した の だと はい われない。 毫釐 にても 

自己の 快楽の 為に するとい ぅ考 があった ならば、 決し 

て 他愛より 来る 満足の 感情 をうる ことができな いので 

ある。 啻に 他愛の 欲求ば かりで はなく、 全く 自愛 的 欲 

求と いわれて いる 者 も 単に 快楽 を 目的と している 者 は 

ない。 たとえば 食 色の 欲 も 快楽 を 目的と するとい うよ 

り は、 かえって 一種 先天的 本能の 必然に 駆られて 起る 

ものである。 飢えた る 者 はかえ つて 食欲の ある を悲み 

失恋の 人 はかえ つて 愛情 ある を怨 むであろう。 人間 も 

し 快楽が 唯一 の 目的であるなら ば、 人生 ほど 矛盾に 富 

んだ者 はなかろう。 むしろ 凡て 人間の 欲求 を 断ち 去つ 


た 方が かえって 快楽 を 求む るの 途 である。 ェピ クロ ー 

スが 凡ての 欲 を 脱した る 状態、 即ち 心の 平静 を 以て 最 

上の 快楽と なし、 かえって 正反対の 原理より 出立した 

ストイックの 理想と 一 致した の もこの 故で ある。 

しかし 或 快楽 論者で は、 我々 が 今日 快楽 を 目的と し 

ない 自然の 欲求で あると 思うて いる 者で も、 個人の 一 

生また は 生物 進化の 経過に おいて、 習慣に 由り て 第二 

の 天性と なった ので、 元は 意識的に 快楽 を 求めた 者が 

無意識と なった ので あると 論じて いる。 即ち 快楽 を 目 

的と せざる 自然の 欲求と いうの は、 つまり 快楽 を 得る 

手段であった のが、 習慣に 由って 目的 其 者と なった と 


いうので ある (ミルな ど はこれ について よく 金銭の 例 

を 引いて いる)。 成程 我々 の 欲求の 中には 此の 如き 心 

理的 作用に 由って 第二の 天性と なった 者 も あるで あろ 

う。 しかし 快楽 を 目的と せざる 欲求 は 尽 く かかる 過 

程に 由り て 生じた ものと はい われない。 我々 の 精神 は 

その 身体と 同じく 生れながら にして 活動的で ある。 

種々 の 本能 を もっている。 鶏の 子が 生れながら 靱を拾 

あひる 

い、 鶩の 子が 生れながら 水に 入る の も同理 である。 

これらの 本能と 称すべき 者が 果して 遺伝に 由って、 元 

来 意識的で あつ た 者が 無意識的 習慣と な つたので あろ 

うか。 今日の 生物 進化の 説に 由れば、 生物の 本能 は 決 


して かかる 過程に 由って 出来た もので はない。 元来 生 

物の 卵に おいて 具有した 能力であって、 事情に 適する 

者が 生存して 遂に 一 種 特有なる 本能 を 発揮す るに 至つ 

たので ある。 

上 来 論じ 来った ように、 快楽 説 は 合理 説に 比すれば 

一 層 人性の 自然に 近づきた る 者で あるが、 この 説に 由 

れば 善悪の 判別 は 単に 苦楽の 感情に 由り て 定めら るる 

ことと なり、 正確なる 客観的 標準 を 与うる ことができ 

ず、 且つ 道徳的 善の 命令 的 要素 を 説明す る こと はでき 

ない。 しかの みならず、 快楽 を 以て 人生の 唯一 の 目的 

となす の は 未だ 真に 人性 自然の 事実に 合った ものと い 


われない。 我々 は 決して 快楽に 由り て 満足す る こと は 

できない。 もし 単に 快楽の み を 目的と する 人が あった 

ならば かえ つ て 人性に つた 人で ある。 


第 九 章 善 (活動 説) 

己に 善に ついての 種々 の 見解 を 論じ 且つ その 不充分 

なる 点 を 指摘した ので、 自ら 善の 真正なる 見解 は 如何 

あきらか 

なる もので あるかが 明 になった と 思う。 我々 の 意志 

が 目的と せなければ ならない 善、 即ち 我々 の 行為の 価 

値を定 むべき 規範 は どこに これ を 求めねば ならぬ か。 

かって 価値 的 判断の 本 を 論じた 所に いったよ うに、 こ 

の 判断の 本 は 是非 これ を 意識の 直接 経験に 求めねば な 

らぬ。 善と はた だ 意識の 内面的 要求より 説明すべき 者 

であって 外より 説明すべき 者で ない。 単に 事物 はかく 


ある または かくして 起った という ことより、 かく あら 

ねばならぬ という こと を 説明す る こと はでき ぬ。 真理 

の 標準 もつ まる 所 は 意識の 内面的 必然に あって、 ァゥ 

グス チヌス ゃデカ ー トの 如き 最も 根本に 立ち返って 考 

えた 人 は 皆 ここより 出立した ように、 善の 根本的 標準 

もまた ここに 求めねば ならぬ。 然るに 他律 的 倫理学の 

如き は 善悪の 標準 を 外に 求めようと している。 かくし 

て は 到底 善の 何故に 為さざる ベ からざる か を 説明す る 

こと はでき ぬ。 合理 説が 意識の 内面的 作用の 一 である 

理性より 善悪の 価値 を 定めよう とする の は、 他律 的 倫 

理学 説に 比して 一 歩 を 進めた 者と いう こと はでき るが、 


理は 意志の 価値 を定 むべき もので はない。 へ フ ディン 

グが 「意識 は 意志の 活動 を 以て 始まり また これ を 以て 

終る」 といった ように、 意志 は 抽象的 理解の 作用より 

も 根本的 事実で ある。 後者が 前者 を 起す ので はなく、 

かえって 前者が 後者 を 支配す るので ある。 然 らば 快楽 

説 は 如何、 感情と 意志と は 殆ど 同 一 現象の 強度の 差異 

といっても よい 位で あるが、 前にい つたよう に 快楽 は 

むしろ 意識の 先天的 要求の 満足より 起る 者で、 いわ ゆ 

る 衝動、 本能と いう 如き 先天的 要求が 快 不快の 感情よ 

り も 根本的で あると いわねば ならぬ。 

そのもの 

それで 善 は 何で あるかの 説明 は 意志 其 者の 性質に 求 


めねば ならぬ こと は 明で ある。 意志 は 意識の 根本的 統 

一 作用であって、 直 に また 実在の 根本た る統 一 力の 

発現で ある。 意志 は 他の 為の 活動で はなく、 己 自ら 

の 為の 活動で ある。 意志の 価値 を定 むる 根本 は 意志 其 

者の 中に 求む るより 外 はない ので ある。 意志 活動の 性 

さき 

質 は、 嚮に 行為の 性質 を 論じた 時に いったよ うに、 そ 

の 根柢に は 先天的 要求 (意識の 素因) なる 者が あって、 

意識の 上に は 目的 観念と して 現われ、 これによ りて 意 

識の 統一す るに あるので ある。 この 統一が 完成せられ 

た 時、 即ち 理想が 実現 せられた 時 我々 に 満足の 感情 を 

生じ、 これに 反した 時 は 不満足の 感情 を 生ずる ので あ 


る。 行為の 価値 を定 むる 者 は 一 にこの 意志の 根本た る 

先天的 要求に あるので、 能く この 要求 即ち 吾人の 理想 

を 実現し 得た 時には その 行為 は 善と して 賞讃 せられ、 

これに 反した 時 は 悪と して 非難せられ るので ある。 そ 

こで 善と は 我々 の 内面的 要求 即ち 理想の 実現 換言 すれ 

ば 意志の 発展 完成で あると いう ことと なる。 斯の 如き 

根本的 埋 想に 基づく 倫理学 説 を 活動 説 energetism と 

いう。 

この 説 は プラト ー、 アリス トテレ ー スに 始まる。 

特に アリス トテレ ー ス はこれ に基づいて 一 つの 倫理 

を 組織した ので ある。 氏に 従えば 人生の 目的 は 幸福 


eudaimonia である。 しかし これに 達する に は 快楽 

を 求む るに 由る にあらず して、 完全なる 活動に 由る 

ので ある。 

世の いわゆる 道徳家なる 者 は 多く この 活動的 方面 を 

見逃して いる。 義務と か 法則と かいって、 t 徒らに 自 

己の 要求 を 抑圧し 活動 を 束縛す るの を 以て 善の 本性と 

心得て いる。 勿論 不完全なる 我々 はと かく 活動の 真意 

義を 解せ ず 岐路に 陥る 場合が 多い ので あるから、 かか 

る 傾向 を 生じた の も 無理なら ぬ ことで あるが、 一層 大 

なる 要求 を攀援 すべき 者が あって こそ、 小なる 要求 を 

抑制す る 必要が 起る ので ある、 徒らに 要求 を 抑制す る 


の はかえ つて 善の 本性に 悖った ものである。 善に は 命 

令 的 威厳の 性質 を も 具えて おらねば ならぬ が、 これよ 

り も 自然 的 好 楽と いうの が 一 層 必要なる 性質で ある。 

いわゆる 道徳の 義務と か 法則と かいうの は、 義務 或は 

法則 其 者に 価値が あるので はなく、 かえって 大 なる 要 

求に 基づいて 起る ので ある。 この 点より 見て 善と 幸福 

と は 相 衝突せ ぬば かりで なく、 かえって アリス トテ 

レ ー ス のい つたよう に 善 は 幸福で あると いう ことが で 

きる。 我々 が 自己の 要求 を充 すまた は 理想 を 実現す る 

という こと は、 いつでも 幸福で ある。 善の 裏面に は必 

ず 幸福の 感情 を 伴う の 要が ある。 ただ 快楽 説の いうよ 


うに 意志 は 快楽の 感情 を 目的と する 者で、 快楽が 即ち 

善で あると はい われない。 快楽と 幸福と は 似て 非なる 

者で ある。 幸福 は 満足に 由り て 得る ことができ、 満足 

は 理想的 要求の 実現に 起る ので ある。 孔子が 「疎 食 を 

飯 ひ、 水 を 飲み、 肱 を 曲げて 之 を 枕と す、 楽 も 亦 其の 

中に 在り」 といわれ たように、 我々 は 場合に 由り て は 

苦痛の 中に いても なお 幸福 を 保つ ことができ るので あ 

る。 真正の 幸福 はかえ つて 厳粛なる 理想の 実現に 由り 

て 得らるべき 者で ある。 世人 は往々 自己の 理想の 実現 

わがまま 

または 要求の 満足な どい えば 利己主義 または 我儘 主義 

と 同一視し ている。 しかし 最も 深き 自己の 内面的 要求 


の 声 は 我々 に 取りて 大 なる 威力 を 有し、 人生に おいて 

これより 厳なる もの はない ので ある。 

さて 善と は 理想の 実現、 要求の 満足で あると すれば、 

この 要求と いい 理想と いう 者 は 何から 起って くるので、 

善と は 如何なる 性質の 者で あるか。 意志 は 意識の 最深 

なる 統 一 作用であって 即ち 自己 其 者の 活動で あるから、 

意志の 原因と なる 本来の 要求 或は 理想 は 要するに 自己 

其 者の 性質より 起る ので ある、 即ち 自己の 力で あると 

いっても よいので ある。 我々 の 意識 は 思惟、 想像に お 

いても 意志に おいても また いわゆる 知覚、 感情、 衝動 

においても 皆 その 根柢に は 内面的 統 一 なる 者が 働いて 


いるので、 意識 現象 は 凡て この 一なる 者の 発展 完成で 

ある。 而し てこの 全体 を 統一す る最 深なる 統一 力が 

我々 の いわゆる 自己であって、 意志 は 最も 能く この 力 

を 発表した ものである。 かく 考えて 見れば 意志の 発展 

完成 は 直に 自己の 発展 完成と なる ので、 善と は 自己の 

発展 完成 self-realization であると いう ことができる。 

即ち 我々 の 精神が 種々 の 能力 を 発展し 円満なる 発達 を 

遂げる のが 最上の 善で ある (アリス トテレ ー スの いわ 

ゆる entelechie が 善で ある)。 竹 は 竹、 松 は 松と 各自 

その 天賦 を 充分に 発揮す るよう に、 人間が 人間の 天性 

自然 を 発揮す るの が 人間の 善で ある。 ス ピノ ー ザ も 


「徳と は 自己 固有の 性質に 従うて 働く の 謂に 外なら ず」 

といった。 

ここにお いて 善の 概念 は 美の 概念と 近接し てく る。 

美と は 物が 理想の 如くに 実現す る 場合に 感ぜら るるの 

である。 理想の 如く 実現 するとい うの は 物が 自然の 本 

性 を 発揮す る 謂で ある。 それで 花が 花の 本性 を 現じた 

る 時 最も 美なる が 如く、 人間が 人間の 本性 を 現じた 時 

は 美の 頂上に 達する ので ある。 善 は 即ち 美で ある。 た 

とい 行為 その 者は大 なる 人性の 要求から 見て 何らの 価 

値な き 者で あっても、 その 行為が 真に その 人の 天性よ 

リ 出で たる 自然の 行為であった 時には 一 種の 美感 を惹 


くように、 道徳上に おいても 一 種 寛容の 情 を 生ずる の 

である。 希 臘人は 善と 美と を 同一視し ている。 この 考 

は 最も 能く プラト ー において 現われて いる。 

また 一 方より 見れば 善の 概念 は 実在の 概念と も 一 致 

してく る。 かって 論じた ように、 一 の 者の 発展 完成と 

いうの が 凡て 実在 成立の 根本的 形式であって、 精神 も 

自然 も 宇宙 も 皆 この 形式に おいて 成立して いる。 して 

見れば、 今 自己の 発展 完成で あると いう 善と は 自己の 

実在の 法則に 従う の 謂で ある。 即ち 自己の 真実 在と 一 

致す るの が 最上の 善と いう ことになる。 そこで 道徳の 

法則 は 実在の 法則の 中に 含まる るよう になり、 善と は 


自己の 実在の 真性より 説明が できる ことと なる。 いわ 

ゆる 価値 的 判断の 本で ある 内面的 要求と 実在の 統 一 力 

と は 一 つであって 二つ あるので はない。 存在と 価値と 

を 分けて 考える の は、 知識の 対象と 情意の 対象と を 分 

つ 抽象的 作用より くるので、 具体的 真実 在に おいて は 

すな わ 

この 両者 は 元来 一で あるので ある。 乃ち 善 を 求め 善 

に遷 ると いうの は、 つまり 自己の 真 を 知る ことと なる- 

合理論 者が 真と 善と を 同 一 にした の も 一 面の 真理 を 含 

んで いる。 しかし 抽象的 知識と 善と は 必ずしも 一致し 

ない。 この場合 における 知る とはい わ ゆる 体得の 意味 

でなければ ならぬ。 これらの 考 は希臘 において プラ 


ト ー また 印度に おいて ゥパ 二 シャツ ドの 根本的 思想で 

あ つ て、 善に 対する 最 深の 思想で あると 思う (プラト ー 

では 善の 理想が 実在の 根本で ある、 また 中世 哲学に お 

いても 「すべての 実在 は 善な り」 omne  ens  est 

bonum という 句が ある)。 


第 十 章 人格 的 善 

前に は 先ず 善と は 如何なる 者で なければ ならぬ か を 

論じ、 善の 一般の 概念 を 与えた ので あるが、 これより 

我々 人間の 善と は 如何なる 者で あるか を 考究し、 これ 

あきらか 

が 特徴 を 明 にしようと 思う。 我々 の 意識 は 決して 単 

純なる 一 の 活動で はなく、 種々 なる 活動の 綜合で ある 

こと は 誰に も 明なる 事実で ある。 して 見る と、 我々 の 

要求なる 者 も 決して 単純で はない、 種々 なる 要求の あ 

るの が 当然で ある。 然 らば これらの 種々 なる 要求の 中 

で、 いずれの 要求 を充 すの が 最上の 善で あるか。 我々 


の 自己 全体の 善と は 如何なる 者で あるかの 問題が 起つ 

てく る。 

我々 の 意識 現象に は 一 つも 孤独なる 者がない、 必ず 

他と 関係の 上に おいて 成立す るので ある。 一瞬の 意識 

でも 己に 単純で ない、 その 中に 複雑なる 要素 を 含んで 

いる。 而 して これらの 要素 は 互に 独立せ る もので はな 

くして、 彼此 関係 上に おいて 一種の 意味 を もった 者で 

ある。 啻に 一 時の 意識が 斯の 如く 組織 せられて あるの 

みで はなく、 一  生の 意識 もまた 斯の 如き 一 体系で ある。 

自己と はこの 全体の 統一 に 名 づけた ので ある。 

して 見る と、 我々 の 要求と いうの も 決して 孤独に 起 


る もので はない。 必ず 他との 関係 上に おいて 生じて く 

るので ある。 我々 の 善と は 或 一 種 または 一 時の 要求の 

み を 満足す るの 謂で なく、 或 一 つの 要求 はた だ 全体と 

の 関係 上に おいて 始めて 善と なること は 明で ある。 た 

とえば 身体の 善 は その 一 局部の 健康で なくして、 全身 

の 健全なる 関係に あると 同一 である。 それで 活動 説よ 

リ 見て、 善と は 先ず 種々 なる 活動の 一 致 調和 或は 中庸 

という ことと ならねば ならぬ。 我々 の 良心と は 調和 統 

一 の 意識 作用と いう ことと なる。 

調和が 善で あると いうの は プラト ー の考 であ つ た。 

氏 は 善 を 音楽の 調和に 喩えて おる。 英のシ ャフッ ベ 


リ など もこの 考を 取って いる。 また 中庸が 善で ある 

というの は アリス トテレ —スの 説であって、 東洋に 

おいて は 『中庸』 の 書に も 現われて 居る。 ァ リスト 

テレ ー スは 凡て 徳は 中庸に あると なし、 たとえば 勇 

きょうじゃく  りんしょく 

気 は 粗暴と 怯 弱 との 中庸で、 節検は 吝嗇 と 浪費 

との 中庸で あると いった。 能く 子 思の 考 に似てい る _ 

また 進化論の 倫理学 者ス ペンザ ー の 如きが、 善 は 

種々 なる 能力の 平均で あると いってい るの も、 つま 

リ同 一 の 意味で ある。 

しかし、 単に 調和で あると か 中庸で あると かいった 

ので は 未だ 意味が 明瞭で ない。 調和と は 如何なる 意味 


においての 調和で あるか、 中庸と は 如何なる 意味に お 

いての 中庸で あるか。 意識 は 同列なる 活動の 集合で は 

なくして 統 一 せられた る 一 体系で ある。 その 調和 また 

は 中庸と いう こと は、 数量 的の 意味で はなく して 体系 

的 秩序の 意味で なければ ならぬ。 然 らば 我々 の 精神の 

種々 なる 活動に おける 固有の 秩序 は 如何なる もので あ 

るか。 我々 の 精神 も その 低き 程度に おいて は 動物の 精 

神と 同じく 単に 本能 活動で ある。 即ち 目前の 対象に 対 

して 衝動的に 働く ので、 全く 肉欲に 由り て 動かされる 

ので ある。 しかし 意識 現象 はいかに 単純で あっても 必 

ず 観念の 要求 を 具え て 居る。 それで 意識 活動が いかに 


本能 的と いつ て も、 その 背後に 観念 活動が 潜んで 居ら 

ねばならぬ (動物で も 高等なる 者 は 必ずそう であろう 

と 思う)。 いかなる 人間で も 白痴の 如き 者に あらざる 

以上 は、 決して 純粋に 肉体的 欲望 を 以て 満足す る 者で 

はない、 必ず その 心 の 底に は 観念的 欲望が 働いて いる。 

即ちい かなる 人 も 何ら かの 理想 を 抱いて 居る。 守銭奴 

むさぼ 

の 利 を 貪る の も 一種の 理想より 来る ので ある。 つま 

リ 人間 は 肉体の 上に おいて 生存して いるので はなく、 

観念の 上に おいて 生命 を 有して 居る ので ある。 ゲ ー テ 

の 董 という 詩に、 野の 重が 少き牧 女に 踏まれながら 

愛の 満足 を 得た というよ うな ことがある。 これが 凡て 


の 人間の 真情で あると 思う。 そこで 観念 活動と いうの 

は 精神の 根本的 作用であって、 我々 の 意識 はこれ に 由 

りて 支配 せらるべき 者で ある。 即ち これより 起る 要求 

を 満足す るの が 我々 の 真の 善で あると いわねば ならぬ。 

然 らば 更に 一 歩 を 進んで、 観念 活動の 根本的 法則と は 

如何なる 者で あるかと いえば、 即ち 理性の 法則と いう 

ことと なる。 理性の 法則と いうの は 観念と 観念との 間 

の 最も 一 般 的なる 且つ 最も 根本的なる 関係 を 言い 現わ 

した 者で、 観念 活動 を 支配す る 最上の 法則で ある。 そ 

こで また 理性と いう 者が 我々 の 精神 を 支配すべき 根本 

的 能力で、 理性の 満足が 我々 の 最上の 善で ある。 何で 


も理に 従う のが 人間の 善で あると いう ことになる。 シ 

二 ックゃ ストイック はこの 考を 極端に 主張した 者で、 

これが 為に 凡て 人心の 他の 要求 を 悪と して 排斥し、 理 

にの み 従う のが 一の 善で あるとまで にいった。 しかし 

プラト ー の晚 年の 考ゃ アリス トテレ ー ス では 理性の 活 

動より 起る のが 最上の 善で あるが、 また これより 他の 

活動 を 支配し 統御す るの も 善で あると いった。 

プラト— は 有名なる 『共和国』 において 人心の 組 

織 を 国家の 組織と 同 一 視し、 理性に 統御 せられた 状 

態が 国家に おいても 個人に おいても 最上の 善と いつ 

ている。 


もし 我々 の 意識が 種々 なる 能力の 綜合より 成って い 

て、 その 一が 他 を 支配すべき ように 構成 せられて ある 

者なら ば、 活動 説に おける 善と は 右に いった 如く 理性 

に 従うて 他 を 制御す るに あると いわねば ならぬ。 しか 

し 我々 の 意識 は 元来 一 の 活動で ある。 その 根柢に はい 

つで も 唯一 の 力が 働いて いる。 知覚と か 衝動と かいう 

瞬間 的 意識 活動に も已 にこの 力が 現われて 居る。 更に 

進んで 思惟、 想像、 意志と いう 如き 意識的 活動に 至れ 

ば、 この 力が 一層 深遠なる 形に おいて 現われて くる。 

我々 が 理性に 従う というの も、 つまり この 深遠なる 統 

一 力に 従う の 意に 外なら ない。 然ら ずして 抽象的に 考 


えた 単に 理性と いう もの は、 かって 合理 説 を 評した 処 

に 述べた ように、 何らの 内容な き 形式的 関係 を 与うる 

にすぎないの である。 この 意識の 統一 力なる 者 は 決し 

て 意識の 内容 を 離れて 存す るので はない、 かえって 意 

識 内容 はこの 力に 由って 成立す る ものである。 勿論 意 

識の 内容 を 個々 に 分析して 考 うる 時 は、 この 統一 力 を 

見出す こと はでき ぬ。 しかし その 綜合の 上に 厳然とし 

て 動かす ベ からざる 一 事実と して 現われる ので ある。 

たとえば 画面に 現われた る 一 種の 理想、 音楽に 現われ 

たる 一 種の 感情の 如き 者で、 分析 理解すべき 者で はな 

く、 直覚 自得すべき 者で ある。 而 して 斯の 如き 統一 力 


を ここに 各人の 人格と 名づ くるならば、 善 は斯の 如き 

人格 即ち 統 一 力の 維持 発展に あるので ある。 

ここに いわゆる 人格の 力と は 単に 動植物の 生活力と 

いう 如き 自然 的 物 力 を さすので はない。 また 本能と い 

う 如き 無意識 の 能力 を さすので もない。 本能 作用と は 

有機 作用より 起る 一種の 物 力で ある。 人格と はこれ に 

反し 意識の 統一 力で ある。 しかし かくいえば とて、 人 

格と は 各人の 表面的 意識の 中心として 極めて 主観的な 

る 種々 の 希望の 如き 者 をい うので はない。 これらの 希 

望 は 幾分 かその 人の 人格 を 現わす 者で あろうが、 か 

え つて これらの 希望 を 没し 自己 を 忘れた る 所に 真の 人 


格 は 現われる ので ある。 さらばと て カントの いったよ 

うな 全く 経験的 内容 を 離れ、 各人に 一般なる 純理の 作 

用と いう 如き 者で もない。 人格 は その 人 その 人に 由り 

て 特殊の 意味 を も つ た 者で なければ ならぬ。 真の 意識 

統一 というの は 我々 を 知らず して 自然に 現われ 来る 純 

一 無雑の 作用であって、 知情意の 分別な く 主客の 隔離 

なく 独立 自 全なる 意識 本来の 状態で ある。 我々 の 真人 

格 は 此の 如き 時に その 全体 を 現わす ので ある。 故に 人 

格 は 単に 理性に あらず 欲望に あらず 況んゃ 無意識 衝動 

にあらず、 恰も 天才の 神 来の 如く 各人の 内より 直接に 

自発的に 活動す る 無限の 統一 力で ある (古人 も 道 は 知、 


不知に 属せず といった)。 而 して かって 実在の 論に 述 

ベた ように 意識 現象が 唯一 の 実在で あると すれば、 

ただち 

我々 の 人格と は 直に 宇宙 統一 力の 発動で ある。 即ち 

物心の 別 を 打破せ る 唯 一 実在が 事情に 応じ 或 特殊なる 

形に おいて 現われた ものである。 

我々 の 善と は斯の 如き 偉大なる 力の 実現で あるか 

ら、 その 要求 は 極めて 厳粛で ある。 カント も 「我々 

が 常に 無限の 歎美と 畏敬と を 以て 見る 者が 二 つ ある、 

らんまん 

一 は 上に かかる 星斗 爛漫なる 天と、 一 は 心 内に おけ 

る 道徳的 法則で ある」 といった。 


第 十 一 章 善行 為の 動機 (善の 形式) 

上 来 論じた 所 を 総括して いえば、 善と は 自己の 内面 

的 要求 を 満足す る 者 をい うので、 自己の 最大なる 要求 

と は 意識の 根本的 統一 力 即ち 人格の 要求で あるから、 

これ を 満足す る 事 即ち 人格の 実現と いうの が 我々 に 取 

りて 絶対的 善で ある。 而し てこの 人格の 要求と は 意識 

の 統一 力で あると 共に 実在の 根柢に おける 無限なる 統 

一力の 発現で ある、 我々 の 人格 を 実現 するとい うは こ 

の 力に 合一す るの 謂で ある。 善 はかくの 如き 者で ある 

とすれば、 これより 善行 為と は 如何なる 行為で あるか 


を 定める ことができ ると 思う。 

右の 考 よりして 先ず 善行 為と は 凡て 人格 を 目的と し 

た 行為で あると いう こと は 明 である。 人格 は 凡ての 

価値の 根本であって、 宇宙 間にお いてた だ 人格の み 絶 

対 的 価値 を もってい るので ある。 我々 に は 固より 種々 

の 要求が ある、 肉体的 欲求 も あれば 精神的 欲求 も ある、 

従って 富、 力、 知識、 芸術 等 種々 貴ぶべき 者が あるに 

相違ない。 しかしい かに 強大なる 要求で も 高尚なる 要 

求で も、 人格の 要求 を 離れて は 何らの 価値 を 有しない、 

ただ 人格 的 要求の 一 部 または 手段と しての み 価値 を 有 

する ので ある。 富貴、 権力、 健康、 技能、 学識 も それ 


自身に おいて 善なる ので はない、 もし 人格 的 要求に 反 

した 時には かえって 悪と なる。 そこで 絶対的 善行と は 

人格の 実現 其 者 を 目的と した 即ち 意識 統 一 其 者の 為に 

働いた 行為で なければ ならぬ。 

カントに 従えば、 物 は 外より その 価値 を 定めら る 

るので その 価値 は 相対的で あるが、 ただ 我々 の 意志 

は 自ら 価値 を定 むる もので、 即ち 人格 は 絶対的 価値 

を 有して いる。 氏の 教は 誰も 知る 如く 汝 および 他人 

の 人格 を 敬し、 目的 其 者 end  in  itself として 取扱え 

よ、 決して 手段と して 用うる 勿れと いう ことで あつ 

た。 


然 らば 真に 人格 其 者 を 目的と する 善行 為と は 如何な 

る 行為で なければ ならぬ か。 この 問に 答うる に は 人格 

活動の 客観的 内容 を 論じ、 行為の 目的 を 明に せねば な 

ら ぬので あるが、 先ず 善行 為にお ける 主観的 性質 即ち 

その 動機 を 論ずる ことと しょう。 善行 為と は 凡て 自己 

さ き 

の 内面的 必然より 起る 行為で なければ ならぬ。 曩 にも 

いったよ うに、 我々 の 全人格の 要求 は 我々 が 未だ 思慮 

分別せ ざる 直接 経験の 状態に おいての み 自覚す る こと 

がで きる。 人格と はか かる 場合に おいて 心の奥底より 

きた  おもむろ 

現われ 来って、 徐 に 全心 を 包容す る 一 種の 内面的 要 

求の 声で ある。 人格 其 者 を 目的と する 善行と は 斯の如 


き 要求に 従った 行為で なければ ならぬ。 これに 背けば 

自己の 人格 を 否定した 者で ある。 至誠と は 善行に 欠く 

ベ からざる 要件で ある。 キリスト も 天真爛漫 嬰児の 如 

き 者の み 天国に 入る を 得る といわれた。 至誠の 善なる 

の は、 これより 生ずる 結果の 為に 善なる のでない、 そ 

れ 自身に おいて 善なる ので ある。 人 を 欺く のが 悪で あ 

ると いう は、 これより 起る 結果に 由る よりも、 むしろ 

自己 を 欺き 自己の 人格 を 否定す るの 故で ある。 

自己の 内面的 必然と か 天真の 要求と かいうの は往々 

誤解 を 免れない。 或 人 は 放縦 無頼 社会の 規律 を 顧みず 

自己の 情欲 を 検束せ ぬのが 天真で あると 考えて おる。 


しかし 人格の 内面的 必然 即ち 至誠と いうの は 知情意 合 

一 の 上の 要求で ある。 知識の 判断、 人情の 要求に 反し 

て 単に 盲目的 衝動に 従う の 謂で はない。 自己の 知を尽 

し 情を尽 した 上に おい て 始めて 真の 人格 的 要求 即ち 至 

誠が 現われて くるので ある。 自己の 全力 を尽 しきり、 

殆ど 自己の 意識が 無くなり、 自己が 自己 を 意識せ ざる 

所に、 始めて 真の 人格の 活動 を 見る ので ある。 試に 芸 

術の 作品に ついて 見よ。 画家の 真の 人格 即ち オリ ジナ 

リ ティ は 如何なる 場合に 現われる か。 画家が 意識の 上 

において 種々 の 企図 をな す 間 は 未だ 真に 画家の 人格 を 

見る こと はでき ない。 多年 苦心の 結果、 技芸 内に 熟し 


て 意 到り 筆 自ら 随ぅ 所に 至 つ て 始めて これ を 見る こと 

がで きる ので ある。 道徳上に おける 人格の 発現 もこれ 

と 異ならぬ ので ある。 人格 を 発現す るの は 一時の 情欲 

に 従う ので はなく、 最も 厳粛なる 内面の 要求に 従う の 

である。 放縦 懦弱と は 正反対であって、 かえって 艱難 

辛苦の 事業で ある。 

自己の 真摯なる 内面的 要求に 従う という こと、 即ち 

自己の 真人 格 を 実現 するとい うこと は、 客観に 対して 

主観 を 立し、 外物 を 自己に 従える という 意味で はない _ 

自己の 主観的 空想 を 消磨し 尽 して 全然 物と 一 致した る 

処に、 かえって 自己の 真 要求 を 満足し 真の 自己 を 見る 


事が できる ので ある。 一 面より 見れば 各自の 客観的 世 

界は 各自の 人格の 反影で あると いう ことができる。 否 

各自の 真の 自己 は 各自の 前に 現われた る 独立 自 全なる 

実在の 体系 その 者の 外に はない ので ある。 それで 如何 

なる 人で も、 その 人の 最も 真摯なる 要求 はいつ でも そ 

の 人の 見る 客観的 世界の 理想と 常に 一 致した もので な 

ければ ならぬ。 たとえば いかに 私欲 的なる 人間で あつ 

て も、 その 人に 多少の 同情と いう ものが あれば、 その 

人の 最大 要求 は、 必ず 自己の 満足 を 得た 上 は 他人に 満 

足 を 与えたい という ことであろう。 自己の 要求と いう 

の は 単に 肉体的 欲望と かぎらず 理想的 要求と いう こと 


を 含めて いうならば、 どうしても かくいわねば ならぬ _ 

私欲 的 なれば なる 程、 他人の 私欲 を 害する ことに 少な 

からざる 心中の 苦悶 を 感ずる ので ある。 かえ つ て 私欲 

なき 人に して 甫 めて 心 を 安んじて 他人の 私欲 を 破る こ 

とがで きる であろうと 思う。 それで 自己の 最大 要求 を 

充し 自己 を 実現 するとい うこと は、 自己の 客観的 理想 

を 実現 するとい うこと になる、 即ち 客観と 一致す ると 

いう ことで ある。 この 点より 見て 善行 為 は 必ず 愛 で あ 

ると いう ことができる。 愛と いうの は 凡て 自他 一致の 

感情で ある。 主客 合一 の 感情で ある。 啻に 人が 人に 対 

する 場合 のみでな く、 画家が 自然に 対する 場合 も 愛で 


ある。 

プラト— は 有名な 『シム ポジ ュ ー ム』 において 「愛 

は 欠けた る 者が 元の 全き 状態に 還らん とする 情で あ 

る」 とい つてい る。 

しかし 更に 一歩 を 進めて 考えて 見る と、 真の 善行と 

いうの は 客観 を 主観に 従える ので もな く、 また 主観が 

客観に 従う ので もない。 主客 相 没し 物 我 相 忘れ 天地 唯 

一実 在の 活動 あるの みなる に 至って、 甫 めて 善行の 極 

致に 達する ので ある。 物が 我 を 動かした ので もよ し、 

我が物 を 動かした ので もよ い。 雪 舟が 自然 を 描いた も 

ので もよ し、 自然が 雪 舟 を 通して 自己 を 描いた もので 


もよ い。 元来 物と 我と 区別の あるので はない、 客観 世 

界は 自己の 反影と いい 得る ように 自己 は 客観 世界の 反 

影で ある。 我が 見る 世界 を 離れて 我 はない (実在 第 九 

精神の 章 を 参 看せ よ)。 天地 同根 万物 一 体で ある。 

印度の 古賢 はこれ を 「それ は汝 である」 Tattwameisi 

といい、 バウ 口 は 「もはや 余生け るに あらず 基督 余に 

在りて 生けるな り」 といい (加 拉太書 第二 章 二 〇)、 孔 

子 は 「心の 欲する 所に 従うて 矩を踰 えず」 といわれた 

ので ある。 


第 十二 章 善行 為の 目的 (善の 内容) 

人格 その 者 を 目的と する 善行 為 を 説明す るに ついて、 

先ず 善行 為と は 如何なる 動機より 発する 行為で なけれ 

ばなら ぬか を 示した が、 これより 如何なる 目的 を もつ 

た 行為で あるか を 論じて 見よう。 善行 為と いうの も 単 

に 意識 内面の 事に あらず、 この 事実 界に或 客観的 結果 

を 生ずる の を 目的と する 動作で あるから、 我々 は 今 こ 

あきらか 

の 目的の 具体的 内容 を 明 にせねば ならぬ。 前に 論じ 

たの はい わば 善の 形式で、 今 論ぜん とする の は 善の 内 

容 である。 


意識の 統 一 力であって 兼ねて 実在の 統 一 力で ある 人 

格 は、 先ず 我々 の 個人に おいて 実現 せられる。 我々 の 

意識の 根柢に は 分析ので きない 個人性と いう ものが あ 

る。 意識 活動 は 凡て 皆 個人性の 発動で ある。 各人の 知 

識、 感情、 意志 は 尽 くその 人に 特有なる 性質 を 具え 

ている。 意識 現象ば かりで なく、 各人の 容貌、 言語、 

挙動の 上に もこの 個人性が 現われて いる。 肖像画の 現 

わそうと する の は 実に この 個人性で ある。 この 個人性 

は、 人が この 世に 生れる と共に 活動 を 始め 死に 至る ま 

で 種々 の 経験と 境遇と に 従うて 種々 の 発展 をな すので 

ある。 科学者 はこれ を 脳の 素質に 帰す るで あろうが、 


余 は屢々 いったよ うに 実在の 無限なる 統 一 力の 発現で 

あると 考える。 それで 我々 は 先ず この 個人性の 実現と 

いう こと を 目的と せねば ならぬ。 即ち これが 最も 直接 

なる 善で ある。 健康と か 知識と かいう もの は 固より 

尚ぶべき 者で ある。 しかし 健康、 知識 其 者が 善で は 

ない。 我々 は 単に これにて 満足 はでき ぬ。 個人に おい 

て 絶対の 満足 を 与える 者 は 自己の 個人性の 実現で ある。 

即ち 他人に 模倣ので きない 自家の 特色 を 実行の 上に 発 

揮す るので ある。 個人性の 発揮と いう こと は その 人の 

天賦 境遇の 她 何に 関せず 誰に でもで きる ことで ある。 

いかなる 人間で も 皆 各 その 顔の 異なる ように、 他人 


の 模倣ので きない 一 あって 二な き 特色 を もってい るの 

である。 而し てこの 実現 は 各人に 無上の 満足 を 与え、 

また 宇宙 進化の 上に 欠くべからざる 一 員と ならしむ る 

ので ある。 従来 世人 は あまり 個人的 善と いう ことに 重 

きを 置いて おらぬ。 しかし 余 は 個人の 善と いう こと は 

最も 大切なる もので、 凡て 他の 善の 基礎と なる であろ 

うと 思う。 真に 偉人と は その 事業の 偉大なる が 為に 偉 

大な るので はなく、 強大なる 個人性 を 発揮した 為で あ 

る。 高い 処に 登って 呼べば その 声 は 遠い 処に 達する で 

あろうが、 そ は 声が 大きい ので はない、 立つ 処が 高い 

からで ある。 余 は 自己の 本分 を 忘れ 徒らに 他の 為に 


奔走した 人よりも、 能く 自分の 本色 を 発揮した 人が 偉 

大 であると 思う。 

しかし 余が ここに 個人的 善と いうの は 私利 私欲と い 

うこと と は 異なって いる。 個人主義と 利己主義と は 厳 

しく 区別し おかねば ならぬ。 利己主義と は 自己の 快楽 

ォカ まま 

を 目的と した、 つまり 我儘と いう ことで ある。 個人 主 

義 はこれ と 正反対で ある。 各人が 自己の 物質 欲 を 

ほしいまま 

恣 に するとい う 事 はかえ つて 個人性 を 没す る こと 

になる。 豕が幾 匹いても その 間に 個人性 はない。 また 

人 は 個人主義と 共同 主義と 相反 対する ようにい うが、 

余 はこの 両者 は 一致す る ものであると 考える。 一社 会 


の 中に いる 個人が 各 充分に 活動して その 天分 を 発揮し 

てこ そ、 始めて 社会が 進歩す るので ある。 個人 を 無視 

した 社会 は 決して 健全なる 社会と いわれぬ。 

個人的 善に 最も 必要なる 徳は強 盛なる 意志で ある。 

イブ セ ン のブ ラントの 如き 者が 個人的 道徳 の 理想で 

ある。 これに 反し 意志の 薄弱と 虚栄心 と は 最も 嫌う 

べき 悪で ある (共に 自重の 念 を 失うよ リ起 るので あ 

る)。 また 個人に 対し 最大なる 罪 を 犯した る 者 は 失 

望の 極 自殺す る 者で ある。 

右に いったよ うに 真正の 個人主義 は 決して 非難す ベ 

き 者で ない、 また 社会と 衝突すべき 者で もない。 しか 


し いわゆる 各人の 個人性と いう 者 は 各 独立で 互に 無 関 

係なる 実在であろう か。 或は また 我々 個人の 本に は 社 

会 的 自己なる 者が あって、 我々 の 個人 は その 発現で あ 

ろうか。 もし 前者なら ば 個人的 善が 我々 の 最上の 善で 

なければ ならぬ。 もし 後者なら ば 我々 に は 一 層大 なる 

社会の 善が あると いわねば ならぬ。 余 は アリス トテ 

レ ー ス がその 政治学の 始に、 人 は 社会的 動物で あると 

い つたの は 動かすべからざる 真理で あると 思う。 今日 

の 生理学 上から 考えて 見る と 我々 の 肉体が 己に 個人的 

の 者で はない。 我々 の 肉体の 本 は 祖先の 細胞に ある。 

我々 は 我々 の 子孫と 共に 同 一 細胞の 分裂に 由り て 生じ 


た 者で ある。 生物の 全 種属を 通じて 同一 の 生物と 見る 

ことができる。 生物学者 は 今日 生物 は 死せ ずと いって 

いる。 意識 生活に ついて 見ても その 通で ある。 人間が 

共同生活 を 営む 処には 必ず 各人の 意識 を統 一 する 社会 

的 意識なる 者が ある。 言語、 風俗、 習慣、 制度、 法律、 

宗教、 文学 等 は 凡て この 社会的 意識の 現象で ある。 

我々 の 個人的 意識 はこの 中に 発生し この 中に 養成 せら 

れた 者で、 この 犬なる 意識 を 構成す る 一 細胞に すぎな 

い。 知識 も 道徳 も 趣味 も 凡て 社会的 意義 を もっている。 

最も 普遍的なる 学問す らも 社会的 因襲 を 脱しな い (今 

日 各国に 学風 というものがあるの はこれ が 為で ある)。 


いわゆる 個人の 特性と いう 者 はこの 社会的 意識なる 基 

礎の 上に 現われ 来る 多様なる 変化に すぎない、 いかに 

奇抜なる 天才で もこの 社会的 意識の 範囲 を 脱する こと 

はでき ぬ。 かえって 社会的 意識の 深大 なる 意義 を 発揮 

した 人で ある (キリストの 猶太 教 に対する 関係が その 

一 例で ある)。 真に 社会的 意識と 何らの 関係な き 者 は 

狂人の 意識の 如き ものにす ぎぬ。 

右の 如き 事実 は 誰も 拒む こと はでき ぬが、 さて この 

共同 的 意識なる 者が 個人的 意識と 同 一 の 意味に おいて 

存在す る 者で、 一 の 人格と 見る ことができ るか 否かに 

至って は 種々 の 異論が ある。 へ ッフデ イングな どは統 


一 的 意識の 実在 を 否定し、 「森 は 木の 集合であって こ 

れを 分てば 森なる 者がない、 社会 も 個人の 集合で 個人 

の 外に 社会と いう 独立なる 存在 はない」 といって いる 

(Hoffding  〔# 「0」 は ウムラウト (： ) 付き〕， Ethik, 

S. 157)。 しかし 分析した 上で 統 一 が 実在せ ぬから 統 

一がない とはい われぬ。 個人の 意識で もこれ を 分析す 

れば 別に 統一的 自己と いう 者 は 見出されない。 しかし 

統 一 の 上に 一 つの 特色が あって、 種々 の 現象 はこの 統 

一 に 由って 成立す る 者と 見做さね ばなら ぬから、 一 つ 

の 生きた 実在と 看做す ので ある。 社会的 意識 も 同一 の 

理由に 由って 一 つの 生きた 実在と 見る ことができる。 


社会的 意識に も 個人的 意識と 同じように 中心 も ある 連 

絡 も ある 立派に 一 の 体系で ある。 ただ 個人的 意識に は 

肉体と いう 一 つの 基礎が ある。 これ は 社会的 意識と 異 

なる 点で あるが、 脳と いう 者 も 決して 単純なる 物体で 

ない、 細胞の 集合で ある。 社会が 個人と いう 細胞に 

由って 成つ ている と 違う 所 はない。 

かく 社会的 意識なる 者が あ つて 我々 の 個人的 意識 は 

その 一部で あるから、 我々 の 要求の 大部分 は 凡て 社会 

的で ある。 もし 我々 の 欲望の 中より その他 愛 的 要素 を 

去ったならば、 殆ど 何物 も 残らない 位で ある。 我々 の 

生命 欲 も 主なる 原因 は 他愛に ある を 以て 見ても 明で あ 


る。 我々 は 自己の 満足よりも かえって 自己の 愛する 者 

または 自己の 属する 社会の 満足に よりて 満足され るの 

である。 元来 我々 の 自己の 中心 は 個体の 中に 限られた 

る 者で はない。 母の 自己 は 子の 中に あり、 忠臣の 自己 

は 君主の 中に ある。 自分の 人格が 偉大と なる に 従うて、 

自己の 要求が 社会的と なって くるので ある。 

これより 少しく 社会的 善の 階級 を 述べよう。 社会的 

意識に 種々 の 階級が ある。 そのうち 最小であって、 直 

接なる 者 は 家族で ある、 家族と は 我々 の 人格が 社会に 

発展す る 最初の 階級と いわねば ならぬ。 男女 相 合して 

一家 族 を 成す の 目的 は、 単に 子孫 を 遺す というよりも、 


一 層 深遠なる 精神的 (道徳的) 目的 を もっている。 プ 

ラト ー の 『シム ポジ ュ ー ム』 の 中に、 元は 男女が 一体 

であった のが、 神に 由って 分割され たので、 今に 及ん 

で 男女が 相 慕う ので あると いう 話が ある。 これ はよ ほ 

ど 面白い 考 である。 人類と いう 典型より 見たならば、 

個人的 男女 は 完全なる 人で ない、 男女 を 合した 者が 完 

全なる 一人で ある。 オット ー • ヴ アイ ニン ゲルが 「人 

間 は 肉体に おいても 精神に おいても 男性的 要素と 女性 

的 要素との 結合より 成った 者で ある、 両性の 相愛す る 

の はこの 二 つの 要素が 合して 完全なる 人間と なる 為で 

ある」 といって いる。 男子の 性格が 人類の 完全なる 典 


型で ないように、 女子の 性格 も 完全なる 典型で は ある 

まい。 男女の 両性が 相補うて 完全なる 人格の 発展が で 

きる ので ある。 

しかし 我々 の 社会的 意識の 発達 は 家族と いうよう な 

小 団体の 中に かぎられ たもので はない。 我々 の 精神的 

並に 物質的 生活 は 凡て それぞれの 社会的 団体に おいて 

発達す る ことができ るので ある。 家族に 次いで 我々 の 

意識 活動の 全体 を統 一 し、 一 人格の 発現と も 看做す ベ 

き 者 は 国家で ある。 国家の 目的に ついては 色々 の 説が 

ある。 或 人 は 国家の 本体 を 主権の 威力に 置き、 その 目 

的 は 単に 外 は 敵 を ふせぎ 内 は 国民 相互の 間の 生命 財産 


を 保護す るに あると 考えて いる (ショ ー ペン ハウェル、 

テ— ン、 ホップス など はこれ に 属する)。 また 或 人 は 

国家の 本体 を 個人の 上に 置き、 その 目的 は 単に 個人の 

人格 発展の 調和に あると 考えて いる (ルソ ー などの 説 

である)。 しかし 国家の 真正なる 目的 は 第一 の 論者の 

いうよう な 物質的で また 消極的な もので なく、 また 第 

一 一 の 論者の いうよう に 個人の 人格が 国家の 基礎で もな 

い。 我々 の 個人 はかえ つて 一社 会の 細胞と して 発達し 

来った ものである。 国家の 本体 は 我々 の 精神の 根柢で 

ある 共同 的 意識の 発現で ある。 我々 は 国家に おいて 人 

格の 大 なる 発展 を 遂げる ことができ るので ある。 国家 


は 統一した 一の 人格であって、 国家の 制度 法律 はかく 

の 如き 共同 意識の 意志の 発現で ある (この 説 は 古代で 

は プラト ー、 アリス トテレ ー ス、 近代で はへ ー ゲルの 

説で ある)。 我々 が 国家の 為に 尽 すの は 偉大なる 人格 

の 発展 完成の 為で ある。 また 国家が 人 を 罰する の は 

復警 の 為で もな く、 また 社会 安寧の 為で もない、 人格 

に 犯す ベ からざる 威厳が ある 為で ある。 

国家 は 今日の 処 では 統一 した 共同 的 意識の 最も 偉大 

なる 発現で あるが、 我々 の 人格 的 発現 はこ こに 止まる 

こと はでき ない、 なお 一層 大 なる 者 を 要求す る。 それ 

は 即ち 人類 を 打して 一 団 とした 人類 的 社会の 団結で あ 


る。 此の 如き 理想 は 己に バウ 口の 基督教に おいて また 

ストイック 学派に おいて 現われて いる。 しかし この 理 

想 は 容易に 実現 はでき ぬ。 今日はな お 武装 的 平和の 時 

代で ある。 

遠き 歴史の 初から 人類 発達の 跡 をた ど つ て 見る と、 

国家と いう もの は 人類 最終の 目的で はない。 人類の 発 

展には 一 貫の 意味 目的が あって、 国家 は 各 その 一 部の 

使命 を充す 為に 興亡 盛衰す る 者で あるら しい (万国史 

はへ— ゲルの いわゆる 世界的 精神の 発展で ある)。 し 

かし 真正の 世界主義と いう は 各国 家が 無くなる という 

意味で はない。 各国 家が 益々 強固と なって 各自の 特徴 


を 発揮し、 世界の 歴史に 貢献す るの 意味で ある。 


第 十三 章 完全なる 善行 

善と は 一 言に ていえば 人格の 実現で ある。 これ を 内 

より 見れば、 真摯なる 要求の 満足、 即ち 意識 統 一 であつ 

て、 その 極 は 自他 相 忘れ、 主客 相 没 するとい う 所に 到 

ら ねばならぬ。 外に 現われた る 事実と して 見れば、 小 

は 個人性の 発展より、 進んで 人類 一般の 統一的 発達に 

到って その 頂点に 達する ので ある。 この 両様の 見解よ 

りして なお 一 つ 重要なる 問題 を 説明せ ねばならぬ 必要 

が 起って 来る。 内に 大 なる 満足 を 与うる 者が 必ず また 

事実に おいても 大 なる 善と 称すべき 者であろう か。 即 


ち 善に 対する 二様の 解釈 はいつ でも 一 致す るであろう 

かの 問題で ある。 

余 は 先ず かって 述べた 実在の 論より 推論して、 この 

両 見解 は 決して 相 矛盾 衝突す る ことがない と 断言す る。 

元来 現象に 内外の 区別 はない、 主観的 意識と いう も 客 

観 的 実在 界 という も、 同一の 現象 を 異なった 方面よ リ 

見た ので、 具体的に はた だ 一 つの 事実が ある だけで あ 

る。 しばしばい つたよう に 世界 は 自己の 意識 統一 に 由 

りて 成立 するとい つても よし、 また 自己 は 実在の 或特 

殊 なる 小 体系と いっても よい。 仏教の 根本的 思想で あ 

るよう に、 自己と 宇宙と は 同一 の 限抵を もっている、 


否 直に 同一 物で ある。 この 故に 我々 は 自己の 心 内に 

おいて、 知識で は 無限の 真理と して、 感情で は 無限の 

美と して、 意志で は 無限の 善と して、 皆 実在 無限の 意 

義を 感ずる ことができ るので ある。 我々 が 実在 を 知る 

というの は、 自己の 外の 物 を 知る ので はない、 自己 自 

身 を 知る ので ある。 実在の 真善美 は 直に 自己の 真善美 

でなければ ならぬ。 然 らば 何故 にこの 世の中に 偽 醜悪 

が あるかの 疑が 起る であろう。 深く 考えて 見れば 世の 

中に 絶対的 真善美と いう 者 もなければ、 絶対的 偽 醜悪 

という 者 もない。 偽 醜悪 はいつ も 抽象的に 物の 一 面 を 

ぜんぴょう 

見て 全豹 を 知らず、 一方に 偏して 全体の 統一に 反す 


る 所に 現われる ので ある (実在 第五 章に おいてい つた 

ように、 一 面より 見れば 偽 醜悪 は 実在 成立に 必要で あ 

る、 いわゆる 対立 的 原理より 生ずる ので ある)。 

ァゥ グスチ ヌスに 従えば 元来 世の中に 悪と いう 者 

はない、 神より 造られた る 自然 は 凡て 善で ある、 た 

だ 本質の 欠乏が 悪で ある。 また 神 は 美しき 詩の 如く 

に 対立 を 以て 世界 を 飾った、 影が 画の 美 を 増す が 如 

く、 もし 達観す る 時 は 世界 は 罪 を 持ちな がらに 美で 

ある。 

試 に 善の 事実と 善の 要求との 衝突す る 場合 を 考え 

て 見る と 二つ あるので ある。 一は 或 行為が 事実と して 


は 善で あるが その 動機 は 善で ない というのと、 一 は 動 

機 は 善で あるが 事実と して は 善で ない というの である。 

先ず 第一 の 場合に ついて 考えて 見る と、 内面的 動機が 

私利 私欲であって、 ただ 外面 的 事実に おいて 善 目的に 

合うて いると しても、 決して それが 人格 実現 を 目的と 

する 善行と いわれまい。 我々 は 時に かかる 行為 を も 賞 

讃 する ことがある であろう。 しかし そ は 決して 道徳の 

点より 見た のでな く、 単に 利益と いう 点より 見た ので 

ある。 道徳の 点より 見れば、 かかる 行為 はたと い 愚で 

おのれ 

あっても 己が 至誠 を尽 した 者に 劣って いる。 或は 一 

個人が 己 自身 を 潔 うする 一 人の 善行よりも、 たとい 


純粋なる 善 動機より 出で ずと する も、 多数の 人 を 利す 

る 行為の 方が 勝って いると いうので もあろう。 しかし 

人 を 益 するとい うに も 色々 の 意味が あって、 単に 物質 

上の 利益 を 与うる というならば、 その 利益が 善い 目的 

に 用いら るれば 善と なる が、 悪い 目的に 用いら るれば 

かえって 悪 を 助ける ように もなる。 また いわゆる 世 道 

ひえき 

人心 を 益 するとい う 真に 道徳的 稗 益の 意味で いうなら 

ば、 その 行為が 内面的に 真の 善行でなかった ならば そ 

は 単に 善行 を 助く る 手段であって、 善行 其 者で はない、 

たとい 小で あっても 真の 善行 其 者と は 比較 はでき ない 

ので ある。 次に 第二の 場合に ついて 考えて 見よう。 動 


機が 善くと も、 必ずしも 事実上 善と はい われない こと 

が ある。 個人の 至誠と 人類 一 般の 最上の 善と は 衝突す 

る ことがあ ると はよ く 人の いう 所で ある。 しかし かく 

いう 人 は 至誠と いう 語 を 正当に 解して おらぬ と 思う。 

もし 至誠と いう 語 を 真に 精神 全体の 最 深なる 要求と い 

う 意味に 用いたならば、 これらの 人の いう 所 は 殆ど 事 

実で ない と 考える。 我々 の 真摯なる 要求 は 我々 の 作為 

した もので はない、 自然の 事実で ある。 真お よび 美に 

おいて 人心の 根本に 一般的 要素 を 含む ように、 善に お 

いても 一般的 要素 を 含んで おる。 ファウストが 人世に 

ついて 大 煩悶の 後、 夜 深く 野の 散歩より 淋しき 己が 書 


斎に かえった 時の ように、 夜 静に心 平なる の 時、 自ら 

この 感情が 働いて くるので ある (Goethe,  Faust, 

Erster  Teil,  studierzimmer) 。 我々 と 全く 意識の 根柢 

すべ 

を 異にせる ものが あったならば とにかく、 凡ての 人に 

共通なる 理性 を 具した 人間であるなら ば、 必ず 同 一 に 

考え 同一 に 求めねば ならぬ と 思う。 勿論 人類 最大の 要 

求が 場合に 由って は 単に 可能性に 止まって、 現実と 

なって 働かぬ こと も あるであろう、 しかし かかる 場合 

でも 要求がない ので はない、 蔽 われて いるので ある、 

自己が 真の 自己 を 知らな い ので ある。 

右に 述べた ような 理由に 由って、 我々 の最 深なる 要 


求と 最大の 目的と は 自ら 一 致す る ものであると 考える。 

我々 が 内に 自己 を 鍛練して 自己の 真 体に 達する と共に、 

外 自ら 人類 一 味の 愛 を 生じて 最上の 善 目的に 合うよう 

になる、 これ を 完全なる 真の 善行と いうので ある。 か 

くの 如き 完全なる 善行 は 一 方より 見れば 極めて 難事の 

ようで あるが、 また 一 方より 見れば 誰に もで きな けれ 

ばなら ぬ ことで ある。 道徳の 事 は 自己の 外に ある 者 を 

求む るので はない、 ただ 自己に ある 者 を 見出す ので あ 

る。 世人 は往々 善の 本質と その外 殼とを 混ず るから、 

何 か 世界的 人類 的 事業で もしなければ 最大の 善で ない 

ように 思って いる。 しかし 事業の 種類 は その 人の 能力 


と 境遇と に 由って 定まる もので、 誰に も 同一 の 事業 は 

できない。 しかし 我々 はいかに 事業が 異なって いても、 

同一の 精神 を 以て 働く こと はでき る。 いかに 小さい 事 

業に しても、 常に 人類 一味の 愛情より 働いて いる 人 は、 

偉大なる 人類 的 人格 を 実現しつつ ある 人と いわねば な 

らぬ。 ラファエルの 高尚 優美なる 性格 は 聖母に おいて 

も その 最も 適当なる 実現の 材料 を 得た かも 知れぬ が、 

ラファエルの 性格 は 啻に 聖母に おいての みで はなく、 

彼の 描きし 凡ての 画に おいて 現われて いるので ある。 

たとい ラファエルと ミケランジェロと 同一 の 画題 を択 

んだ にしても、 ラファエル は ラファエルの 性格 を 現わ 


しミケ ラン ジ ェ 口 はミケ ラン ジ ェ 口 の 性格 を 現わす の 

である。 美術 や 道徳の 本体 は 精神に あって 外界の 事物 

にないの である。 

終に 臨んで 一 言して 置く。 善 を 学問的に 説明 すれば 

色々 の 説明 はでき るが、 実地 上 真の 善と はた だ 一 つ あ 

るの みで ある、 即ち 真の 自己 を 知る というに 尽きて 居 

る。 我々 の 真の 自己 は 宇宙の 本体で ある、 真の 自己 を 

知れば 啻に 人類 一 般の 善と 合する ばかりでなく、 宇宙 

の 本体と 融合し 神意と 冥 合する ので ある。 宗教 も 道徳 

も 実に ここに 尽きて 居る。 而 して 真の 自己 を 知り 神と 

合する 法 は、 ただ 主客 合一 の 力 を 自得す るに あるの み 


である。 而し てこの 力 を 得る の は 我々 のこの 偽 我 を 殺 

よみがえ 

し尽 して 一 たび この 世の 欲より 死して 後 蘇 るので あ 

る (マホメットが いったよ うに 天国 は 剣の 影に ある)。 

此の 如くに して 始めて 真に 主客 合一 の 境に 到る ことが 

キリス 卜き よ-つ 

できる。 これが 宗教 道徳 美術の 極意で ある。 基督教 

けんしょう 

では これ を 再生と い い 仏教で はこれ を 見 性 という。 

昔 口— マ 法皇 ベネ ディ クト十 一 世が ジョ ット— に 画家 

として 腕 を 示す ベ き 作 を 見せよ と いって やったら、 

ジ ヨット— はた だ 一 円形 を 描いて 与えた という 話が あ 

る。 我々 は 道徳上に おいて この ジ ヨット ー の 一円 形 を 

得ねば ならぬ。 


第 四 編 宗教 

第 一 章 宗教 的 要求 

宗教 的 要求 は 自己に 対する 要求で ある、 自己の 生命 

についての 要求で ある。 我々 の 自己が その 相対的に し 

て 有限なる こと を覚 知す ると 共に、 絶対 無限の 力に 合 

一 して これに 由り て 永遠の 真 生命 を 得ん と 欲する の 要 

求で ある。 バウ 口が 「すでに われ 生ける にあらず 基督 

我に ありて 生けるな リ」 といった ように、 肉的 生命の 

すべ  おわ 

凡て を 十字架に 釘付け 了り て 独り 神に 由り て 生きん と 


する の 情で ある。 真正の 宗教 は 自己の 変換、 生命の 革 

新 を 求める ので ある。 基督が 「十字架 を 取りて 我に 従 

はざる 者 は 我に 協 はざる 者な リ」 といった ように、 一 

点な お 自己 を 信ずる の 念 ある 間 は 未だ 真正の 宗教心と 

はい われない ので ある。 

現世 利益の 為に 神に 祈る 如き はいう に 及ばず、 徒 

らに 往生 を 目的と して 念仏す るの も 真の 宗教心で はな 

い。 されば 『歎 異鈔』 にも 「わが 心に 往生の 業 を はげ 

みて 申す ところの 念仏 も自 行に なすな り」 といって あ 

る。 また 基督教に おいても かの 単に 神助 を 頼み、 神 

罰 を 恐れる という 如き は 真の 基督教で はない。 これら 


は 凡て 利己心の 変形に すぎない ので ある。 しかの みな 

らず、 余 は 現 時 多く の 人の い う 如き 宗教 は 自己 の 安心 

の 為で あると いう こと すら 誤つ ている ので はない かと 

思う。 かかる 考を もってい るから、 進取 活動の 気象 を 

滅却して 少欲 無 憂 の 消極的 生活 を 以て 宗教の 真意 を 得 

たと 心得る ように もなる ので ある。 我々 は 自己の 安心 

の 為に 宗教 を 求める ので はない、 安心 は 宗教より 来る 

結果に すぎない。 宗教 的 要求 は 我々 の已 まんと 欲して 

己む 能わざる 大 なる 生命の 要求 である、 厳粛な る 意志 

の 要求で ある。 宗教 は 人間の 目的 其 者であって、 決し 

て 他の 手段と すべき 者で はない ので ある。 


主意 説の 心理学者の いうよう に、 意志 は 精神の 根本 

的 作用であって、 凡ての 精神 現象が 意志の 形 をな して 

いると すれば、 我々 の 精神 は 欲求の 体系であって、 こ 

の 体系の 中心と なる 最も 有力なる 欲求が 我々 の 自己で 

あると いう ことと なる。 而し てこの 中心より 凡て を統 

一 して 行く こと 即ち 自己 を 維持 発展す る ことが 我々 の 

精神的 生命で ある。 この 統一の 進行す る 間 は 我々 は 生 

きている ので あるが、 もし この 統一が 破れた ときには、 

たとい 肉体に おいて 生きて いるに もせよ、 精神に おい 

て は 死せ る も 同然と なる ので ある。 然るに 我々 は 個人 

的 欲求 を 中心として 凡て を統 一 する ことができる であ 


ろうか。 即ち、 個人的 生命 は どこまでも 維持 発展す る 

ことので きる ものであろう か。 世界 は 個人の 為に 造ら 

れ たる 者で はなく、 また 個人的 欲求が 人生 最大の 欲求 

でもない。 個人的 生命 は 必ず 外 は 世界と 衝突し 内は自 

ら 矛盾に 陥らねば ならぬ。 ここにお いて 我々 は 更に 大 

なる 生命 を 求めねば ならぬ ようになる、 即ち、 意識 中 

心の 推移に 由り て 更に 大 なる 統 一 を 求めねば ならぬ よ 

うになる ので ある。 かくの 如き 要求 は 凡て 我々 の 共同 

的 精神の 発生の 場合に おいても これ を 見る ことができ 

るので あるが、 ただ 宗教 的 要求 はか かる 要求の 極点で 

ある。 我々 は 客観的 世界に 対して 主観的 自己 を 立し こ 


れに由 りて 前者 を 統一 せんとす る 間 は、 その 主観的 自 

己 はいかに 大な るに もせよ、 その 統一 は 未だ 相対的た 

る を 免れない、 絶対的 統一 はた だ 全然 主観的 統一 を棄 

てて 客観的 統 一 に 一 致す る ことに 由り て 得られる ので 

ある。 

元来、 意識の 統一と いうの は 意識 成立の 要件で あつ 

て、 その 根本的 要求で ある。 統一な き 意識 は 無 も 同然 

である、 意識 は 内容の 対立に 由り て 成立す る ことが で 

き、 その 内容が 多様 なれば なる 程 一方に おいて 大 なる 

統一 を 要する ので ある。 この 統一の 極まる 所が 我々 の 

いわゆる 客観的 実在と いう もので、 この 統一 は 主客の 


合一 に 至って その 頂点に 達する ので ある。 客観的 実在 

と いうの も 主観的 意識 を 離れて 別に 存在す るので はな 

い、 意識 統一 の 結果、 疑わん と 欲して 疑う 能わず、 求 

めんと 欲して これ 以上に 求む るの 途 なきもの をい うの 

である。 而 して かくの 如き 意識 統一 の 頂点 即ち 主客 合 

一 の 状態と いうの は 啻に 意識の 根本的 要求で あるの み 

ならず また 実に 意識 本来 の 状態で ある。 コン ジャック 

がいった ように、 我々 が 始めて 光 を 見た 時には これ を 

見る というよりも むしろ 我 は 光 其 者で ある。 凡て 最初 

ただち 

の 感覚 は 小児に 取りて は 直 に 宇宙 其 者で なければ な 

らぬ。 この 境涯に おいて は 未だ 主客の 分離な く、 物 我 


一 体、 ただ、 一 事実 あるの みで ある。 我と 物と 一 なる 

が 故に 更に 真理の 求むべき 者な く、 欲望の 満 すべき 者 

もない、 人 は 神と 共に あり、 エデンの 花園と はかくの 

如き 者 をい うのであろう。 然るに 意識の 分化 発展す る 

そむ 

に 従い 主客 相対 立し、 物 我 相 背き、 人生 ここにお いて 

要求 あり、 苦悩 ぁリ、 人 は 神より 離れ、 楽園 は 長え に 

とざ 

アダムの 子孫より 鎖され るよう になる ので ある。 しか 

し 意識 はいかに 分化 発展す るに しても 到底 主客 合一 の 

統一より 離れる こと はでき ぬ、 我々 は 知識に おいて 意 

志に おいて 始終 この 統一 を 求めて いるので ある。 意識 

の 分化 発展 は 統一 の 他面であって やはり 意識 成立の 要 


件で ある。 意識の 分化 発展す るの はかえ つて 一 層大な 

る 統一 を 求める ので ある。 統一 は 実に 意識の アルファ 

であり また オメガで あると いわねば ならぬ。 宗教 的 要 

求 はかくの 如き 意味に おける 意識 統一 の 要求であって、 

兼ねて 宇宙と 合一 の 要求で ある。 

かくして 宗教 的 要求 は 人心の 最深 最大なる 要求で あ 

る。 我々 は 種々 の 肉体的 要求 やまた 精神的 要求 を もつ 

ている。 しかし そ は 皆 自己の 一部の 要求に すぎない、 

独り 宗教 は 自己 其 者の 解決で ある。 我々 は 知識に おい 

てまた 意志に おいて 意識の 統 一 を 求め 主客の 合 一 を 求 

める、 しかし こ はなお 半面の 統一に すぎない、 宗教 は 


これらの 統一 の 背後に おける 最 深の 統一 を 求める ので 

ある、 知 意 未 分 以前の 統一 を 求める ので ある。 我々 の 

凡ての 要求 は 宗教 的 要求より 分化した もので、 また そ 

の 発展の 結果 これに 帰着 するとい つてよ い。 人智の 未 

だ 開けない 時 は 人々 かえって 宗教 的であって、 学問 道 

徳の 極致 はまた 宗教に 入らねば ならぬ ようになる。 世 

に は往々 何故に 宗教が 必要で あるかな ど 尋ねる 人が あ 

る。 しかし かくの 如き 問 は 何故に 生きる 必要が あるか 

というと 同一 である。 宗教 は 己の 生命 を 離れて 存 する 

ので はない、 その 要求 は 生命 其 者の 要求で ある。 かか 

る 問 を 発する の は 自己の 生涯の 真面目 ならざる を 示す 


ものである。 真摯に 考え 真摯に 生きん と 欲する 者は必 

ず 熱烈なる 宗教 的 要求 を 感ぜずに はいられな いので あ 

る。 


第二 章 宗教の 本質 

宗教と は 神と 人との 関係で ある。 神と は 種々 の 考え 

方 も あるで あろうが、 これ を 宇宙の 根本と 見て おくの 

が 最も 適当で あろうと 思う、 而 して 人と は 我々 の 個人 

的 意識 を さすので ある。 この 両者の 関係の 考え方に 

由って 種々 の 宗教が 定まって くるので ある。 然 らば 如 

何なる 関係が 真の 宗教 的 関係であろう か。 もし 神と 我 

と は その 根柢に おいて 本質 を 異にし、 神 は 単に 人間 以 

上の 偉大なる 力と いう 如き 者と するならば、 我々 はこ 

れに 向って 毫も 宗教 的 動機 を 見出す こと はでき ぬ。 或 


はこれ を 恐れて その 命に 従う こと もあろう、 或は これ 

に 媚びて 福利 を 求める こと もあろう。 しかし そ は 皆 利 

己 心より 出づ るに すぎない、 本質 を 異にせる 者の 相互 

の 関係 は 利己心の 外に 成り立つ こと はで きないの であ 

る。 口 バルト ソン • ス ミス も 「宗教 は 不可知的 力 を 恐 

れ るより 起る ので はない、 己と 血族の 関係 ある 神 を 

敬愛す るより 起る ので ある、 また 宗教 は 個人が 超自然 

力に 対する 随意 的 関係で はなく して、 一 社会の 各員が 

その 社会の 安寧秩序 を 維持す る 力に 対する 共同 的 関係 

である」 といって いる。 凡ての 宗教の 本に は 神人 同性 

の 関係がなければ ならぬ、 即ち 父子の 関係がなければ 


ならぬ。 しかし 単に 神と 人と 利害 を 同じう し 神 は 我ら 

を 助け 我ら を 保護 するとい うので は 未だ 真の 宗教で は 

ない、 神 は 宇宙の 根本であって 兼ねて 我らの 根本で な 

ければ ならぬ、 我らが 神に 帰す るの は その 本に 帰す る 

ので ある。 また 神 は 万物の 目的であって 即ち また 人間 

の 目的で なければ ならぬ、 人 は 各 神に おいて 己が 真 

の 目的 を 見出す ので ある。 手足が 人の 物なる が 如く、 

人 は 神の 物で ある。 我々 が 神に 帰す るの は 一方より 見 

れば己 を 失うよう であるが、 一 方より 見れば 己 を 得る 
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所以で ある。 基督が 「その 生命 を 得る 者 はこれ を 失い 

我が 為に 生命 を 失う 者 はこれ を 得べ し」 といわれ たの 


が 宗教の 最も 醇 なる 者で ある。 真の 宗教に おける 神 

人の 関係 は 必ず 斯の 如き 者で なければ ならぬ。 我々 が 

神に 祈り または 感謝 するとい う も、 自己の 存在の 為に 

する ので はない、 己が 本分の 家郷た る 神に 帰せん こと 

を 祈り また これに 帰せし こと を 感謝す るので ある。 ま 

た 神が 人 を 愛する というの もこの 世の 幸福 を 与うる の 

ではない、 これ をして 己に 帰せし める ので ある。 神 は 

生命の 源で ある、 我 はた だ 神に おいて 生く。 かく あり 

てこ そ 宗教 は 生命に 充ち、 真の 敬虔の 念 も 出で くるの 

である。 単に 諦める といい、 任す という 如き は 尚 自己 

の 臭気 を 脱して 居らぬ、 未だ 真の 敬虔の 念と はい われ 


ない。 神に おいて 真の 自己 を 見出すな どい う 語 は 或は 

自己に 重き を 置く ように 思われる かも 知らぬ が、 これ 

かえ つ て 真に 己 をす てて 神 を 崇 ぶ 所以で ある。 

神人 その 性 を 同じう し、 人 は 神に おいて その 本に 帰 

すと いうの は 凡ての 宗教の 根本的 思想であって、 この 

思想に 基づく ものにして 始めて 真の 宗教と 称する こと 

がで きる と 思う。 しかし 斯の 如き 一 思想の 上に おいて 

もまた 神人の 関係 を 種々 に 考える ことができる。 神 は 

宇宙の 外に 超越せ る 者であって、 外より 世界 を 支配し 

人に 対しても 外から 働く ように 考える こと もで き、 ま 

たは 神 は 内在的であって、 人 は 神の 一部で あり 神 は 内 


より 人に 働く と 考える こと もで きる。 前者 は いわゆる 

有神論 theism の考 であって、 後者 は いわゆる 汎神論 

pantheism の考 である。 後者の 如く 考 うる 時 は 合理 

的で あるか も 知らぬ が、 多くの 宗教家 はこれ に 反対す 

るので ある。 何と なれば 神と 自然と を 同一視す る こと 

は 神の 人格 性 をな くす る ことにな リ、 また 万有 を 神の 

変形の 如くに 見做す の は 神の 超越 性 を 失い その 尊厳 を 

害う ばかりでなく、 悪の 根源 も 神に 帰せねば ならぬ 

ような 不都合 も 出て くるので ある。 しかしよ く 考えて 

見る と、 汎神論 的 思想 に 必ず これら の 欠点が あると も 

い えず、 有神論 に 必ず これらの 欠点がない ともい われ 


ない。 神と 実在の 本体と を 同一視す る も、 実在の 根本 

が 精神的で あると すれば 必ずしも 神の 人格 性 を 失う 事 

と はならぬ。 またい かなる 汎神論で あっても 個々 の 万 

物 そのままが 直に 神で あると いうので はない、 スピ 

ノ ー ザ 哲学に おいても 万物 は 神の 差別 相 modes であ 

る。 また 有神論に おいても 神の 全知全能 とこの 世に お 

ける 悪の 存在と は 容易に 調和す る こと はでき ぬ。 こ は 

実 に 中世 哲学 においても 幾多の 人の 頭を悩ました 問題 

であった ので ある。 

超越 的 神が あ つ て 外から 世界 を 支配 するとい う 如き 

考は 啻に 我々 の 理性と 衝突す るば かりで なく、 かかる 


宗教 は 宗教の 最 深なる 者と はい われない ように 思う。 

我々 が 神意と して 知るべき 者 は 自然の 理法 あるの みで 

ある、 この 外に 天啓と いうべき 者 はない。 勿論 神は不 

可 測で あるから、 我々 の 知る 所 は その 一部に すぎぬ で 

あろう。 しかし この 外に 天啓なる ものが あるに しても 

我々 はこれ を 知る こと はでき まい、 またもし これに 反 

する 天啓 ありと すれば、 こ はかえ つて 神の 矛盾 を 示す 

ので ある。 我々 が 基督の 神性 を 信ずる の は、 その 一生 

が最 深なる 人生の 真理 を 含む 故で ある。 我々 の 神と は 

天地 これに 由り て 位 し 万物 これに 由り て 育す る 宇宙 

の 内面的 統一 力で なければ ならぬ、 この 外に 神と いう 


べき もの はない。 もし 神が 人格 的で あると いうならば、 

かく 

此の 如き 実在の 根本に おいて 直に 人格 的 意義 を 認める 

との 意味でなくて はならぬ。 然ら ずして 別に 超自然的 

を 云々 する 者 は、 歴史的 伝説に 由る にあら ざれば 自家 

の 主観的 空想 にすぎないの である。 また 我々 はこの 自 

然の 根柢に おいて、 また 自己の 根柢に おいて 直に 神 を 

見れば こそ 神に おいて 無限の 暖さを 感じ、 我 は 神に お 

い て 生く という 宗教の 真髄に 達する こと もで きる ので 

ある。 神に 対する 真の 敬愛の 念 は ただこの 中より 出で 

くる ことができる。 愛と いうの は 一 一 つの 人格が 合して 

一 となる の §師 であり、 敬と は 部分的 人格が 全人格に 対 


して 起す 感情で ある。 敬愛の 本に は 必ず 人格の 統一と 

いう ことがなければ ならぬ。 故に 敬愛の 念 は 人と 人と 

の 間に 起る ばかりでなく、 自己の 意識 中に おいても 現 

われる ので ある。 我々 のきのう、 きょうと 相 異なれる 

意識が 同 一 なる 意識 中心 を 有する が 故に 自敬 自愛の 念 

を 以て 充 される と同じように、 我々 が 神 を 敬し 神 を 愛 

する の は 神と 同一 の 根柢 を 有する が 故で なければ なら 

ぬ、 我々 の 精神が 神の 部分的 意識なる が 故で なければ 

ならぬ。 勿論 神と 人と は 同一なる 精神の 根柢 を 有する 

も、 同 一 なる 思想 を 有する 二人の 精神が 互に 独立す る 

が 如く 独立す ると 考える こと もで きる であろう。 しか 


しこ は 肉体より 見て 時間お よび 空間 的に 精神 を 区別し 

たので ある。 精神に おいて は 同一 の 根柢 を 有する 者 は 

同一 の 精神で ある。 我々 の 日々 に 変ずる 意識が 同一 の 

統 一 を 有する が 故に 同 一 の 精神と 見られる が 如くに、 

我々 の 精神 は 神と 同一 体で なければ ならぬ。 かくして 

我 は 神に おいて 生く というの も 単に 比喩で はなく して 

事実で ある ことができる (ウェストコット という ビ 

シ ョ ップも 約 翰 伝 第 十七 章 第一 一十 一 節に 註して 「信者 

の 一致と は 単に 目的 感情 等の 徳義 上の 合一 moral 

unity ではなく して 生命の 合一 vital  unity である」 と 

いっている)。 


かく 最 深の 宗教 は 神人 同体の 上に 成立す る ことが で 

き、 宗教の 真意 はこの 神人 合一 の 意義 を 獲得す るに あ 

るので ある。 即ち 我々 は 意識の 根柢に おいて 自己の 意 

識を 破り て 働く 堂 々 たる 宇宙 的 精神 を 実験す る にある 

ので ある。 信念と いうの は 伝説 や 理論に 由り て 外から 

与えら るべ き 者で はない、 内より 磨き 出さる ベ き 者で 

ある。 ヤコ ブ • ベ ー メの いったよ うに、 我々 は最 深な 

る 内 生 die  innerste  Gebmt に 由リて 神に 到る ので あ 

る。 我々 はこの 内面的 再生に おいて 直に 神 を 見、 これ 

を 信ずる と共に、 ここに 自己の 真 生命 を 見出し 無限の 

力 を 感ずる ので ある。 信念と は 単なる 知識で はない、 


かかる 意味に おける 直観で あると 共に 活力で あるので 

ある。 凡て 我々 の 精神 活動の 根柢に は 一 つの 統一 力が 

働いて いる、 これ を 我々 の 自己と いい また 人格と もい 

うので ある。 欲求の 如き はいう まで もな く、 知識の 如 

き 最も 客観的なる 者 もこの 統一 力 即ち 各人の 人格の 色 

を 帯びて おらぬ 者 はない。 知識 も 欲望 も 皆 この 力に 由 

りて 成立す るので ある。 信念と はかくの 如く 知識 を 超 

越せる 統一 力で ある。 知識 や 意志に 由り て 信念が 支え 

られ ると いうよりも、 むしろ 信念に 由り て 知識 や 意志 

が 支えられ るので ある。 信念 はか かる 意味に おいて 神 

秘的 である。 信念が 神秘的で あると いうの は 知識に 反 


する の 意味で はない、 知識と 衝突す る 如き 信念なら ば 

これ を 以て 生命の 本と なすこと は 出来ぬ。 我々 は 知 を 

尽し 意を尽 したる 上に おいて、 信ぜ ざら んと 欲して 信 

ぜ ざる 能わざる 信念 を 内より 得る ので ある。 


第三 章 神 

神と はこの 宇宙の 根本 をい うので ある。 上に 述べた 

ように、 余 は 神 を 宇宙の 外に 超越せ る 造 物 者と は 見ず 

して、 直に この 実在の 根柢と 考える ので ある。 神と 

宇宙との 関係 は 芸術家と その 作品との 如き 関係で はな 

く、 本体と 現象との 関係で ある。 宇宙 は 神の 所作 物で 

はなく、 神の 表現 manifestation である。 外 は 日月 

星 の 運行より 内 は 人心の 機微に 至る まで 悉 く 神の 

表現で ない もの はない、 我々 は これらの 物の 根柢に お 

いて 一 々神の 霊 光 を 拝す る ことができ るので ある。 


二 ュ ー トン ゃケ プレルが 天体 運行の 整斉 を 見て 敬虔 

の 念に 打 たれた というよ うに 我々 は 自然の 現象 を 研究 

すれば する 程、 その 背後に 一つの 統一 力が 支配して い 

るの を 知る ことができる。 学問の 進歩と はかくの 如き 

知識の 統一 をい うにす ぎない ので ある。 かく 外 は 自然 

の 根柢に おいて 一 つの 統一 力の 支配 を認 むる ように、 

内 は 人心の 根柢に おいても 一 つの 統一 力の 支配 を 認め 

ねばならぬ。 人心 は 千状万態 殆ど 定法な きが 如くに 見 

ゆる も、 これ を 達観す る 時 は 古今に 通じ 東西に 互り て 

偉大なる 統一 力が 支配して いるよう である。 更に 進ん 

で 考える 時 は、 自然と 精神と は 全然 没交渉の 者で はな 


い、 彼此 密接の 関係が ある。 我々 はこの 二者の 統一 を 

考えずに は 居られない、 即ち この 二者の 根柢に 更に 大 

なる 唯一 の 統一 力がなければ ならぬ。 哲学 も 科学 も 皆 

この 統一 を 認めない 者 はない ので ある。 而し てこの 統 

一 が 即ち 神で ある。 勿論 唯物論 者 や 一 般の 科学者の い 

うように、 物体が 唯一 の 実在であって 万物 は 単に 物 力 

の 法則に 従う ものなら ば 神と いうよう な もの を 考える 

こと はでき ぬであろう。 しかし 実在の 真相 は 果して か 

くの 如き 者であろう か。 

余が 前に 実在に ついて 論じた ように、 物体と いう も 

我々 の 意識 現象 を 離れて 別に 独立の 実在 を 知り 得る の 


ではない。 我々 に 与えられ たる 直接 経験の 事実 はた だ 

この 意識 現象 あるの みで ある。 空間と いい、 時間と い 

い、 物 力と いい 皆 この 事実 を 統一 説明す る 為に 設けら 

れ たる 概念に すぎない。 物理学者の いうよう な、 すべ 

て 我々 の 個人の 性 を 除去した る 純 物質と いう 如き 者 は 

最も 具体的 事実 に 遠 ざ かりたる 抽象的 概念 である。 具 

体 的 事実 に 近づ けば 近づく ほど 個人的と なる。 最も 具 

体 的なる 事実 は 最も 個人的なる 者で ある。 この 故に 原 

始的 説明 は 神話に おいての ように 凡て 擬人 的であった 

が、 純 知識の 進む に 従い 益々 一 般 的と なり 抽象的と な 

り 遂に 純 物質と いう 如き 概念 を 生ずる に 至 つたので あ 


る。 しかし かくの 如き 説明 は 極めて 外面 的で 浅薄なる 

と共に、 かかる 説明の 背後に も 我々 の 主観的 統一なる 

者の 潜んで いる こと を 忘れて はならぬ。 最も 根本的な 

る 説明 は 必ず 自己に 還って くる。 宇宙 を 説明す る秘鑰 

はこの 自己に あるので ある。 物体に 由り て 精神 を 説明 

しょうと する の は その 本末 を顚 倒した 者と いわねば な 

らぬ。 

二 ュ ー トン ゃケ プレルが 見て 以て 自然現象の 整斉と 

なす 所の 者 も その実 は 我々 の 意識 現象の 整斉に すぎな 

い。 意識 はすべ て 統一 に 由り て 成立す るので ある。 而 

して この 統一と いうの は、 小 は 各個 人の 日々 の 意識 間 


の 統一より、 大は 総べての 人の 意識 を 結合す る 宇宙 的 

意識 統一 に 達する ので ある (意識 統一 を 個人的 意識 内 

に 限る は 純粋 経験に 加えた る 独断にす ぎない)。 自然 

界 というの はかくの 如き 超 個人的 統一 に 由り て 成れる 

意識の 一体 系で ある。 我々 が 個人的 主観に 由り て 自己 

の 経験 を 統一し、 更に 超 個人的 主観に 由り て 各人の 経 

験 を 統一して ゆく のであって、 自然界 はこの 超 個人的 

主観の 対象と して 生ずる ので ある。 ロイス も 「自然の 

存在 は 我々 の 同胞の 存在の 信仰と 結合され ている」 と 

いっている (Royce,  The  World  and  the  Individual, 

Second  Series,  Lect  IV) 。 それで 自然界の 統 一 とい 


うの も 畢竟 意識 統 一 の 一 種に すぎない という ことに 

なる。 元来 精神と 自然と 二種の 実在が あるので はない、 

この 二者の 区別 は 同 一 実在の 見方の 相違より 起る ので 

ある。 直接 経験の 事実に おいて は 主客の 対立な く、 精 

神 物体の 区別な く、 物即 心、 心即 物、 ただ 一 箇の 現実 

あるの みで ある。 ただ かくの 如き 実在の 体系の 衝突 即 

ち 一 方より 見れば その 発展 上より 主客の 対立が 出て く 

る。 換言すれば 知覚の 連続に おいて は 主客の 別 はない、 

ただこの 対立 は 反省に 由って 起って くるので ある。 実 

在 体系の 衝突の 時、 その 統一 作用の 方面が 精神と 考え 

られ、 これが 対象と して これに 対抗す る 方面が 自然と 


考えられ るので ある。 しかし いわゆる 客観的 自然 も そ 

の 実 主観的 統一 を 離れて 存 する こと はでき ず、 主観的 

統 一 という も統 一 の 対象 即ち 内容な き統 一 の ある 害 は 

ない。 両者 共に 同一 種の 実在であって ただ その 統一の 

形 を 異にする ので ある。 且つ かくい ずれ か 一方に 偏せ 

る もの は 抽象的で 不完全なる 実在で ある。 かかる 実在 

は 両者の 合一 において 始めて 完全なる 具体的 実在と な 

るので ある。 精神と 自然との 統一と いう もの は 二種の 

体系 を統 一 する ので はない、 元来 同 一 の統 一 の 下に あ 

るので ある。 

かく 実在に 精神と 自然との 別な く、 従うて 二種の 統 


一 ある ことなく、 ただ 同一なる 直接 経験の 事実 その物 

が 見方に 由り て 種々 の 差別 を 生ずる ものと すれば、 余 

が 前にい つた 実在の 根柢た る 神と は、 この 直接 経験の 

事実 即ち 我々 の 意識 現象の 根柢で なければ ならぬ。 然 

るに すべ て 我々 の 意識 現象 は 体系 をな した 者で ある。 

超 個人的 統一 に 由り て 成れる いわゆる 自然現象 といえ 

ども この 形式 を 離れる こと はでき ぬ。 統一的 或 者の 自 

己 発展と いうの が 凡ての 実在の 形式であって、 神と は 

かくの 如き 実在の 統一 者で ある。 宇宙と 神との 関係 は、 

我々 の 意識 現象と その 統一との 関係で ある。 思惟に お 

いても 意志に おいても 心象が 一 の 目的 観念に 由り 統一 


せられ、 凡てが この 統 一 的 観念の 表現と 看做される 如 

くに、 神 は 宇宙の 統一 者で あり 宇宙 は 神の 表現で ある。 

この 比較 は 単に 比喩で はなく して 事実で ある。 神 は 

我々 の 意識の 最大 最終の 統一 者で ある、 否、 我々 の 意 

識は 神の 意識の 一部であって、 その 統一 は 神の 統一よ 

り 来る ので ある。 小 は 我々 の 一 喜 一 憂より 大は 日月 星 

辰の 運行に 至る まで 皆 この 統一 に 由らぬ もの はない。 

ニュ— トン ゃケプ レル もこ の 偉大なる 宇宙 的 意識の 統 

一 に 打 たれた ので ある。 

然ら ばかくの 如き 意味に おいて 宇宙の 統 一 者で あり 

実在の 根柢た る 神と は 如何なる 者であろう か。 精神 を 


支配す る 者 は 精神の 法則で なければ ならぬ。 物質と い 

う 如き 者 は 上に いったよ うに、 説明の 為に 設けられた 

る 最も 浅薄なる 抽象的 概念に 過ぎない。 精神 現象と は 

いわゆる 知情意の 作用であって、 これ を 支配す る 者 は 

また 知情意の 法則で なければ ならぬ。 而 して 精神 は 単 

に これらの 作用の 集合で はなく、 その 背後に 一の 統一 

力が あって、 これらの 現象 は その 発現で ある。 今 この 

統一 力 を 人格と 名づ くるならば、 神 は 宇宙の 根柢た る 

一 大人 格で あると いわねば ならぬ。 自然の 現象より 人 

類の 歴史的 発展に 至る まで 一 々大 なる 思想、 大 なる 意 

志の 形 をな さぬ もの はない、 宇宙 は 神の 人格 的 発現と 


いう ことと なる ので ある。 しかし かくいう も 余 は 或 一 

派の 人々 の考 うるよう に、 神 は 宇宙の 外に 超越し、 宇 

宙の 進行 を 離れて 別に 特殊なる 思想、 意志 を 有する 

我々 の 主観的 精神の 如き 者と 考える こと はでき ぬ。 神 

において は 知 即行、 行即 知であって、 実在 は 直に 神の 

思 想で ありまた 意志で なければ ならぬ (Spinoza, 

Ethicp  I  Pr. 17  Schol. を 見よ)。 我々 の 主観的 思惟お 

よび 意志と いう 如き 者 は 種々 の 体系の 衝突より 起る 不 

完全なる 抽象的 実在で ある。 かくの 如き 者 を 以て 直に 

神に 擬 する こと はでき ぬ。 ィ リング ゥォ ルスと いう 人 

は 『人お よび 神の 人格』 と 題す る 書中に おいて、 人格 


の 要素と して 自覚、 意志の 自由、 および 愛の 三つ を あ 

げ ている。 しかし この 三つの 者 を 以て 人格の 要素と な 

す 前に、 これらの 作用が 実地に おいて 如何なる 事実 を 

あきらか 

意味し おる か を 明 にして 置かねば ならぬ。 自覚と は 

部分的 意識体 系が 全 意識の 中心に おいて 統 一 せらる る 

場合に 伴う 現象で ある。 自覚 は 反省に 由って 起る、 而 

して 自己の 反省と はかくの 如く 意識の 中心 を 求む る 作 

用で ある。 自己と は 意識の 統一 作用の 外にない、 この 

統一が かわれば 自己 も かわる、 この 外に 自己の 本体と 

いうよう の 者 は 空名に すぎぬ ので ある。 我々 が 内に 省 

みて 一 種 特別なる 自己の 意識 を 得る ように 思う が、 そ 


は 心理学者の いう 如く この 統 一 に 伴う 感情に すぎない。 

かくの 如き 意識あって この 統 一 が 行われる ので はなく、 

この 統一あって かくの 如き 意識 を 生ずる ので ある。 こ 

の 統一 其 者 は 知識の 対象と なること はでき ぬ、 我々 は 

此者 となって 働く こと はでき るが、 これ を 知る こと は 

できぬ。 真の 自覚 はむしろ 意志 活動の 上に あって 知的 

反省の 上 にないの である。 もし 神の 人格に おける 自覚 

というならば、 この 宇宙 現象の 統一が 一 々その 自覚で 

なければ ならぬ。 たとえば 三角形の 総べての 角の 和 は 

一 一直 角な リ という は 何人も 何の 時代に も かく 考えねば 

ならぬ。 これ も 神の 自覚の 一 つで ある。 すべて 我々 の 


精神 を 支配す る 宇宙 統 一 の 念 は 神の 自己 同 一 の 意識で 

あると いってよ かろう。 万物 は 神の 統一 に 由り て 成立 

し、 神に おいて は 凡てが 現実で ある、 神 は 常に 能動的 

である。 神に は 過去 も 未来 もない、 時間、 空間 は 宇宙 

的 意識 統一 に 由り て 生ずる ので ある、 神に おいて は 凡 

てが 現在で ある。 ァ ゥグス チヌス のい つたよう に、 時 

は 神に 由り て 造られ 神 は 時 を 超越す るが 故に 神 は 永久 

の 今にお いて ある。 この 故に 神に は 反省な く、 記憶な 

く、 希望な く、 従って 特別なる 自己の 意識 はない。 凡 

てが 自己であって 自己の 外に 物な きが 故に 自己の 意識 

はない ので ある。 


次に 意志の 自由と いう ことに も 色々 の 意味 は あるが、 

真の 自由と は 自己の 内面的 性質より 働く というい わ ゆ 

る 必然的 自由の 意味で なければ ならぬ。 全く 原因の な 

い 意志と い うよう のこと は 啻に 不合理 であるば かりで 

なく、 此の 如き もの は 自己に おいても 全く 偶然の 出来 

事であって、 自己の 自由 的 行為と は 感ぜられぬ であろ 

う。 神 は 万有の 根本であって、 神の 外に 物 ある ことな 

く、 万物 悉く 神の 内面的 性質よ リ出づ るが 故に 神は自 

由で ある、 この 意味に おいて は 神 は 実に 絶対的に 自由 

である。 かくいえば、 神 は 自己の 性質に 束縛せられ そ 

の 全能 を 失うよう に 見える かも 知らぬ が、 自己の 性質 


に反して 働く というの は 自己の 性質の 不完全な るか 或 

は その 矛盾 を 示す ものである。 神の 完全に して 全知な 

る ことと 彼の 不定 的なる 自由意志と は 両立す る こと は 

できまい と 思う。 ァゥ グスチ ヌスも 「神の 意志 は 不変 

であって 時に 欲し 時に 欲せず、 況んゃ 前の 決断 を 後に 

ひるが 

翻え す 如き ものに あらず」 といって いる (conf.xll. 

15)。 選択 的 意志と いうが 如き はむしろ 不完全なる 

我々 の 意識 状態に 伴うべき ものであって、 これ を 以て 

神に 擬 すべき もので はない。 たとえば 我々 が 充分に 熟 

達した 事柄に おいて は 少しも 選択 的 意志 を 入る るの 余 

地がない、 選択 的 意志 は 疑惑、 矛盾、 衝突の 場合に 必 


要と なる ので ある。 勿論 誰もい う 如く 知る という 中に 

は已に 自由と いう こと を 含んで おる、 知 は 即ち 可能 を 

意味して いるので ある。 しかし その 可能と は 必ずしも 

不定 的 可能の 意味で なければ ならぬ こと はない。 知と 

は 反省の 場合に のみい うべき ではない、 直覚 も 知で あ 

る。 直覚の 方が むしろ 真の 知で ある。 知が 完全と なれ 

ばなる 程 かえって 不定 的 可能はなくなる ので ある。 か 

く 神に は 不定 的 意志 即ち 随意と いう ことがない ので あ 

るから、 神の愛と いうの も 神 は 或 人々 を 愛し、 或 人々 

を 憎み、 或 人々 を 栄えし め、 或 人々 を 亡ぼす という 如 

き 偏狭の 愛で はない。 神 は 凡ての 実在の 根柢と して、 


その 愛 は 平等 普遍で なければ ならず、 且つ その 自己 発 

展 その 者が 直に 我々 に 取りて 無限の 愛でなければ なら 

ぬ。 万物 自然の 発展の 外に 特別なる 神の愛 はない ので 

ある。 元来 愛と は 統一 を 求む るの 情で ある、 自己 統一 

の 要求が 自愛で あり、 自他 統一 の 要求が 他愛で ある。 

神の 統一 作用 は 直に 万物の 統一 作用で あるから、 エツ 

カルトの い つたよう に 神の 他愛 は 即ち その 自愛で なけ 

れ ばなら ぬ。 我々 が 自己の 手足 を 愛する が 如くに 神 は 

万物 を 愛する ので ある。 エッカルト はまた 神の 人 を 愛 

する は 随意の 行動で はなく、 かくせね ばなら ぬので あ 

ると い つてい る。 


以上 論じた ように、 神 は 人格 的で あると いう も 直に 

これ を 我々 の 主観的 精神と 同一 に 見る こと はでき ぬ、 

むしろ 主客の 分離な く 物 我の 差別な き 純粋 経験の 状態 

に 比すべき ものである。 この 状態が 実に 我々 の 精神の 

始 であり 終で あり、 兼ねて また 実在の 真相で ある。 

基督が 心 の 清き 者 は 神 を 見る と いい、 また 嬰児 の 若く 

にして 天国に 入る といった ように、 かかる 時 我々 の 心 

は 最も 神に 近づいて いるので ある。 純粋 経験と いう も 

単に 知覚 的 意識 を さすので ない。 反省 的 意識の 背後に 

も 統一が あって、 反省 的 意識 はこれ に 由って 成立す る 

ので ある、 即ち これ もまた 一 種の 純粋 経験で ある。 


我々 の 意識の 根柢に はいかなる 場合に も 純粋 経験の 統 

一 があって、 我々 はこの 外に 跳 出す る こと はでき ぬ (第 

一 編 を 看よ)。 神 はか かる 意味に おいて 宇宙の 根柢に 

おける 一 大 知的 直観と 見る ことができ、 また 宇宙 を 包 

括す る 純粋 経験の 統一 者と 見る ことができる。 かくし 

て ァゥグ スチヌ スが神 は 不変 的 直観 を 以て 万物 を 直観 

するとい いまた 神は静 にして 動、 動に して 静 といった 

の も 解す る ことができ (storz.  Die  alilosopMe  des 

HL  Augstimis,  §g)、 また エッカルトの 「神性」 

Gottheit およびべ ー メの 「物な き静 さ」 Stille  ohne 

AVesen といえる 語の意味 も 窺う ことができる。 すべ 


て 意識の 統一 は 変化の 上に 超越して 湛然 不動で なけれ 

ばなら ぬ、 而も 変化 はこれ より 起って くるので ある、 

即ち 動いて 動かざる ものである。 また 意識の 統一 は 知 

識の 対象と なること はでき ぬ、 総べての 範疇 を 超越し 

ている、 我々 はこれ に 何らの 定形 を 与うる こと もで き 

ぬ、 而も 万物 はこれ に 由 りて 成立す るので ある。 それ 

で 神の 精神と いう 如き こと は、 一方より 見れば いかに 

も 不可知的 であるが、 また 一方より 見れば かえって 

我々 の 精神と 密接して いるので ある。 我々 はこの 意識 

統一 の 根柢に おいて 直に 神の 面影に 接する ことができ 

る。 故にべ ー メも 「天 は 到る 処 にあり、 汝の 立つ 処行 


く 処皆天 あり」 といい また 「最 深なる 内 生に 由って 神 

に 到る」 といって いる (Morgenrote  〔#8 文字 目の 

「 o」 は ウムラウト (： ) 付き〕)。 

或 人 はいう であろう、 右の 如く 論じた 時には、 神 は 

物の 本質と 同一と なり、 よし 精神的な りと する も 理性 

または 良心と 何らの 区別な く、 その 生きた 個人的 人格 

を 失うよう になる ではなかろう か。 個人性 はた だ 不定 

的 自由意志 より 生ずる ことができ るので ある (これ か 

つて 中世 哲学に おいて スコト ウスが ト— マスに 反対せ 

る 論点であった)。 かかる 神に 対して 我々 は 決して 宗 

教的 感情 を 起す こと はでき ぬ。 宗教に おいて は 罪 は 単 


に 法 を 破る ので はない、 人格に 背く ので ある、 後悔 は 

単に 道徳的 後悔で はない、 親 を 害し 恩人に 背いた 切な 

る 後悔 である。 アル スキン Erskine  of  Linlathen は 

「宗教と 道徳と は 良心の 背後に 人格 を認 むる と 否と に 

由って 分れる」 といって いる。 しかしへ— ゲルな どの 

いったよ うに、 真の 個人性と いうの は 一般性 を 離れて 

存 する もので はない、 一般性の 限定せられ たもの、 

bestimmte  Allgemeinlieit が 個人性と なる ので ある。 

一 般 的なる 者 は 具体的なる 者の 精神で ある。 個人性と 

は 一般性に 外より 他の 或 者 を 加えた ので はない、 一般 

性の 発展した ものが 個人性と なる ので ある。 何らの 内 


面 的 統一 もない 単に 種々 の 性質の 偶然 的 結合と いうよ 

うな 者に は 個人性と いうべき もの はない。 個人的 人格 

の 要素た る 意志の 自由と いう こと は 一 般 的なる 者が 

おのれ  いい 

己 自身 を 限定す る self-determination の 謂で ある。 

三角形の 概念が 種々 の 三角形に 分化し 得る ように、 或 

一 般 的なる 者が その 中に 含める 種々 なる 限定の 可能 を 

自覚す るの が 自由の 感 である。 全く 基礎の ない 絶対的 

自由意志より はかえ つ て 個人的 自覚 は 起らぬ であろう" 

個性に 理由な し ratio  singularitatis  ^CP^^^B^ 

という 語 も あれ ど、 真に かくの 如き 個人性 は 何らの 内 

容 なき 無と 同 一 でなければ ならぬ。 ただ 具体的なる 個 


人性 は 抽象的 概念に て 知る ことができ ぬまでで ある。 

抽象的 概念 に 現わす ことので きない 個人性で も 画家 や 

小説家の 筆に て鮮 かに 現わす ことができ るので ある。 

神が 宇宙の 統一 であると いうの は 単に 抽象的 概念の 

統一 ではない、 神 は 我々 の 個人的 自己の ように 具体的 

統 一 である、 即ち 一 の 生きた 精神で ある。 我々 の 精神 

が 上に い つ た 意味で 個人的で あると い い 得る ように、 

神 も 個人的と いい 得る であろう。 理性 や 良心 は 神の 統 

一 作用の 一 部で あろうが、 その 生きた 精神 その 者で は 

ない。 かくの 如き 神性 的 精神の 存在と いう こと は 単に 

哲学 上の 議論で はなく して、 実地に おける 心霊 的 経験 


の 事実で ある。 我々 の 意識の 底に は 誰に も かかる 精神 

が 働いて いるので ある (理性 や 良心 は その 声で ある)。 

ただ 我々 の 小なる 自己に 妨げられ てこれ を 知る ことが 

できない ので ある。 たとえば 詩人 テニス ンの 如き も 次 

の 如き 経験 を もってお つた。 氏が 静に 自分の 名 を 唱え 

ている と、 自己の 個人的 意識の 深き 底から、 自己の 個 

人が 溶解して 無限の 実在と なる、 而も 意識 は 決して 

朦朧たるの ではなく 最も 明晰 確実で ある。 この 時 死と 

は 笑うべき 不可能 事で、 個人の 死と いう 事が 真の 生で 

あると 感ぜられる といって いる。 氏 は 幼時より 淋しき 

独居の 際にお いて しばしば かかる 事 を 経験した という。 


また 文学者 シ モン ズ J.  A.  Symonds の 如き も、 我々 の 

通常の 意識が 漸々 薄らぐ と共に その 根柢に ある 本来の 

意識が 強くな り、 遂に は 一 の 純粋なる 絶対的 抽象的 自 

己 だけが 残る といって いる。 その外、 宗教 的 神秘 家の 

かかる 経験 を 挙げれば 限 もない ので ある (James, The 

VElrieties  of  Religious  Experience,  ILect.  XV.I,  XV.II) 

或は かかる 現象 を 以て 尽 く 病的と なす かも 知らぬ が 

その 果して 病的なる か 否か は 合理的な るか 否かに 由つ 

て 定まって くる。 余が かって 述べた ように、 実在 は 精 

神 的であって 我々 の 精神 は その 一 小 部分に すぎない と 

すれば、 我々 が 自己の 小 意識 を 破って 一 大 精神 を 感得 


する の は 毫も 怪 むべき 理由がない。 我々 の 小 意識の 範 

囲 を 固執す るの がかえ つて 迷で あるか も 知れぬ。 偉人 

に は 必ず 右の ように 常人より 一 層 深遠なる 心霊 的 経験 

がなければ ならぬ と 思う。 


第 四 章 神と 世界 

純粋 経験の 事実が 唯一 の 実在であって 神 は その 統一 

であると すれば、 神の 性質お よび 世界との 関係 もす ベ 

て 我々 の 純粋 経験の 統一 即ち 意識 統一 の 性質お よびこ 

れ とその 内容との 関係より 知る ことができる。 先ず 

我々 の 意識 統一 は 見る こと もで きず、 聞く こと もで き 

ぬ、 全く 知識の 対象と なること はでき ぬ。 一 切 はこれ 

に 由り て 成立す るが 故に 能く 一切 を 超絶して いる。 黒 

にあうて 黒 を 現ずる も 心 は 黒なる ので はない、 白に あ 

うて 白 を 現ん ずる も 心 は 白なる ので はない。 仏教 はい 


うに 及ばず、 中世 哲学に おいて ディ ォ ニシュ ー ス 

Dionysius 一  派の いわゆる 消極的 神学が 神 を 論ずる に 

否定 を 以てした の もこの 面影 を 写した ので ある。 ニコ 

ラウス • クザ ヌスの 如き は 神 は 有無 を も 超越し、 神 は 

有に して また 無な りと いっている。 我々 が 深く 自己の 

意識の 奥底 を 反省して みる 時 はかって ヤコ ブ • ベ ー メ 

が、 神 は 「物な き静 さ」 であると か、 「無 底」 Ungrund 

であると かまた は 「対象な き 意志」 .wille  ohne 

Gegenstand であると かいった 語に 深き 意味 を 見出す 

こと もで き、 また 一 種 崇高に して 不可思議の 感に 打た 

れ るので ある。 その他 神の 永久と か 遍在と か 全知全能 


とかいうよ うのこと も、 皆 この 意識 統一 の 性質より 解 

釈 せねば ならぬ。 時間、 空間 は 意識 統一 に 由って 成立 

する が 故に、 神 は 時間、 空間の 上に 超絶し 永久 不滅に 

して 在らざる 所な しで ある。 一切 は 意識 統一に 由り て 

生ずる が 故に、 神 は 全知全能であって 知らぬ 所 もな く 

あた 

能わぬ 所 もない、 神に おいて は 知と 能と 同一 である。 

然 らば 右の 如き 絶対 無限なる 神と この 世界との 関係 

は 如何なる ものであろう か。 有 を 離れた る 無 は 真の 無 

でない、 一切 を 離れた る 一は 真の 一で ない、 差別 を 離 

れ たる 平等 は 真の 平等で ない。 神がなければ 世界 はな 

いように、 世界がなければ 神 もない。 固より ここに 世 


界 というの は 我々 のこの 世界の み を さすので はない。 

ス ピノ ー ザの いったよ うに 神の 属性 attributes は 無限 

であるから、 神 は 無限の 世界 を 包含して おらねば なら 

ぬ。 ただ 世界的 表現 は 神の 本質に 属すべき もので あつ 

て 決して その 偶然 的 作用で はない、 神 はかって 一度 世 

界を 創造した ので はなく、 その 永久の 創造者で ある 

(へ ー ゲル)。 要するに 神と 世界との 関係 は 意識 統一と 

その 内容との 関係で ある。 意識 内容 は 統一 に 由って 成 

立す るが、 また 意識 内容 を 離れて 統一なる 者 はない。 

意識 内容と その 統 一 とは統 一 せられる 者と する 者との 

二 あるので はなく、 同一 実在の 両方 面に すぎない ので 


ある。 すべて 意識 現象 は その 直接 経験の 状態に おいて 

はた だ 一 つの 活動で あるが、 これ を 知識の 対象と して 

反省す る ことに 由って その 内容が 種々 に 分析せられ 差 

別せられ るので ある。 もし その 発展の 過程より いえば、 

先ず 全体が 一 活動と して 衝動的に 現われた ものが 矛盾 

衝突に 由って その 内容が 反省せられ 分別せられ たので 

ある。 余 は ここにお いても ベ ー メの語 を 想い 起さずに 

はいられな い。 氏 は 対象な き 意志 ともいうべ き 発現 以 

おのれ 

前の 神が 己 自身 を 省みる こと 即ち 己 自身 を 鏡と なす 

ことに 由って 主観と 客観と が 分れ、 これより 神お よび 

世界が 発展 するとい つてい る。 


元来、 実在の 分化と その 統 一 と は 一 あって 二 あるべ 

きもので はない。 一方に おいて 統一と いう こと は、 一 

方に おいて 分化と いう こと を 意味して いる。 たとえば 

樹 において 花 はよ く 花たり 葉 はよ く 葉た るの が 樹の本 

質 を 現わす ので ある。 右の 如き 区別 は 単に 我々 の 思想 

上の ことであって 直接的なる 事実上の 事で はない ので 

ある。 ゲ ー テが 「自然 は 核 も殼も 持たぬ、 すべてが 同 

時に 核で あり 殻で ある」 Natiir  hat  weder  Kern  nodi 

Schale,  alles  ist  sie  mit  einem  Male. とい つたよう に- 

具体的 真実 在 即ち 直接 経験の 事実に おいて は 分化と 統 

一と は 唯一の 活動で ある。 たとえば 一幅の 画、 一曲の 


譜 において、 その 一筆 一声 いずれも 直に 全体の 精神 

を 現わさざる もの はなく、 また 画家 や 音楽家 において 

一 つの 感興で ある 者が 直に 溢れて 千変万化の 山水と な 

り、 紆余曲折の 楽音と もなる ので ある。 斯の 如き 状態 

において は 神 は 即ち 世界、 世界 は 即ち 神で ある。 ゲ— 

テが 「エペ ソ 人の ディ ャ ナは大 なる かな」 といえる 詩 

の 中に いったよ うに、 人間の 脳 中に おける 抽象的の 神 

きんがん 

に 騒ぐ より は、 専心 ディ ャナの 銀 龕 を 作りつつ バウ 口 

の教を 顧みなかった という 銀ェの 方が、 或 意味に おい 

て かえって 真の 神に 接して いたと もい える。 エツ カル 

トの いったよ うに 神す らも 失った 所に 真の 神 を 見る の 


である。 右の 如き 状態に おいて は 天地た だ 一指、 万物 

我と 一体で あるが、 曩 にもい つたよう に、 一方より 見 

れば 実在 体系の 衝突に より、 一 方より 見れば その 発展 

の 必然的 過程と して 実在 体系の 分裂 を 来す ようになる、 

即ち いわゆる 反省なる 者が 起って 来なければ ならぬ。 

これに 由って 現実であった 者が 観念的と なり、 具体的 

であった 者が 抽象的と なり、 一 であった 者が 多と なる。 

ここにお いて 一方に 神 あれば 一方に 世界 あり、 一方に 

我 あれば 一 方に 物 あり、 彼此 相対し 物々 相 背く ように 

なる。 我らの 祖先が 知 慧の樹 の果を 食うて 神の 楽園よ 

リ 追い出 だされた というの も、 この 真理 を 意味す る の 


であろう。 人祖 堕落 は アダム、 ェヴの 昔ば かりで はな 

く、 我らの 心の中に 時々 刻々 行われて いるので ある。 

しかし 翻 つて 考えて 見れば、 分裂と いい 反省と いい 

別に かかる 作用が あるので はない、 皆 これ 統一 の 半面 

たる 分化 作用の 発展に すぎない ので ある。 分裂 や 反省 

の 背後に は 更に 深遠なる 統一 の 可能性 を 含んで いる、 

反省 は 深き 統一 に 達する 途 である (「善人な ほ 往生す、 

いかにい はんや 悪人 を や」 という 語が ある)。 神 は そ 

の最 深なる 統一 を 現わす に は 先ず 犬に 分裂せ ねばなら 

ぬ。 人間 は 一 方より 見れば 直に 神の 自覚で ある。 

キリス 卜き よう 

基督教の 伝説 を かりてい えば、 アダムの 堕落が あつ 


てこ そ 基督の 救が あり、 従って 無限なる 神の愛が 明 

となった ので ある。 

さて、 世界と 神との 関係 を 右の ように 考える ことよ 

り、 我々 の 個人性 は 如何に 説明せ ねばならぬ であろう 

か。 万物 は 神の 表現であって 神の み 真実 在で あると す 

れば、 我々 の 個人性と いう 如き 者 は 虚偽の 仮相で あつ 

ほう ま つ 

て、 泡沫の 如く 全く 無意義の 者と 考えねば ならぬ であ 

ろうか。 余 は 必ずしも かく 考ぅ るに は 及ば ぬ と 思う。 

固より 神より 離れて 独立せ る 個人性と いう 者 はな かろ 

う。 しかし これが 為に 我々 の 個人性 は 全然 虚幻 とみる 

べき もので はない、 かえって 神の 発展の 一部と みる こ 


ともで きる、 即ち その 分化 作用の 一 とみる こと もで き 

る。 凡ての 人が 各自 神より 与えられた 使命 を もって 生 

れ てきた というよ うに、 我々 の 個人性 は 神性の 分化せ 

る 者で ある、 各自の 発展 は 即ち 神の 発展 を 完成す るの 

である。 この 意味に おいて 我々 の 個人性 は 永久の 生命 

を 有し、 永遠の 発展 を 成す という ことができ るので あ 

る (ロイスの 霊魂不滅 論 を 看よ)。 神と 我々 の 個人的 

意識との 関係 は 意識の 全体と その 部分との 関係で ある。 

凡て 精神 現象に おいて は 各部 分 は 全体の 統一 の 下に 立 

つと 共に、 各自が 独立の 意識で なければ ならぬ (精神 

現象に おいて は 各部 分が end  in  itself である)。 万物 


は 唯一なる 神の 表現で あると いう こと は、 必ずしも 各 

人の 自覚 的 独立 を 否定す るに 及ばぬ。 たとえば 我々 の 

時々 刻々 の 意識 は 個人的 統一 の 下に あると 共に、 各自 

が 独立の 意識と 見る こと もで きる と 一 般 である。 イリ 

ン グゥォ ルス は 二 の 人格 は 必ず 他の 人格 を 求める、 

他の 人格に おいて 自己が 全人格の 満足 を 得る ので ある、 

即ち 愛 は 人格の 欠くべからざる 特徴で ある」 といって 

レ る (luingworth,  p-ersonality  liuman  and  divine) 

他の 人格 を 認める という こと は 即ち 自己の 人格 を 認め 

る ことで ある、 而 して かく 各 が 相互に 人格 を 認めた 

る 関係 は 即ち 愛であって、 一方より 見れば 両人 格の 合 


一 である。 愛に おいて 二つの 人格が 互に 相 尊重し 相 独 

立しながら 而も 合一 して 一 人格 を 形成す るので ある。 

かく 考えれば 神 は 無限の 愛なる が 故に、 凡ての 人格 を 

包含す ると 共に 凡ての 人格の 独立 を 認める という こと 

がで きる。 

次に 万物 は 神の 表現で あると いう 如き 汎神論 的 思想 

に対する 非難 は、 如何にして 悪の 根本 を 説明す る こと 

がで きる かとい うので ある。 余の 考 うる 所に て は 元来 

絶対的に 悪と いうべき 者 はない、 物 は 総べて その 本来 

において は 善で ある。 実在 は 即ち 善で あると いわねば 

ならぬ。 宗教家 は 口 を 極めて 肉の 悪 を 説け ども、 肉欲 


とても 絶対的に 悪で あるので はない、 ただ その 精神的 

向上 を妨 ぐる ことにお いて 悪と なる ので ある。 また 進 

化 論の 倫理学 者の いうよう に、 今日 我々 が 罪悪 と 称す 

る 所の 者 も 或 時代に おいての 道徳で あつたので ある。 

即ち 過去の 道徳の 遺物で あると いう こと もで きる、 た 

だ 現今の 時代に 適せざる が 為に 悪と なる ので ある。 さ 

れば物 其 者に おいて 本来 悪なる 者が あるので はない、 

悪 は 実在 体系の 矛盾 衝突より 起る ので ある。 而し てこ 

の 衝突なる 者 は 何から 起る かとい えば、 こ は 実在の 分 

化 作用に 基づく もので 実在 発展の 一 要件で ある、 実在 

は 矛盾 衝突に 由り て 発展す るので ある。 メ フィス ト 


フエ レスが 常に 悪 を 求めて、 常に 善 を 造る 力の 一 部と 

自ら 名乗った ように、 悪 は 宇宙 を 構成す る 一 要素と 

いっても よいので ある。 固より 悪 は 宇宙の 統一 進歩の 

作用で はない から、 それ 自身に おいて 目的と すべき も 

のでない こと は 勿論で ある、 しかし また 何らの 罪悪 も 

なく 何らの 不満 もな き 平穏無事なる 世界 は 極めて 平凡 

であって 且つ 浅薄なる 世界と いわねば ならぬ。 罪 を 知 

ら ざる 者 は 真に 神の愛 を 知る こと はでき ない。 不満な 

く 苦悩な き 者 は 深き 精神的 趣味 を 解す る こと はでき ぬ。 

罪悪、 不満、 苦悩 は 我々 人間が 精神的 向上の 要件で あ 

る、 されば 真の 宗教家 は これらの 者に おいて 神の 矛盾 


を 見ず して かえ つ て 深き 神の 恩寵 を 感ずる ので ある。 

これらの 者 あるが 為に 世界 は それだけ 不完全と なる の 

ではなく、 かえって 豊富 深遠と なる ので ある。 もし こ 

の 世から 尽 く これらの 者 を 除き 去ったならば、 啻に 

精神的 向上の 途を 失う のみならず、 いかに 多くの 美し 

き 精神的 事業 はまた これと 共に この 世から 失せ去る で 

あろう か。 宇宙 全体の 上より 考え、 且つ 宇宙が 精神的 

意義に 由って 建てられ たる ものと するならば、 これら 

の 者の 存在の 為に 何らの 不完全 を も 見出す こと はでき 

ない、 かえ つ て その 必要 欠く ベ からざる 所以 を 知る こ 

とがで きる ので ある。 罪 はにくむべき 者で ある、 しか 


し 悔い改められ たる 罪 ほど 世に 美しき もの もない。 余 

は ここにお いて オスカル . ワイルドの 『獄中記』 De 

Profundis の 中の 一 節 を 想い 起さざる をえない。 基督 

は 罪人 をば 人間の 完成に 最も 近き 者と して 愛した。 面 

白き 盗賊 をく だく だしい 正直者に 変ずる の は 彼の 目的 

ではなかった。 彼 はかって 世に 知られなかった 仕方に 

おいて 罪お よび 苦悩 を 美しき 神聖なる 者と なした。 勿 

論 罪人 は 悔い改めねば ならぬ。 しかし これ 彼が 為した 

所の もの を 完成す るので ある。 希 臘人は 人 は 己が 過去 

を 変ずる ことので きない ものと 考えた、 神 も 過去 を 変 

ずる 能わず という 語 も あ つ た。 しかし 基督 は 最も 普通 


の 罪人 もこれ を 能くし 得る こと を 示した。 例の 放蕩 子 

ひざまず 

息が 跪 いて 泣いた 時、 かれは その 過去の 罪悪お よび 

苦悩 をば 生涯に おいて 最も 美しく 神聖なる 時と なした 

ので あると 基督が いわれる であろうと いっている。 ヮ 

ィ ルド は 罪の 人であった、 故に 能く 罪の 本質 を 知った 

ので ある。 


第五 章 知と 愛 

この ー篇 はこの 書の 続と して 書いた もので はない。 し 

かしこの 書の 思想と 連絡 を 有する と 思う からこ こに 附 

加す る ことと した。 〔# このく だり 著者 注〕 知と 愛 

と は 普通に は 全然 相 異なった 精神 作用で あると 考えら 

れ ている。 しかし 余 はこの 二つの 精神 作用 は 決して 別 

種の 者で はなく、 本来 同一 の 精神 作用で あると 考える。 

然 らば 如何なる 精神 作用で あるか、 一 言に ていえば 主 

客 合一 の 作用で ある。 我が物に 一 致す る 作用で ある。 

何故に 知 は 主客 合一 であるか。 我々 が 物の 真相 を 知る 


というの は、 自己の 妄想 臆断 即ち いわゆる 主観的の 者 

を 消磨し 尽 して 物の 真相に 一 致した 時、 即ち 純 客観に 

一致した 時 始めて これ を 能くす るので ある。 たとえば 

明月の 薄 黒い 処の ある は 兎が 餅を搗 いている ので ある 

なまず 

とか、 地震 は 地下の 大 総が 動く ので あると かいうの 

は 主観的 妄想で ある。 然るに 我々 は 天文、 地質の 学に 

おいて 全然 かかる 主観的 妄想 を棄 て、 純 客観的なる 自 

然 法則に 従うて 考究し、 ここに 始めて これらの 現象の 

真相に 到達す る ことができ るので ある。 我々 は 客観的 

になれば なる だけ 益々 能く 物の 真相 を 知 る ことができ 

る。 数千 年来の 学問 進歩の 歴史 は 我々 人間が 主観 を棄 


て 客観に 従い 来った 道筋 を 示した 者で ある。 次に 何故 

に 愛 は 主客 合一 であるか を 話して 見よう。 我々 が 物 を 

愛する というの は、 自己 をす てて 他に 一致す るの 謂で 

ある。 自他 合 一 、 その 間 一 点の 間隙な くして 始めて 真 

の 愛情が 起る ので ある。 我々 が 花 を 愛する の は 自分が 

花と 一 致す るので ある。 月 を 愛する の は 月に 一 致す る 

ので ある。 親が 子と なり子が 親と なりこ こに 始めて 親 

子の 愛情が 起る ので ある。 親が 子と なる が 故に 子の 一 

おのれ 

利 一 害 は 己 の 利害の ように 感ぜられ、 子が 親と なる 

が 故に 親の 一喜一憂 は 己の 一 喜 一 憂の 如くに 感ぜられ 

るので ある。 我々 が 自己の 私を棄 てて 純 客観的 即ち 無 


私と なれば なる 程 愛 は 大きくな り 深くなる。 親子 夫妻 

の 愛より 朋友の 愛に 進み、 朋友の 愛より 人類の 愛に す 

すむ。 仏陀の 愛 は 禽獣 草木にまで も 及んだ ので ある。 

斯の 如く 知と 愛と は 同一 の 精神 作用で ある。 それで 

物 を 知る に はこれ を 愛せねば ならず、 物 を 愛する の は 

これ を 知らねば ならぬ。 数学者 は 自己 を棄 てて 数理 を 

愛し 数理 其 者と 一 致す るが 故に、 能く 数理 を 明 にす 

る ことができ るので ある。 美術家 は 能く 自然 を 愛し、 

自然に 一 致し、 自己 を 自然の 中に 没す る ことに 由り て 

甫 めて 自然の 真 を 看破し 得る ので ある。 また 一方より 

考えて 見れば、 我 はわが 友 を 知る が 故に これ を 愛する 


ので ある。 境遇 を 同じう し 思想 趣味 を 同じう し、 相理 

こま や 

会す るいよ いよ 深ければ 深い 程 同情 は 益々 濃 かにな 

る 訳で ある。 しかし 愛 は 知の 結果、 知 は 愛の 結果と い 

うように、 この 両 作用 を 分けて 考えて は 未だ 愛と 知の 

真相 を 得た 者で はない。 知 は 愛、 愛 は 知で ある。 たと 

えば 我々 が 自己の 好む 所に 熱中す る 時 は 殆ど 無意識で 

ある。 自己 を 忘れ、 ただ 自己 以上の 不可思議 力が 独り 

堂々 として 働いて いる。 この 時が 主 もな く 客 もな く、 

真の 主客 合一で ある。 この 時が 知即 愛、 愛即 知で ある。 

数理の 妙に 心 を 奪われ 寝食 を 忘れて これに 耽ける 時、 

我 は 数理 を 知る と共に これ を 愛し つ つ あるので ある。 


また 我々 が 他人の 喜 憂に 対して、 全く 自他の 区別が な 

く、 他人の 感ずる 所 を 直 に 自己に 感じ、 共に 笑い 共に 

泣く、 この 時 我 は 他人 を 愛し また これ を 知りつつ ある 

ので ある。 愛 は 他人の 感情 を 直覚す るので ある。 池に 

陥らん とする 幼児 を 救う に 当りて は、 可愛い という 考 

すら 起る 余裕 もない。 

普通に は 愛 は 感情で あつ て 純粋なる 知識と 区別され 

ねばならぬ という。 しかし 事実上の 精神 現象に は 純 知 

識 という 者 もなければ 純 感情と いう 者 もない。 斯の如 

き 区別 は 心理学者が 学問 上 便宜の 為に 作った 抽象的 概 

念に すぎない。 学理の 研究が 一種の 感情に 由って 維持 


せられねば ならぬ ように、 他 を 愛する に は 一 種の 直覚 

が 基と ならねば ならぬ。 余の 考を 以て 見る と、 普通の 

知と は 非人 格 的 対象の 知識で ある。 たとい 対象が 人格 

的で あっても、 これ を 非人 格 的と して 見た 時の 知識で 

ある。 これに 反し、 愛と は 人格 的 対象の 知識で ある、 

たとい 対象が 非人 格 的であって もこれ を 人格 的と して 

見た 時の 知識で ある。 両者の 差 は 精神 作用 その 者に あ 

るので はなく、 むしろ 対象の 種類に 由る といって よろ 

しい。 而 して 古来 幾多の 学者 哲人の いったよ うに、 宇 

宙 実在の 本体 は 人格 的の 者で あると すると、 愛 は 実在 

の 本体 を 捕捉す る 力で ある。 物の 最も 深き 知識で ある。 


分析 推論の 知識 は 物の 表面的 知識であって 実在 その 者 

を 捕捉す る こと はでき ぬ。 我々 はた だ 愛に 由り ての み 

これに 達する ことができる。 愛 は 知の 極点で ある。 

以上 少しく 知と 愛との 関係 を 述べた 所で、 今 これ を 

宗教 上の 事に 当てはめて 考えて 見よう。 主観 は 自力で 

ある、 客観 は 他力で ある。 我々 が 物 を 知り 物 を 愛すと 

いうの は 自力 をす てて 他力の 信心に 入る 謂で ある。 人 

間 一 生の 仕事が 知と 愛との 外にない ものと すれば、 

我々 は 日々 に 他力 信心の 上に 働いて いるので ある。 学 

問 も 道徳 も 皆 仏陀の 光明で あり、 宗教と いう 者 はこの 

作用の 極致で ある。 学問 や 道徳 は 個々 の 差別 的 現象の 


上に この 他力の 光明に 浴す るので あるが、 宗教 は 宇宙 

全体の 上に おいて 絶対 無限の 仏陀 その 者に 接する ので 

ある。 「父よ、 もしみ こころに かな はば この 杯 を 我よ 

リ 離した まへ、 され ど 我が 意の まま をな すに あらず、 

唯み こころの ままに なした まへ」 とか、 「念仏 はまこと 

に 浄土に むまる るた ねに て やはんべ るらん、 また 地獄 

におつべき 業に て やはんべ るらん、 総 じても て 存知せ 

ざるな り」 とかいう 語が 宗教の 極意で ある。 而し てこ 

の 絶対 無限の 仏 もしくは 神 を 知る の は ただこれ を 愛す 

るに 因りて 能くす るので ある、 これ を 愛する が 即ち こ 

れを 知る である。 印度の ヴェ ー ダ教ゃ 新 プラト ー 学派 


や 仏教の 聖道門 はこれ を 知る といい、 基督教 や 浄土 

宗 はこれ を 愛すと いい または これに 依る という。 各自 

その 特色 はないで はない がその 本質に おいて は 同一 で 

ある。 神 は 分析 や 推論に 由り て 知り 得べき 者で ない。 

実在の 本質が 人格 的の 者で あると すれば、 神は最 人格 

的なる 者で ある。 我々 が 神 を 知る の はた だ 愛 または 信 

の 直覚に 由り て 知り 得る ので ある。 故に 我 は 神 を 知ら 

ず 我た だ 神 を 愛す または これ を 信ずと いう 者 は、 最も 

能く 神 を 知りお る 者で ある。 


〔#  了〕 


底本 ： 「善の 研究」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1950  (昭和お) 年 ー 月^日 第 ー 刷 発行 

1979  (昭和 S) 年^ 月 S 日 第^ 刷 改版 発行 

1999  (平成：：) 年^ 月 S 日 第^ 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「善の 研究」 岩波 書店 

1937  (昭和^-) 年 改版 

、  S 

人力" 皿 

校正 ： かとう かおり 

3 

ファイル 作成： かとう かおり、 ぬ 

2  000 年 7 月 日 公開 

2  000 年 8 月 日 修正 


青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 


